
佐世保工業高等専門学校 機械工学科 開講年度 平成29年度 (2017年度)
学科到達目標
機械工学科

１ 材料力学・機械力学・熱力学・流体力学という
４つの力学科目の習得を通して，機械工学系技
術者としての基礎能力を養成する。

２

機械工作，機械材料，機構，設計などのものづ
くり技術関連分野に加え，制御工学や電気・電
子工学分野などのメカトロニクス技術関連分野
の習得により，機械装置・機械システムの設計
開発能力を養成する。

３ ものづくりの基盤となる機械製図や機械工作実
習，機械工学実験を通して実践力を育み，卒業
研究では自学自習能力の向上とともに，総合的
な課題解決能力および技術開発能力を養成する
。
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担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修 国語 0017 履修単

位 3 2 2 田﨑 弘
章

一
般

必
修 地理 0018 履修単

位 2 1 1 牧野 一
成

一
般

必
修 代数 0019 履修単

位 4 2 2 堂平 良
一

一
般

必
修 幾何 0020 履修単

位 3 2 2 三ツ廣
孝

一
般

必
修 化学 0021 履修単

位 2 1 1 原田 喜
信

一
般

必
修 生物 0023 履修単

位 2 1 1 植垣 研
二

一
般

必
修 保健体育 0024 履修単

位 2 1 1 吉塚 一
典

一
般

必
修 英語 0025 履修単

位 3 2 2 大里 浩
文

一
般

必
修 英作文 0026 履修単

位 2 1 1 原口 和
子

一
般

必
修 英会話 0027 履修単

位 1 1 1
ジェイ
ストッ
カー

専
門

必
修 情報セキュリティ基礎 0012 履修単

位 1 1

濵田 裕
康,前
田 隆二
,横山
温和

専
門

必
修 設計製図 0013 履修単

位 3 2 2 石橋 真

専
門

必
修 機械工学基礎 0014 履修単

位 2 1 1 森川 浩
次

専
門

必
修 創作実習 0015 履修単

位 1 1

藤田 明
次,中
江 道彦
,森川
浩次
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

必
修 機械工作実習 0016 履修単

位 1.5 2 福田 孝
之

一
般

必
修 国語 0030 履修単

位 3 2 2 辻尾 修

一
般

必
修 歴史 0031 履修単

位 1 1 1 堀江 潔

一
般

必
修 政治経済 0032 履修単

位 1 1 1 前田 隆
二

一
般

必
修 基礎線形代数 0033 履修単

位 3 2 2 濵田 裕
康

一
般

必
修 微積分 0034 履修単

位 4 2 2 三ツ廣
孝



一
般

必
修 化学 0035 履修単

位 2 1 1 横山 温
和

一
般

必
修 物理 0036 履修単

位 2 1 1 森 保仁

一
般

必
修 保健体育 0037 履修単

位 2 1 1 大山 泰
史

一
般

必
修 英語 0038 履修単

位 3 2 2 上田 真
梨子

一
般

必
修 英作文 0039 履修単

位 2 1 1 岩﨑 幸
則

一
般

必
修 英会話 0040 履修単

位 1 1 1

ニコラ
ス アン
ドリュ
ー・ケ
イン

一
般

必
修 音楽 0041 履修単

位 1 1 伊藤 康
博

一
般

必
修 美術 0042 履修単

位 1 1 栗山 奉
文

一
般

必
修 書道 0043 履修単

位 1 1 朝永 惠
子

専
門

必
修 設計製図 0026 履修単

位 3 4 4 石橋 真

専
門

必
修 機械工作実習 0027 履修単

位 3 4 4
藤田 明
次,貞
弘 晃宜

専
門

必
修 材料学 0028 履修単

位 1 1 藤田 明
次

専
門

必
修 機械工作法 0029 履修単

位 1 1 中江 道
彦

一
般

必
修 国語 0037 履修単

位 2 1 1 田﨑 弘
章

一
般

必
修 歴史 0038 履修単

位 2 1 1 堀江 潔

一
般

必
修 微積分 0039 履修単

位 4 2 2 中村 真
一

一
般

必
修 物理 0040 履修単

位 2 1 1 森 保仁

一
般

必
修 保健体育 0041 履修単

位 2 1 1 田井 健
太郎

一
般

必
修 英語 0042 履修単

位 3 2 2 原口 和
子

一
般

必
修 英会話 0043 履修単

位 1 1
ジェイ
ストッ
カー

一
般

必
修 コミュニケーション基礎 0044 履修単

位 1 1 1 松尾 秀
樹

一
般

必
修 日本語 0045 履修単

位 2 1 1 堀上 志
都子

一
般

必
修 物理特講 0046 履修単

位 1 1 森 保仁

専
門

必
修 材料学 0029 履修単

位 1 1 藤田 明
次

専
門

必
修 機械工作法 0030 履修単

位 2 1 1 森川 浩
次

専
門

必
修 応用数学Ⅰ 0031 履修単

位 1 1 大浦 龍
二

専
門

必
修 プログラム基礎 0032 履修単

位 2 1 1 松谷 茂
樹

専
門

必
修 材料力学 0033 履修単

位 2 1 1 西口 廣
志

専
門

必
修 設計法 0034 履修単

位 2 1 1 福田 孝
之

専
門

必
修 電気工学 0035 履修単

位 2 1 1 貞弘 晃
宜

専
門

必
修 ものづくり総合実習 0036 履修単

位 5.5 3 3

中江 道
彦,森
川 浩次
,石橋
真

一
般

必
修 日本語と文学 0047 学修単

位 1 1 大坪 舞

一
般

必
修 国際関係論 0048 学修単

位 1 1 牧野 一
成

一
般

必
修 健康と科学 0049 履修単

位 2 1 1 大山 泰
史

一
般

必
修 英語 0050 学修単

位 1 1 大里 浩
文



一
般

必
修 コミュニケーション 0051 学修単

位 1 1 大里 浩
文

一
般

選
択 地理学 0052 学修単

位 2 1 1 牧野 一
成

一
般

選
択 法学 0053 履修単

位 2 1 1 池田 宏
子

一
般

選
択 経済学 0054 履修単

位 2 1 1 前田 隆
二

一
般

選
択 歴史学 0055 学修単

位 2 1 1 堀江 潔

一
般

選
択 数学特論 0056 履修単

位 2 1 1 松谷 茂
樹

一
般

選
択 自然科学概論 0057 履修単

位 2 1 1 横山 温
和

一
般

選
択 英会話 0058 履修単

位 2 1 1
ジェイ
ストッ
カー

一
般

選
択 ドイツ語 0059 履修単

位 2 1 1 山崎 勝
幸

一
般

選
択 中国語 0060 履修単

位 2 1 1 堀江 智
子

一
般

選
択 日本語 0061 履修単

位 2 1 1 堀上 志
都子

一
般

選
択 ハングル語 0062 履修単

位 2 1 1
キム キ
ャロラ
イン・
ミヒ

専
門

必
修 機械工作法 0030 学修単

位 1 1 中江 道
彦

専
門

必
修 材料力学 0031 学修単

位 2 1 1 西口 廣
志

専
門

必
修 設計法 0032 学修単

位 2 1 1 福田 孝
之

専
門

必
修 応用数学Ⅱ 0033 学修単

位 2 1 1 木村 拓
馬

専
門

必
修 応用数学Ⅲ 0034 学修単

位 1 1 濵田 裕
康

専
門

必
修 一般物理 0035 学修単

位 2 1 1 森田 英
俊

専
門

必
修 機構学 0036 学修単

位 2 1 1 藤田 明
次

専
門

必
修 熱力学 0037 学修単

位 2 1 1 松山 史
憲

専
門

必
修 流体工学 0038 学修単

位 2 1 1 中島 賢
治

専
門

必
修 計測工学 0039 学修単

位 2 1 1 森川 浩
次

専
門

必
修 メカトロニクスⅠ 0040 学修単

位 2 1 1 中浦 茂
樹

専
門

必
修 機械工学実験 0041 学修単

位 4 3 3

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,石橋
真,森
田 英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択 工場実習 0042 履修単

位 2 集中講義 中浦 茂
樹

専
門

選
択 工業技術国際研修 0043 履修単

位 1 集中講義 中浦 茂
樹



専
門

選
択

社会人基礎力育成セミナ
ー 0044 履修単

位 2 2 2

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択

社会人基礎力育成セミナ
ー 0045 履修単

位 2 2 2

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択

社会人基礎力育成セミナ
ー 0046 履修単

位 2 2 2

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

一
般

必
修 日本語と文学 0046 学修単

位 1 1 大坪 舞

一
般

必
修 技術者倫理 0047 学修単

位 2 1 1 前田 隆
二

一
般

必
修 健康と科学 0048 履修単

位 2 1 1 吉塚 一
典

一
般

必
修 英語 0049 学修単

位 1 1 上田 真
梨子

一
般

必
修 コミュニケーション 0050 学修単

位 1 1
ジェイ
ストッ
カー

専
門

必
修 設計法 0029 学修単

位 1 1 福田 孝
之

専
門

必
修 一般物理 0030 学修単

位 2 1 1 森田 英
俊

専
門

必
修 流体工学 0031 学修単

位 2 1 1 中島 賢
治



専
門

必
修 機械工学実験 0032 学修単

位 2 2 2

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

必
修 弾性力学 0033 学修単

位 1 1 福田 孝
之

専
門

必
修 工作機械 0034 学修単

位 2 1 1 中江 道
彦

専
門

必
修 機械力学 0035 学修単

位 2 1 1 森田 英
俊

専
門

必
修 熱工学 0036 学修単

位 2 1 1 松山 史
憲

専
門

必
修 制御工学 0037 学修単

位 2 1 1 中浦 茂
樹

専
門

必
修 卒業研究 0038 履修単

位 8 4 6

藤田 明
次,西
口 廣志
,中江
道彦
,森川
浩次
,福田
孝之
,石橋
真,森
田 英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択 設計製図Ⅰ 0039 学修単

位 2 2 佐々木
壮一

専
門

選
択 設計製図Ⅱ 0040 学修単

位 2 2 石橋 真

専
門

選
択 文献講読 0041 学修単

位 1 1

藤田 明
次,西
口 廣志
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択 機械工学特別演習 0042 学修単

位 1 1

藤田 明
次,西
口 廣志
,森川
浩次
,福田
孝之
,森田
英俊
,中浦
茂樹
,貞弘
晃宜
,松山
史憲
,中島
賢治

専
門

選
択 材料力学特論 0043 学修単

位 1 1 藤田 明
次



専
門

選
択 熱工学特論 0044 学修単

位 1 1 松山 史
憲

専
門

選
択 メカトロニクスⅡ 0045 学修単

位 1 1 貞弘 晃
宜



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国語
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 『改訂版国語総合』（筑摩書房）／『意味から学ぶ常用漢字ワイド版』（第一学習社）
担当教員 田﨑 弘章
到達目標
1.評論文を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨を客観的に理解することができる。
2.近代の小説を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写意図などを理解することができる。
3.文章を客観的に理解し、人間・社会・自然などについて考えを深め、広げることができる。
4.語句の意味、常用漢字、ことわざ、慣用句などの基礎知識についての理解を深め、その特徴を認識することができる。
5.代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深め、広げる
ことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
高校1年生相応の漢字熟語や慣用表
現等の語彙を習得し、正確に表記
、使用できる。

習得している語彙が高校1年生相応
には不足しているが、身につけよ
うとする意識が高い。

習得している語彙が高校1年生相応
に達しておらず、身につけようと
する意識も乏しい。

評価項目2
比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意を理解し、文学作品を鑑賞
できる。

比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意の理解に関心があり、文学
作品を鑑賞できる。

比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意の理解に関心がなく、文学
作品を鑑賞できない。

評価項目3
文語文法、漢文訓読の基礎を習得
し、初歩的な古典教材を読解、鑑
賞することができる。

文語文法、漢文訓読の基礎の習得
に努め、初歩的な古典教材の内容
を理解することができる。

文語文法、漢文訓読の基礎を習得
できず、初歩的な古典教材の内容
についても理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

近現代の優れた文学作品を味読・鑑賞し、比喩的、象徴的な表現に込められた含意を汲み取り、日本語による表現の可
能性を探る。現代評論、中でも科学技術に関する評論を読み、論旨を正確に理解し、工業高等専門学校で学ぶ知識、技
術を社会的な文脈に位置づける。現代文の読解を通じて、自らが使用できる日本語の語彙・表現を増やし、漢字熟語の
読み書きを正確なものとする。文学作品の読解、現代評論の理解については、感想文等の提出を求める。
また、古文・漢文の読解の基礎を習得し、入門的な古典教材の読解を通じて、我が国が長い歴史の中で育んできた文化
、美意識、価値観、倫理観等を学ぶ。

授業の進め方・方法
原則として週に1回、授業の開始時に漢字熟語・慣用句等の小テストを実施する。その後、座学形式で教材文の読解を進
めていく。適宜、発問をし回答を求める。学生は教科書、補助教材に加えて、ノート、辞書（電子辞書可）を準備して
授業に臨むこと。

注意点 漢字・慣用句等の小テストは、成績評価に10％分加味する。また、感想文等の提出物は成績評価に10%分加味する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
内田樹「話を複雑にすることの効用」

授業の概要や到達目標、評価方法・基準などを理解で
きる。
現代文の効果的学習法を知る。

2週 〃 現代評論を読み、逆説的な表現について知る。

3週 古典文法1（歴史的仮名遣い、品詞の種類、用言）
「いろは歌」

歴史的仮名遣いを習得し、文語と口語の違いを理解で
きる。
古典の効果的学習法を知る。

4週 『宇治拾遺物語』より入門用教材 品詞の分類・用言の活用について理解できる。
5週 〃 基本的な古語の意味を理解し、口語訳ができる。

6週 川上弘美「神様」「神様2011」 川上弘美の二つの作品を読み、創作の背景を理解する
。

7週 〃 小説の舞台設定や登場人物の行動、心情の変化を理解
する。

8週 中間試験

2ndQ

9週 西江雅之「『食べ物』と『伝統』」 現代評論を読み、物事を新しい視点から見つめ直すこ
との大切さを学ぶ。

10週 〃 教材に関連した内容を扱っている他の文章を読み、思
索を広げる。

11週 古典文法２（主要な助詞・助動詞）
『伊勢物語』「芥川」「東下り」

主要な助詞・助動詞の意味を理解し、口語訳ができる
。

12週 〃 時代的な背景を踏まえて『伊勢物語』を鑑賞する。

13週 林京子「空き缶」 長崎原爆による被爆体験を題材とした小説を読み、時
代背景と作品との関係を知る。

14週 〃 小説の舞台設定や登場人物の行動、心情の変化を理解
する。

15週 〃 小説の感想をまとめる。
16週 定期試験

後期 3rdQ

1週 宇野重規「〈私〉時代のデモクラシー」、湯浅誠「貧
困は自己責任なのか」

現代社会を論じた文章に用いられる語句、表現を理解
する。

2週 〃 文章の構成を理解し、評論文の主題を把握する。

3週 〃 二つの現代評論を関連付けて読むことにより、それぞ
れの文章に対する読みを深める。



4週 古典文法３（用言の活用と助詞・助動詞の接続）
『土佐日記』「門出」「帰京」

古文における用言の活用と助詞・助動詞の接続につい
て、基礎的な文法を理解できる。

5週 〃 『土佐日記』の日本文学史上の位置を理解する。

6週 「万葉集」「古今和歌集」「新古今和歌集」 「土佐日記」の筆者・紀貫之の業績を学び、万葉集、
古今和歌集、新古今和歌集中の和歌を鑑賞する。

7週 〃 日本文学における和歌の歴史を知る、
8週 中間試験

4thQ

9週 山田登世子「贅沢の条件」、春木良且「情報が世界を
動かす」

現代社会を論じた文章に用いられる語句、表現を理解
する。

10週 〃 文章の構成を理解し、評論文の主題を把握する。

11週 〃 二つの現代評論を関連付けて読むことにより、それぞ
れの文章に対する読みを深める。

12週 漢文訓読の基礎
入門期教材（故事等） 漢文学習の意義を学び、漢文訓読のきまりを知る。

13週 〃 漢文の基本的な句法を学ぶ、

14週 論語 訓点に従って漢文を書き下し文に改め、意味を理解す
る。

15週 〃 「論語」にみられる思想・文化を理解する。
16週 定期試験

評価割合
試験 小テスト レポート・提出

物 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 地理
科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 新詳地理B(帝国書院)，新詳高等地図（帝国書院）
担当教員 牧野 一成
到達目標
1.自分自身，家族など自分の周りにいる人たち，地域社会の人々，国民，世界中の人々，さらには将来の世代を含めた人類の幸福のために，行
動できることを究極の目標とする。
2.到達目標1.に近づくために必要な資質・能力を高めることにつながる地理的な知識，地理的な見方・考え方を修得する。
3.世界の地形や気候などの自然環境について理解し，概略を説明できる。
4.世界および日本の人口問題について理解し，私たちの社会がこれから直面する課題に対して考え，行動することができる。
5.資源やエネルギー，農業や食糧などの問題について理解し，私たちの社会がこれから直面する課題に対して考え，行動することができる。
6.地形図の演習を通して，空間認識能力を高める
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

自分自身，家族など自分の周りに
いる人たち，地域社会の人々，国
民，世界中の人々，さらには将来
の世代を含めた人類の幸福のため
に，行動できる

到達目標1の意義，すなわち何のた
めに学ぶのかを理解できる。

未到達レベルの目安 評価項目
3…不可
評価項目1 (到達目標1)自分自身
，家族など自分の周りにいる人た
ち，地域社会の人々，国民，世界
中の人々，さらには将来の世代を
含めた人類の幸福のために，行動
できる到達目標1の意義，すなわち
何のために学ぶのかを理解できる
。到達目標1の意味を理解できない

評価項目2 到達目標2，3，4，5が達成できて
いる

到達目標2，3，4，5の達成に向け
て学び続ける意思を持っている。
到達2，3，4，5をある程度達成で
きている

到達目標2，3，4，5を達成できて
いない

評価項目3

地形図上で，ダムの建設適地を探
すなど，応用的な地形図演習問題
にも対応出来る
流域の概念を正しく理解し，流域
の設定などの基本的な地形図演習
問題ができる

地形図（比較的侵食作用が進んだ
山地域）に描かれた等高線を見て
，尾根線・谷線を描くことができ
る

立体的な地形模型を見ても，どこ
が尾根で，どこが谷であるかを理
解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 現代世界が抱える諸課題，具体的には環境問題や資源・エネルギー問題，食糧問題，人口問題などについて学ぶ。

さらに，授業に並行して地形図演習を実施する。

授業の進め方・方法
講義，演習，ビデオ視聴
教科書・地図帳・地形図の教材や筆記用具に加えて準備するもの：　ノート(B5版，ルーズリーフでないもの)，　方眼
紙（1mmメッシュ,A4版，準備する時期は授業で案内するので，最初は不要）

注意点
評価は年4回の定期試験と随時提出を求めるレポート類で総合評価し，60点以上を合格とする。試験のみで60点以上の
場合は，試験100％を原則とする。試験で60点未満の場合は，試験70％～100％，レポート類30％～0％の範囲で評価
する。レポート類が未提出や不完全な場合は，最大30％までの範囲で，試験の成績からのマイナス評価とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業の基本方針・概要説明 学習目標や授業方法について理解できる
2週 地形図概説と地形図演習の準備 地形図の基本的な事項について理解できる
3週 地理情報と地図，地図の歴史や投影法 地理情報や地図に関する基本的な事項を理解できる
4週 丸い地球を理解する 時差やサマータイム制度の意味について理解できる

5週 内的営力と外的営力 地形が内的営力と外的営力の作用で変化することを理
解できる

6週 内的営力による地形 プレートテクトニクス，地殻変動，火山活動について
理解できる

7週 外的営力による地形（河川・海岸・氷河） 河川や海岸，氷河による侵食・堆積地形について理解
できる

8週 中間試験

2ndQ

9週 プレートテクトニクスの発展学習 プレートが動く証拠を何によって示せるか，理解でき
る

10週 九州の火山地形と災害 身近な地域の地形と火山災害の関係を理解できる
11週 世界の気候 気候に関する基本的な概念を理解できる
12週 世界の気候区分（ケッペンの気候区分） 気候区分の考え方や区分の基準について理解できる
13週 世界各地の気候環境 各気候帯の植生や農牧業などについて理解できる
14週 気候安定化のシステム 地球の気候を安定化させる働きを理解できる
15週 異常気象と災害 異常気象と災害について理解できる
16週

後期 3rdQ
1週 世界の人口問題，人口爆発 人口爆発など，世界の人口問題の基本的事項を理解で

きる
2週 人口増加と環境問題 人口増加が地球環境に及ぼす影響について理解できる



3週 人口増加と食糧問題 人口や環境の問題と食糧・農業問題との関連を理解で
きる

4週 人口増加と資源・エネルギー問題 資源・エネルギー問題と今後の課題について理解でき
る

5週 人口増加に直面する途上国 発展途上国が抱える諸問題について理解できる

6週 南北問題と援助 先進国と途上国との間の望ましい関係について理解で
きる

7週 メディアリテラシー メディアリテラシーを高めることの意義について理解
できる

8週 中間試験

4thQ

9週 地形図演習（尾根と谷，流域） 等高線の屈曲から，地形の3次元的な形態を理解できる
10週 日本の人口問題 日本の人口構成の現状について理解できる
11週 日本の少子高齢化と人口減少社会 今後の日本社会が抱える問題について理解できる

12週 世界の農業と私たちの暮らし 私たちの命を支える食が世界と繋がっていることを理
解できる

13週 食糧増産の歩み これまでの農業の発展過程について理解できる
14週 農産物市場の国際化と日本の農業問題 日本の農業が置かれている現状と課題を理解できる

15週 よりよい未来を拓くには 私たちはどう生きてゆけば良いのか，考えることがで
きる。

16週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 代数
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 基礎数学（森北出版）／基礎数学問題集（森北出版）
担当教員 堂平 良一
到達目標
１．基本的な数式・整式の計算ができる
２．様々な方程式や不等式を解くことができる
３．集合や命題に関する問題が解くことができる。
４．等式や不等式の証明問題を解くことができる
５．いろいろな関数のグラフが描け、応用することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目１（到達目標１） 複雑な実数・複素数、整式の加減
乗除、分数式の計算ができる。

基本的な実数・複素数、整式の加
減乗除、分数式の計算ができる。

基本的な実数・複素数、整式の加
減乗除、分数式の計算ができない
。

評価項目２（到達目標２）
様々な方程式や不等式、連立方程
式、連立不等式を解くことができ
る。

基本的な方程式や不等式、連立方
程式、連立不等式を解くことがで
きる。

基本的な方程式や不等式、連立方
程式、連立不等式を解くことがで
きない。

評価項目３（到達目標３） 集合や命題の意味を理解し、高度
な問題を解くことができる。

集合や命題の意味を理解し、基本
的な問題を解くことができる。

集合や命題の意味を理解し、基本
的な問題を解くことができない。

評価項目４（到達目標４）
等式や不等式の基本的な証明方法
を理解し、少し高度な証明問題に
も応用して証明することができる
。

等式や不等式の基本的な証明方法
を理解し、証明することができる
。

等式や不等式の基本的な証明方法
を理解し、証明することができな
い。

評価項目５（到達目標５）
様々な関数のグラフが描け、グラ
フを利用して、少し高度な最大値
や、方程式・不等式の問題を解く
ことができる。

基本的な関数のグラフが描け、グ
ラフを利用して最大値や、方程式
・不等式の問題を解くことができ
る。

基本的な関数のグラフが描けない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 工学おける数式の処理方法や数学的な考え方の基礎を基本的な関数や方程式・不等式を題材に理解し身に付ける。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校までに学習した数学の内容
講義室：ホームルーム
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：演習用ノート，配付プリント保管ファイル

注意点

評価の方法：中間考査・期末考査の4回と実力試験が９０%，課題１０％で評価し６０点以上を合格とする．
自己学習の指針：ほぼ毎回の授業で課題を出すので，次の授業までに必ず解いておくこと．試験前にはノート・プリン
トを整理し，課題・練習問題が理解できている状態にしておくこと．
オフィスアワー：月曜日 16：30から17：30，水曜日 16：00から17：00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 等式と不等式 等式と不等式の性質を理解し、１次方程式・不等式を
解くことができる。

2週 実数と複素数 実数と複素数の性質を理解し，その加減乗除が計算で
きる。

3週 整式の加法・減法 整式の加法と減法ができる。
4週 等式の乗法 等式の乗法ができる。
5週 因数分解 因数分解ができる。
6週 等式の除法 等式の除法ができる。

7週 剰余の定理と因数定理 剰余の定理と因数定理を理解し、高次式の因数分解が
できる。

8週 分数式 分数式の計算ができる。

2ndQ

9週 中間試験
10週 2次方程式の解法・2次方程式の解と因数分解 ２次方程式を解くことができる。
11週 3次・４次方程式 因数定理を利用して高次の方程式が解ける。
12週 いろいろな方程式 連立方程式・分数方程式・無理方程式などが解ける。
13週 集合と命題 集合と命題の取り扱いができる。

14週 恒等式 恒等式の意味が理解でき，部分分数分解に応用できる
。

15週 等式の証明 等式が成り立つことを計算により証明できる。
16週 前期定期試験

後期 3rdQ

1週 2次関数の性質とグラフ ２次関数の性質を理解することができ，グラフがかけ
る。

2週 ２次関数の最大値と最小値 2次関数の最大値・最小値を求めることができる。
3週 2次関数と2次方程式 ２次関数を利用して，2次方程式を解くことができる。
4週 2次関数と２次不等式 ２次関数を利用して，2次不等式を解くことができる。



5週 関数、グラフの移動 関数のグラフの平行移動、対称移動について理解し
，そのグラフをかくことができる。

6週 分数関数・無理関数 分数関数・無理関数の性質を理解し，そのグラフをか
くことができる。

7週 合成関数，逆関数とグラフ 基本的な関数の合成関数・逆関数を求め，そのグラフ
をかくことができる

8週 中間試験

4thQ

9週 累乗根と指数の拡張 累乗根の意味を理解し，指数法則を拡張し，計算に応
用できる。

10週 指数関数とグラフ 指数関数の性質を理解し，グラフをかくことができる
。

11週 指数関数を含む方程式と不等式 指数関数を含む基本的な方程式・不等式を解くことが
できる。

12週 対数とその基本的性質 対数の意味を理解し，対数を利用した計算ができる。

13週 対数関数とそのグラフ 対数関数の性質を理解し，グラフをかくことができる
。

14週 対数関数を含む方程式・不等式 対数関数を含む基本的な方程式・不等式を解くことが
できる。

15週 常用対数 常用対数の意味を理解し，計算に応用できる。
16週 後期定期試験

評価割合
試験 課題提出 実力テスト 合計

総合評価割合 80 10 10 100
基礎的能力 80 10 10 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 幾何
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 「基礎数学」（森北出版）、「基礎数学問題集」（森北出版）
担当教員 三ツ廣 孝
到達目標
１．三角比・三角関数を理解し，三角関数のグラフを描くことができる．(2)
２．加法定理およびそれから導出される各種公式を使うことができる．(2)
３．三角方程式・三角不等式の意味が理解でき，それらを解くことができる．(2)
４．直線の方程式を求めることができ，２直線の平行，垂直条件が理解できる．(2)
５．場合の数の和と積の法則が理解でき，順列や組合せの基本的な計算ができる．(2)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標　１，２，３）

三角関数について十分理解し，そ
れらの応用問題が解ける．

三角関数についてほぼ理解し，そ
れらの基本的問題が解ける．

三角関数について理解が不十分で
，それらの基本的問題も解けない
．

評価項目2
（到達目標　４）

直線の方程式について十分理解し
，それらの応用問題が解ける．

直線の方程式についてほぼ理解し
，それらの基本的問題が解ける．

直線の方程式について理解が不十
分で，それらの基本的問題も解け
ない．

評価項目3
（到達目標　５）

場合の数について十分理解し，そ
れらの応用問題が解ける．

場合の数についてほぼ理解し，そ
れらの基本的問題が解ける．

場合の数について理解が不十分で
，それらの基本的問題も解けない
．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
前期は工学上重要である三角比・三角関数について学ぶ．三角関数がどのような物理現象に応用できるかを理解するこ
とが大切である．
後期は前半を直線・円など２次曲線などの図形の方程式について学び，後半は場合の数，特に順列や組合せについて学
ぶ．

授業の進め方・方法

予備知識としては，中学校で学んだ三角形や円，直線などの図形の性質，並行して「代数」で学ぶ基礎的な知識の理解
を必要とする．
授業形式は，講義と演習を交えながら教室で行う．
学生が用意するものは，教科書および問題集とともに，授業ノートと配布プリント保管用ファイル（Ａ４サイズ）を用
意すること．

注意点

評価方法は，年４回の中間・定期の成績（試験および実力試験，小テスト，課題点などの平常点を含む）を平均して
，最終的に６０点以上を合格とする．ただし，その割合はその都度授業担当の先生から明示される．
自己学習の指針としては，授業で宿題や課題を出すので必ず自力で解いておくこと．また，試験前にはノートやプリン
トを整理し，課題や演習問題が理解できている状態にしておくこと．
オフィスアワーは，原則として授業担当の先生から明示された時間とする．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 化学の授業などで必要な数値の10の累乗表現について
学ぶ． 数値の10の累乗表現について理解できる．

2週 一般角の概念と正弦・余弦の定義について学ぶ． 一般角と正弦・余弦について理解でき，簡単な正弦・
余弦の値を求めることができる．

3週 弧度法の概念と弧度法による簡単な正弦・余弦の値に
ついて学ぶ．

弧度法について理解でき，それを用いた簡単な正弦・
余弦の値を計算できる．

4週 正弦関数・余弦関数，正接関数のグラフについて学ぶ
．

正弦関数・余弦関数，正接関数のグラフを描くことが
できる．

5週 三角関数の基本的な公式について学ぶ． 三角関数の基本的な公式を理解し，それらを用いた基
本的問題が解ける．

6週 三角方程式や三角不等式の解法について学ぶ． 三角方程式や三角不等式が解ける．

7週 前期中間試験範囲の復習を行い，学習内容の定着を図
る． 前期中間試験範囲の学習内容の定着を確認する．

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 加法定理を導き，その応用を学ぶ． 加法定理の意味を理解し，それを用いた三角関数の値
の計算ができる．

10週 加法定理から導出される各種公式について学ぶ(1)． 加法定理から導出される各種公式を理解し，それを用
いた三角関数の値の計算ができる．

11週 加法定理から導出される各種公式について学ぶ(2)． 加法定理から導出される各種公式を理解し，それを用
いた三角関数の値の計算ができる．

12週 正弦定理と余弦定理について学ぶ． 正弦定理と余弦定理について理解し，その応用問題が
解ける．

13週 三角形の面積の公式や正弦定理と余弦定理の応用につ
いて学ぶ．

三角形の面積の公式やヘロンの公式が理解でき、それ
らの問題が解ける．

14週 複素平面の概念を学び，複素数の図形的意味を考える
．

代数で学ぶ複素数を複素平面を通して図形的意味を理
解できる．

15週 前期定期試験範囲の復習を行い，学習内容の定着を図
る． 前期定期試験範囲の学習内容の定着を確認する．

16週 前期定期試験

後期 3rdQ 1週 直線上の点の座標と分点の概念を学ぶ． 直線上の点の座標と分点の座標について理解し，具体
的にそれらの点の座標の求めることができる．



2週 平面上の点の座標と分点の座標，２点間の距離につい
て学ぶ．

平面上の点の座標について理解し，それらの応用問題
が解ける．

3週 直線の方程式について学ぶ． 与えられた条件から直線の方程式を求めることができ
る．

4週 ２直線の平行・垂直条件について学ぶ． ２直線が平行または垂直となるための条件を理解し
，それらの応用問題が解ける．

5週 円や楕円・双曲線・放物線などの２次曲線の方程式に
ついて学ぶ(1)．

円や楕円・双曲線・放物線の方程式について理解し
，それらの応用問題が解ける(1)．

6週 円や楕円・双曲線・放物線などの２次曲線の方程式に
ついて学ぶ(2)．

円や楕円・双曲線・放物線の方程式について理解し
，それらの応用問題が解ける(2)．

7週 後期中間試験範囲の復習を行い，学習内容の定着を図
る． 後期中間試験範囲の学習内容の定着を確認する．

8週 後期中間試験

4thQ

9週 場合の数の概念について学び，和の法則と積の法則の
応用を学ぶ．

場合の数とその和と積の法則を理解し，その応用問題
が解ける．

10週 順列と組合せの概念を学び，それらの応用問題につい
て学ぶ(1)．

順列と組合せの概念を理解し，その応用問題が解ける
(1)．

11週 順列と組合せの概念を学び，それらの応用問題につい
て学ぶ(2)．

順列と組合せの概念を理解し，その応用問題が解ける
(2)．

12週 順列と組合せの概念を学び，それらの応用問題につい
て学ぶ(3)．

順列と組合せの概念を理解し，その応用問題が解ける
(3)．

13週 順列と組合せの概念を学び，それらの応用問題につい
て学ぶ(4)．

順列と組合せの概念を理解し，その応用問題が解ける
(4)．

14週 二項定理について学ぶ． 二項定理について理解し，具体的に二項展開ができる
．

15週 後期定期試験範囲の復習を行い，学習内容の定着を図
る． 後期定期試験範囲の学習内容の定着を確認する．

16週 後期定期試験
評価割合

試験 小テスト 実力試験 課題 合計
総合評価割合 85 5 5 5 100
基礎的能力 85 5 5 5 100
専門的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 化学
科目基礎情報
科目番号 0021 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 化学基礎/化学(東京書籍), フォトサイエンス化学図録(数研出版), センサー総合化学(啓林館)
担当教員 原田 喜信
到達目標
1. 物質の構造を正しく理解し，説明することができる．
2. 種々の化学結合を正しく理解し，説明することができる．
3. 化学の基礎法則を正しく理解し，説明することができる．
4. molの概念，化学反応式，化学量論を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
5. 酸・塩基の理論を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
6. 実験器具の使い方を正しく理解し、安全に実験を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
(到達目標1, 2, 3)

物質の探究をするために，物質の
分類、物質の構造・状態・化学結
合と物質の性質に関する基本的な
概念や原理・法則などの知識が必
要であることを理解している。ま
た、その知識で物質の構成に関す
る問題が解ける。

物質の探究をするために，物質の
分類、物質の構造・状態・化学結
合と物質の性質に関する基本的な
概念や原理・法則などの知識が必
要であることを理解している。

物質の探究をするために，物質の
分類、物質の構造・状態・化学結
合と物質の性質に関する基本的な
概念や原理・法則などの知識が必
要であることをほとんど理解して
いない。

評価項目2
(到達目標4, 5)

物質量と化学反応式，化学反応式
が示す量的関係、濃度、酸と塩基
に関する事物・現象についての基
本的な概念や原理・法則を理解し
，基本的な知識を身につけている
。また、それらの問題を適切に解
くことができる。

物質量と化学反応式，化学反応式
が示す量的関係、濃度、酸と塩基
に関する事物・現象についての基
本的な概念や原理・法則を理解し
，基本的な知識を身につけている
。

物質量と化学反応式，化学反応式
が示す量的関係、濃度、酸と塩基
に関する事物・現象についての基
本的な概念や原理・法則をほとん
ど理解していない。

評価項目3
(到達目標6)

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作が上手にできる
。

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作ができる。

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作をほとんど身に
つけていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
我々の身の回りに満ちあふれている「物質」を科学的に考察し，特に物質の構造と化学変化を理解するための基礎理論
を学習する．これらの知識をもとに実験・演習を数多く経験することにより，将来必要となる化学的思考力・問題解決
力を身につける．

授業の進め方・方法
予備知識：中学３年までに習得した理科・数学に関する知識を整理・復習しておくこと。
講義室：1M・E・S 教室(実験を行う際は化学実験室)
授業形式：講義と演習、学生実験、適宜教師実験も行う。
学生が用意するもの：ノート(100枚綴)、関数電卓、レポート用紙、A4サイズファイル

注意点
評価方法：中間・期末の定期試験(4回)を80%，演習・レポート等を20%により評価し，60点以上を合格とする．
自己学習の指針：授業の前日までに教科書を熟読し、疑問点などをノートしておく。教科書の問、練習問題などを自力
で解いて完全に理解しておく。また、演習問題および小テストなどを予習し，解説終了後，更に復習すること．
オフィスアワー：水曜日　16:00～17:00、金曜日　16:00～17:00　　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 化学的なものの見方，元素，単体，化合物，同素体 元素，単体，化合物，同素体について理解している．

2週 純物質，混合物，原子，主な元素の元素名と元素記号 純物質，混合物，原子，主な元素の元素名と元素記号
を説明できる．

3週 原子核，陽子，中性子，電子，原子番号，原子の構造
と同位体 原子の構造と同位体を理解している．

4週 電子殻，閉殻，価電子，原子の電子配置 電子殻，閉殻，価電子，原子の電子配置を理解してい
る．

5週 イオンの生成，イオン式，多原子イオン，イオン結合 イオンとイオン結合の概念を理解し，イオン式，多原
子イオンを理解している．

6週 イオン化エネルギー，イオン結合性物質の組成式 イオン化エネルギー，イオン結合性物質の組成式を理
解している．

7週 電気的中性の原理，周期律と周期表の構造 電気的中性の原理，周期律と周期表の構造を理解して
いる．

8週 共有結合，共有電子対，不対電子 共有結合の概念を理解し，共有電子対，不対電子を理
解している．

2ndQ

9週 中間試験

10週 非共有電子対，主な分子の電子式と構造式 非共有電子対，主な分子の電子式と構造式を理解して
いる．

11週 化学の基礎法則 化学の基礎法則を理解している．
12週 配位結合，極性 配位結合，極性を理解している．
13週 電気陰性度，水素結合，金属結合 電気陰性度，水素結合，金属結合を理解している．
14週 体心立方格子,面心立方格子,六方最密充てん構造 金属の結晶の構造について理解している．



15週 化学結合の分類，原子量 化学結合の分類，原子量を理解している．
16週

後期

3rdQ

1週 分子量・式量，molの考え方 分子量・式量，molの考え方を理解し，式を用いて計
算できる．

2週 物質量とアボガドロ定数，気体分子１molの体積 物質量とアボガドロ定数，気体分子１molの体積を理
解し，式を用いて計算できる．

3週 molに関する演習 molの概念を理解し，式を用いて計算できる．

4週 化学変化と物理変化，化学反応式のつくり方，係数の
意味 化学反応を理解し，化学反応式が作れる．

5週 係数決定法(計算法，直観法)演習 化学反応式が作れる．
6週 化学反応式が表す量的関係(I) 化学反応式が表す量的関係を理解している．
7週 化学反応式が表す量的関係(II) 化学反応式が表す量的関係を理解している．
8週 中間テスト

4thQ

9週 酸・塩基とはなにか．酸・塩基の性質Ⅰ 酸・塩基の性質を理解し，説明できる．

10週 酸・塩基の性質Ⅱ、ブレンステッドの酸・塩基，酸性
(塩基性)酸化物

酸・塩基の性質を理解し，説明できる．ブレンステッ
ドの酸・塩基の定義，酸性(塩基性)酸化物を理解し
，説明できる．

11週 酸・塩基の価数，電離度，弱酸・弱塩基の電離平衡 酸・塩基の価数，電離度，弱酸・弱塩基の電離平衡に
ついて理解し，説明できる．

12週 酸・塩基の電離定数，酸・塩基の強弱 酸・塩基の電離定数，酸・塩基の強弱について理解し
，説明できる．

13週 水のイオン積，水素イオン指数(pH），pHの計算 水のイオン積，水素イオン指数(pH）について理解し
，pHの計算ができる．

14週 塩の分類，塩の加水分解 塩の分類，塩の加水分解について理解している．

15週 中和に関する量的関係，中和滴定 中和に関する量的関係，中和滴定について理解してい
る．

16週
評価割合

試験 演習問題・小テスト ノート 出席 合計
総合評価割合 80 10 5 5 100
基礎的能力 80 10 5 5 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生物
科目基礎情報
科目番号 0023 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 改訂生物基礎（第一学習社）/最新図説生物（neo）、クリア生物基礎
担当教員 植垣 研二
到達目標
１．生物には共通性と多様性があることに気づき、細胞の働きによってすべての生物の生命活動が維持されていることを理解し、説明すること
ができる。
２．ＤＮＡの構造と機能の概要を学習し、生物の特徴が遺伝子の働きによって決まることを理解し、説明することができる。
３．生物には体内環境を一定の状態に維持するしくみがあることを理解し、体内環境の維持と健康の関係について考えることができる。
４．バイオームの概念を学習し、生物が多様な環境に適応して生活していることを理解し、説明することができる。
５．生態系の成り立ちとその保全の重要性について理解し、自分なりに考えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１）

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づき、細胞の働きによって
すべての生物の生命活動が維持さ
れていることを理解し、説明する
ことができる。

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づき、細胞の働きによって
すべての生物の生命活動が維持さ
れていることを理解している。

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づくことができず、細胞の
働きによってすべての生物の生命
活動が維持されていることを理解
していない。

評価項目2（到達目標２）
ＤＮＡの構造と機能の概要を学習
し、生物の特徴が遺伝子の働きに
よって決まることを理解し、説明
することができる。

ＤＮＡの構造と機能の概要を学習
し、生物の特徴が遺伝子の働きに
よって決まることを理解している

ＤＮＡの構造と機能の概要につい
ての学習が十分ではなく、生物の
特徴が遺伝子の働きによって決ま
ることを理解していない。

評価項目3（到達目標３）
生物には体内環境を一定の状態に
維持するしくみがあることを理解
し、体内環境の維持と健康の関係
について考えることができる。

生物には体内環境を一定の状態に
維持するしくみがあることを理解
している。

生物には体内環境を一定の状態に
維持するしくみがあることを理解
していない。

評価項目4（到達目標４）
バイオームの概念を学習し、生物
が多様な環境に適応して生活して
いることを理解し、説明すること
ができる。

バイオームの概念を学習し、生物
が多様な環境に適応して生活して
いることを理解している。

バイオームの概念の学習が十分で
はなく、生物が多様な環境に適応
して生活していることを理解して
いない。

評価項目5（到達目標５）
生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解し、自分の行動
について考えることができる。

生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解している。

生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 生物や生命現象にみられる特性のなかで、生物に共通する特徴や代謝、遺伝子とその働き、生物の体内環境の維持、生

態系の成り立ちと働きといった現代生物学の基礎となる内容を学習し、その基本的な概念や原理・法則を理解する。

授業の進め方・方法
予備知識：中学までに習得した理科に関する学習内容と生活経験による知識
講義室：１ＭＥＳＣ教室
授業形式：講義と演習及び簡単な実験(各章終了時に必要に応じ演習や小テスト・ノート検査を実施)
学生が用意するもの：教科書、最新図説生物neo、クリア生物基礎、大学ノート

注意点

評価方法：中間・期末の定期試験（４回）を８０％、演習・小テスト・課題を２０％により評価し、６０点以上を合格
とする。
自己学習の指針：毎時間、使用するテキスト・問題集の予習に取り組み、授業に備えてください。授業で学習した内容
を復習し、質問があれば積極的に質問してください。また、復習と理解の確認のために課題を15回課すので、毎回自分
の力で解いて提出すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 生物基礎の学習をはじめるにあたって 生物基礎を学習する意義を理解できる。

2週 生物の多様性と共通性 生物は共通の祖先から進化し多様化したことを理解で
きる。

3週 細胞にみられる多様性と共通性 細胞の構造の多様性と共通性、およびその働きを理解
し、説明できる。

4週 代謝とエネルギー 代謝に伴うエネルギーの移動とATPの役割を理解でき
る。

5週 代謝と酵素 代謝は酵素によって円滑に進められていることを理解
できる。

6週 光合成 光合成のしくみを理解し、説明できる。。
7週 呼吸 呼吸のしくみを理解し、説明できる。理解できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 遺伝子の本体の構造 DNAの二重らせん構造について理解できる。

10週 遺伝情報の複製と分配 細胞分裂に伴う遺伝情報の複製と分配について理解で
きる。

11週 遺伝情報とタンパク質の合成 タンパク質の合成に遺伝情報が関係していることを理
解し、説明できる。

12週 遺伝子とゲノム 遺伝子とゲノム、および遺伝子の発現について理解で
きる。

13週 体液とその働き 体内環境である体液の種類と働きについて理解し、説
明できる。

14週 腎臓の構造と働き 体液成分の濃度の調節に関わる腎臓の働きを理解でき
る。



15週 肝臓の構造と働き 体液成分の調節に関わる肝臓の働きを理解できる。
16週 定期試験

後期

3rdQ

1週 自律神経系による調節 自律神経系の働きによる体内環境維持のしくみを理解
し、説明できる。

2週 内分泌系による調節 ホルモンの働きによる体内環境維持のしくみを理解で
きる。

3週 血糖濃度の調節 血糖濃度の調節のしくみを理解し、説明できる。
4週 体温の調節 体温調節のしくみを理解し、説明できる。

5週 免疫 ヒトには、病原体を排除するしくみが備わっているこ
とを理解できる。

6週 自然免疫と獲得免疫 自然免疫と獲得免疫が相互に活性化し、協調的に作用
するしくみを理解できる。

7週 免疫に関する疾患と医療 免疫に関する身近な疾患と医療について理解し、健康
について考えることができる。

8週 中間試験

4thQ

9週 植生の多様性と分布 環境に適応して、特有の外観をもつさまざまな植生が
みられることを理解できる。

10週 植生の成り立ちと遷移 植生の成り立ちと遷移の過程について理解できる。
11週 バイオームとその分布 バイオームの種類・分布と気候の関係を理解できる。

12週 生態系の成り立ち 生態系の構成や物質の生産と消費の関係を理解し、説
明できる。

13週 物質循環とエネルギーの流れ 炭素循環と窒素循環、およびエネルギーの流れを理解
できる。

14週 生態系のバランス 生態系のバランスと人間活動による影響について理解
し、説明できる。

15週 生態系の保全 生態系保全の重要性とその取り組みについて理解し、
自分なりに考えることができる。

16週 定期試験
評価割合

試験 演習・小テスト・課題 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 保健体育
科目基礎情報
科目番号 0024 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 最新スポーツルール（大修館）/　必要に応じてプリント、ビデオ等を使用する。
担当教員 吉塚 一典
到達目標
１．集団行動において基本的な行動様式が実践できる。
２．ソフトボール、バレーボール、バスケットボール、サッカーの基本動作ができる。
３．新体力テスト、12分間走により自己の体力の確認ができる。
４．身体組成、有酸素能力等の測定により健康と体力について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

集団行動において基本的な行動様
式が実践できる。

基本的な集団行動規範に基づいて
行動でき、他者（チームやクラス
）への指示や協力ができる。

授業や各種目のルールに則って安
全に進行ができる。また、授業で
使う道具や施設の準備を行ったり
、それらを安全に配置することが
できる。
他者との協力協調してチームのた
めに参加・応援・補助をする活動
ができる。

整列、体操、実技中の行動におい
て、基本的な集団行動規範に基づ
いて行動できる。

授業や各種目のルールに則って安
全に行動ができる。また、授業で
使う道具や施設を適切に使用する
ことができる。
自分本位な活動にならないように
に参加・応援・補助をすることが
できる。

整列、体操、実技中の行動におい
て、基本的な集団行動規範に基づ
いて行動できない。

授業や各種目のルールに則った行
動や安全に配慮したプレー・活動
ができない。また、授業で使う道
具や施設を安全に適切に使用でき
ない。
個人活動の割合が多くなったり、
自分本位な活動ばかりを行う。

ソフトボール、バレーボール、バ
スケットボール、サッカーの基本
動作ができる（ラジオ体操第二を
含む）。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、積極
的に練習や試合を運営することが
できる。
経験者もしくは合格者はチームや
クラスメイト学生（未経験者）に
指導をし、その学生の技能を高め
ることができる。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、練習
や試合に参加できる。
経験者もしくは合格者はチームや
クラスメイト学生（未経験者）に
技能向上関する指導をすることが
できる。また、競技やゲーム運営
の手本として活動すことができる
。

基本的な技術を身につけたり、ル
ールを覚えることが殆ど出来ず、
練習や試合に対して消極的な態度
で参加してる。
経験者でありながらチームやクラ
スメイト学生（未経験者）に技能
向上関する指導や競技やゲーム運
営及び補助を行わない。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を大きく上回っていくことがで
きる。また、上回るために測定に
積極的に参加し向上していこうと
いう意欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値を超えるパフォーマンスを発
揮することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値に到達することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことがでない。
自己の体力を調べるために、測定
に全力をもって挑んでいない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 各運動種目の基本技能を習得するとともに、体力の向上を目指す。また、健康、安全、運動について理解する。

授業の進め方・方法

授業場所　：　第二体育館かグラウンドにて行う。その他、必要に応じて総合グラウンドや教室でも実施する。
授業形式　：　実技を中心に進め、前期と後期にそれぞれ講義と筆記試験を1回ずつ実施する。
用意するもの　：　指定の体操服と体育館シューズ、グラウンドシューズを用意しておくこと。指定服装以外での授業
参加は認めない。

主な授業内容　：
＜前期＞
　　　　１．集団行動等： 整列、行進等の行動様式を身につける。 ラジオ体操第２、体育祭練習を行う。
　　　　２．ソフトボール ： 送球、捕球、打撃の基本技能を身につける。ルールを理解し、基本的なゲームを行う。
　　　　３．バレーボール ： オーバー、アンダーパスの基本技能を身につける。ルールを理解し、基本的なゲームを行
う。
　　　　４．新体力テスト ： (屋内種目)　握力、反復横跳び、長座体前屈、上体起こしの記録測定を行う。
　　　　５．保健理論 ： 身体組成について学び、自身の測定調査も行う。身体組成に関する筆記試験を行う。

＜後期＞
　　　　１．新体力テスト ： (屋外種目)　 50m走、立ち幅跳、ハンドボール投げ、持久走の記録を測定する。
　　　　２．バスケットボール ： パス、ドリブルの基本技能を身につける。ルールを理解し、基本的なゲームを行う。
　　　　３．サッカー ： パス、ドリブルの基本技能を身につける。ルールを理解し、基本的なゲームを行う。
　　　　４．保健理論 ： 有酸素運動について学び、筆記試験を行う。１２分間走を実施し、有酸素能力を推定する。

注意点

評価方法：実技試験、体力テスト、12分間走による評価70%、筆記試験、レポート等15%、授業への取り組み等
15%で評価を行い、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：最新スポーツルール（大修館）を活用し，授業内容の理解がより深まるように各種目の技術やルール
を予習・復習する、また、生涯を通じてスポーツに親しむ（する・見る・支える）資質を養うために、各種目の起源
（歴史）や特徴（楽しさ）を学ぶ。
その他：担当者により、授業内容の順序・授業方法・評価方法に違いがあるので、授業最初のガイダンスで確認をする
こと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 オリエンテーション（授業の概要、受講上の注意）、
掃除の仕方、集団行動

年間の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を確
認する。集合・整列方法を理解する。

2週 集団行動、ラジオ体操第２　① ラジオ体操第２の方法を理解する。

3週 ラジオ体操第２　②　　ソフトボール①（※雨天時は
バレーボール） キャッチボール，バッティングを学ぶ



4週 ラジオ体操第２　③　　ソフトボール②（※雨天時は
バレーボール） 中継プレー，連携プレーを学ぶ。

5週 ラジオ体操第２　④　　ソフトボール③（※雨天時は
バレーボール） ゲームの運営方法を学ぶ。

6週 体育祭の練習、ソフトボール④
体育祭の練習を通して、協調性を高める。実技試験の
課題をクリアする。実技試験の課題に沿った練習を行
い、技能を高める。

7週 体育祭の練習、ソフトボールの試験 体育祭の練習を通して、協調性を高める。実技試験の
課題をクリアする。

8週 ソフトボールの試験、新体力テストの練習 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の練
習をする。

2ndQ

9週 新体力テスト（握力、反復横跳び、長座体前屈、上体
起こし）

50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の測
定を行い自身の体力を知る。

10週 バレーボール　①、身体組成測定 パス，スパイク，サーブ，レセプションを学ぶ。
11週 バレーボール　② ローテーション，ゲームの方法を学ぶ。
12週 バレーボール　③、身体組成に関する講義 ゲームの運営方法を学ぶ。身体組成の知識を深める。
13週 バレーボール　④ 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
14週 バレーボールの試験 実技試験の課題をクリアする。
15週 筆記試験（身体組成） 身体組成に関する知識・理解度を確認する。
16週 筆記試験解説、実技試験予備日 身体組成に関する知識・理解を深める。

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション（後期授業の概要、受講上の注意
）

後期の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を再
確認する。

2週 サッカー　① ３人パス、５人パス、ミニゲームができる。
3週 サッカー　② ドリブルドリル、ミニゲームができる。
4週 サッカー　③ ゲームができる。
5週 サッカー　④ 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
6週 競技大会の練習 競技大会に向けてクラスで協力し技能を高める。

7週 サッカーの試験、新体力テストの練習 実技試験の課題をクリアする。50ｍ走・ハンドボール
投げ・立ち幅跳び・持久走の練習をする

8週 新体力テスト（50m走、立ち幅跳び、ハンドボール投
げ、持久走の記録測定）

50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の測
定を行い自身の体力を知る。

4thQ

9週 バスケットボール　① パス，ツーメンパス、ドリブル、レイアップができる
。

10週 バスケットボール　② 四角パス、ゴール下シュート、ゲームができる。
11週 バスケットボール　③ スクリーン、ゲームができる。

12週 バスケットボール　④、有酸素運動に関する講義 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
有酸素運動（能力）に関する知識を深める。

13週 バスケットボールの試験 実技試験の課題をクリアする。

14週 12分間走の練習、筆記試験（有酸素運動） 12分間走の練習を行う。有酸素運動に関する知識・理
解度を確認する。

15週 12分間走の測定 12分間走の測定を行い、自身の体力(有酸素能力)を知
る。

16週 筆記試験解説、実技試験予備日 有酸素運動に関する知識・理解を深める。
評価割合

実技試験 筆記試験 取り組み・態度 合計
総合評価割合 70 15 15 100
基礎的能力 70 15 15 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0025 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2

教科書/教材
『BIG DIPPER English Communication Ⅰ』，『BIG DIPPER English CommunicationⅠワークブック』，『BIG
DIPPER English CommunicationⅠベーシックノート』（以上数研出版），『EG 3000英単語・熟語』(いいずな書店
）

担当教員 大里 浩文
到達目標
①中学校で習得した、また高専１年次で学習する文法事項を理解し、自分の意思を英語で表現することができる。
②英文を聞き、あるいは読み、大意をとらえ、情報や考えを的確に理解することができる。
③内容を理解した英文について、発音に留意しながら表現し、その内容を英語で書くことができる。
④1800語レベルまでの語彙を習得し、読解や聞き取りに活用できる。
⑤自学自習の習慣を確立し、英検３級を取得するとともに、英検準２級を目指す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標①）

進出の文法事項を用いて、既習事
項も踏まえながら自分の考えや意
図を表現することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができない。

評価項目2
（到達目標②）

英文を聞き、あるいは読み、情報
や考えを的確に理解することがで
きる。

英文を聞き、あるいは読み、大意
をとらえることができる。

英文を聞いても、あるいは読んで
も大意をとらえることができない
。

評価項目3
（到達目標③）

内容を理解した英文について、聞
き手に伝わるように適切なリズム
・イントネーションで表現するこ
とができる。また、その内容を読
み手にわかりやすい適切な英語で
書くことができる。

内容を理解した英文について、発
音やリズム・イントネーションに
留意しながら音読することができ
る。また、その内容を英語で表現
することができる。

まとまりのある英文について、発
音やリズム等に留意しながら音読
をしたり、その内容を英語で表現
したりすることができない。

評価項目4
（到達目標④）

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に十分に活用す
ることができる。

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に辞書等を使用
しながら最低限活用することがで
きる。

語彙習得に対する自学自習の習慣
が確立されていない。

評価項目5
（到達目標⑤） 英検準２級に合格する。

英検３級を取得し、英検準２級合
格に向けて自学自習の習慣を確立
する。

英検３級を取得するための学習習
慣が確立されていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 文法事項の確認をしながら、書き手の意図を把握できるリーディング能力を育成するためのタスク活動に取り組む。

また、音読・再生を通して既習内容の定着を図る。更に、定期的に単語小テストや英検準２級を目指した活動を行う。

授業の進め方・方法

予備知識：中学校３年間で習得した文法事項・語彙、またそれを簡単な情報のやり取りのコミュニケーションに用いる
技術。
講義室：各ＨＲ教室
授業形式：講義・演習
学生が用意するもの：配布資料、板書ノート、英和辞書（電子辞書を含む）

注意点

評価方法：後期中間試験は定期試験７０点、課題テスト１０点、小テストや各課題の取り組み状況など２０点で評価し
、
その他３回は定期試験８０点、小テストや各課題の取り組み状況など２０点で評価する。　４回の平均が６０点以上で
合格とする。
自己学習の指針：毎授業、英単語の意味調べや本文の内容把握などの予習をしておくこと。また、学習した内容は教科
書レベルであれば自己表現できるように復習にも取り組むこと。
オフィスアワー：月・水　16:10～17:10

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンスおよび学習方法の説明 ・学習の到達目標、学習内容、留意点を理解できる。

2週
Lesson 1 High School Life at Home and Abroad
Part 1
・現在形と過去形

・日本の制服が留学生にどのように見えているかにつ
いて理解できる。
・現在形と過去形を認識できる。

3週
Lesson 1 High School Life at Home and Abroad
Part 2
・現在進行形 ＜be動詞＋～ing＞

・日本の学校行事が留学生にどのように見えているか
について理解できる。
・現在進行形 ＜be動詞＋～ing＞を認識できる。

4週
Lesson 1 High School Life at Home and Abroad
Part 3
・未来を表す表現 ＜will+動詞の原形＞

・日本の教室掃除が留学生にどのように見えているか
について理解できる。
・未来を表す表現 ＜will+動詞の原形＞を認識できる
。

5週
Lesson 2 Giant Pandas: Everyone's Favorite  Part
1
・S+V+C，S+V+O

・なぜパンダがかわいいのかを理解できる。
・S+V+C，S+V+Oを認識できる。

6週
Lesson 2 Giant Pandas:Everyone's Favorite   Part
2
・動名詞 （名詞用法）

・パンダを取り巻く諸問題を理解できる。
・動名詞 （名詞用法）を認識できる。

7週
Lesson 2 Giant Pandas: Everyone's Favorite  Part
3
・不定詞 （名詞・形容詞・副詞用法）

・パンダ保護に対する中国の取り組みができる。
・不定詞 （名詞・形容詞・副詞用法）を認識できる。

8週 中間試験



2ndQ

9週
中間試験の返却と解説
Lesson 3 Yanase Takashi: The Creator of
Anpanman Part 1
・受動態 ＜be動詞＋過去分詞＞

・アンパンマンとはだれかを理解できる。
・受動態 ＜be動詞＋過去分詞＞を認識できる。

10週
Lesson 3 Yanase Takashi: The Creator of
Anpanman Part 2
・S+V+O+O，S+V+O+C

・やなせ氏のアイディアが「残酷」と言われた理由に
ついて理解ができる。
・S+V+O+O，S+V+O+Cを認識できる。

11週
Lesson 3 Yanase Takashi: The Creator of
Anpanman Part 3
・S+V+O+O（＝that節，疑問詞＋to不定詞）

・アンパンマンを最初に気に入った人はだれかについ
て理解できる。
・S+V+O+O（＝that節，疑問詞＋to不定詞）+Cを
認識できる。

12週 Lesson 4 The History of the Telephone  Part 1
・現在完了形 ＜have/has+過去分詞＞

・携帯電話のない生活を想像できる。
・現在完了形 ＜have/has+過去分詞＞を認識できる。

13週 Lesson 4 The History of the Telephone  Part 2
・関係代名詞 ( who・which・that)

・携帯用電話がいつ発明されたかについて理解できる
。
・関係代名詞 ( who・which・that)を認識できる。

14週 Lesson 4 The History of the Telephone  Part 3
・分詞 （現在分詞・過去分詞）の形容詞用法

携帯電話にまつわる諸問題を理解できる。
・分詞 （現在分詞・過去分詞）の形容詞用法を認識で
きる。

15週 Lesson 3およびLesson 4の復習
16週

後期

3rdQ

1週
Lesson 5 Universal Design: Whay Is It Important
for You?  Part 1
・形式主語 ＜It is～to do…＞

・自動販売機に見るユニバーサルデザインについて理
解できる。
・形式主語 ＜It is～to do…＞を認識できる。

2週
Lesson 5 Universal Design: Whay Is It Important
for You?  Part 2
・比較級 ＜比較級＋than～＞

・ユニバーサルデザインを考える上で重要になること
について理解することができる。
・比較級 ＜比較級＋than～＞を認識できる。

3週
Lesson 5 Universal Design: Whay Is It Important
for You?  Part 3
・原級 ＜as ～ as…＞

・バリアフリーとユニバーサルデザインの違いについ
て理解できる。
・原級 ＜as ～ as…＞を認識できる。

4週
Lesson 5 Universal Design: Whay Is It Important
for You?  Part 4
・最上級 ＜the+最上級＞

・ユニバーサルデザインの基本的な考えについて理解
することができる。
・最上級 ＜the+最上級＞を認識できる。

5週
Lesson 6 J.K Rowling: Everyone Has Hidden
Power  Part 1
・would / used to

・ハリー・ポッターがどのように誕生したかについて
理解できる。
・would / used toを認識できる。

6週
Lesson 6 J.K Rowling: Everyone Has Hidden
Power  Part 2
・過去完了＜had+過去分詞＞（完了・結果）

・ハリー・ポッターの世界観について理解できる。
・過去完了＜had+過去分詞＞（完了・結果）を認識で
きる。

7週
Lesson 6 J.K Rowling: Everyone Has Hidden
Power  Part 3
・過去完了＜had+過去分詞＞（継続）

・ハリー・ポッターの完成までに乗り越えた問題点に
ついて理解できる。
・過去完了＜had+過去分詞＞（継続）を認識できる。

8週 中間試験

4thQ

9週
中間試験の返却と解説
Lesson 7  The Bicycle: An Old Friend and a New
Friend  Part 1
・現在分詞の分詞構文（理由）

・自転車は流行遅れかについて考えることができる。
・現在分詞の分詞構文（理由）を認識できる。

10週
Lesson 7  The Bicycle: An Old Friend and a New
Friend  Part 2
・現在分詞の分詞構文（付帯状況）

・人々がどのように自転車を用いるのかについて理解
できる。
・現在分詞の分詞構文（付帯状況）
を認識できる。

11週
Lesson 7  The Bicycle: An Old Friend and a New
Friend  Part 3
・S+V+O+C (V＝知覚動詞，C＝現在分詞）

・自転車に関わる問題点を理解できる。
・S+V+O+C (V＝知覚動詞，C＝現在分詞）を認識で
きる。

12週
Lesson 7 The Bicycle: An Old Friend and a New
Friend  Part 4
・S+V+O+O (V＝使役動詞，C＝原形不定詞）

・自転車に関わる問題点の解決法について理解できる
。
・S+V+O+O (V＝使役動詞，C＝原形不定詞）を認識
できる。

13週
Lesso 8  From Child to Adult: When Do You
Change? Part 1
・S+V+O+O (V＝使役動詞，C＝原形不定詞）

・成長するとはどのようなことかについて考えること
ができる。
・S+V+O+O (V＝使役動詞，C＝原形不定詞）を認識
できる。

14週
Lesso 8  From Child to Adult: When Do You
Change? Part 2
・形式主語 ＜It is(was) ～ that…＞

・法律が定義する成人期について理解できる。
・形式主語 ＜It is(was) ～ that…＞
を認識できる。

15週
Lesso 8  From Child to Adult: When Do You
Change? Part 3
・関係副詞 (where)

・成人年齢を下げるべきかについて考えることができ
る。
・関係副詞 (where)を認識できる。

16週
評価割合

試験 小テストや課題への取り組み状況 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英作文
科目基礎情報
科目番号 0026 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1

教科書/教材 be English Expression ⅠStandard, be English Grammar 46 & Workbook , 総合英語 be 3rd Edition（以上、いい
ずな書店）, プリント教材

担当教員 原口 和子
到達目標
①中学校で習得した、また高専１年次で学習する文法事項を理解し、それを用いて自分の意思を英語で表現することができる。
②英文を聞き、あるいは読み、情報や考えを的確に理解することができる。
③内容を理解した英文について、発音に留意しながら表現し、その内容を英語で書くことができる。
④1800語レベルまでの語彙を習得し、読解や聞き取りに活用できる。
⑤自学自習の習慣を確立し、英検３級を取得するとともに、英検準２級を目指す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標①）

進出の文法事項を用いて、既習事
項も踏まえながら自分の考えや意
図を表現することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができない。

評価項目2
（到達目標②）

英文を聞き、あるいは読み、情報
や考えを的確に理解することがで
きる。

英文を聞き、あるいは読み、大意
をとらえることができる。

英文を聞いても、あるいは読んで
も大意をとらえることができない
。

評価項目3
（到達目標③）

内容を理解した英文について、聞
き手に伝わるように適切なリズム
・イントネーションで表現するこ
とができる。また、その内容を読
み手にわかりやすい適切な英語で
書くことができる。

内容を理解した英文について、発
音やリズム・イントネーションに
留意しながら音読することができ
る。また、その内容を英語で表現
することができる。

まとまりのある英文について、発
音やリズム等に留意しながら音読
をしたり、その内容を英語で表現
したりすることができない。

評価項目4
（到達目標④）

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に十分に活用す
ることができる。

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に辞書等を使用
しながら最低限活用することがで
きる。

語彙習得に対する自学自習の習慣
が確立されていない。

評価項目5
（到達目標⑤） 英検準２級に合格する。

英検３級を取得し、英検準２級合
格に向けて自学自習の習慣を確立
する。

英検３級を取得するための学習習
慣が確立されていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 英語の学習において必要不可欠な英文法の基本的なルールを体系的に習得し、これからの高専における英語学習の基礎

を築くことを目的とする。また理解度を確認するために、定期的に小テストを行う。

授業の進め方・方法 予備知識：中学校で習得した文法事項・語彙、またそれを簡単な英文で表現するために用いる技術。講義室：各ＨＲ教
室　授業形式：講義、演習　学生が用意するもの：ノート、（電子）辞書

注意点
評価方法：定期試験90％、提出物10％で評価する。それら４回の平均点が60点以上を合格とする。自己学習の指針：授
業で説明したことの復習に基づき、指示された箇所の演習問題や課題に取り組んでください。また、次の授業の予習も
行ってください。わからない箇所があったら、参考書などを使って自学自習に努めてください。オフィスアワー：随時
　備考：１・2年で完結するコースなので教科書は2年でも継続使用する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 1
英語の語順（１） 基本５文型に関して、基本的な事項を認識できる。

2週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 1
英語の語順（１） 演習を通して、基本５文型について理解を深める。

3週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 2
英語の語順（２）

there is構文、接続詞、自動詞、他動詞に関して、基
本的な事項を認識できる。

4週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 2
英語の語順（２）

演習を通して、there is構文、接続詞、自動詞、他動
詞について理解を深める。

5週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 3
文の種類

否定文、疑問文、命令文、感嘆文に関して、基本的な
事項を認識できる。

6週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 3
文の種類

演習を通して、否定文、疑問文、命令文、感嘆文につ
いて理解を深める。

7週 復習 前期中間までの文法事項を復習し理解度を高める。
8週 中間試験

2ndQ

9週 試験返却と解説
be English Expression Ⅰ　Lesson 1　現在形

現在形および現在進行形に関して、基本的な事項を認
識できる。

10週 be English Expression Ⅰ　Lesson 2　過去形・未来
形

過去形および未来形に関して、基本的な事項を認識で
きる。

11週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 4
時制（１）　Lesson 5  時制（２）

演習を通して、現在形、過去形、未来形について理解
を深める。

12週 be English Expression Ⅰ　Lesson 3　現在完了形 現在完了形に関して、基本的な事項を認識できる。

13週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 6
完了形（１） 演習を通して、現在完了形について理解を深める。

14週 be English Expression Ⅰ　Lesson 4　過去完了形 過去完了形・未来完了形に関して、基本的な事項を認
識できる。

15週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 7
完了形（２）

演習を通して、過去完了形・未来完了形について理解
を深める。



16週 前期定期試験

後期

3rdQ

1週 試験返却と解説
be English Expression Ⅰ　Lesson 5　助動詞①

さまざまな助動詞に関して、基本的な事項を認識でき
る。

2週 be English Expression Ⅰ　Lesson 6　助動詞② さまざまな助動詞に関して、基本的な事項を認識でき
る。

3週 be English Expression Ⅰ　Lesson 7　助動詞③ さまざまな助動詞に関して、基本的な事項を認識でき
る。

4週
be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson 8
助動詞（１）　Lesson 9  助動詞（２）　Lesson 10
助動詞（３）

演習を通して、助動詞ついて理解を深める。

5週 be English Expression Ⅰ　Lesson 8　受動態 受動態に関して、基本的な事項を認識できる。

6週 be English Expression Ⅰ　Lesson 9　動詞の後の語
順 受動態に関して、基本的な事項を認識できる。

7週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson
11  受動態（１）　Lesson 12  受動態 演習を通して、受動態について理解を深める。

8週 中間試験

4thQ

9週 試験返却と解説
be English Expression Ⅰ　Lesson 10　不定詞① 不定詞に関して、基本的な事項を認識できる。

10週 be English Expression Ⅰ　Lesson 11　不定詞② 不定詞に関して、基本的な事項を認識できる。
11週 be English Expression Ⅰ　Lesson 12　不定詞③ 不定詞に関して、基本的な事項を認識できる。

12週 be English Grammar 46 およびWorkbook Lesson
13 不定詞（１）～Lesson 16　不定詞（４） 演習を通して、不定詞について理解を深める。

13週 be English Expression Ⅰ　Lesson 13　動名詞 演習を通して、英語の受動態について理解を深める
（１）。

14週 be English Expression Ⅰ　Lesson 17　動名詞
（１）

演習を通して、英語の受動態について理解を深める
（２）。

15週 復習 後期期末までの文法事項を復習し理解度を高める。
16週 後期定期試験

評価割合
試験 課題への取り組み 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100
専門的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英会話
科目基礎情報
科目番号 0027 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 English Firsthand Success (Pearson/Longman Publishing)
担当教員 ジェイ ストッカー
到達目標
1. Students will learn colloqual American spoken English..　
2. Students will be able to carry out  simple conversation in English.
3. Students will gain confidence in speaking English in classroom.
4. Students will feel comfortable using the language they know, while also practicing new vocablrary and grammatical structures.
5. Students will become familiar with native pronumciation of conversational English.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１，２，３） 短い会話について、自分の言いた
いことを伝えることができる。

簡単な会話において、大きな間違
いをすることなく、おおよそのア
ウトラインを伝えることができる
。

会話において、自分の言いたいこ
とを伝えることができない。

評価項目2（到達目標４）
短い会話に必要な語彙や構文を正
しく理解し、適切に使うことがで
きる。

会話に必要な語彙や構文をおおよ
そ理解し、大きな間違いをするこ
となく利用することができる。

会話に取り組むのに必要は語彙や
構文を理解することができない。

評価項目3（到達目標５）
短い会話を聞いて、その内容の概
要を正しく理解することができる
。

簡単な会話を聞いて、大きな間違
いをすることなく、おおよその内
容を理解することができる。

会話を聞いて、その内容を理解す
ることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This communication class will help students to improve English through a variety of conversational tasks.
Grammatical structure will be given with its meaning by linking them with appropriate social language and
context.

授業の進め方・方法
予備知識： Students are expected to know how to start daily conversation and to carry out easy verbal
interaction without much trouble.　　講義室：ＬＬ教室　　　授業形式：講義と演習　　　学生が用意するもの」テ
キスト・配布プリント

注意点
評価方法： 20% quizzes, 20% In class activities, 60% midterm and final exams　　
自己学習の指針： Using textbooks, students are expected to engage in review and preview of what they learn.
オフィスアワー：授業の前後、または個別に指定された時間（英語科森下へ連絡）  *授業計画における中間試験実施週
は早まる場合があります。その際は、授業の中で連絡をします。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Course Introduction and Unit 1:　What's your
name? Students can introduce themselves to others.

2週 Unit1: Students can talk about their favorite food and
misuc.

3週 Unit 1 and Unit 2: I love fashion! Students can explain what their name means in
English.

4週 Unit 2: and Exam preparation Students can describe what other people wear.
5週 Mid-term examination In class test
6週 Unit 2: Students can describe what other people wear.

7週 Unit 3: How do you stay healthy? Students can talk about activities for their health
and offer advice to help others.

8週 Final-examination In class test

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週 Unit 4: How do I get there? Students can give directions and follow directions
to places of their interests on a map.

2週 Unit 4: Students can talk about the location of places.

3週 Unit 5: What's that? Students can describe objects and the materials
they are made from.

4週 Mid-term Examination In class test

5週 Unit 5: and Unit 6: What's your dream? Students can talk about their goals and dreams
for the future.

6週 Unit 6: Students can talk about what they are doing  this
year, in 5 years and in 10 years.

7週 Final examination In class test



8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 クイズ インクラス活動 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 60 20 20 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 情報セキュリティ基礎
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 前期:1

教科書/教材 「最新情報の科学　新訂版」実教出版、「30時間でマスター　Office2013」実教出版、 「低学年向け情報セキュリティ
」教材

担当教員 濵田 裕康,前田 隆二,横山 温和
到達目標
1. インターネットでのコミュニケーション（ウェブ、メール、SNS等）を実現する技術知識を学習する
2. 高専生として習得すべき（ユーザーとしての）ネット・コンピュータ知識を学習する
3. 社会における身近な分野において、情報技術の利用やIT技術の発展にともなう影響を考える
4. パソコンの基本的操作を行うことができる
5. Word、Excel、PowerPointの基本的操作をすることができ、簡単な文章、表、グラフやプレゼンテーション資料を作成できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

インターネットを実現する技術の
構成を説明できる

- コンピュータの仕組み：（良）に
加え、5大装置に対応した具体的な
製品と周辺機器を挙げることがで
きる

- ディジタル表現：文字コードを説
明できる

- インターネット：IPアドレス、
Web上のサービスを実現するサー
バの種類を説明できる

インターネットを実現する技術の
構成を説明できる

- コンピュータの仕組み：ハードと
ソフト、5大装置

- ディジタル表現：ビットとバイト
、代表的なファイル形式、基数変
換

- インターネット：Web上のサー
ビスの種類

インターネットを実現する技術の
構成を説明することができない

評価項目2

高専生として習得すべき（ユーザ
ーとしての）ネット・コンピュー
タ知識を習得する

- ネチケット・情報モラル：（良
）に加え、情報モラルを遵守する
ルールを作り、他に伝えることが
できる

- PC(IT機器)の利用：（良）に加
え、PCおよび周辺機器を性能を見
て選択できる、適切なファイル形
式（容量）を選択できる

高専生として習得すべき（ユーザ
ーとしての）ネット・コンピュー
タ知識を習得する

- ネチケット・情報モラル：定めら
れたルールの意図を理解し遵守す
ることができる

- PC(IT機器)の利用：周辺機器を
適切に使用することができる、メ
ールを適切に利用できる、代表的
な拡張子を説明できる

（ユーザーとしての）習得すべき
ネット・コンピュータ知識を習得
していない

評価項目3

社会における身近な分野において
、情報技術の利用やIT技術の発展
にともなう影響を考える基盤があ
る

- 情報社会：自分の専門分野で使わ
れている情報システムとその機能
を想像し説明することができる

- 情報セキュリティ：情報セキュリ
ティを守るための行動とその技術
的背景を説明することができる

- 最新技術：ITの最新技術が自分の
専門分野におよぼす影響を自分の
言葉で説明できる（正誤は問わな
い）

社会における身近な分野において
、情報技術の利用やIT技術の発展
にともなう影響を考える基盤があ
る

- 情報社会：自分の身近で使われて
いる情報システムを挙げられる

- 情報セキュリティ：情報セキュリ
ティを守るための行動を知ってお
り、行動をとることができる

- 最新技術：ITの最新技術の用語を
知っている

社会における身近な分野において
、情報技術の利用やIT技術の発展
にともなう影響を考える基盤知識
がない

評価項目4
授業で扱ったパソコンの操作方法
を応用して、様々な操作を行うこ
とができる

授業で扱ったパソコンの操作方法
を行うことができる

授業で扱ったパソコンの操作方法
を自分で行うことができない

評価項目5

授業で扱ったWord、Excel、
PowerPointの操作方法を応用して
、様々な操作（プレゼンテーショ
ンに伴う技術全般、レポート作成
に必要な技術全般等）を行うこと
ができる

授業で扱ったWord、Excel、
PowerPointの操作方法を応用して
、様々な操作（プレゼンテーショ
ンに伴う技術全般、レポート作成
に必要な技術全般等）を行うこと
ができる

授業で扱ったWord、Excel、
PowerPointの操作方法を自分で行
うことができない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

情報セキュリティの基本的な技術知識を習得する前提としての必要なIT知識と情報モラルを習得する。
(1)インターネットでのコミュニケーション（ウェブ、メール、SNS等）を実現する技術知識を学習する
　　- コンピュータの仕組み、ディジタル情報、ネットワーク、インターネットの仕組み
(2)高専生として習得すべきネット・コンピュータ知識を学習する
　　- ネチケット、情報モラル、PC(IT機器)の利用
(3)社会における身近な分野において、情報技術の利用やIT技術の発展にともなう影響を考える
　　-  情報社会、情報セキュリティ、最新技術
また、パソコンやWord，Excel，PowerPointの基本的な使い方についても学習する

授業の進め方・方法
予備知識：特になし
講義室：ICT、情報セキュリティ演習室
授業形式：講義/実習
学生が用意するもの：配布プリント保管用のファイル



注意点

評価方法：
自己学習の指針：
授業を受ける前にBlackboardを用いて、指定されたe-Learningコンテンツを視聴しておくこと。ほぼ毎回の授業で、理
解度をはかる確認テストを実施する。課題が提示された場合には期限に遅れないように提出すること。
オフィスアワー：
濱田　月曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00
前田　木曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00
横山　水曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週

ガイダンス
　　演習：
　　　　・パソコンのログイン、ログアウト方法の確
認
　　　　・パスワード変更
　　　　・Blackboard、配布回収フォルダの使い方

この授業の進め方を理解している。
パソコンのログイン、ログアウトができる。
Blackboardへログインすることができ、e-Learningコ
ンテンツを利用できる準備が整っている。

2週
インターネットとは
　　演習：
　　　　メールの送受信

電子メールの仕組みを理解したうえで、マナーを守っ
たやり取りを行う。
また、危険性について注意し、メールを適切に取り扱
える。

3週

高度情報化社会に関する諸問題1
　　講義：
　　　　LHRで実施される情報モラル講習会を振り返
る
　　演習：
　　　　高度情報化社会に伴う様々な問題について話
し合う

情報化に伴う問題点について事例を挙げて説明できる
。

4週

Web
情報検索とWeb
　　演習：
　　　　・高度な検索方法
　　　　・HTML
　　　　・Word１

WebやSNSの注意点を理解したうえで使用する。
P2PやSkypeの特徴を知り、適切な通信手段を選べる
。
検索エンジンの仕組みを理解し、欲しい情報を検索で
きる。
著作権など、情報を利用する際の注意点を認識する。

5週

高度情報化社会に関する諸問題2　（担当：前田隆二）
　　講義：
　　　　高度情報化社会に伴う問題の把握
　　演習：
　　　　・インターネットを用いて情報収集の仕方
　　　　・著作権や知的財産権等のについて検索し、
それについて話し合う

情報化に伴う問題点について説明できる。
その問題点に対する具体的な対策(著作権、知的財産権
、個人情報保護法等)を説明できる。
また、その対策が身の回りでどのような場合に関係し
てくるのか説明できる。

6週

アナログとディジタル
　　演習：
　　　　・ファイル操作
　　　　・GUIとCUI
　　　　・２進数
　　　　・Word２

情報の量の単位を学び、ファイルの作成やコピーがで
きる。
ディジタルデータの特徴を理解したうえで使用する。

7週

コンピュータの仕組み
　　演習：
　　　　・パソコンの性能確認
　　　　・周辺機器の接続
　　　　・Word３

コンピュータを構成するハードウェアとソフトウェア
の役割を把握する。
コンピュータの進化に加え、現在のトレンドを知る。

8週

情報のディジタル表現
　　演習：
　　　　・画像と動画のデータ量計算
　　　　・データの圧縮率の計算
　　　　・画像ファイル形式の違い
　　　　・画像ファイルの拡大縮小
　　　　・画像のHTMLへの埋め込み
　　　　・Excel１

画像、音声、動画をディジタル化する仕組みを理解す
る。
HTMLファイルに埋め込んでブラウザで表示できる。

2ndQ

9週 中間試験

10週
通信手段の歴史
　　演習：
　　　　・通信手段の違いによる受信時間の違い
　　　　・Excel２

通信手段の歴史とその特徴を把握する。
通信速度の違いを理解し、転送時間を計算できる。

11週

インターネットの仕組みと様々なサービス
　　演習：
　　　　・IPアドレスの確認
　　　　・ドメイン名からIPアドレスを調べる
　　　　・メールの設定の確認
　　　　・Excel３

IPアドレス、ポート番号などインターネットを構成す
る仕組みを理解する。
電子メールやWebアプリケーションの仕組みを説明で
きる。

12週
社会における情報システム
　　演習：
　　　　・身近な情報システムを考えて話し合う
　　　　・PowerPoint１

情報システムの種類だけでなく、最新の情報システム
の変化を知る。
情報システムによって社会にどのような変化をもたら
しているのかを知る。

13週

情報社会の特徴と問題
情報社会と個人
　　演習：
　　　　・ネット上の情報モラル教材を視聴
　　　　・PowerPoint２

コンピュータを使ううえでの注意点を理解する。
特に犯罪につながりかねない使い方をしないように注
意する。
個人情報などインターネットを利用する上でのリスク
を知る。
また、無線LANなど便利な機能について知る。



14週

セキュリティ対策
情報社会と技術者
　　演習：
　　　　・ウイルス感染被害疑似体験
　　　　・修正プログラムがないか調べる
　　　　・IoTで期待さえている分野と注意点を話し合
う
　　　　・PowerPoint３

ウイルスや暗号、パスワードの管理などセキュリティ
の基本を理解する。
脆弱性について理解し、修正プログラムの適用が必要
な理由を考える。
情報社会の未来を考え、将来の仕事やIT業界をイメー
ジする。
また、どのような法律があるのかを知り、意識すべき
ことを考える。

15週

安全への知恵　（担当：横山温和）
　　講義：
　　　　安全への意識を高める
　　演習：
　　　　トラブルに遭遇した際の対応方法や自他の安
全を確保するための行動について話し合う

情報を正しく安全に活用できる知識や技術を身に付け
る。
また、その際に生じ得る危険(自他の安全や健康等)を
予測し、被害予防できる。

16週
評価割合

試験 課題 確認テスト 合計
総合評価割合 40 30 30 100
基礎的能力 40 30 30 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計製図
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 機械製図（検定　実教出版）
担当教員 石橋 真
到達目標
1.図面の役割と種類を理解できる。 （A4）
2.線の種類と用途を説明できる。 （A4）
3.品物の３面図を正確に描くことができる。（A4）
4.寸法、寸法公差、表面性状を正しく図面指示することができる。（A4）
5.図面を正しく提出期限内に作成できる。（A4）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
機械製図の規則を理解することが
できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

品物の３面図を正確に描くことが
できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

図面を正しく提出期限内に作成で
きる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 講義では機械製図の規則を理解し、実技を通して正しい図面を明瞭に、迅速に描けるようにする。

実技は製図作品の出来具合を考慮しながら授業内容に沿った課題を行う。

授業の進め方・方法 講義1時間(1M教室）　実技3時間(情報セキュリティ演習室）
電卓、製図用具を準備のこと

注意点

評価基準 試験（50％)と実技（50％）の両方で評価し、60点以上を合格とする。
ただし、実技の課題は全て提出しなければならない。未提出の場合は原則として不合格。
講義の内容を理解するために，しっかりと授業中のノートをとり，ノートと教科書での予習復習を行うこと。
また、実技を通して確実に必要な知識の修得をはかること。
オフィスアワー
火:16～17時＆木：16～17時

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの説明、図面の役割、規格、製図用具 図面の役割、規格を理解する。製図用具の使い方を理
解する。

2週 図面に用いられる線と文字 図面に用いられる線と文字を理解する。
3週 基礎的な図形のかき方 基礎的な図形が描ける。
4週 投影法、投影図 投影法、投影図を理解する。
5週 投影法、投影図 正投影図基礎的な図形が描ける。
6週 立体的な図示法 等角図、キャビネット図を理解する。
7週 立体的な図示法 等角図、キャビネット図が描ける。
8週 中間試験

2ndQ

9週 立体の展開図、相貫体 立体と展開図の関係、相貫体を理解する。
10週 立体の展開図、相貫体 立体と展開図の関係、相貫体を理解する。
11週 製作図、尺度、図面の様式 製作図、尺度、図面の様式を理解する。
12週 表題欄、部品欄 図面に表題欄、部品欄が描ける。
13週 製作図のかき方、材料記号 製作図のかき方、材料記号を理解し、図面に描ける。
14週 質量計算 材料密度、図面から質量が計算できる。
15週 検図、図面の管理 検図や図面の管理を理解する。
16週 前期定期試験

後期

3rdQ

1週 図の選び方と配置 主投影図とそれを補足する投影図が描ける。
2週 さまざまな断面図示法 さまざまな断面図示法を理解し、断面図が描ける。
3週 さまざまな断面図示法 さまざまな断面図示法を理解し、断面図が描ける。
4週 特別な図示法 2つの面の交わり等特別な図示方法を理解する。
5週 線・図形を省略した図面 線・図形を省略した図面を理解できる。
6週 基本的な寸法記入法 基本的な寸法記入法を理解できる。
7週 基本的な寸法記入法 基本的な寸法記入法を理解できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 いろいろな寸法記入法 いろいろな寸法記入法を理解し、図面に描ける。
10週 いろいろな寸法記入法 いろいろな寸法記入法を理解し、図面に描ける。

11週 寸法の許容限界、寸法公差 寸法公差と許容限界寸法の関係、公差域を理解できる
。

12週 はめあい はめあいの種類を理解できる。
13週 幾何公差 幾何公差とその表し方を理解できる。



14週 表面性状 表面性状とその表し方を理解できる。
15週 表面性状 表面性状とその表し方を理解できる。
16週 後期定期試験

評価割合
試験 図面 態度 合計

総合評価割合 50 50 0 100
専門的能力 50 50 0 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 配布資料など
担当教員 森川 浩次
到達目標
１．ハンドツールなどを使うことができる．(A4)
２．材料力学の基礎を理解できる．(A4)
３．自動車のしくみなどを理解できる．(A4)
４．航空機のしくみなどを理解できる．(A4)
５．船舶のしくみなどを理解できる．(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１，２）

ハンドツール，材料力学の基礎を
十分説明できる．

ハンドツール，材料力学の基礎を
ある程度説明できる．

ハンドツール，材料力学の基礎を
説明できない．

評価項目2
（到達目標３）

自動車のしくみなどを十分説明で
きる．

自動車のしくみなどをある程度説
明できる．

自動車のしくみなどを説明できな
い．

評価項目3
（到達目標４，５）

航空機，船舶のしくみなどを十分
説明できる．

航空機，船舶のしくみなどをある
程度説明できる．

航空機，船舶のしくみなどを説明
できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
機械工学はものづくりのために必要な学問である。この学問の中には材料力学、機械力学、流体力学、熱力学などをは
じめ、機械工作法や材料学・制御工学など様々な学問が含まれている。この授業ではこれらの学問の基本的な事柄につ
いて具体的に機械製品を用いて学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校で学んだ数学・理科について理解しておくこと。
講義室：１Ｍ教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：ノート、関数電卓、筆記用具

注意点

評価方法：試験（前期定期、後期定期）を６０％、小テストを４０％として評価し、６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：講義の内容を理解し、ノート・配布プリントを用いた予習復習を行うこと。講義中の課題にも取り組
み、理解を深めること。
オフィスアワー：火、金曜日の16:00～17:00
＊到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 機械工学科授業科目概要説明 機械工学科の授業科目概要について理解できる。
2週 ＜機械工学基礎＞各種工具・ばね・カム・リンク ハンドツール・ばね・カムなどの種類を習得できる。

3週 歯車・滑車・ベルトとチェーン・ねじ・くさび・軸と
軸継手 歯車・滑車・ベルトなどの種類を理解できる。

4週 力・応力，演習 応力とひずみを理解できる。
5週 力・応力，演習 フックの法則を理解し、弾性係数を理解できる。
6週 モーメント，演習 力のモーメントの意味を理解できる。
7週 モーメント，演習 着力点が異なる力のつりあい条件を理解できる。

8週 モーメント，演習 はりの定義や種類、はりに加わる荷重の種類を説明で
きる。

2ndQ

9週 仕事・動力，演習 仕事の意味を理解できる。
10週 仕事・動力，演習 エネルギー・動力の意味を理解できる。
11週 ＜自動車＞自動車用エンジンのしくみ 自動車用エンジンのしくみを理解できる。

12週 自動車用エンジンのしくみ ４サイクルレシプロガソリンエンジンのしくみを理解
できる。

13週 自動車用エンジンのしくみ ４サイクルレシプロガソリンエンジンの各部品のはた
らきを理解できる。

14週 自動車用エンジンのしくみ 自動車用エンジンの小型化・低燃費化技術を理解でき
る。

15週 ハイブリッド自動車のしくみ ハイブリッド自動車のしくみを理解できる。
16週 前期定期試験

後期
3rdQ

1週 熱力学第一法則，演習 熱力学の第一法則を理解できる。
2週 理想気体の状態式，演習 理想気体の状態式を理解できる。
3週 変速機のしくみ 自動車用変速機のはたらきとしくみを理解できる。
4週 ＜航空機＞航空機用エンジン・飛行のしくみ 航空機用エンジンの分類としくみを理解できる。

5週 航空機用エンジン・飛行のしくみ 流れの中の物体に作用する抗力および揚力について理
解できる。

6週 流体の密度・比重・圧力 流体の力学的な取り扱いかた、比重・圧力を理解でき
る。

7週 流体の密度・比重・圧力，演習 流体の力学的な取り扱いかたを理解できる。
8週 連続の法則，演習 連続の式を理解できる。

4thQ 9週 ベルヌーイの定理，演習 エネルギー保存則とベルヌーイの式を理解できる。



10週 ＜船舶＞船体・船舶用エンジンのしくみ 船体のしくみと建造法を理解できる。

11週 船体・船舶用エンジンのしくみ ２サイクルディーゼルエンジンのしくみを理解できる
。

12週 アルキメデスの原理，演習 アルキメデスの原理を理解できる。
13週 ＜ものづくり＞製鉄と鉄鋼材料の種類 鉄鋼の製法を理解できる。

14週 実際のものづくり 金属材料、非金属材料、複合材料、機能性材料の性質
と用途を理解できる。

15週 機械とコンピュータの関わり ＮＣ，マイコン，プログラム，自動制御
16週 後期定期試験

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 40 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 創作実習
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 配布プリント
担当教員 藤田 明次,中江 道彦,森川 浩次,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．さらに機械工学に関心をもつ
２．工具の種類と名称，正しい使用法を習得する。
３．ものづくりに関しての好奇心を持つ。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械工学への導入教育として，機械工学の基本的事項について実習により体験的に学習する。

授業の進め方・方法
予備知識：一般的な教養（好奇心、創作意欲）
講義室：機械工学科各実験室，実習工場，ＩＣＴ３，多目的室
授業形式：実技
学生が用意するもの：作業服、作業靴、電卓、製図道具、USBメモリ、ノート、筆記用具

注意点
評価方法：創作実習の報告書の内容（70％）及び実習態度（30％）により総合評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：実習終了後は，実施した内容を忘れないうちに早めにしっかりとノートに記述し，報告書作成時に活
かせるようにする。
オフィスアワー：金曜日あるいは月曜日の１６：１０～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガソリンエンジンの分解組立て
教育用ガソリンエンジンを分解・組立することにより
，各機械要素の役割，工具の扱い方などを習得する。
また，内燃機関の仕組み，熱機関サイクルを理解する
。

2週 ガソリンエンジンの分解組立て 同じ
3週 ガソリンエンジンの分解組立て 同じ

4週 ＰＬＣによるラジコンカーの自動制御
オムロンの教育用シーケンサを利用して市販のラジコ
ンカーをパソコンで自動運転する。シーケンス制御
，車のサスペンションやデフギヤの役割を理解する。

5週 ＰＬＣによるラジコンカーの自動制御 同じ
6週 ＰＬＣによるラジコンカーの自動制御 同じ

7週 ミニ四駆を利用した力学学習
ミニ四駆のギヤ比を変更して回転数やトルクを計測し
，競争する。歯車やベアリングなど機械要素の役割を
理解する。

8週 ミニ四駆を利用した力学学習 同じ

4thQ

9週 ミニ四駆を利用した力学学習 同じ

10週 レーザーカッター加工体験
レーザーカッターで加工によるものづくりを体験する
。好きな図面をパソコンで描き，パソコンの使い方
，数値制御，レーザーカッターの原理を理解しながら
，ステンレス材の切出しを行う。

11週 レーザーカッター加工体験 同じ
12週 レーザーカッター加工体験 同じ
13週 工場見学
14週 学科アンケート
15週 学校アンケート
16週

評価割合
報告書 態度 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工作実習
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1.5
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 後期:2
教科書/教材 機械工作法（職業能力開発総合大学校能力開発研究センター編），配布プリント
担当教員 福田 孝之
到達目標
１．実習の目標を理解し，安全確保のためにすべきことがわかる。(A4,D4)
２．実習の内容をレポートにまとめることができる。(A4,D4)
３．旋盤作業およびフライス盤作業を安全に行うことができる。(A4,D4)
４．溶接作業および仕上げ作業を安全に行うことができる。(A4,D4)
５．鋳造作業の手順がわかる。(A4,D4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
(到達目標１） 十分できる ある程度できる できない

評価項目2
（到達目標２） 十分できる ある程度できる できない

評価項目3
（到達目標３） 十分できる ある程度できる できない

評価項目４
（到達目標４） 十分できる ある程度できる できない

評価項目５
（到達目標５） 十分できる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 実技を習得することにより,学習の効果を高める．物作りの基礎である各種工作法を体験し，詳細な観察を行い,理論的な

考察力と独創性を養う.

授業の進め方・方法
予備知識：特になし
講義室：実習工場
授業形式：実習
学生が用意するもの：作業服（ベルト着用），作業用帽子，安全靴，メモ帳

注意点

評価方法：出席状況および実習態度（60％），レポート(20%),作品の出来栄え(20%)で総合評価し，60点以上を合格
とする.ただし、レポートが5部門の1つでも未提出の場合は不合格とする。
自己学習の指針：実習の実施日ごとに使用機械・工具とともに作業内容をまとめ、各部門ごとのレポートを提出するこ
と。教科書や参考書等自己で調査できる資料を参照すること。
オフィスアワー：火曜，木曜の 16:10～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 鋳造１：基本作業：安全教育、鋳物砂の突き固め方と
木型の抜き方 鋳物砂の取り扱い方がわかる

2週 鋳造２：鋳型製作：合枠型の鋳型製作（丸棒、ディス
タンスピ-ス） 鋳型の製作ができる

3週 鋳造３：溶解・鋳込み作業：ホワイトメタルの鋳込み 鋳込みの方法がわかる

4週 溶接・鍛造１：基本作業：安全教育、被覆アーク溶接
機の取り扱い方、アークの発生方法 アーク溶接機，アーク溶接棒の取り扱い方がわかる

5週 溶接２：ビード練習（ストレートビード、ウィービン
グビード） アーク溶接の基本作業ができる

6週 溶接・鍛造３：溶解・鋳込み作業：ホワイトメタルの
鋳込み 溶接を行い，材料の試験ができる

7週 仕上げ１：基本作業：安全教育、工具，測定機器の説
明 仕上げ用工具および測定機器の名称と用途がわかる

8週 仕上げ２：測定機器の取り扱い 測定機器の取り扱い方がわかる

4thQ

9週 仕上げ３：ねじ立て作業（タップ・ダイス） ねじ立て工具を用いてねじを切ることができる

10週 機械加工１－１：基本作業；安全教育、工具、構造、
旋盤の操作練習 旋盤の構造と機能がわかる

11週 機械加工１－２：段付きねじ棒製作（1）；外周荒削り
作業

旋盤の基本操作を習得し，外周削り，段付き削りなど
の作業ができる

12週 機械加工１－３：段付きねじ棒製作（2）；外周荒削り
作業

旋盤の基本操作を習得し，外周削り，段付き削りなど
の作業ができる

13週 機械加工２－１：基本作業；安全教育、各種機械の説
明、フライス盤操作 フライス盤の構造と機能がわかる

14週 機械加工２－２：フライス切削加工；正六面体の平面
加工

フライス盤の基本操作を習得し，平面削りなどの作業
ができる

15週 機械加工２－３：フライス切削加工；正六面体の平面
加工；ボール盤の操作（穴あけ）；ケガキ作業

ボール盤の基本操作を習得し，穴あけなどの作業がで
きる

16週
評価割合

態度 レポート 出来栄え 合計
総合評価割合 60 20 20 100



基礎的能力 60 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国語
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 『精選国語総合』（東京書籍）、『書いて覚える漢字練習ノート』（京都書房）、国語辞典
担当教員 辻尾 修
到達目標
1.評論文を読み、論理の構成や展開の把握にもとづいて論旨を客観的に理解することができる。
2.近代の小説を読み、人物・情景・心情の描写ならびに描写意図などを理解することができる。
3.文章を客観的に理解し、人間・社会・自然などについて考えを深め、広げることができる。
4.語句の意味、常用漢字、ことわざ、慣用句などの基礎知識についての理解を深め、その特徴を認識することができる。
5.代表的な古文・漢文を読み、言葉や表現方法の特徴をふまえて人物・情景などを理解し、人間・社会・自然などについて考えを深め、広げる
ことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
論理の展開を理解し、要旨を把握
して、それに対する自分の意見を
持つことができる。

文意を理解した上で、要点とそう
でない箇所を区分することができ
る。

文意を理解できず、要点を見つけ
ることができない。

評価項目2
優れた表現に着目するとともに、
表現の奥に潜む筆者の意図を考え
ることができる。

場面や情景を理解し、人物の行動
の意味や心情を理解することがで
きる。

場面の情景を理解できず、人物の
行動の意味や心情を理解すること
ができない。

評価項目3
古典の面白さと意義を理解し、伝
統的な言語文化に興味・関心を持
つことができる。

古典を学ぶための基本事項を理解
し、古典に親しむ素地を作ること
ができる。

古典を学ぶための基本事項を理解
できず、古典に親しむための素地
を作ることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 読む・考えるという日本語の能力を育成することにより、社会において求められる論理的かつ多角的な理解力、柔軟な

思考力を培う。また、古典を含む文学的な文章の鑑賞を通して日本語の言語文化についての理解を深める。

授業の進め方・方法
授業は教員からの講義と、学生同士のピア活動を並行して行う。主体的に取り組み、他者の意見を取り込むことで自ら
の思考を深めることを強く求める。提出した文章などを、授業内で公開することも往々にしてあるため、これを念頭に
取り組むこと。また漢字テストは毎週行い、成績評価に含める。また、Blackboadにて資料提供を行う。

注意点 試験の平均点の3割に満たない者については、成績不振者のための追試験を実施しない。
各授業項目および授業時間の配分は、学生の理解・習得の状況を確かめながら、変更することがあり得る。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 内田樹「届く言葉」① 授業の概要や到達目標、評価方法・基準などを理解す
る。

2週 内田樹「届く言葉」② 随想の対比構造をとらえ、筆者の論旨を理解できる。

3週 山崎正和「水の東西」 対比構造の説明文の読解を通して、日本文化に対する
知見を深める。

4週 史話
「管飽之交」① 句法にしたがって訓読できる。

5週 史話
「管飽之交」② 句法を踏まえて内容を正確に理解できる。

6週 史話「臥薪嘗胆」① 作品内での人物関係や話の展開を理解し、自分で整理
することができる。

7週 史話「臥薪嘗胆」② 日本文化への漢文の影響を理解できる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 和歌の修辞 和歌の修辞を理解できる。

10週 和歌「万葉集」 「万葉集」の文学史的位置づけと作品特性を理解でき
る。

11週 和歌「古今和歌集」 「古今和歌集」の文学史的位置づけと作品特性を理解
できる。

12週 和歌「新古今和歌集」 「新古今和歌集」の文学史的位置づけと作品特性を理
解できる。

13週 鷲田清一「真の自立とは」① 文章の概要を自分でまとめることができる。

14週 鷲田清一「真の自立とは」② 他者との意見交換を通して文章理解を深めることがで
きる。

15週 鷲田清一「真の自立とは」③ 筆者の主張に対する意見文を書くことができる。
16週 試験返却

後期 3rdQ

1週 松尾芭蕉「奥の細道」① 松尾芭蕉の作品とその文学史的位置を理解できる。
2週 松尾芭蕉「奥の細道」① 古典文法にしたがって内容を理解できる。
3週 松尾芭蕉「奥の細道」① 句の解釈から作者の心情を理解できる。

4週 松尾芭蕉「奥の細道」① 松尾芭蕉が旅・自然をどのようにとらえているか理解
できる。

5週 十五の心―短歌抄―① 和歌と俳諧、短歌、俳句の特性を理解できる。
6週 十五の心―短歌抄―② 短歌を鑑賞し、内容を理解できる。
7週 白牡丹―俳句抄― 俳句を鑑賞し、内容を理解できる。
8週 中間試験



4thQ

9週 兼好「徒然草」① 「徒然草」と作者兼好の文学史的位置づけを理解でき
る。

10週 兼好「徒然草」② 本文内容を文法的に理解できる。
11週 兼好「徒然草」③ 本文の趣旨を理解し、作品を味読することができる。

12週 兼好「徒然草」④ 兼好の思想をもとに、日本文化に対する知見を深める
ことができる。

13週 太宰治「富嶽百景」① 太宰治とその代表作を理解している。

14週 太宰治「富嶽百景」② 小説の舞台設定や登場人物の心理と行動の変化を把握
できる。

15週 太宰治「富嶽百景」③ 小説における「私」と作者の違いを理解できる。
16週 試験返却

評価割合
試験 小テスト 提出物 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 歴史
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 『世界史Ｂ』（東京書籍）
担当教員 堀江 潔
到達目標
１．ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
２．ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
３．世界の諸宗教・諸思想、代表的な哲学者・思想家の思想を理解できる。（Ｂ１）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ヨーロッパの市民革命およびそれ
に至る過程の諸事象の背景・特徴
・意義を理解し、概略を説明でき
る。

ヨーロッパの市民革命およびそれ
に至る過程の諸事象の背景・特徴
・意義を理解し、概略をほとんど
説明できる。

ヨーロッパの市民革命およびそれ
に至る過程の諸事象の背景・特徴
・意義を理解し、概略を説明でき
ない。

評価項目2
ヨーロッパの近代国家・近代社会
成立の背景・特徴・意義を理解し
、概略を説明できる。

ヨーロッパの近代国家・近代社会
成立の背景・特徴・意義を理解し
、概略をほとんど説明できる。

ヨーロッパの近代国家・近代社会
成立の背景・特徴・意義を理解し
、概略を説明できない。

評価項目3
世界の諸宗教・諸思想、代表的な
哲学者・思想家の思想を理解でき
る。

世界の諸宗教・諸思想、代表的な
哲学者・思想家の思想をほとんど
理解できる。

世界の諸宗教・諸思想、代表的な
哲学者・思想家の思想を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 現代社会に生きる私たちにとってつながりの深い、中世から近代に至る欧米諸国の世界史の流れの概略について学習す

る。また、世界の諸宗教・諸思想および代表的な哲学者・思想家の思想の概略を学習する。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校社会科の歴史分野で学習した内容。
講義室：２年各ＨＲ教室。
授業形式：講義形式。
学生が用意するもの：教科書、配布プリント、ノート、筆記用具。

注意点
自己学習の指針：①授業内容を確実に理解するため、授業内容と関係する教科書の記述を予習・復習しておくこと。
　　　　　　　　　　　②ノート・自学課題を提出期限までに仕上げるとともに、ノート提出に備え、授業中の板書・
教科書の記述などをまとめておくこと。
オフィスアワー：水曜日１６：００～１７：００、木曜日１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業概要説明 学習目標や授業方法、評価方法について理解できる。

2週 ルネサンス ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

3週 大航海時代 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

4週 宗教改革 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

5週 絶対王政 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

6週 イギリスの市民革命 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

7週 アメリカ独立革命 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

8週 欧米諸国の植民地獲得競争 ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
の背景・特徴・意義を理解し、概略を説明できる。

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週 フランス革命の始まり
ヨーロッパの市民革命およびそれに至る過程の諸事象
のヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴
・意義を理解し、概略を説明できる。背景・特徴・意
義を理解し、概略を説明できる。

2週 ナポレオンのヨーロッパ支配 ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。

3週 産業革命と資本主義 ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。

4週 ウィーン体制下のヨーロッパ ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。

5週 フランス革命の進展と影響 ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。



6週 第一次世界大戦前後 ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。

7週 第二次世界大戦 ヨーロッパの近代国家・近代社会成立の背景・特徴・
意義を理解し、概略を説明できる。

8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 提出物 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 政治経済
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 間宮　洋介ほか著、『政治・経済』、東京書籍
担当教員 前田 隆二
到達目標
１．民主主義の基本原理と発展の概略を説明することができる。
２．日本国憲法の基本原理に基づいた民主政治の概略を説明することができる。
３．現在の日本の政治制度や経済を理解し、さらにそれらを国際的な視野で理解し、それらの概略を説明できる。
４．民主主義の本質、今日における政治や経済の基本的なしくみ、それに至る過程を理解し、それらの概略を説明できる。　　
５．１～４を踏まえたうえで、現代の政治や経済の問題点を広い視野から理解し、それらの概略を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
民主主義と日本国憲法の基本原理
を踏まえ、民主政治を説明できる
。

民主主義と日本国憲法の基本原理
を踏まえ、民主政治をほとんど説
明できる。

民主主義と日本国憲法の基本原理
を踏まえ、民主政治を説明できな
い。

評価項目2
現在の日本の政治制度や経済を理
解し、国際的な視点からも説明で
きる。

現在の日本の政治制度や経済を理
解し、国際的な視点からもほとん
ど説明できる。

現在の日本の政治制度や経済を理
解し、国際的な視点からも説明で
きない。

評価項目3 現代の政治や経済の問題点を広い
視野から理解し、説明できる。

現代の政治や経済の問題点を広い
視野から理解し、ほとんど説明で
きる。

現代の政治や経済の問題点を広い
視野から理解し、説明できない。

評価項目4
民主主義の本質、今日における政
治や経済の基本的なしくみ、それ
に至る過程を理解し、それらの概
略を説明できる。

民主主義の本質、今日における政
治や経済の基本的なしくみ、それ
に至る過程を理解し、それらの概
略をほとんど説明できる。

民主主義の本質、今日における政
治や経済の基本的なしくみ、それ
に至る過程を理解し、それらの概
略を説明できない。

評価項目5
１～４を踏まえたうえで、現代の
政治や経済の問題点を広い視野か
ら理解し、それらの概略を説明で
きる。

１～４を踏まえたうえで、現代の
政治や経済の問題点を広い視野か
ら理解し、それらの概略をほとん
ど説明できる。

１～４を踏まえたうえで、現代の
政治や経済の問題点を広い視野か
ら理解し、それらの概略を説明で
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
現代社会の政治や経済に関して、民主主義や資本主義の考え方や意義を学ぶ。また、それらの主義が現代における日本
の社会にどう関わるかを学ぶ。これらを通じ、国際的な視野を持ち、現代の政治や経済の問題点を広い視野から理解し
、考える力を養うことを目標とする。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校レベルの公民分野の知識があること
講義室：二年各教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：教科書、ノート、ファイル(配布資料用)

注意点

評価方法：定期試験(合計2回)、出席状況、授業態度、必要に応じて提出物を総合的に判断する。評価基準は、定期試験
の成績が80％、その他が20％とし、総合成績60点以上を単位取得とする。
自己学習の指針：予習については、授業の前日に教科書を熟読し、理解を深めてください。その内容を授業中に確認し
ながら、講義に集中してください。さらに、復習においては、授業後の当日にプリントや教科書などで再度確認し、週
末にもう一度確認してください。また、ニュース・新聞を読む習慣をつけ、政治問題や経済問題に対する知識・考え方
を身につけてください。
オフィスアワー：木曜日　16:00～1７:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
民主政治のあゆみ 学習目標や方法・評価などを理解する。

2週 法の機能と支配 法ができた過程と法の役割について理解できる。
3週 基本的人権の確立 様々な権利について理解できる。
4週 民主政治の発展 民主主義の下での政治の流れを理解できる。
5週 政治体制の比較 各国の政治体制を理解し、比較できる。
6週 日本国憲法の制定と基本原理 日本国憲法の内容を理解できる。
7週 基本的人権の保障(1) 人権とは何かを理解できる。
8週 基本的人権の保障(2) 人権がどのように関わっているかを理解できる。

2ndQ

9週 日本国憲法の平和主義 憲法9条等を通して、平和主義を理解できる。
10週 国会と立法のしくみと役割 国会の役割について理解できる。
11週 内閣と行政のしくみと役割 内閣の役割について理解できる。
12週 裁判所と司法のしくみと役割 裁判所の役割について理解できる。
13週 地方自治の役割 地方自治体のしくみについて理解できる。
14週 政党政治と選挙制度のしくみ 政治のしくみについて理解できる。

15週 国際関係と地球環境問題 日本と世界との関係および環境問題について理解でき
る。

16週

後期 3rdQ
1週 資本主義体制の成立と発展 資本主義社会の本質について理解できる。

2週 現代経済の特質 社会主義との比較をしながら、資本主義を理解できる
。



3週 経済主体と経済循環 経済主体がどのように循環しているのかを理解できる
。

4週 生産と市場経済(1) 需要と供給の関係を説明できる。
5週 生産と市場経済(2) 生産と市場の関係性を理解できる。
6週 金融のしくみと機能 銀行の役割を説明できる。
7週 財政のしくみと機能 国や地方自治体の運営方法を理解できる。
8週 日本経済の変化(1) 戦後以降の日本経済の変化を理解できる。

4thQ

9週 日本経済の変化(2) 現在に至るまでの日本経済について理解できる。

10週 消費者・農業・食料問題 時代の流れとともに変化していく法や制度について理
解できる。

11週 労働環境と問題(1) 労働するにあたり必要な事項について理解できる。
12週 労働環境と問題(2) 労働問題について理解できる。
13週 社会保障と福祉(1) 社会保障について理解できる。
14週 社会保障と福祉(２) 社会保障に伴う福祉について理解できる。
15週 国際貿易 日本と世界との関係を貿易の面から理解できる。
16週

評価割合
試験 提出物等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 基礎線形代数
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 「線形代数」森北出版，「線形代数問題集」森北出版
担当教員 濵田 裕康
到達目標
1. ベクトルの概念が理解でき，平面・空間と図形の関係が理解できる．
2. 行列の概念が理解でき，連立方程式の問題を行列を使って考えることができる．
3. 4次以下の行列式の計算ができる．
4. 行列によって，拡大，対称変換や原点のまわりの回転が表せることを理解できる．
5. 行列の固有値の意味が理解でき，3次以下の行列の対角化の計算ができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ベクトルの概念が理解でき，平面
・空間と図形の関係が理解できる
．

ベクトルの概念が理解でき，平面
・空間と図形の関係がほぼ理解で
きる．

ベクトルの概念が理解でき，平面
・空間と図形の関係が理解できな
い．

評価項目2
行列の概念が理解でき，連立方程
式の問題を行列を使って考えるこ
とができる．

行列の概念が理解でき，連立方程
式の問題を行列を使って考えるこ
とがほぼできる．

行列の概念が理解でき，連立方程
式の問題を行列を使って考えるこ
とができない．

評価項目3 4次以下の行列式の計算ができる． 4次以下の行列式の計算がほぼでき
る．

4次以下の行列式の計算ができない
．

評価項目4
行列によって，拡大，対称変換や
原点のまわりの回転が表せること
を理解できる．

行列によって，拡大，対称変換や
原点のまわりの回転が表せること
をほぼ理解できる．

行列によって，拡大，対称変換や
原点のまわりの回転が表せること
を理解できない．

評価項目5
行列の固有値の意味が理解でき
，3次以下の行列の対角化の計算が
できる．

行列の固有値の意味が理解でき
，3次以下の行列の対角化の計算が
ほぼできる．

行列の固有値の意味が理解でき
，3次以下の行列の対角化の計算が
できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 工学上重要な概念であるベクトルと行列について学ぶ．

授業の進め方・方法
予備知識：1年生の代数・幾何の知識
講義室：2M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：講義用と課題用ノート

注意点
評価方法：
自己学習の指針：毎回の授業で課題を出すので，次回の授業までに解いておくこと．
オフィスアワー：月曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ベクトルの概念とその演算 与えられたベクトルの和・差・スカラー倍を図示でき
る

2週 ベクトルの成分表示・大きさ 成分表示されたベクトルの和・差や大きさが計算でき
る

3週 方向ベクトルと直線の関係 直線を3つの方法で表すことができる
4週 ベクトルの内積とその性質 内積を用いてベクトルの大きさ，なす角を計算できる
5週 ベクトルの垂直条件 ベクトルの垂直条件を利用することができる

6週 直線・平面の方程式 方向・法線ベクトルで，平行や垂直を述べることがで
きる

7週 円・球面の方程式 両端の座標から球面の方程式を求めることができる
8週 中間試験範囲の演習 座標空間における問題をベクトルを用いて解ける

2ndQ

9週 中間試験
10週 行列とその演算 与えられた行列の和・積を計算できる

11週 逆行列，連立2元1次方程式，クラメルの公式 逆行列の意味を理解し，2次の場合に計算できる
行列を用いて連立2元1次方程式を解くことができる

12週 3次正方行列の行列式，n次正方行列の行列式とその性
質

クラメルの公式を用いて連立3元1次方程式を解ける
行列式の定義とその性質を理解できる

13週 基本変形による行列式の計算 基本変形を用いて4次正方行列の行列式を計算できる
14週 行列式の展開，余因子と逆行列 展開を用いて4次正方行列の行列式を計算できる
15週 定期試験範囲の演習 簡単な行列のn乗の計算ができる
16週

後期 3rdQ

1週 ベクトルの外積 ベクトルの外積の意味を理解し，実際に計算できる

2週 基本変形による連立1次方程式の解法 基本変形を用いて連立3元1次方程式を解くことができ
る

3週 基本変形による逆行列の計算 基本変形を用いて3次正方行列の逆行列を計算できる
4週 行列の階数と連立方程式 行列の階数と連立方程式の解の関係を理解できる
5週 ベクトルの線形独立と線形従属 3次元ベクトルの線形独立と線形従属の判定ができる
6週 線形変換と表現行列 線形変換の定義が理解でき，表現行列を計算できる
7週 中間試験範囲の演習 文字を含んだ簡単な行列式の計算ができる



8週 中間試験

4thQ

9週 合成変換と逆変換 合成と逆変換の定義が理解でき，表現行列を計算でき
る

10週 直交行列とその変換 直交変換の性質が理解できる
11週 固有値と固有ベクトル 固有値と固有ベクトルを計算できる
12週 行列の対角化 3次正方行列の対角化ができる
13週 対称行列の対角化 3次対称行列の直交行列を用いた対角化ができる
14週 行列の対角化の応用 行列のn乗，2次曲線の標準形が計算できる
15週 定期試験範囲の演習 線形変換に関する様々な問題を解くことができる
16週

評価割合
中間・定期試験 実力試験 課題 合計

総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 70 20 10 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 微積分
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 「微分積分１」森北出版／「微分積分１問題集」森北出版
担当教員 三ツ廣 孝
到達目標
１．数列の一般項や和について理解し、計算できる。
２．関数の導関数や不定積分が求められる。
３．微分を応用して基本的な関数の接線の問題やグラフに関する問題が解ける。
４．微分または積分を応用した速度,加速度、位置に関する問題が解ける。
５．定積分の応用として，面積や体積の問題が解ける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

数列の一般や和について理解し、
計算できる。

いろいろな数列の一般項や和、漸
化式で定義された数列に関する問
題が解ける。

基本的な数列の一般項や和につい
て理解し、計算できる。

基本的な数列の一般項や和につい
て理解し、計算できない。

関数の導関数や不定積分が求めら
れる。

いろいろな関数の導関数や不定積
分を求めることができる。

基本的な関数の導関数や不定積分
が求められる。

基本的な関数の導関数や不定積分
が求めることができない。

微分を応用して接線の問題や関数
のグラフに関する問題が解ける。

微分を応用して少し複雑な関数の
接線の問題やグラフに関する問題
が解ける。

微分を応用して基本的な関数の接
線の問題やグラフに関する問題が
解ける。

微分を応用して基本的な関数の接
線の問題やグラフに関する問題が
解けない。

微積分を応用して速度,加速度、位
置に関する問題が解ける。

微分と積分を両方応用した速度,加
速度、位置に関する問題が解ける
。

微分または積分を応用した速度,加
速度、位置に関する問題が解ける
。

微分または積分を応用した速度,加
速度、位置に関する問題が解けな
い。

定積分を応用して，面積や体積の
問題が解ける。

少し複雑な図形の面積や立体の体
積を積分で求めることができる。

定積分を応用して，面積や体積の
問題が解ける。

定積分を応用して，面積や体積の
問題が解けない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「量を測る」ということは工学において必要不可欠な事である。このための数学的手法である微分法と積分法の概念と

計算方法について学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：高専1年までに学習した数学の内容
講義室：ホームルーム
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：授業のノートと配布プリント保管用ファイル（Ａ４サイズ）を用意すること

注意点

評価方法は，年４回の中間・定期の成績（試験および実力試験，小テスト，課題点などの平常点を含む）を平均して
，最終的に６０点以上を合格とする．ただし，その割合はその都度授業担当の先生から明示される．
自己学習の指針としては，授業で宿題や課題を出すので必ず自力で解いておくこと．また，試験前にはノートやプリン
トを整理し，課題や演習問題が理解できている状態にしておくこと．
オフィスアワーは，原則として授業担当の先生から明示された時間とする．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 数列の定義・等差数列 等差数列の一般項やその和を求めることができる。
2週 等比数列 等比数列の一般項やその和を求めることができる。

3週 いろいろな数列の和 総和記号を用いた基本的な数列の和を計算することが
できる。

4週 無限数列の極限・級数 無限等比級数等の基本的な級数の収束・発散を調べ、
その和を求めることができる。

5週 数列の漸化式・数学的帰納法 数列の漸化式を理解している。数学的帰納法による証
明の方法を理解している。

6週 関数の収束と発散・関数の連続性 いろいろな関数の極限を求めることができる。
関数の連続性について理解している。

7週 平均変化率と微分係数・導関数 微分係数の意味を理解し、求めることができる。
導関数の定義を理解している。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 合成関数と関数の積の導関数 合成関数の導関数を求めることができる。
積・商の導関数の公式を使うことができる。

10週 関数のグラフの接線 多項式関数のグラフにおける接線を求めることができ
る。

11週 導関数の符号と関数の増減 多項式関数の増減表をかいて、極値を求め、グラフの
概形をかくことができる。

12週 第2導関数の符号と関数の凹凸・関数の最大値・最小値 多項式関数の凹凸を調べることができる。
多項式関数の最大値・最小値を求めることができる。

13週 分数関数と無理関数の導関数 分数関数・無理関数の導関数を求めることができる。
14週 対数関数の導関数・指数関数の導関数 指数関数・対数関数の導関数を求めることができる。

15週 三角関数の導関数・逆三角関数の導関数 逆三角関数を理解している。逆三角関数の導関数を求
めることができる。

16週 前期定期試験

後期 3rdQ 1週 不定形の極限・関数の増減と変曲点
不定形の極限値を求めることができる。
いろいろな関数の増減と変曲点を調べることができる
。



2週 関数の最大値・最小値 いろいろな関数の最大値・最小値を求めることができ
る。

3週 微分と近似・いろいろな変化率 微分による変化量の近似値を求めることができる。
速度・加速度などの変化率を求めることができる。

4週 定積分の定義 定積分の定義（区分求積法）を理解している。
微積分の基本定理を理解している。

5週 定積分の計算と面積 定積分の基本的な計算ができる。

6週 定積分の置換積分法・定積分の部分積分法 置換積分および部分積分を用いて、定積分を求めるこ
とができる。

7週 いろいろな定積分 分数関数・無理関数・三角関数・指数関数・対数関数
の不定積分・定積分の計算ができる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 面積 曲線で囲まれた図形の面積を積分を利用して求めるこ
とができる。

10週 体積 立体の体積を積分を利用して求めることができる。

11週 速度と位置 数直線上を運動している点の速度と位置の関係を理解
している。

12週 不定積分 不定積分の定義を理解している。
13週 不定積分の公式 不定積分の公式を利用した計算ができる。
14週 不定積分の置換積分法 置換積分を用いて、不定積分を求めることができる。
15週 不定積分の部分積分法 部分積分を用いて、不定積分を求めることができる。
16週 後期定期試験

評価割合
試験 小テスト 実力試験 課題 合計

総合評価割合 85 5 5 5 100
基礎的能力 85 5 5 5 100
専門的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 化学
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 化学基礎/化学(東京書籍)、フォトサイエンス化学図録(数研出版)、センサー総合化学(啓林館)
担当教員 横山 温和
到達目標
1. 酸化・還元理論を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
2. 気体の法則を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
3. 溶解度，モル濃度を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
4. 熱化学方程式を正しく理解し，これらを問題解決のために使うことができる．
5. 実験器具の使い方を正しく理解し、安全に実験を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
(到達目標1)

酸化還元に関する事物・現象につ
いての基本的な概念や原理・法則
を理解し，基本的な知識を身につ
けている。また、それらの問題を
適切に解くことができる。

酸化還元に関する事物・現象につ
いての基本的な概念や原理・法則
を理解し，基本的な知識を身につ
けている。

酸化還元に関する事物・現象につ
いての基本的な概念や原理・法則
をほとんど理解していない。

評価項目2
(到達目標2, 3)

物質の状態、気体の性質、溶液の
性質に関する事物・現象について
の基本的な概念や原理・法則を理
解し，基本的な知識を身につけて
いる。また、それらの問題を適切
に解くことができる。

物質の状態、気体の性質、溶液の
性質に関する事物・現象について
の基本的な概念や原理・法則を理
解し，基本的な知識を身につけて
いる。

物質の状態、気体の性質、溶液の
性質に関する事物・現象について
の基本的な概念や原理・法則をほ
とんど理解していない。

評価項目3
(到達目標4)

反応熱と熱化学方程式、ヘスの法
則に関する事物・現象についての
基本的な概念や原理・法則を理解
し，基本的な知識を身につけてい
る。また、それらの問題を適切に
解くことができる。

反応熱と熱化学方程式、ヘスの法
則に関する事物・現象についての
基本的な概念や原理・法則を理解
し，基本的な知識を身につけてい
る。

反応熱と熱化学方程式、ヘスの法
則に関する事物・現象についての
基本的な概念や原理・法則をほと
んど理解していない。

評価項目4
(到達目標5)

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作が上手にできる
。

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作ができる。

化学的な事物・現象についての観
察、実験を通して、自然科学に対
する関心や探求心を持つ。このた
め安全に実験が行えるように、薬
品や火気の取り扱いなどを理解し
、模範に沿って代表的な器具の取
り扱い、基本操作をほとんど身に
つけていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
我々の身の回りに満ちあふれている「物質」を科学的に考察し，特に物質の構造と化学変化を理解するための基礎理論
を学習する．これらの知識をもとに実験・演習を数多く経験することにより，将来必要となる化学的思考力・問題解決
力を身につける．

授業の進め方・方法
予備知識：１年で学習したモルの考え方，化学結合，化学反応式に関する知識を整理・復習しておくこと．
講義室：2M教室
授業形態：講義と演習、学生実験、適宜教師実験も行う。
学生が用意するもの：ノート(100枚綴)、関数電卓、レポート用紙、A4サイズファイル

注意点

評価方法：中間・期末の定期試験(4回)を80%，演習・レポート等を20%により評価し，60点以上を合格とする．
自己学習の指針：授業の前日までに教科書を熟読し、疑問点などをノートしておく。教科書の問、練習問題などを自力
で解いて完全に理解しておく。また、演習問題および小テストなどを予習し，解説終了後，更に復習すること．
なお「コロイド」の範囲に関しては、授業内では取り扱わず、冬季休業の宿題として取り扱う。
オフィスアワー：水曜日　16:00～17:00、金曜日　16:00～17:00　　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 酸化・還元とは何か，酸化・還元とO，Hの授受 酸化・還元とO，Hの授受について理解し，説明できる
．

2週 酸化・還元と電子の授受，酸化数の定義 酸化・還元と電子の授受，酸化数の定義について理解
し，説明できる．

3週 酸化数の計算，酸化数の変化 酸化数の計算ができ，酸化数の変化について理解して
いる．

4週 酸化・還元の判定，酸化剤・還元剤 酸化・還元の判定ができ，酸化剤・還元剤について説
明できる．

5週 半反応式による酸化・還元反応の説明(I) 半反応式による酸化・還元反応を正しく理解し，これ
らを問題解決のために使うことができる．

6週 半反応式による酸化・還元反応の説明(II) 半反応式による酸化・還元反応を正しく理解し，これ
らを問題解決のために使うことができる．

7週 イオン化と電子の授受，イオン化傾向と単体金属の性
質(I)

イオン化と電子の授受，イオン化傾向と単体金属の性
質を理解し，説明できる．

8週 イオン化と電子の授受，イオン化傾向と単体金属の性
質(II)

イオン化と電子の授受，イオン化傾向と単体金属の性
質を理解し，説明できる．

2ndQ
9週 中間テスト

10週 ボルタ電池、ダニエル電池の構造と電流の流れるしく
み

ボルタ電池・ダニエル電池の構造と電流の流れるしく
みを理解している．



11週 鉛蓄電池、燃料電池の構造と電流の流れるしくみ 鉛蓄電池・燃料電池の構造と電流の流れるしくみを理
解している．

12週 電気分解とファラデーの法則 電気分解とファラデーの法則を理解し，これらを問題
解決のために使うことができる．

13週 拡散と粒子の熱運動 拡散と粒子の熱運動を理解している．
14週 分子間力，気液平衡 分子間力，気液平衡を理解している．
15週 飽和蒸気圧，沸騰 飽和蒸気圧，沸騰のしくみを理解している．
16週

後期

3rdQ

1週 気体とは何か、気体の三要素、ボイルの法則 気体の三要素を理解し，ボイルの法則を使って計算で
きる．

2週 シャルルの法則と絶対温度、ボイル・シャルルの法則 シャルルの法則、絶対温度、ボイル・シャルルの法則
について理解し，式を用いて計算できる．

3週 気体の状態方程式と演習、全圧と分圧 気体の状態方程式を理解し，式を用いて計算できる
．全圧と分圧を理解している。

4週 ドルトンの分圧の法則，実在気体と理想気体 ドルトンの分圧の法則，実在気体と理想気体について
理解し，式を用いて計算できる．

5週 溶解のしくみ，水和物を含む固体の溶解度 溶解のしくみ，溶解度を理解し、式を用いて計算でき
る。

6週 気体の溶解度(ヘンリーの法則) ヘンリーの法則を理解し、式を用いて計算できる。

7週 いろいろな濃度，体積モル濃度と質量モル濃度 体積モル濃度と質量モル濃度を理解し，これらを問題
解決のために使うことができる．

8週 中間テスト

4thQ

9週 沸点上昇と凝固熱降下 沸点上昇と凝固熱降下を理解している．

10週 浸透圧 浸透圧について正しく理解し，これらを問題解決のた
めに使うことができる．

11週 化学反応に伴う熱の出入り，発熱反応，吸熱反応 発熱反応，吸熱反応について正しく理解し，これらを
問題解決のために使うことができる．

12週 燃焼熱，生成熱，溶解熱 燃焼熱，生成熱，溶解熱について正しく理解し，これ
らを問題解決のために使うことができる．

13週 中和熱，熱化学方程式 中和熱，熱化学方程式について正しく理解し，これら
を問題解決のために使うことができる．

14週 状態の変化、化学反応と熱化学方程式
状態の変化、化学反応と熱化学方程式について正しく
理解し，これらを問題解決のために使うことができる
．

15週 ヘスの法則 ヘスの法則を理解し，熱化学方程式を用いた計算がで
きる．

16週
評価割合

試験 演習問題・小テスト ノート 出席 合計
総合評価割合 80 10 5 5 100
基礎的能力 80 10 5 5 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 物理
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 「総合物理１」（数研出版）、「センサー総合物理」（啓林館）
担当教員 森 保仁
到達目標
１．等加速度直線運動の考え方を理解できる。
２．物体にはたらく力、力のつり合い、運動方程式の考え方を理解できる。
３．仕事とエネルギーの関係、力学的エネルギー保存則の考え方を理解できる。
４．力積と運動量、運動量保存則、反発係数の考え方を理解できる。
５．等速円運動、単振動の考え方を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

平面的な相対速度をベクトル的に
理解できる。等加速度直線運動の
式（変位、速度、時間の関係式
）を用いて、斜方投射運動のやや
複雑な問題を解くことができる。

一直線上の相対速度をベクトル的
に理解できる。等加速度直線運動
の式（変位、速度、時間の関係式
）を用いて、自由落下や投射運動
の簡単な問題を解くことができる
。

相対速度をベクトル的に理解でき
ない。等加速度直線運動の式（変
位、速度、時間の関係式）を用い
て、自由落下や投射運動の問題を
解くことができない。

評価項目2
（到達目標２）

等速運動する物体の力のつり合い
を理解できる。粗い斜面上をすべ
る物体やひもでつながれた２物体
の運動のような、やや複雑な問題
を解くことができる。

物体にはたらく力の矢印を記述で
きる。静止した物体の力のつり合
いを理解できる。等加速度運動す
る物体の運動方程式を立てること
ができる。

物体にはたらく力の矢印を記述で
きない。静止した物体の力のつり
合いを理解できない。等加速度運
動する物体の運動方程式を立てる
ことができない。

評価項目3
（到達目標３）

運動エネルギーや位置エネルギー
の式を導出できる。力学的エネル
ギーが保存されない場合のやや複
雑な問題を解くことができる。

仕事とエネルギーの関係式を理解
できる。力学的エネルギーが保存
される場合の簡単な問題を解くこ
とができる。

仕事とエネルギーの関係式を理解
できない。力学的エネルギーが保
存される場合の簡単な問題を解く
ことができない。

評価項目4
（到達目標４）

運動量が保存されない場合や２物
体が平面上で衝突する場合のやや
複雑な問題を解くことができる。

力積と運動量の関係式を理解でき
る。衝突の問題において運動量保
存則や反発係数を用いた簡単な計
算ができる。

力積と運動量の関係式を理解でき
ない。衝突の問題において運動量
保存則や反発係数を用いた簡単な
計算ができない。

評価項目5
（到達目標５）

等速円運動する物体の加速度を導
出できる。ばね振り子や単振り子
の周期を導出できる。

等速円運動や単振動の簡単な問題
を解くことができる。ばね振り子
や単振り子の周期を計算できる。

等速円運動や単振動の簡単な問題
を解くことができない。ばね振り
子や単振り子の周期を計算できな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
自然界の「なぜ？」を解き明かすために必要な「科学的に考える力」を身に付けるため、主に「力学」に関する講義お
よび講義実験を中心に授業を展開する。さらに自然界に成り立つ物理法則を学生実験を通して実感することにより、科
学的自然観を育てる。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校で学習した理科（特に第一分野）の内容
講義室：物理実験室
授業形式：講義、講義実験（自作の実験装置など）、物理学実験（年間６テーマ）
学生が用意するもの：授業ノート、自習ノート、電卓、定規、色つきのペン

注意点

評価方法：定期試験は、テスト（75～95%）、学生実験レポート・宿題（25～5%）の割合で評価し、60点以上を合格
とする。追試験は、定期テストの素点が60点未満の学生を対象として行う。
自己学習の指針：問題集や授業中に配布した演習プリントを自習ノートにする。物理学実験のレポートの予習をし、実
験後にレポートを仕上げる。
オフィスアワー：月曜日16:00～17:00、金曜日16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 物理とは何か、等速直線運動 等速直線運動の考え方を理解できる

2週 平均の速さ、瞬間の速さ、変位と速度 平均の速さ、瞬間の速さ、変位と速度の考え方を理解
できる。

3週 速度の合成・分解、相対速度とは何か 速度の合成・分解、相対速度の考え方を理解できる。
4週 加速度とは何か、瞬間の加速度、等加速度直線運動 加速度、等加速度直線運動の考え方を理解できる。
5週 負の加速度、自由落下 負の加速度、自由落下の考え方を理解できる。

6週 鉛直投げ上げ、鉛直投げ下ろし、水平投射 鉛直投げ上げ、鉛直投げ下ろし、水平投射の考え方を
理解できる。

7週 斜方投射（モンキーハンティング）、演習 斜方投射（モンキーハンティング）の考え方を理解で
きる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 テスト返却、質量と重さ、物体にはたらく力 質量と重さ、物体にはたらく力の考え方を理解できる
。

10週 いろいろな力（重力、垂直抗力、張力、弾性力）、圧
力と水圧

いろいろな力（重力、垂直抗力、張力、弾性力）、圧
力と水圧の考え方を理解できる。

11週 力の合成・分解、力のつり合い 力の合成・分解、力のつり合いの考え方を理解できる
。

12週 作用・反作用の法則、慣性の法則と運動の法則 作用・反作用の法則、慣性の法則、運動の法則の考え
方を理解できる。

13週 運動方程式 運動方程式の考え方を理解できる。



14週 静止摩擦力、動摩擦力 静止摩擦力、動摩擦力の考え方を理解できる。
15週 浮力、演習 浮力の考え方を理解できる。
16週 前期期末試験

後期

3rdQ

1週 テスト返却、仕事とエネルギー 仕事とエネルギーの関係を理解できる。
2週 物理学実験 [Ⅰ] 物理学実験を通して力に関する理解を深める。

3週 物理学実験 [Ⅰ]、仕事の原理、仕事率 同上、仕事の原理および仕事率の考え方を理解できる
。

4週 運動エネルギー、位置エネルギー 運動エネルギーと位置エネルギーの考え方を理解でき
る。

5週 弾性エネルギー、保存力 弾性エネルギーおよび保存力の考え方を理解できる。
6週 力学的エネルギー保存の法則 力学的エネルギー保存の法則の考え方を理解できる。

7週 力学的エネルギーが保存されない場合、演習 力学的エネルギーが保存されない場合の考え方を理解
できる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 テスト返却、力積と運動量 力積と運動量の関係を理解できる。

10週 運動量保存の法則（正面衝突、斜め衝突） 運動量保存の法則（正面衝突、斜め衝突）の考え方を
理解できる。

11週 反発係数（正面衝突、斜め衝突） 反発係数（正面衝突、斜め衝突）の考え方を理解でき
る。

12週 等速円運動、単振動 等速円運動と単振動の考え方を理解できる。

13週 物理学実験 [Ⅱ] 物理学実験を通してエネルギー、運動量、単振動に関
する理解を深める。

14週 物理学実験 [Ⅱ]、ばね振り子 同上、ばね振り子の考え方を理解できる。
15週 単振り子、演習 単振り子の考え方を理解できる。
16週 後期期末試験

評価割合
試験 ノート レポート 合計

総合評価割合 80 8 12 0 100
基礎的能力 80 8 12 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 保健体育
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 最新スポーツルール（大修館）/　必要に応じてプリント、ビデオ等を使用する。
担当教員 大山 泰史
到達目標
１．集団行動についてより発展した行動様式を実践できる。
２．ソフトボール、バレーボール、バスケットボール、サッカーについて基本技能を基にしたゲームができる。
３．新体力テスト、12分間走により、自己の体力の確認と比較ができる。
４．身体組成、有酸素能力の測定により運動と健康との関連について理解できる。
５．心肺蘇生等の応急処置、ストレスについて理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

集団行動についてより発展した行
動様式を実践できる。

基本的な集団行動規範に基づいて
行動でき、他者（チームやクラス
）への指示や協力ができる。

授業や各種目のルールに則って安
全に進行ができる。また、授業で
使う道具や施設の準備を行ったり
、それらを安全に配置することが
できる。
他者との協力協調してチームのた
めに参加・応援・補助をする活動
ができる。

整列、体操、実技中の行動におい
て、基本的な集団行動規範に基づ
いて行動できる。

授業や各種目のルールに則って安
全に行動ができる。また、授業で
使う道具や施設を適切に使用する
ことができる。
自分本位な活動にならないように
に参加・応援・補助をすることが
できる。

整列、体操、実技中の行動におい
て、基本的な集団行動規範に基づ
いて行動できない。

授業や各種目のルールに則った行
動や安全に配慮したプレー・活動
ができない。また、授業で使う道
具や施設を安全に適切に使用でき
ない。
個人活動の割合が多くなったり、
自分本位な活動ばかりを行う。

ソフトボール、バレーボール、バ
スケットボール、サッカーについ
て基本技能を基にしたゲームがで
きる。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、積極
的に練習や試合を運営することが
できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に指導をし、その
学生の技能を高めることができる
。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、練習
や試合に参加できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に技能向上関する
指導をすることができる。また、
競技やゲーム運営の手本として活
動すことができる。

基本的な技術を身につけたり、ル
ールを覚えることが殆ど出来ず、
練習や試合に対して消極的な態度
で参加してる。
経験者でありながらチームやクラ
スメイト学生（未経験者）に技能
向上関する指導や競技やゲーム運
営及び補助を行わない。

新体力テスト、12分間走により、
自己の体力の確認と比較ができる
。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を大きく上回っていくことがで
きる。また、上回るために測定に
積極的に参加し向上していこうと
いう意欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値を超えるパフォーマンスを発
揮することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値に到達することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことがでない。
自己の体力を調べるために、測定
に全力をもって挑んでいない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 各種目の基本技能を高め、ゲームの質を発展させるとともに、自己の体力を確認し、向上を目指す。また、ルールや規

則を守り、安全に留意し、運動を通じて健全な人間関係を保つ態度を養う。

授業の進め方・方法

授業場所：第二体育館かグラウンドにて行う。その他、必要に応じて総合グラウンドや教室でも実施する。
授業形式：実技を中心に進め、前期と後期にそれぞれ講義と筆記試験を1回ずつ実施する。
用意するもの：学生が各自で指定の体操服と体育館シューズ、グラウンドシューズを用意しておくこと。
主な授業内容：
＜前期＞１．集団行動：集団での行進、整列等の行動様式を確認する。体育祭の練習も兼ねる。
　　　　２．ソフトボール：基本技能の復習を行い、攻撃と守備の連携などの観点からチームづくりをする。
　　　　　　　　　　　　　また、試合形式の活動の中でチームプレーを実践し、ゲームの楽しさを知る。
　　　　３．バレーボール：基本技能の復習を行い、攻撃と守備の連携などの観点からチームづくりをする。
　　　　　　　　　　　　　また、試合形式の活動の中でチームプレーを実践し、ゲームの楽しさを知る。
　　　　４．新体力テスト：「握力」・「反復横跳び」・「長座体前屈」・「上体起こし」の４種類を測定する。
　　　　５．保健理論：身体組成の測定・調査を行う。また、応急処置および心肺蘇生について学び筆記試験を行う。

＜後期＞１．新体力テスト： 50m走、立ち幅跳、ハンドボール投げ、持久走の記録を測定する。
　　　　２．バスケットボール ：基本技能の復習を行い、攻撃と守備の連携などの観点からチームづくりをする。
　　　　　　　　　　　　　　　また、試合形式の活動の中でチームプレーを実践し、ゲームの楽しさを知る。
　　　　３．サッカー ： 基本技能の復習を行い、チームでの役割などを考慮し、チームづくりをする。
　　　　　　　　　　　　また、試合形式の活動の中でチームプレーを実践し、ゲームの楽しさを知る。
　　　　４．保健理論 ： 　１２分間走から自己の有酸素能力を推定する。また、心身の相関とストレスについて学び筆
記試験を行う。

注意点

評価方法：実技試験、体力テスト、12分間走による評価70%、筆記試験、レポート等15%、授業への取り組み等
15%で評価を行い、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：最新スポーツルール（大修館）を活用し，授業内容の理解がより深まるように各種目の技術やルール
を予習・復習する。また、生涯を通じてスポーツに親しむ（する・見る・支える）資質を養うために、各種目の起源
（歴史）や特徴（楽しさ）を学ぶ。
予備知識：１年時に学習した各運動種目の基本技能及びルール
その他：担当者により、授業内容の順序・授業方法・評価方法に違いがあるので、授業最初のガイダンスで確認をする
こと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ
1週 オリエンテーション 年間の授業の流れと評価方法を把握する。種目ごとに

必要なチーム分けを行う。

2週 リーグ戦① 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。



3週 リーグ戦② 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4週 リーグ戦③ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

5週 体育祭の練習 体育祭の練習を通して、協調性を高める。

6週 リーグ戦④ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 リーグ戦⑤ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 身体組成 身体組成を測定をすることで、自己の体格の変化を把
握する。

2ndQ

9週 新体力テスト　練習 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの練習を
する。

10週 新体力テスト　本番 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの測定を
する。

11週 講義，リーグ戦⑥ 応急処置に関する知識を深める。
12週 筆記試験，リーグ戦⑦ 応急処置に関する知識を確かめる。
13週 実技練習 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 後期の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を再
確認する。

2週 新体力テスト　練習 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の練
習をする。

3週 新体力テスト　本番①（持久走練習） 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳びの測定をする
。

4週 新体力テスト　本番②
リーグ戦① 持久走の測定をする。

5週 リーグ戦② 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

6週 リーグ戦③ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 リーグ戦④ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 リーグ戦⑤ 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4thQ

9週 競技大会の練習 球技大会に向けて、協力して、それぞれの技能を高め
る。

10週 リーグ戦⑥、講義 ストレスに関する知識を深める。
11週 リーグ戦⑦、筆記試験 ストレスに関する知識を確かめる。

12週 12分間走の練習、実技練習 12分間走の練習をする。実技試験の課題に沿った練習
を行い、技能を高める。

13週 12分間走の本番 12分間走の測定をする。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

評価割合
実技試験 筆記試験 取り組み・態度 合計

総合評価割合 70 15 15 100
基礎的能力 70 15 15 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2

教科書/教材 Grove English Communication II（桐原書店）,Grove English Communication Work Book, Fill In Notebook, 『基
本英単語熟語　DataBase 3000 4th Edition』(桐原書店）

担当教員 上田 真梨子
到達目標
1)高専１年次までに学習する文法事項・語彙の再確認を行い、それを土台としてさらに新しい情報を積み上げていくことができる。
2)パラグラフの構造や展開についての理解を深め、内容把握ができる。
3)内容を理解した英文について、発音に留意しながら音読することができる。
4)2,400語程度レベルまでの語彙を習得し、読解活動や聞き取り活動に活用できる。
5)英検準２級レベルの英語力取得に向けて、自学自習の習慣を確立することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(到達目標１）
新出の文法事項・語彙を用いて、
既習事項を踏まえながら英文読解
に取り組むことができる。

新出の文法事項・語彙について、
その用法を理解することができる
。

新出の文法事項・語彙について、
その用法を理解することができな
い。

評価項目2（到達目標２）
パラグラフの構成を理解し、その
知識を英文読解に利用することが
できる。

パラグラフの構成について理解す
ることができる。

パラグラフの構成について理解で
きない。

評価項目3（到達目標３）
内容を理解した英文について、聞
き手に伝わるように適切なリズム
・イントネーションで表現するこ
とができる。

内容を理解した英文について、発
音やリズム・イントネーションに
留意しながら音読することができ
る。

まとまりのある英文について、発
音やリズム等に留意しながら音読
することができない。

評価項目4（到達目標4）
自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りの際、十分活用すること
ができる。

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際、辞書等を使用
しながら活用することができる。

十分な語彙を習得することができ
ない。

評価項目5（到達目標5） 英検準２級に合格するための学習
習慣が確立できる。

英検準２級に合格する学習習慣に
ついて情報を集めることができる
。

英検準２級に合格するための学習
習慣を確立することができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
英文で書かれた様々な内容の題材を通じて、幅広いものの見方や考え方を読み取っていく。同時に、書き手の意図を把
握できるリーディング能力を伸ばすためのタスク活動に取り組むのに加え、リスニング能力を育成するためのタスク活
動に取り組む。

授業の進め方・方法

予備知識：高専1年生までに修得した文法事項・語彙、またそれを簡単な情報のやり取りのコミュニケーションに用いる
技能。
講義室：各HR教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書・ノート・授業配布プリント・辞書

注意点

評価方法：後期中間試験は定期試験75%、課題テスト10%、提出物・小テスト15%で評価し、その他３回の定期試験
85%、提出物・小テスト15%で評価する。それら４回の平均点が60点以上を合格とする。
自己学習の指針：1.『基本英単語熟語　DataBase 3000 4th Edition』を積極的に活用に、語彙力増強に努める。　　
2.学習事項（本文内容・文法・表現）を確実に身に付けるために、予習・復習・音読活動に積極的に取り組む。
オフィスアワー：木曜日15:00~16:00
＊授業計画における中間試験実施週に関しては、その時期が早まる場合があります。その際は、授業の中で連絡をしま
す。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
授業ガイダンス
Lesson 1 Hello, Holleywood!
文型

学習の到達目標、学習内容、留意点を理解できる。ま
た、テキストの内容について正しく読み取ることがで
きる。

2週 Lesson 1 Hello, Holleywood!
文型

日本人俳優のハリウッドでの活動について理解するこ
とができる。また、文法項目について理解を深める。

3週 Lesson 1の総復習とLesson 2  Asian Culture and
Life　の導入

英語学習の可能性について理解することができる。ま
た、文法項目に理解を深める。

4週 Lesson 2 Asian Culture and Life
動詞の時制

アジアの国々の文化と生活スタイルを正しく理解する
ことができる。また文法項目に理解を深める。

5週 Lesson 2 Asian Culture and Life
動詞の時制

アジアの国々の文化と生活スタイルについて理解を深
めることができる。また、文法項目に理解を深める。

6週 Lesson 2 Asian Culture and Life
総復習

レッスン２の内容について理解を深めることができる
。また、文法項目に理解を深める。

7週 Lesson 1 & 2の総復習 既習事項の内容を確認し、不足があればその補充をす
ることができる。

8週 前期中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

2ndQ
9週

Lesson 3 A Penguin Called Happy Feet　
助動詞
It is said that  節、関係代名詞

迷子のペンギン Happy Feetと人々の出会いについて
正しく読み取ることができる。また、文法項目に理解
を深める。

10週
Lesson 3 A Penguin Called Happy Feet　
助動詞
It is said that 節、関係代名詞

迷子のペンギンが自然に戻る過程について正しく読み
取ることができる。また、文法項目に理解を深める。



11週 Lesson 3 の総復習と　Lesson 4　The Spirit is in
My Bodyの導入

レッスン３の内容について確認するとともに、レッス
ン４のあらすじについて理解することができる。。ま
た、文法項目に理解を深める。

12週 Lesson 4 The Spirit is in My Body
比較

障害を持ったアスリートの幼年時代について正しく読
み取ることができる。また、文法項目に理解を深める
。

13週 Lesson 4 The Spirit is in My Body
比較

モニークさんの夢について正しく読み取ることができ
る。また、文法項目に理解を深める。

14週 Lesson 4 の総復習 レッスン４について正しく読み取ることができる。ま
た、文法項目に理解を深める。

15週 Lesson 3 & 4 の総復習 既習事項を復習し、何か不足があればその補充をする
ことができる。

16週 前期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

後期

3rdQ

1週 Lesson 5 Guerrilla Gardening
助動詞、受動態

ロンドンのある花壇の成立について正しく読み取るこ
とができる。また、文法項目に理解を深める。

2週 Lesson 5 Guerrilla Gardenining
助動詞、受動態

レナルズさんの活動の広がりについて正しく読み取る
ことができる。また、文法項目に理解を深める。

3週 Lesson 5 総復習　と　Lesson ６ Iceland　の導入
受身形・関係代名詞・時制

レッスン５の内容を確認するとともに、レッスン６の
あらすじについて正しく読み取ることができる。また
、文法項目に理解を深める。

4週 Lesson 6 Iceland
不定詞、動名詞

アイスランドの歴史、特徴について正しく読み取るこ
とができる。また、文法項目に理解を深める。

5週 Lesson 6 Iceland
不定詞、動名詞

アイスランドと火山のつきあい方について正しく読み
取ることができる。また、文法項目に理解を深める。

6週 Lesson 6 の総復習 レッスン６について、理解を深めることができる。ま
た、文法項目に理解を深める。

7週 Lesson 5 & 6　の総復習 既習事項を復習し、何か不足があればその補充をする
ことができる。

8週 後期中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

4thQ

9週
Lesson 7 Which Jam Would you LIke?
関係代名詞、分詞
第5文型・時制・仮定法

お店を使った実験の目的と方法について正しく読み取
ることができる。また、文法項目に理解を深める。

10週
Lesson 7 Which Jam Would you Like?
関係代名詞、分詞
第５文型・時制・仮定法

お店を使った実験結果について正しく読み取ることが
できる。また、文法項目に理解を深める。

11週
Lesson 7　の総復習と Lesson 8 Paper Buildingsの
導入
第５文型・時制・仮定法

レッスン7の内容を確認するとともに、レッスン８のあ
らすじについて正しく読み取ることができる。また、
文法項目に理解を深める。

12週 Lesson 8 Paper Buildings
分詞、関係代名詞

紙官を使った建築についてその目的を読み取ることが
できる。また、文法項目に理解を深める

13週 Lesson 8 Paper Buildings
分詞、関係代名詞

自然災害発生時の紙官を使った建築について正しく読
み取ることができる。また、文法項目に理解を深める
。

14週 Lesson 8 の総復習 レッスン８について理解を深めることができる。また
、文法項目に理解を深める。

15週 Lesson 7 & 8 の総復習 既習事項の復習し、何か不足があれば補充することが
できる。

16週 後期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

評価割合
試験 小テスト・提出物 合計

総合評価割合 85 15 0 100
基礎的能力 85 15 0 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英作文
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1

教科書/教材 Vision Quest English Expression、Vision Quest English Grammar & Workbook (啓林館)、高校総合英語Vision
Quest、プリント教材

担当教員 岩﨑 幸則
到達目標
①１年次までに習得した、また高専2年次で学習する文法事項を理解し、それを用いて自分の意思を英語で表現することができる。
②英文を聞き、あるいは読み、情報や考えを的確に理解することができる。
③内容を理解した英文について、発音に留意しながら表現し、その内容を英語で書くことができる。
④2400語レベルまでの語彙を習得し、読解や聞き取りに活用できる。
⑤自学自習の習慣を確立し、英検準２級及び英検２級の合格を目指す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標①）

進出の文法事項を用いて、既習事
項も踏まえながら自分の考えや意
図を表現することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができない。

評価項目2
（到達目標②）

英文を聞き、あるいは読み、情報
や考えを的確に理解することがで
きる。

英文を聞き、あるいは読み、大意
をとらえることができる。

英文を聞いても、あるいは読んで
も大意をとらえることができない
。

評価項目3
（到達目標③）

内容を理解した英文について、聞
き手に伝わるように適切なリズム
・イントネーションで表現するこ
とができる。また、その内容を読
み手にわかりやすい適切な英語で
書くことができる。

内容を理解した英文について、発
音やリズム・イントネーションに
留意しながら音読することができ
る。また、その内容を英語で表現
することができる。

まとまりのある英文について、発
音やリズム等に留意しながら音読
をしたり、その内容を英語で表現
したりすることができない。

評価項目4
（到達目標④）

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に十分に活用す
ることができる。

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に辞書等を使用
しながら最低限活用することがで
きる。

語彙習得に対する自学自習の習慣
が確立されていない。

評価項目5
（到達目標⑤）

英検準２級及び英検２級に合格す
る。

英検準２級もしくは英検３級を取
得し、英検２級もしくは準２級合
格に向けて自学自習の習慣を確立
する。

英検３級を取得するための学習習
慣が確立されていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
1年時に引き続き、英語の学習において必要不可欠な英文法の基本的なルールを体系的に学習し、これからの高専におけ
る英語学習の基礎をしっかり築くことを目的とする。また、自分の考えや意見を英語で表現できるようにするための土
台作りも行う。

授業の進め方・方法 予備知識：中学校・高専１年生で習得した文型・文法事項・語彙、また簡単な英文を表現するためにそれらを用いる技
術。講義室：各HR教室　授業形式：講義、演習　学生が用意するもの：テキスト、ノート、授業配布プリント

注意点
評価方法：年4回の定期試験(80%）、小テスト・提出物(20%)で評価し、60点以上を合格とする。自己評価の指針：授
業で学習した内容の復習に基づき、指示された箇所の演習問題や課題に取り組んでください。また、次の授業の予習も
行ってください。理解不足の箇所があれば、参考書を確認したり、教員に質問することで解決してください。
オフィスアワー：月曜

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Vision Quest Les.7　不定詞①② 不定詞の3つの用法、また不定詞を用いた表現を理解で
きる。

2週 Vision Quest Les.7　不定詞③ 不定詞を用いた慣用表現を理解できる。

3週 Vison Quest 47 不定詞①② 不定詞の特徴に注意して、その文法知識を適切に活用
することができる。

4週 Vision Quest 47 不定詞③④ 不定詞の特徴に注意して、その文法知識を適切に活用
することができる。

5週 Vision　Quest Les.8　動名詞① 動名詞の用法、ならびに動名詞を用いた表現を理解で
きる。

6週 Vision　Quest Les.8　動名詞② 動名詞・不定詞を目的語とする動詞の区別を理解でき
る。

7週 既習事項の復習 既習事項の内容を適切に活用することができる。

8週 中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

2ndQ

9週 Vision Quest 47 動名詞①② 動名詞に注意して、その文法知識を適切に利用できる
。

10週 Vision Quest Les.9 分詞① 分詞の用法を理解することができる。

11週 Vision Quest Les.9 分詞② 分詞を用いたさまざまな表現を理解することができる
。

12週 Vision Quest 47 分詞①② 分詞に注意して、その文法知識を適切に利用すること
ができる。

13週 Vision Quest Les.10　関係代名詞①② 関係代名詞の基本的な使い分けを理解することができ
る。

14週 Vision Quest Les.10　関係代名詞③
関 関係副詞・複合関係詞の基本的な用法を理解できる。



15週 既習事項の復習 既習事項の内容を適切に活用することができる。

16週 前期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

後期

3rdQ

1週 Vision Quest 47　関係詞①② 関係代名詞・副詞を適切に使い分けることができる。
2週 Vision Quest 47　関係詞②③ 関係詞の省略について理解することができる。
3週 Vision Quest 47　関係詞③④ 複合関係詞を適切に使い分けすることができる。
4週 Vision Quest Les.11 比較① 比較表現の基本的な構造を理解できる。
5週 Vision Quest Les.11 比較② 比較表現を用いた特殊な構文の意味を理解できる。

6週 既習事項の復習 既習事項の内容について正しく理解し、適切に活用す
ることができる。

7週 既習事項の復習 既習事項の内容について正しく理解し、適切に活用す
ることができる。

8週 中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

4thQ

9週 Vision Quest 47　比較①② 原級・比較級・最上級を必要に応じて使い分けること
ができる。

10週 Vision Quest 47 比較②③ 比較を用いた特殊表現を使い分けすることができる。

11週 Vision Quest Les.12 仮定法① 仮定法過去・過去分詞の基本的な意味と型を理解でき
る。

12週 Vision Quest Les.12 仮定法②
特 特殊な仮定法のパターンを理解できる。

13週 Vision Quest 47 仮定法①② 基本的な仮定法のパターンを使い分けることができる
。

14週 Vision Quest 47 仮定法②③ 特殊な仮定法のパターンを使い分けすることができる
。

15週 既習事項の復習 既習事項の内容を適切に活用することができる。

16週 後期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

評価割合
試験 小テストや課題への取り組み 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 音楽
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 ＭＯＵＳＡ１ （教育芸術社）、音楽ノート、配布プリント
担当教員 伊藤 康博
到達目標
１．歌唱による自己表現ができる。
２．鑑賞によりイメージを文章にして表現できる。
３．鑑賞の態度を身につけることができる。
４．音楽を楽しむことができる。
５．色々なジャンル・国々の音楽を受け入れることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１，２）

デュナーミク・アゴーギクを理解
して、楽譜に忠実に歌う事ができ
る。

デュナーミク・アゴーギクを理解
して歌う事ができる。

デュナーミク・アゴーギクを感じ
る事ができない。

評価項目2
（到達目標３）

長い曲でも集中して聴くことがで
き、感じる事を文章で表現する事
ができる。

好みが分かれているが、感じる事
を文章で表現する事ができる。

集中して鑑賞ができない。文章で
の表現ができない。

評価項目3
（到達目標４，５）

元気よく歌い、感受性も高く、い
かなる時代のどこの国の音楽も受
け入れる事ができる。

いかなる時代のどこの国の音楽も
受け入れる事ができる。

好みがはっきりと分かれ偏りがあ
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 色々な国、色々なジャンルの音楽に触れる。

授業の進め方・方法

予備知識：小、中学校での基礎
講義室：大講義室
授業形式：ピアノ、VHS、LD、DVD、CD等を使用
学生が用意するもの：教科書

注意点
評価方法：歌唱試験(25%)、小テスト（ノート含む）(25%)、授業態度(50%)により評価し、６０点以上を合格とする
。
自己学習の指針：テキストを中心として、毎回授業の予習・復習に取り組むと同時に、普段から音楽に興味を持ち、鑑
賞する機会を見つけてください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
音楽の基礎知識の確認（翼をください歌唱）

・音名・音符の確認と認識。
・確認した音符等を楽譜上で理解を高める。

2週 「少年時代」歌唱 ・正しい音程で歌える。（斉唱）
・正しい表現ができる。（二部合唱）

3週 「オーケストラって何？」DVD鑑賞 ・色んな楽器の名前を理解でき、色んな楽器の音色の
違いを理解できる。

4週 「ミュージカル」鑑賞・オペラ座の怪人 ミュージカルの特徴を理解できる。

5週 「ミュージカル」鑑賞・オペラ座の怪人 ミュージカルの楽しみ方を理解できる。

6週 「ふるさと」・「オーソレ・ミヨ」歌唱 日本語とイタリア語の発音の違い、歌唱の違いを理解
できる。

7週 イタリアオペラ鑑賞 ミュージカルとの違いを理解し、総合芸術を理解する
。

8週 イタリアオペラ鑑賞・涙そうそう歌唱 イタリアオペラを理解する。

4thQ

9週 「オペラ」鑑賞・カルメン 国によって、作曲家によっての音楽の違いを理解する
。

10週 「オペラ」鑑賞・カルメン 言葉の違いと表現の違いを理解する。

11週 Oh Happy Day歌唱 ジャズを理解する。
12週 「のばら」歌唱（ドイツ語） シューベルトとウェルナーの違いを理解する。

13週 「のばら」歌唱（ドイツ語） イタリア歌曲とドイツリートの特徴を理解できる。

14週 歌唱試験 歌唱力の確認する。

15週 前期復習 研究ノートを使用して理解度を確認する。

16週
評価割合

歌唱試験 小テスト（ノート含む） 授業態度 合計
総合評価割合 25 25 50 100
基礎的能力 25 25 0 50



専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 50 50



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 美術
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 高校美術１
担当教員 栗山 奉文
到達目標
既成概念にとらわれず、自由な表現を試み、表現の楽しさを体験する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 テーマに合った表現方法を見つけ
、人に感動を与える作品を作る。

テーマに沿って自分と向き合い作
品を作り上げる

テーマを考えられず、作品を作る
ことが出来ない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 美術を通して自分の意識、思考、感情を作品として自由に表現させる。

授業の進め方・方法
予備知識：小・中学校での基礎。
講義室：多目的教室
学生が用意するもの：アクリル絵具一式、スケッチブック、切り出しナイフ、手鏡

注意点 評価方法：作品が80%、授業態度（作品に取り組む姿勢、意識）が20%で評価し、６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：普段より芸術作品を鑑賞する機会を作り、感動する楽しさを体験する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション
鉛筆研ぎ

一年間の授業の流れ、作品への取り組み方を理解する
鉛筆を工芸の意識を持って研ぐ

2週 目のデッサン 目の形、構造を理解し自分の目を見つめアウトライン
を描く

3週 制作 目を見つめ正確に描写する
4週 制作 目を見つめ正確に描写する

5週 制作
個別評価 作品を客観的に見つめなおす

6週 抽象絵画 いろんな抽象作品を鑑賞しテーマを決める
7週 下絵制作 テーマに沿って下絵を作る
8週 制作 いろんな表現方法を試して制作してみる

4thQ

9週 制作 自分に合った表現方法で制作する　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

10週 制作 作品を完成に近づける　　　　　　

11週 制作
個別評価 作品を客観的に見つめなおす

12週 自由課題 美術の中から好きなジャンルを選び作品を作ってみる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13週 制作
自分のテーマに沿っているか確かめる　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14週 制作 作品を完成に近づける　　　　　　　

15週 制作
個別評価 作品を客観的に見つめなおす

16週
評価割合

作品 授業態度(作品に取り組む姿勢、意
識） 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 書道
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 書道Ⅰ（東京書籍）
担当教員 朝永 惠子
到達目標
１．「漢字の書」の「楷書」では、幅広い時代や書風の古典を比較しつつ、それぞれの特徴を表現できる。
２．「漢字の書」の「行書」では、「蘭亭序」を通して行書の特徴が理解できる。
３．「漢字の書」の「隷書」では、「曹全碑」を通して隷書の特徴が理解出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．「漢字仮名交じりの書」では、「生活の中の書」を通して日常生活に応用できるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(到達目標１） 楷書のそれぞれの古典の特徴を理
解し表現できる。

楷書のそれぞれの古典の特徴を理
解し、ほぼ表現できる。

楷書のそれぞれの古典の特徴を理
解できない

評価項目2(到達目標２，３）
蘭亭序の表現を通して行書の特徴
を理解し表現できる。曹全碑の表
現を通して、隷書の特徴を理解し
表現できる。

蘭亭序の表現を通して行書の特徴
を理解し、ほぼ表現できる。曹全
碑の表現を通して隷書の特徴を理
解し、ほぼ表現できる。

蘭亭序の表現を通して行書の特徴
が理解できない。曹全碑の表現を
通して、隷書の特徴を理解できな
い。

評価項目3(到達目標４） 生活の中の書を通して日常生活で
使用する表現が出来る。

生活の中の書を通して日常生活の
中で使用する表現がほぼできる。

生活の中の書を通して日常生活で
使用する表現が出来ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 書の表現の多様性を創造する充実感を体得する。

授業の進め方・方法
予備知識：小・中学校での技術的な基礎とあわせ表現活動の多様性の実感と創造力の育成。
講義室：視聴覚室
授業形式：指定した座席により学習、各自がそれぞれ準備し各時間の学習テーマにそって学習
学生が用意するもの：教科書、用具・用材

注意点

評価方法：提出作品が80％、平常点（授業中の取り組む熱意、マナーなど）が20％で評価し、60点以上で合格とする。
技術的なことよりいかに目標に意欲的に取り組むかをより重点的に評価する。
自己学習の指針：テキストを中心に毎回授業の予習・復習に取り組むのに加えて、普段より「書道作品」を鑑賞する機
会を
見つけてください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 中学校までの書写の学習の確認
用具、用材、姿勢、執筆について

中学校までの書写で学習した文字を正しく整えて書く
事ができる。
用具、用材、姿勢、執筆について理解できる。

2週 書写から書道へ　漢字仮名交じりの書を書く。
いろいろな線による表現を試みる。

漢字と仮名を調和させて書くことができる。
漢字と仮名を調和させて書くことができる。

3週 楷書の用筆法、結構法について
唐時代の楷書について

楷書の用筆法、結構法を理解する。
唐時代の楷書の特徴が理解できる。

4週 「九成宮醴泉銘」を臨書する
「有無」を書く  清書 「九成宮醴泉銘」の書の特徴を捉えて臨書する。

5週 「孔子廟堂碑」を臨書する
「史書」を書く　清書 「孔子廟堂碑」の書の特徴を捉えて臨書する。

6週 北魏時代の楷書について
「牛けつ造像記」を臨書する   二字書　清書

北魏時代の楷書の特徴が理解できる。
「牛けつ造像記」の書の特徴を捉えて臨書する。

7週 「鄭義下碑」を臨書する   二字書　清書 「鄭義下碑」の書の特徴を捉えて臨書する。
8週 行書の特徴について 行書の特徴が理解できる。

4thQ

9週 「蘭亭序」（王義之）について
「天朗」を書く 清書 「蘭亭序」の臨書、鑑賞を通して特徴を把握する。

10週 二字書を書く   清書 二字熟語を「蘭亭序」の特徴を生かして表現する。
11週 隷書の成立と特徴について   清書 隷書の成立と特徴が理解できる。

12週 「曹金碑」を臨書する
「敬意」 「曹金碑」の書の特徴を捉えて臨書する。

13週 二字書を書く   清書 二字熟語を「曹金碑」の特徴を生かして表現する。
14週 小筆による実用書   清書 小筆による実用書の書き方を体得する。
15週 硬筆による実用書 硬筆による実用書の書き方を体得する。
16週

評価割合
提出作品 平常点(授業中の取り組む熱意、マ

ナーなど） 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 0 80
分野横断的能力 0 20 20



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計製図
科目基礎情報
科目番号 0026 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:4
教科書/教材 機械製図（検定　実教出版）、 岡本,山極: 最新情報の科学, 実教出版：1年次購入 、実技課題プリント
担当教員 石橋 真
到達目標
1.部品のスケッチ図を書くことができる。（A４）
2.ボルト・ナット、軸継手、歯車、Vプ－リなどの設計計算ができる。（A４）
3.ボルト・ナット、軸継手、歯車、Vプ－リなどの図面が作成できる。（A４）
4.ＣＡＤシステムの役割と構成を説明できる。
5.ボルト・ナット、軸継手、歯車、Vプ－リなどの図面が2D-CADで作成できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
各自に与えられた設計条件下にお
いて、軸継手、歯車、Vプ－リなど
の設計計算が正しくできる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

上記設計計算に基づき、図面を正
しく描くことができる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

簡単な物品の図面を2D-CADで正
しく描くことができる。

複雑な物品の図面を2D-CADで正
しく描くことができる。 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械要素の用途・規格・製図法を理解し，実技を通してそれらの製作図を描けるようにする

授業の進め方・方法
講義1時間(2M教室）　実技3時間(情報セキュリティ演習室：旧　製図室）
電卓、製図用具を準備のこと
後期から実技はＣＡＤソフトを用いた製図をICT3にて行う。

注意点

評価基準 試験（50％)と実技（50％）の両方で評価し、60点以上を合格とする。
ただし、実技の課題は全て提出しなければならない。未提出の場合は原則として不合格。
講義の内容を理解するために，しっかりと授業中のノートをとり，ノートと教科書での予習復習を行うこと。
また、実技を通して確実に必要な知識の修得をはかること。後期は必要に応じてUSBメモリを準備すること。
オフィスアワー
火:16～17時＆木：16～17時

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの説明、スケッチ 製図道具を用いてスケッチができる

2週 ねじの用途，特徴，種類，製図法 ねじの用途，特徴，種類，製図法を理解し，製図でき
る

3週 ねじの表記の仕方，図示の仕方 ねじの表記の仕方，図示の仕方を理解し，ねじを製図
できる

4週 ねじ部品の規格・図示法1 ねじ部品の規格・図示法を理解し，ねじ部品を製図で
きる

5週 ねじ部品の規格・図示法2 ねじ部品の規格・図示法を理解し，ねじ部品を製図で
きる

6週 ねじ穴，座，座金 ねじ穴，座，座金について理解し，製図できる

7週 軸およびキー・ピンの種類，特徴，規格 軸およびキー・ピンの種類，特徴，規格を理解し，製
図できる

8週 中間試験

2ndQ

9週 軸継手の種類，特徴，規格 軸継手の種類，特徴，規格を理解し，製図できる
10週 軸継手の種類，特徴，規格 軸継手の種類，特徴，規格を理解し，製図できる
11週 軸受の種類，特徴，規格 軸受の種類，特徴，規格を理解し，製図できる
12週 軸受の種類，特徴，規格 軸受の種類，特徴，規格を理解し，製図できる
13週 歯車の使用目的，種類，特徴 歯車の使用目的，種類，特徴を理解し，製図できる
14週 歯車各部の寸法 モジュールを用いて歯車の各部寸法を計算できる

15週 各種歯車の要目表，製図法 各種歯車の要目表，製図法を理解し，図面に表記でき
る

16週 前期定期試験

後期 3rdQ

1週 平歯車の規格/CADによる製図 平歯車を理解し，製図できる/ＣＡＤシステムの役割と
構成を説明できる

2週 ベルト・プーリの種類，特徴，規格/CADによる製図 ベルト・プーリを理解し，製図できる/ＣＡＤシステム
の基本機能を理解し、利用できる

3週 チェーン・スプロケットの種類/CADによる製図 チェーン・スプロケットの種類等を理解し，製図でき
る/CAD製図

4週 チェーン・スプロケットの特徴，規格/CADによる製図 チェーン・スプロケットの種類等を理解し，製図でき
る/CAD製図

5週 ばねの用途，種類/CADによる製図 ばねの用途，種類等を理解し，製図できる/CADで製図
できる

6週 ばねの特徴/CADによる製図 ばねの用途，種類等を理解し，製図できる/CADで製図
できる



7週 ばねの規格/CADによる製図 ばねの用途，種類等を理解し，製図できる/CADで製図
できる

8週 中間試験

4thQ

9週 溶接継手の種類，特徴，規格/CADによる製図 溶接継手の種類，特徴，規格を理解し，製図できる
/CADで製図できる

10週 管・管継手・バルブの種類/CADによる製図 管・管継手・バルブの種類等を理解し，製図できる
/CADで製図できる

11週 管・管継手・バルブの特徴，規格/CADによる製図 管・管継手・バルブの種類等を理解し，製図できる
/CADで製図できる

12週 2D,3D　CADによる製図（課題） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
13週 2D,3D　CADによる製図（課題） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
14週 2D,3D　CADによる製図（課題） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
15週 2D,3D　CADによる製図（課題） ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用できる
16週 後期定期試験

評価割合
試験 製図 態度 合計

総合評価割合 50 50 0 100
専門的能力 50 50 0 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工作実習
科目基礎情報
科目番号 0027 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:4
教科書/教材 機械工作法（職業能力開発総合大学校能力開発研究センター編）
担当教員 藤田 明次,貞弘 晃宜
到達目標
安全な作業ができ，作業内容をレポートにまとめることができる
ガス切断の基本を理解し，アーク溶接の基本作業ができる
ケガキ工具を用いてケガキ作業ができ，やすりを用いて仕上げ作業ができる
旋盤の基本操作を理解し，外丸削り，テーパ削り，中ぐりなどの作業ができるとともにフライス盤の基本操作を理解し，平面削りや側面削りな
どの作業ができる
鋳型を製作し，鋳造の手順がわかる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
安全な作業ができ，作業内容をレ
ポートにまとめることができる 十分できる ある程度できる できない

ガス切断の基本を理解し，アーク
溶接の基本作業ができる 十分できる ある程度できる できない

ケガキ工具を用いてケガキ作業が
でき，やすりを用いて仕上げ作業
ができる

十分できる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 もの作りの基盤である各種の工作技術を体験し，肌に触れて詳細な観察を行い，工作法学習の効果を高める．

授業の進め方・方法
予備知識:１年次実習内容，安全教育内容
講義室：実習工場
授業形式：実技，クラスを２つに分け，製図と実習を交互に行う

注意点

評価方法：出席状況および実習態度（６０％），レボート（２０％），作品の出来栄え（２０％）で総合評価し
，６０点以上を合格とする．ただし，レポートが１つでも未提出の場合は不合格とする．
自己学習の指針：実習実施日ごとに使用機械・工具・作業内容をまとめ，各部門ごとのレポートを提出すること．参考
書や自己で調査できる資料を参照すること．
学生が用意するもの：作業着（ベルト着用），作業帽子，安全靴，メモ帳
オフィスアワー：曜および曜１６：００～１７：００
実習欠席者に対して補講を実施する

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ブッシュの中子製作：鋳型内部の中空部を作るための
砂型（中子）の製作 中子の役割を理解し，製作できる

2週 ブッシュの外型製作：円筒型の鋳型製作 円筒型の鋳型を製作できる

3週 自由鋳型製作（１）：学生による自由鋳型の選定と木
型製作 木型を製作できる

4週 自由鋳型製作（２）：学生による自由鋳型の選定と鋳
型製作 自作の木型を使って鋳型の製作ができる

5週 溶解・鋳込み作業：るつぼ炉によるアルミニウムの溶
解、鋳込み作業と製品仕上げ

溶解鋳込み作業の見学によって要領を理解し，後処理
ができる

6週 鍛造実習：リングの製作（曲げ及び延ばし作業） 曲げ及び延ばしの基本作業ができる

7週 基本ガス切断：ガス切断装置の取り扱い方、ガス切断
の実技 ガス切断の基本作業ができる

8週 炭酸ガスアーク溶接：炭酸ガスアーク溶接機の取り扱
い方、基本練習 炭酸ガスアーク溶接機の取り扱い方がわかる

2ndQ

9週 炭酸ガスアーク溶接：炭酸ガスアーク溶接の施工方法 炭酸ガスアーク溶接の基本作業ができる

10週 水槽製作と水漏れ検査：溶接用ワイヤーの交換、製品
の仮付け 溶接用ワイヤーの交換ができ，水槽の仮付けができる

11週 水槽製作と水漏れ検査：製品の本付け、水漏れ検査 水槽の本付けができ，水漏れ検査ができる
12週 ＴＩＧ溶接：ＴＩＧ溶接機の取扱い方基本練習 ＴＩＧ溶接の基本作業ができる

13週 正六面体の製作：ケガキ作業、ヤスリによるＲ取り作
業

正六面体にR面取りのケガキを行い，R面取り作業がで
きる

14週 正六面体の製作：ケガキ作業、穴明け作業 正六面体に穴位置のケガキ作業を行い，穴明け作業が
できる

15週 パソコンの分解・組み立て パソコンの基本的な分解・組み立てができる
16週

後期 3rdQ

1週 文鎮の製作：端面加工、ケガキ作業 文鎮の端面加工およびケガキ作業ができる
2週 文鎮の製作：ヤスリ仕上げ作業、組み立て 文鎮のヤスリ仕上げ作業および組み立てができる
3週 Ｖブロック仕上げ：ヤスリ仕上げ作業 Vブロックのヤスリ仕上げができる

4週 旋盤作業：段付きねじ棒の段付き部及びねじ部の仕上
げ切削作業

旋盤によって段付き部およびねじ部の仕上げ加工がで
きる

5週 旋盤作業：段付きねじ棒のねじ切り作業（メートルね
じ、ピッチ3mm） 旋盤によって段付きねじ棒のねじ切りができる



6週 旋盤作業：センターの製作、テーパ切削作業（テーパ
角１°２６′１６″） 旋盤によってテーパ切削作業ができる

7週 引張試験片の製作：旋盤による引張試験片の外周荒削
り 旋盤によって引張試験片の外周荒削りができる

8週 引張試験片の製作：外周の仕上げ削り、１５Ｒの円弧
切削作業

旋盤によって引張試験片の外周仕上げ削りおよび円弧
切削ができる

4thQ

9週 ブッシュ製作：中ぐり作業 旋盤による中ぐり作業ができる

10週 ディスタンスピースの製作（１）丸棒より四角立方体
への切削加工作業

フライス盤によって丸棒からディスタンスピース用立
方体を削り出すことができる

11週 ディスタンスピースの製作（２）ぬすみ取り作業 フライス盤によってヌスミ取り作業を行うことができ
る

12週 三角台の製作（１）：丸棒より四角立方体への切削加
工作業

フライス盤によって丸棒から三角台用立方体を削り出
すことができる

13週 三角台の製作（２）：三角台の芯出し作業、Ｖノッチ
及びヌスミの切削加工作業

三角台の芯出し作業を行い，フライス盤によってVノ
ッチおよびヌスミの切削作業を行うことができる

14週 スライドブロックの製作：荒切削作業 フライス盤によってスライドブロックの荒削り作業が
できる

15週 スライドブロックの製作：仕上げ切削作業 フライス盤によってスライドブロックの仕上げ削り作
業ができる

16週
評価割合

作品の出来栄え レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 20 20 0 60 0 0 100
総合評価割合 10 10 0 30 0 0 50
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 10 10 0 30 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料学
科目基礎情報
科目番号 0028 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 機械・金属材料学（実教出版）／自作プリント
担当教員 藤田 明次
到達目標
代表的な３種の結晶格子について説明できる。
合金の状態図について説明できる。
製鋼所における鉄の作り方を説明できる。
炭素鋼の状態図を説明できる。４種の鋼の熱処理を説明できる。
一般構造用圧延鋼材，機械構造用炭素鋼鋼材，鋳鋼について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

代表的な３種の結晶格子について
説明できる。

体心立方格子，面心立方格子，六
方稠密格子について十分に理解し
特徴などを的確に説明できる

結晶構造について理解し，概略説
明できる

結晶構造について理解できていな
い

合金の状態図について説明できる
。

2元系状態図を理解し，十分に説明
できる

2元系状態図をある程度理解し，あ
る程度説明できる 2元系状態図を理解できていない。

製鋼所における鉄の作り方を説明
できる。

製鉄，製鋼技術を理解し，高炉メ
ーカ並びに電炉メーカの製鉄方法
について説明が行える

製鉄，製鋼技術をある程度理解し
，概略説明できる

製鉄，製鋼技術を理解できていな
い

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 各種機械材料の種類と特性を理解し，設計あるいは使用の際に材料を適材適所に採用できる能力を身に付ける。

授業の進め方・方法
予備知識:特になし
講義室：２M教室
授業形式：講義，ビデオ学習

注意点

評価方法：中間・定期試験（４回）により評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：配布されるプリントと教科書の内容を理解するとともに，授業中にノートをしっかりととり，それら
で復習を確実に実施する。
学生が用意するもの： 教科書，ノート，筆記用具
オフィスアワー：火曜および木曜１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 金属の結晶構造、結晶粒と結晶粒界、結晶格子
３種の代表的な結晶格子

金属の一般的な性質を説明できる。
代表的な3種類の結晶構造の原子配置が説明でき，充填
率の計算ができる。

2週
単位胞に含まれる原子数、ミラー指数

金属の２種の塑性変形、金属の強さと結晶との関係

格子面とミラー指数の導出方法について説明すること
ができ，格子方位と格子面を記述できる。
すべり変形と双晶変形が説明できる。室温では結晶粒
が細かい方が強いことが説明できる。

3週
加工硬化と再結晶

金属の相、合金、固溶体、金属間化合物

加工硬化と再結晶がどのような現象であるかを説明で
きる。
金属の相、合金、固溶体、金属間化合物についてどの
ようなものであるかを説明できる。

4週
純金属の凝固、合金の凝固、全率固溶体型状態図

共晶型状態図－両成分が純粋に晶出する場合

金属の凝固現象について説明できる。全率固溶体型状
態図が理解できる。
共晶型状態図上で天秤の原理を用いて各相の割合を計
算できる。相律で自由度の導出できる。

5週 鉄と鋼の定義、製鋼所における鉄の製造工程
製銑法、高炉

製銑及び製鋼工程について，原料並びに主設備，主な
炉内反応が説明できる。
高炉操業（工程並びに化学反応）が説明できる。

6週
製鋼法、転炉、鋼塊

鋼塊の加工による材質の変化、鋼の分類

転炉における製鋼工程，不純物の除去，造塊プロセス
，鋼塊の特徴などが説明できる。
鋼塊に対する熱間鍛造や熱間圧延による材質の改善
，繊維組織の形成などが説明できる。

7週 「鉄ができるまで」のビデオ視聴、鉄の状態図概説
鉄の製造プロセスの概要が説明できる。鉄の状態図の
概要が説明できる。
鉄-炭素系状態図の詳細を理解し，説明ができる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週
純鉄の変態、３種の変態点と結晶格子の関係、磁気変
態

炭素鋼の変態、パーライト変態

純鉄の磁気変態を含む変態挙動を理解し，それぞれの
組織の結晶構造が説明できる。
炭素鋼の焼きなましの目的と焼きなましによる機械的
性質の変化を説明できる。

10週
鋼の機械的性質、引張り試験、応力－ひずみ線図

降伏点、耐力、降伏現象の説明、時効

鋼の引張試験で得られる応力－ひずみ線図の特徴を理
解し，各ポイントの持つ意味を説明が行える。
応力-ひずみ曲線について説明できる。降伏現象発生原
因や時効特性を説明できる。

11週 炭素量と機械的性質の関係、不純物の影響
鋼の熱処理概説，焼きなまし処理

標準状態の鋼の炭素量と機械的性質の関係について説
明できる。
鋼の熱処理についてその種類と特徴が説明できる。焼
きなまし処理が説明できる。



12週
連続冷却変態曲線（CCT曲線）

鋼の恒温変態曲線（TTT曲線）

共析炭素鋼の連続冷却変態挙動を説明することができ
る。
炭素鋼の恒温変態（TTT）曲線の読み方並びにCCT曲
線との違いが説明できる。

13週

鋼の焼ならし，焼入れ

焼入れの質量効果、３種の表面硬化法概説，焼入れ処
理と残留オーステナイト

鋼の焼ならし処理及び焼入れ処理の目的とその効果を
理解し，説明できる。
焼入れにおける質量効果が説明できる。表面硬化法の
浸炭，窒化，高周波焼入れを説明できる。

14週 焼もどし 焼入れ材の焼もどしの目的ならびに焼入れ焼もどしに
よる機械的性質の変化を説明できる。

15週
一般構造圧延鋼材，溶接構造用圧延鋼材，機械構造用
炭素鋼
炭素鋼鋳鋼、冷延鋼板

JIS規格の構造用鋼の特徴とその用途が説明できる。
JIS規格の炭素鋳鋼や冷延鋼板の特徴を理解し，説明で
きる。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工作法
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 機械工作法（和栗　明　養賢堂），プリント，機械実用便覧
担当教員 中江 道彦
到達目標
１．鋳造法の原理を説明できる
２．各種鋳造法の特徴を理解できる
３．溶接法の原理を理解できる
４．各種溶接法の特徴を理解できる
５．加工に際して適切な方法を考慮することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１，２）

鋳造法の原理および各種鋳造法の
特徴を十分説明できる

鋳造法の原理および各種鋳造法の
特徴を説明できる

鋳造法の原理および各種鋳造法の
特徴を説明できない

評価項目2
（到達目標３，４）

溶接法の原理および各種溶接法の
特徴を十分説明できる

溶接法の原理および各種溶接法の
特徴を説明できる

溶接法の原理および各種溶接法の
特徴を説明できない

評価項目3
（到達目標５）

加工に際して適切な方法を提案す
ることができる

加工に際して適切な方法を考慮す
ることができる

加工に際して適切な方法を考慮す
ることができない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ものつくりを合理的に行うために必要な鋳造および溶接の知識を身に付ける．

授業の進め方・方法
予備知識:１年の工作実習で体験した溶接および鋳造に関する事柄
講義室：２Ｍ教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：教科書，ノート，筆記用具

注意点
評価方法：中間・定期試験により評価し，60点以上を合格とする
自己学習の指針：ノートおよび教科書の内容を理解する
オフィスアワー：月曜あるいは火曜
学生が用意するもの：教科書，ノート，筆記用具

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業概要説明，鋳造法の特徴
 鋳造に用いる模型

機械工作法の重要性，鋳造法の特徴，作業の流れを理
解できる
模型の種類，用途を理解できる

2週 鋳型の性質，鋳物砂の性質
 鋳型の種類および造型法

鋳物砂の性質を理解できる
鋳型の要件，構造，種類および造型法を理解できる

3週 造型の機械化
特殊な造型法

機械による造型を理解できる
シェルモールド法，ロストワックス法を理解できる

4週 鋳造用金属材料 ，演習
溶解炉の種類,特長

鋳造用材料を理解できる，これまでの学習内容を確認
できる
溶解炉の種類を理解できる

5週 鋳造方案，各種鋳造の要点
特殊鋳造法（１）

鋳造方案を理解できる
遠心鋳造法，ダイカスト法および低圧鋳造法を理解で
きる

6週 特殊鋳造法（２），鋳物処理
鋳物に生じる欠陥

フルモールド法および鋳物処理を理解できる
鋳物欠陥の種類および発生原因を理解できる

7週 欠陥の検査
鋳物の設計 ，演習

欠陥検査法を理解できる
鋳物設計の要点を理解できる，これまでの学習内容を
確認できる

8週 中間試験

2ndQ

9週 溶接の特徴
アーク溶接法の概要

溶接法の特徴，分類を理解できる
アーク溶接の概要を理解できる

10週 アーク溶接棒
ガス被包アーク溶接法

アーク溶接棒の特徴を理解できる
ガス被包アーク溶接法の方法および特徴を理解できる

11週 自動アーク溶接
その他の融接法(1)

自動アーク溶接の方法を理解できる
サブマージアーク溶接，スタッドアーク溶接を説明で
きる

12週 その他の融接法(2)
ガス溶接法

エレクトロスラグ溶接，テルミット溶接を説明できる
ガス溶接の方法を説明できる

13週 ガス切断
電気抵抗溶接法(1)

ガス切断の原理を説明できる
突合せ溶接を説明できる

14週 電気抵抗溶接法(2)
圧接，ろう接法

重ね溶接を説明できる
圧接，摩擦圧接，ろう接法を説明できる

15週 溶接部の欠陥，溶接ひずみ，各種材料の溶接 溶接欠陥の種類および発生原因を理解できる
16週 定期試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0



専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国語
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 精選現代文Ｂ（三省堂）
担当教員 田﨑 弘章
到達目標
１．18歳(選挙権年齢)相応の漢字熟語や慣用表現などを身につけ、正確に表記、使用できる。
２．比喩的、象徴的な表現に込められた含意を理解し、文学作品を鑑賞できる。
３．現代評論の論旨を、身近で具体的な問題と関連付けて、正確に理解できる。
４．文章の読解を通して、論理的に論旨を組み立て、表現することができるようになる。
５．文学作品の読解を通して、想像力や感受性を培い、豊かな心を養うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
18歳(選挙権年齢)相応の漢字熟語
や慣用表現等の語彙を習得し、正
確に表記、使用できる。

習得している語彙が18歳(選挙権年
齢)相応には不足しているが、身に
つけようとする意識が高い。

習得している語彙が18歳(選挙権年
齢)相応に達しておらず、身につけ
ようとする意識も乏しい。

評価項目2
比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意を理解し、文学作品を鑑賞
できる。

比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意の理解に関心があり、文学
作品を鑑賞できる。

比喩的、象徴的な表現に込められ
た含意の理解に関心がなく、文学
作品を鑑賞できない。

評価項目3
現代評論の論旨を、身近で具体的
な問題と関連付けて、正確に理解
できる。

現代評論の論旨を、身近で具体的
な問題と関連付ける意識を持ち、
理解できる。

現代評論の論旨を、身近で具体的
な問題と関連付けることに関心が
なく、理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

近現代の優れた文学作品を味読・鑑賞し、比喩的、象徴的な表現に込められた含意を汲み取り、日本語による表現の可
能性を探る。現代評論、中でも科学技術に関する評論を読み、論旨を正確に理解し、工業高等専門学校で学ぶ知識、技
術を社会的な文脈に位置づける。現代文の読解を通じて、自らが使用できる日本語の語彙・表現を増やし、漢字熟語の
読み書きを正確なものとする。文学作品の読解、現代評論の理解については、感想文の提出、定期試験において確認し
、成績評価とする。

授業の進め方・方法 授業の開始時に漢字熟語・慣用句等の小テストを実施する。その後、座学形式で教材文の読解を進めていく。適宜、発
問をし回答を求める。

注意点 漢字・慣用句等の小テストは、成績評価に10％分加味する。また、感想文等の提出物は成績評価に10%分加味する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 学習目標および評価などを理解できる。

2週 評論「最初のペンギン」茂木健一郎

論理的な文章を読み、筆者の考えやその展開の仕方な
どについて理解する。
本文中に使用されている語句（漢字熟語、外来語、慣
用句等）の意味を理解し、自らの表現においても使用
できる。

3週 評論「わかりやすいはわかりにくい？」鷲田清一

論旨を正確に追いながら，筆者の言う「思考」におけ
る「肺活量」が持つ意味について読み取る。
本文中に使用されている語句（漢字熟語、外来語、慣
用句等）の意味を理解し、自らの表現においても使用
できる。

4週 評論「わかりやすいはわかりにくい？」鷲田清一

逆説による表現の効果を知り、筆者の主張を理解でき
る。
本文中に使用されている語句（漢字熟語、外来語、慣
用句等）の意味を理解し、自らの表現においても使用
できる。

5週 小説「山月記」中島敦
小説の登場人物の心理を、言葉による描写に則して把
握することができる。本文中に使用されている語句
（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自
らの表現においても使用できる。

6週 小説「山月記」中島敦
小説の登場人物の心理を、言葉による描写に則して把
握することができる。本文中に使用されている語句
（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自
らの表現においても使用できる。

7週 小説「山月記」中島敦
小説の登場人物の心理を、言葉による描写に則して把
握することができる。本文中に使用されている語句
（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自
らの表現においても使用できる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 評論「未来世代への責任」岩井克人

「倫理」を否定するところから出発した経済学が，再
び「倫理」の必要性へと到達する逆説を読み取る。本
文中に使用されている語句（漢字熟語、外来語、慣用
句等）の意味を理解し、自らの表現においても使用で
きる。

10週 評論「未来世代への責任」岩井克人
文中で論じられていることを自らの周囲における具体
的事実に関連付けながら理解できる。本文中に使用さ
れている語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味
を理解し、自らの表現においても使用できる。



11週 評論「メディアと歴史」若林幹夫

人間が生み出した道具や技術によって，私たちが拡張
された身体と社会を生きているということの意味を読
み取る。本文中に使用されている語句（漢字熟語、外
来語、慣用句等）の意味を理解し、自らの表現におい
ても使用できる。

12週 評論「メディアと歴史」若林幹夫
文中で論じられていることを自らの周囲における具体
的事実に関連付けながら理解できる。本文中に使用さ
れている語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味
を理解し、自らの表現においても使用できる。

13週 評論「メディアと歴史」若林幹夫
文中で論じられていることを自らの周囲における具体
的事実に関連付けながら理解できる。本文中に使用さ
れている語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味
を理解し、自らの表現においても使用できる。

14週 詩「二十億光年の孤独」谷川俊太郎、 「パンの話」吉
原幸子、 「永訣の朝」宮澤賢治

象徴的、比喩的な表現に込められた意味を理解し、詩
を鑑賞することができる。

15週 詩「二十億光年の孤独」谷川俊太郎、 「パンの話」吉
原幸子、 「永訣の朝」宮澤賢治

象徴的、比喩的な表現に込められた意味を理解し、詩
を鑑賞することができる。

16週 前期定期試験

後期

3rdQ

1週 小説「こころ」夏目漱石

小説の時代背景や登場人物の心理を、言葉による描写
に則して把握することができる。作品を多様な視点か
ら解釈、鑑賞することができる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

2週 小説「こころ」夏目漱石

小説の時代背景や登場人物の心理を、言葉による描写
に則して把握することができる。作品を多様な視点か
ら解釈、鑑賞することができる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

3週 小説「こころ」夏目漱石

小説の時代背景や登場人物の心理を、言葉による描写
に則して把握することができる。作品を多様な視点か
ら解釈、鑑賞することができる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

4週 小説「こころ」夏目漱石

小説の時代背景や登場人物の心理を、言葉による描写
に則して把握することができる。作品を多様な視点か
ら解釈、鑑賞することができる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

5週  評論 「戦争の〈不可能性〉」西谷修

核兵器によって，不可能な戦争の中に「宙吊り」にな
っている現代世界のありようについて読み取る。本文
中に使用されている語句（漢字熟語、外来語、慣用句
等）の意味を理解し、自らの表現においても使用でき
る。

6週  評論 「戦争の〈不可能性〉」西谷修
文中で論じられていることを自らが学ぶ工学等に関連
付けながら理解できる。本文中に使用されている語句
（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自
らの表現においても使用できる。

7週  評論 「戦争の〈不可能性〉」西谷修
文中で論じられていることを自らが学ぶ工学等に関連
付けながら理解できる。本文中に使用されている語句
（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自
らの表現においても使用できる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 評論「選べる社会の難しさ」松田美佐
「選べる」社会が同時に「選ばざるを得ない」困難を
伴う社会であることを理解する。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

10週 評論「選べる社会の難しさ」松田美佐
現代社会が抱える問題を自らの周囲における具体的事
実に関連付けながら理解できる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

11週 評論「選べる社会の難しさ」松田美佐
現代社会が抱える問題を自らの周囲における具体的事
実に関連付けながら理解できる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

12週 評論「木の葉と光」日高敏隆
「環境」ではない「環世界」への注視という筆者の意
図を読み取る。本文中に使用されている語句（漢字熟
語、外来語、慣用句等）の意味を理解し、自らの表現
においても使用できる。

13週 評論「木の葉と光」日高敏隆
現代社会が抱える問題を自らの周囲における具体的事
実に関連付けながら理解できる。本文中に使用されて
いる語句（漢字熟語、外来語、慣用句等）の意味を理
解し、自らの表現においても使用できる。

14週 短歌「木に花咲き―短歌十五首」
近代から現代の代表的作者の手になる十五首の歌を読
み味わい，そこに描かれている情景や作者の心理を読
み取る力を養う。

15週 短歌「木に花咲き―短歌十五首」
近代から現代の代表的作者の手になる十五首の歌を読
み味わい，そこに描かれている情景や作者の心理を読
み取る力を養う。

16週 後期定期試験
評価割合

試験 小テスト 提出物 合計
総合評価割合 80 10 10 100
基礎的能力 80 10 10 100



専門的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 歴史
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 『新選日本史Ｂ』（東京書籍）
担当教員 堀江 潔
到達目標
１．原始社会・古代国家・中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
２．近世武士政権・近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
３．各時期の代表的な文化財とその特徴について理解できる。（Ｂ１）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
原始社会・古代国家・中世武士政
権の成立および発展・変質過程を
理解し、概略を説明できる。

原始社会・古代国家・中世武士政
権の成立および発展・変質過程を
理解し、概略をほとんど説明でき
る。

原始社会・古代国家・中世武士政
権の成立および発展・変質過程を
理解し、概略を説明できない。

評価項目2
近世武士政権・近代国家の成立お
よび発展・変質過程を理解し、概
略を説明できる。

近世武士政権・近代国家の成立お
よび発展・変質過程を理解し、概
略をほとんど説明できる。

近世武士政権・近代国家の成立お
よび発展・変質過程を理解し、概
略を説明できない。

評価項目3 各時期の代表的な文化財とその特
徴について理解できる。

各時期の代表的な文化財とその特
徴についてほとんど理解できる。

各時期の代表的な文化財とその特
徴について理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 人類がたどってきた歴史的過程について、特に政治的側面を中心として、原始・古代から近代までを学習する。また、

各時期の文化財とその特徴を学習する。３年次では、日本の歴史を中心的に取り上げる。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校社会科の歴史分野で学習した内容。２年次の「歴史」で学習した内容。
講義室：３年各ＨＲ教室。
授業形式：講義形式。
学生が用紙するもの：教科書、配布プリント、ノート、筆記用具。

注意点
自己学習の指針：授業内容を確実に理解するため、授業内容と関係する教科書の記述を予習・復習しておくこと。
　　　　　　　　　　　自学課題を提出期限までに仕上げるとともに、ノート提出に備え、授業中の板書・教科書の記
述などをまとめておくこと。
オフィスアワー：水曜日１６：００～１７：００、木曜日１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業概要説明 学習目標や授業方法、評価方法について理解できる。

2週 旧石器時代・縄文時代の人びとの暮らし 原始社会の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

3週 弥生時代の特質と邪馬台国の成立 原始社会の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

4週 大和政権の成立と対外関係 古代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

5週 飛鳥時代の政治・外交 古代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

6週 律令国家の成立過程 古代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

7週 奈良時代の政治・外交 古代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

8週 前期中間試験 前期中間試験

2ndQ

9週 平安時代初期の政治改革 古代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

10週 摂関政治と武士の発生 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

11週 武士団の成長と院政 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

12週 平氏政権の成立 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

13週 鎌倉幕府の成立と執権政治 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

14週 モンゴル襲来と鎌倉幕府の滅亡 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

15週 建武の新政と南北朝時代 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

16週

後期 3rdQ

1週 守護大名の成立と一揆の頻発 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

2週 戦国大名の台頭 中世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

3週 織田信長の天下統一事業 近世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。



4週 豊臣秀吉の天下統一政策 近世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

5週 江戸時代初期の政治と外交 近世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

6週 幕政改革と藩政改革 近世武士政権の成立および発展・変質過程を理解し、
概略を説明できる。

7週 開国から大政奉還へ 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

8週 （後期中間試験）

4thQ

9週 明治新政府の成立 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

10週 立憲政治の形成と外交問題 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

11週 日清・日露戦争 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

12週 第一次世界大戦 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
をど説明できる。

13週 政党政治と大正デモクラシー 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

14週 世界恐慌とファシズムの台頭 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

15週 日中戦争から太平洋戦争へ 近代国家の成立および発展・変質過程を理解し、概略
を説明できる。

16週
評価割合

試験 提出物 合計
総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 微積分
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 微分積分２（森北出版）/微分積分２問題集（森北出版） ，配布プリント
担当教員 中村 真一
到達目標
①媒介変数表示された曲線の長さや曲線に囲まれた図形の面積を求めることができる。
②数値積分や広義積分の計算ができる。
③関数のマクローリン展開ができ、近似値の計算に応用できる。
④２変数関数の簡単な極値問題が解ける。
⑤簡単な２重積分の計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
①媒介変数表示された曲線の長さ
や曲線に囲まれた図形の面積を求
めることができる。

いろいろな媒介変数表示された曲
線の長さや曲線に囲まれた図形の
面積を求めることができる。

基本的な媒介変数表示された曲線
の長さや曲線に囲まれた図形の面
積を求めることができる。

基本的な媒介変数表示された曲線
の長さや曲線に囲まれた図形の面
積を求めることができない。

②数値積分や広義積分の計算がで
きる。

いろいろな数値積分や広義積分の
計算ができる。

基本的な数値積分や広義積分の計
算ができる。

基本的な数値積分や広義積分の計
算ができない。

③関数のマクローリン展開ができ
、近似値の計算に応用できる。

いろいろな関数のマクローリン展
開や、近似値の計算に応用できる
。

基本的な関数のマクローリン展開
や、近似値の計算に応用できる。

基本的な関数のマクローリン展開
や、近似値の計算に応用できない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 前期は微分法の基礎定理の平均値の定理を理解し，その応用であるテイラーの定理を学ぶ。また，少し難度の高い不定

積分の計算方法について学ぶ。後期は偏微分法，重積分法を定義し，２変数関数の構造について学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：１，２年生で学習した数学の内容
講義室：ホームルーム
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：演習用ノート，配付プリント保管ファイル

注意点

評価の方法：中間・期末に行う計4回の試験の得点の平均点を９０%，小テスト５％，実力テスト５％で評価し
，６０％（６０点）以上を合格とする．
自己学習の指針：授業で課題を出すので，必ず自力で解いておくこと．試験前にはノート・プリントを整理し，課題・
練習問題が理解できている状態にしておくこと．
オフィスアワー：月曜日 16：00から17：00，木曜日 16：00から17：00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 曲線の媒介変数表示について学ぶ。 媒介変数表示された曲線の概形がわかる。

2週 媒介変数表示と微分法について学ぶ。 媒介変数表示された曲線の接線の方程式を求めること
ができる。

3週 媒介変数表示と積分法について学ぶ。 媒介変数表示された曲線の長さや曲線に囲まれた図形
の面積を求めることができる。

4週 演習 関数のグラフで表された曲線などの問題が解ける。

5週 極座標と極方程式について学ぶ。 極座標と極方程式で表された基本的な曲線の概形がわ
かる。

6週 極方程式と積分法について学ぶ。 極方程式で表された図形の面積や曲線の長さを求める
ことができる。

7週 演習 いろいろな極方程式で表された曲線に関する問題を解
くことができる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 数値積分について学ぶ。 数値積分の考え方を理解し、図形の面積の数値計算が
できる。

10週 広義積分について学ぶ。 広義積分の計算方法を理解し、計算問題を解くことが
できる。

11週 演習 定積分と数値積分・広義積分との違いを意識して問題
を解くことができる。

12週 高次導関数とべき級数について学ぶ。 高次導関数を求めることができ、べき級数の取り扱い
ができる。

13週 マクローリンの定理とマクローリン展開について学ぶ
。

マクローリンの定理を理解し、マクローリン展開がで
きる。

14週 マクローリン多項式と関数の近似について学ぶ。 マクローリン多項式を利用し、近似値の計算ができる
。

15週 演習 オイラーの公式、拡張された二項定理などの応用問題
を解くことができる。

16週 前期定期試験

後期 3rdQ

1週 ２変数関数と偏導関数について学ぶ。 ２変数関数を理解し、偏微分の計算ができる。
2週 合成関数の導関数・偏導関数について学ぶ。 合成関数の微分・偏微分の計算ができる。

3週 接平面と全微分・近似について学ぶ。 ２変数関数のグラフの接平面を求めることができ、全
微分による近似計算ができる。

4週 演習 様々な２変数関数の微分に関する問題を解くことがで
きる。



5週 ２変数関数の極値と判定法について学ぶ。 ２変数関数の極値を求めることができる。
6週 陰関数の微分法について学ぶ。 陰関数の微分ができる。
7週 条件付き極値問題について学ぶ。 条件付き極値問題を解くことができる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 ２重積分について学ぶ。 ２重積分の計算ができる。
10週 変数変換について学ぶ。 変数変換を用いて２重積分を計算することができる。
11週 ２重積分の応用について学ぶ。 立体の体積を２重積分を用いて求めることができる。
12週 演習 図形の重心など、２重積分の応用問題が解ける。

13週 総合演習 代数、幾何で学習した内容を復習し、その重要性を確
認する。

14週 総合演習 微積分、代数幾何で学習した内容を復習し、その重要
性を確認する。

15週 総合演習 多変数関数の微積分の内容を復習し、今後の展開を考
える。

16週 後期定期試験
評価割合

試験 課題 実力試験 合計
総合評価割合 90 5 5 100
基礎的能力 90 5 5 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 物理
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 「総合物理１」と 「総合物理２」（数研出版）、「センサー総合物理」（啓林館）
担当教員 森 保仁
到達目標
１．万有引力の法則、万有引力による位置エネルギーの考え方を理解できる。
２．比熱と熱容量、熱量保存則、理想気体の状態方程式、熱力学第一法則、気体の状態変化の考え方を理解できる。
３．波の基本的性質（波の伝わり方、横波と縦波、ホイヘンスの原理、重ね合わせの原理、定常波など）の考え方を理解できる。
４．音波の基本的性質（音速、弦や気柱の振動、音のドップラー効果、音の干渉など）の考え方を理解できる。
５．光波の基本的性質（光速、光の三原色、絶対屈折率、全反射、偏光、光の散乱、光の干渉など）の考え方を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

ケプラーの法則を説明できる。万
有引力の式と万有引力による位置
エネルギーの式を導出できる。

万有引力の式や万有引力による位
置エネルギーの式を用いた簡単な
問題を解くことができる。

万有引力の式や万有引力による位
置エネルギーの式を用いた簡単な
問題を解くことができない。

評価項目2
（到達目標２）

潜熱を含む熱量保存則のやや複雑
な問題を解くことができる。理想
気体の状態方程式や内部エネルギ
ーの式を導出できる。

比熱と熱容量の概念を理解できる
。熱量保存則、理想気体の状態方
程式を用いた簡単な問題を解くこ
とができる。熱力学第一法則の概
念を理解できる。

比熱と熱容量の概念を理解できな
い。熱量保存則や理想気体の状態
方程式を用いた簡単な問題を解く
ことができる。熱力学第一法則の
概念を理解できない。

評価項目3
（到達目標３）

波の空間的伝播の図と時間的伝播
の図の関係を求めるような、やや
複雑な問題を解くことができる。

縦波の横波表示を記述できる。ホ
イヘンスの原理を用いて屈折波面
を作図できる。干渉の条件を用い
た簡単な問題を解くことができる
。

縦波の横波表示を記述できない。
ホイヘンスの原理を用いて屈折波
面を作図できない。干渉の条件を
用いた簡単な問題を解くことがで
きない。

評価項目4
（到達目標４）

ドップラー効果の式を導出できる
。音さの向きが異なる弦の振動の
ような、やや複雑な問題を解くこ
とができる。

弦や気柱の振動、音のドップラー
効果、音の干渉に関する簡単な問
題を解くことができる。

弦や気柱の振動、音のドップラー
効果、音の干渉に関する簡単な問
題を解くことができない。

評価項目5
（到達目標５）

光路長を用いた複雑な光の干渉の
問題を解くことができる。

光波の反射や屈折を作図でき、物
質の絶対屈折率を計算できる。全
反射条件の式を用いて臨界角を計
算できる。

光波の反射や屈折を作図できず、
物質の絶対屈折率を計算できない
。全反射条件の式を用いて臨界角
を計算できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
自然界の「なぜ？」を解き明かすために必要な「科学的に考える力」を身につけるため、主に「宇宙、熱、波動」に関
する講義および講義実験を中心に授業を展開する。さらに自然界に成り立つ物理法則を学生実験を通して実感すること
により、科学的自然観を育てる。

授業の進め方・方法
予備知識：中学校で学習した理科（特に第一分野）の内容、高専第２学年で学習した「物理」の内容
講義室：物理実験室
授業形式：講義、講義実験（自作の実験装置など）、物理学実験（年間６テーマ）
学生が用意するもの：授業ノート、自習ノート、電卓、定規、色つきのペン

注意点

評価方法：定期試験は、テスト（75～95%）、学生実験レポート・宿題（25～5%）の割合で評価し、60点以上を合格
とする。追試験は、定期テストの素点が60点未満の学生を対象として行う。
自己学習の指針：問題集や授業中に配布した演習プリントを自習ノートにする。物理学実験のレポートの予習をし、実
験後にレポートを仕上げる。
オフィスアワー：月曜日16:00～17:00、金曜日16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ３年物理の概略説明、慣性力と遠心力 慣性力と遠心力の考え方を理解できる

2週 円すい振り子、円筒面内を運動する物体 円すい振り子と円筒面内を運動する物体の考え方を理
解できる。

3週 天動説から地動説へ、ケプラーの法則 科学史の流れの中でケプラーの法則を理解できる。
4週 万有引力の法則、第一宇宙速度 万有引力および万有引力と重力の関係を理解できる。

5週 万有引力による位置エネルギー、第二宇宙速度 万有引力による位置エネルギーの考え方を理解できる
。

6週 熱と温度、熱量、比熱と熱容量 熱量、比熱、熱容量の考え方を理解できる。
7週 熱量保存の法則、融解熱と気化熱 熱量保存の法則および潜熱の考え方を理解できる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 テスト返却、ボイル・シャルルの法則 ボイル・シャルルの法則の考え方について理解できる
。

10週 物理学実験 [Ⅲ] 物理学実験を通して熱に関する理解を深める。
11週 物理学実験 [Ⅲ]、理想気体の状態方程式 同上、理想気体の状態方程式の考え方を理解できる。

12週 気体の分子運動論、温度と運動エネルギー 気体分子の運動エネルギーと気体の温度の関係を理解
できる。

13週 内部エネルギー、熱力学第一法則 内部エネルギーおよび熱力学第一法則の考え方を理解
できる。

14週 混合気体、定圧変化、定積変化 混合気体および気体の状態変化（定圧、定積）の考え
方を理解できる。

15週 等温変化、断熱変化、熱機関の効率 気体の状態変化（等温、断熱）および熱機関の考え方
を理解できる。



16週 前期期末試験

後期

3rdQ

1週 テスト返却、波とは何か 波とは何かという考え方を理解できる。

2週 縦波の横波表示、重ね合わせの原理 横波と縦波および重ねあわせの原理の考え方を理解で
きる。

3週 波の干渉、定常波、自由端と固定端 波の干渉、定常波、自由端反射と固定端反射の考え方
を理解できる。

4週 ホイヘンスの原理、波の反射・屈折・回折 ホイヘンスの原理を用いて波の反射・屈折・回折の考
え方を理解できる。

5週 音波の速さ、音の反射・屈折・回折・干渉 音波の反射・屈折・回折・干渉の考え方を理解できる
。

6週 うなり、音のドップラー効果 音のうなりおよびドップラー効果の考え方を理解でき
る。

7週 音のドップラー効果 ドップラー効果について理解を深めることができる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 テスト返却、弦の振動 弦の中にできる定常波の考え方を理解できる。

10週 弦の振動、気柱の振動 弦および気柱内にできる定常波の考え方を理解できる
。

11週 気柱の振動、光の種類、光の速さ、偏光 気柱内にできる定常波、および光波の基本的な考え方
を理解できる。

12週 光の反射・屈折、全反射 光の反射、屈折、全反射の考え方を理解できる。
13週 物理学実験 [Ⅳ] 物理学実験を通して波に関する理解を深める。
14週 物理学実験 [Ⅳ]、光の散乱・分散 同上、光の散乱および分散の考え方を理解できる。

15週 ヤングの実験、回折格子 光の干渉（ヤングの実験、回折格子）の考え方を理解
できる。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 ノート レポート 合計
総合評価割合 80 8 12 0 100
基礎的能力 80 8 12 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 保健体育
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 最新スポーツルール（大修館）/　必要に応じてプリント、ビデオ等を使用する。
担当教員 田井 健太郎
到達目標
１．多種の運動種目を経験することにより生涯スポーツとしての取り組み方が理解できる。
２．卓球、バトミントン、テニス、ゴルフについて種目の特性と基本的ルールが理解できる。
３．新体力テスト、12分間走により自己の体力の確認と比較ができる。
４．運動と体力トレーニングについて理解できる。
５．身体組成、有酸素能の測定により健康との関連や、環境問題について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

多種の運動種目を経験することに
より生涯スポーツとしての取り組
み方が理解できる。

１，２年生で身につけた基本的な
動作ができ、各種目のルールに則
ってゲームを運営できる。授業で
使う道具や施設の準備を行ったり
、それらを安全に配置したり、安
全に授業を進行することができる
。
他者と協力協調して、チームのた
めに参加・応援・補助をする活動
ができる。

１，２年生で身につけた基本的な
動作ができ、各種目のルールに則
ってゲームを運営できる。また、
生涯スポーツに必要な、体力に応
じてスポーツを楽しむ事、残全に
配慮して取り組むことができる。
自分本位な活動にならないように
に参加・応援・補助をすることが
できる。

各種目のルールに則った行動や安
全に配慮したプレー・活動・ゲー
ム運営ができない。また、生涯ス
ポーツに必要な、体力に応じてス
ポーツを楽しむ事、残全に配慮し
て取り組むことができない。
授業で使う道具や施設を安全に適
切に使用できない。
個人活動の割合が多くなったり、
自分本位な活動ばかりを行う。

卓球、バトミントン、テニス、ゴ
ルフについて種目の特性と基本的
ルールが理解できる。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、積極
的に練習や試合を運営することが
できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に指導をし、その
学生の技能を高めることができる
。

基本的な技術を身につけ、ルール
を覚え、各チームで協力し、練習
や試合に参加できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に技能向上関する
指導をすることができる。また、
競技やゲーム運営の手本として活
動すことができる。

基本的な技術を身につけたり、ル
ールを覚えることが殆ど出来ず、
練習や試合に対して消極的な態度
で参加してる。
経験者でありながらチームやクラ
スメイト学生（未経験者）に技能
向上関する指導や競技やゲーム運
営及び補助を行わない。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認と比較ができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を大きく上回っていくことがで
きる。また、上回るために測定に
積極的に参加し向上していこうと
いう意欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値を超えるパフォーマンスを発
揮することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値に到達することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力を上回っていくことがでない。
自己の体力を調べるために、測定
に全力をもって挑んでいない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
個人スポーツ種目の基本技能を修得に重点を置き、ゲームまで発展させる。集団スポーツは、戦術を高め、ゲームのレ
ベル向上を目指す。 また、３年時から始める種目（バドミントン、卓球、硬式テニス、ゴルフ）については、ルールと
ゲームの進め方を学ぶ。

授業の進め方・方法

授業場所：第一体育館かグラウンドにて行う。その他、必要に応じて第二体育館、総合グラウンド、教室でも実施する
。
授業形式：実技を中心に進め、前期と後期にそれぞれ講義と筆記試験を1回ずつ実施する。
用意するもの：学生が各自で指定の体操服と体育館シューズ、グラウンドシューズを用意しておくこと。
主な授業内容：
＜前　期＞
１．種目練習：クラスを４グループに分けて、全種目を均等に実施する。
　　　　　　　　晴天時・・・ソフト、バレー、テニス、ゴルフ
　　　　　　　　雨天時・・・バレー、バドミントン、卓球
　　　　・ラケット種目は、ラケットの持ち方からフォアストローク、バックストロークを中心に修得する。
　　　　・ゴルフは、グリップからスイング、ショートアイアンの練習。
　　　　・集団スポーツは、ゲームを中心に技能を高め、レベルの向上を目指す。
２．新体力テスト：握力、反復横跳び、長座体前屈、上体起こしの測定を行い、体力の確認と向上を目指す。
３．保健理論：身体組成の測定、調査を行う。運動と体力トレーニングについて学び筆記試験を行う。

＜後　期＞
１．種目練習：クラスを４グループに分けて、全種目を均等に実施する。
　　　　　　　　晴天時・・・サッカー、バスケット、テニス、ゴルフ
　　　　　　　　雨天時・・・バスケット、バドミントン、卓球
　　　　・個人スポーツは、ラリー、サービスからゲームへと発展させる。
　　　　・集団スポーツは、ゲームを中心に技能を高め、レベルの向上を目指す。
２．新体力テスト：50m走、立ち幅跳、ハンドボール投げ、持久走の測定を行い、体力の確認と向上を目指す。
３．保健理論：１２分間走から自己の有酸素能力を推定する。環境問題について学び筆記試験を行う。

注意点

評価方法：実技試験、体力テスト、12分間走による評価70%、筆記試験、レポート等15%、授業への取り組み等
15%で評価を行い、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：最新スポーツルール（大修館）を活用し，授業内容の理解がより深まるように各種目の技術やルール
を予習・復習する（3年次から種目がバドミントン、卓球、硬式テニス、ゴルフが増える）。また、生涯を通じてスポー
ツに親しむ（する・見る・支える）資質を養うために、各種目の起源（歴史）や特徴（楽しさ）を学ぶ。
その他：担当者により、授業内容の順序・授業方法・評価方法に違いがあるので、授業最初のガイダンスで確認をする
こと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ 1週 オリエンテーション、選択種目 年間の授業の流れと評価方法を把握する。選択種目を
決めチーム分けを行う。



2週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

3週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

5週 体育祭の練習 体育祭の練習を通して、協調性を高める。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 身体組成 身体組成を測定をすることで、自己の体格の変化を把
握する。

2ndQ

9週 新体力テスト　練習 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの練習を
する。

10週 新体力テスト　本番 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの測定を
する。

11週 講義，選択種目 運動と体力に関する知識を深める。
12週 筆記試験，選択種目 運動と体力に関する知識を確かめる。
13週 実技練習 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 後期の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を再
確認する。

2週 新体力テスト　練習 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の練
習をする。

3週 新体力テスト　本番　（持久走練習） 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳びの測定をする
。

4週 新体力テスト　本番 持久走の測定をする。

5週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4thQ

9週 競技大会の練習 球技大会に向けて、協力して、それぞれの技能を高め
る。

10週 講義、選択種目 環境問題に関する知識を深める。
11週 筆記試験、選択種目 環境問題に関する知識を確かめる。

12週 12分間走の練習、実技練習 12分間走の練習をする。実技試験の課題に沿った練習
を行い、技能を高める。

13週 12分間走の本番 12分間走の測定をする。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

評価割合
実技試験 筆記試験 取り組み・態度 合計

総合評価割合 70 15 15 100
基礎的能力 70 15 15 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2

教科書/教材 Power On English Communication Ⅲ、Power on English Communication Workbook （東京書籍）、プリント教材
、フェイバリット英単語・熟語　コーパス３０００（東京書籍）

担当教員 原口 和子
到達目標
①高専3年次までに学習する文法事項、パラグラフの構造や展開について理解し、自分の意思を英語で表現することができる。
②英文を聞き、あるいは読み、大意をとらえ、情報、考えや話し手（書き手）の意図を的確に理解することができる。
③内容を理解した英文について、発音に留意しながら表現し、その内容を英語で書くことができる。
④3000語レベルまでの語彙を習得し、読解や聞き取りに活用できる。また、TOEIC関係の基礎語彙を習得できる。
⑤自学自習の習慣を確立し、英検準２級を取得するとともに、英検２級以上合格やTOEIC４００点を目指す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標①）

新出の文法事項を用いて、既習事
項も踏まえながら自分の考えや意
図を表現することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができる。

新出の文法事項について、その用
法を理解することができない。

評価項目2
（到達目標②）

英文を聞き、あるいは読み、情報
や考え、話し手（書き手）の意図
を的確に理解することができる。

英文を聞き、あるいは読み、大意
をとらえることができる。

英文を聞いても、あるいは読んで
も大意をとらえることができない
。

評価項目3
（到達目標③）

内容を理解した英文について、聞
き手に伝わるように適切なリズム
・イントネションで表現すること
ができる。また、その内容を読み
手にわかりやすい適切な英語で書
くことができる。

内容を理解した英文について、発
音やリズム・イントネーションに
留意しながら音読することができ
る。また、その内容を英語で表現
することができる。

まとまりのある英文について、発
音やリズム等に留意しながら音読
をしたり、その内容を英語で表現
したりすることができない。

評価項目4
（到達目標④）

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に十分に活用す
ることができる。

自主的に語彙習得を行い、読解や
聞き取りをする際に辞書等を使用
しながら最低限活用することがで
きる。

語彙習得に対する自学自習の習慣
が確立されていない。

評価項目5
（到達目標⑤）

英検２級に合格す　る。TOEICで
400点を取得する。

英検準２級を取得し、英検２級合
格もしくはTOEIC４００点取得に
向けて自学自習の習慣を確立する
。

英検準２級を取得するための学習
習慣が確立されていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
英文で書かれた文章を読み、情報や書き手の意向を理解する能力を伸ばすとともに、その能力を活用して積極的にコミ
ュニケーションを図ろうとする態度を育てる。TOEIC形式の演習にも取り組み、素早く必要な情報を理解する能力を育
てる。

授業の進め方・方法 予備知識：高専1・2年生で習得した英語の基礎力(英文法・語彙）を必要とする。講義室：各HR教室　授業形式：講義
、演習　学生が用意するもの：英和辞典（電子辞書）・ノート・授業配布プリント　　　　　　　　

注意点
評価方法：前期中間・後期中間は、筆記(85%)＋提出物・小テスト(15%)で評価。前期期末は筆記(75%)＋課題試験・
提出物・小テスト(25%)で評価。後期期末は筆記(75%)＋ＡＣＥテスト・提出物・小テスト(25%)で評価。4つの試験
平均60点以上で合格。自己学習の指針：毎授業、英単語の意味調べや本文の内容把握などの予習をしておくこと。また
、学習した文法事項や英語表現に関しては、自己表現ができるように復習に取り組むこと。オフィスアワー：随時

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業概要説明＋Lesson 1 時間順序の展開に使われる語句に注目しながら、英文
を読み進め、その内容をとらえることができる。

2週 Lesson 1 英国で紅茶が飲まれる頻度について本文の内容にそっ
て説明することができる。

3週 Lesson 1 紅茶にまつわる歴史的経緯について本文の内容にそっ
て説明できる。

4週 Lesson 2
例示や順序を示すディスコースマーカーに注目しなが
ら、英文を読み進め、その内容をとらえることができ
る。

5週 Lesson 2 動物歯科医の意義や治療内容について本文の内容にそ
って説明できる。

6週 Lesson 2 動物歯科医の仕事についての信念を本文の内容にそっ
て説明することができる。

7週 Lesson 1,Lesson2の復習 既存事項を復習し、学習内容の理解を深めることがで
きる。

8週 中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

2ndQ

9週 Lesson 3
原因や結果を示すディスコースマーカーに注目しなが
ら、英文を読み進め、その内容をとらえることができ
る。

10週 Lesson 3 エコツアーの内容やガイドの仕事について本文の内容
にそって説明できる。

11週 Lesson 3 エコツアーが環境に与える影響とガイドの役割につい
て本文の内容にそって説明することができる。

12週 Lesson 4 対比を示すディスコースマーカーに注目しながら、英
文を読み進め、その内容をとらえることができる。



13週 Lesson 4 トップクラスの音楽学校の研究からの示唆を本文の内
容にそって説明することができる。

14週 Lesson 4 本文の具体例をもとに10000時間の法則について説明
することができる。

15週 Lesson 3,4の復習 既存事項を復習し、学習内容の理解を深めることがで
きる。

16週 前期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

後期

3rdQ

1週 Lesson 5 ズーニン博士の発見した対人コミュニケーションにお
ける最初の４分間について本文にそって説明できる。

2週 Lesson 5 コミュニケーションの最初の４分間の重要性について
本文にそって説明できる。

3週 Lesson 5 最初の４分間で重要な２つの要素について本文にそっ
て説明できる。

4週 Lesson 5 家庭における最初の４分間の役割について本文にそっ
て説明できる。

5週 Lesson 6 睡眠に関する調査や10代の睡眠の実態について本文に
そって説明できる。

6週 Lesson 6 レム睡眠とノンレム睡眠について本文にそって説明で
きる。

7週 Lesson 5,6(Part1,2)の復習 既存事項を復習し、学習内容の理解を深めることがで
きる。

8週 中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

4thQ

9週 Lesson 6 寝言や夢遊病などの睡眠中の行動について本文にそっ
て説明できる。

10週 Lesson 6 睡眠の謎について本文にそって説明できる。

11週 Lesson 7 フットボールのエピソードから筆者が伝えたいことを
本文にそって説明できる。

12週 Lesson 7 最初のペンギンのエピソードから筆者が伝えたいこと
を本文にそって説明できる。

13週 Lesson 7 ディズニーワールドのエピソードからの教訓を本文に
そって説明できる。

14週 Lesson 7 パウシュ教授の最後の講義の意義について読み取り、
自分の感想を発表することができる。

15週 Lesson 6(part3,4),7の復習 既存事項を復習し、学習内容の理解を深めることがで
きる。

16週 後期定期試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

評価割合
試験 小テストや課題への取り組み 合計

総合評価割合 85 15 100
基礎的能力 85 15 100
専門的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英会話
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 後期:1
教科書/教材 Smart Choice Level 1 (2nd Edition), Oxford University Press
担当教員 ジェイ ストッカー
到達目標
1. Students can choose appropriate topics to start the conversation.  2. Students can express themselves in simulated daily
conversation.  3. Students can realize the relathionship between contexts and languages.  4. Students can function well in each
conversational situation paying atten to its context.  5. Students can continue their conversation for a while.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１，２，３） 短い会話について、自分の言いた
いことを伝えることができる。

簡単な会話において、大きな間違
いをすることなく、おおよそのア
ウトラインを伝えることができる
。

会話において、自分の言いたいこ
とを伝えることができない。

評価項目2（到達目標４）
短い会話においてその場面を正し
く理解し、会話を進めることがで
きる。

会話においてその場面の情報をを
おおよそ理解し、大きな間違いを
することなく会話を進めることが
できる。

会話を進めるにおいて、その場面
の果たす役割を理解できない。

評価項目3（到達目標５） 情報を与えるに十分な会話を継続
することができる。

会話の流暢さには課題があるが、
伝えたい内容をおおよそ伝えるこ
とができる。

伝える内容に必要な会話を継続す
ることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This communication class will help students to improve English through a variety of conversational tasks.
Grammatical structure will be given with its meaning by linking them with appropriate social language and
context.

授業の進め方・方法
予備知識： Students are expected to know how to start daily conversation and to carry out easy verbal
interaction without much trouble.　　講義室：ＬＬ教室　　　授業形式：講義と演習　　　学生が用意するもの」テ
キスト・配布プリント

注意点
評価方法： 20% quizzes, 20% In class activities, 60% midterm and final exams　　自己学習の指針： Using
textbooks, students are expected to engage in review and preview for each class..  オフィスアワー：授業の前後
、または個別に指定された時間（英語科森下へ連絡）   *授業計画における中間試験実施週に関しては、予定より早まる
場合があります。その際は、授業において連絡をします。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 Unit 7: Which one is cheper? Students can talk about clothing using
comparative adjectives.

2週 Unit 8: What's she like? Students can describe appearances and
personalities using be like and look like.

3週 Unit 9: What can you do there? Students can talk about tourist and local
attractions using can and can't.

4週 Mid-term Examination In class test

5週 Unit 10: Is there a bank near here? Students can talk about places around town using
there is and there are.

6週 Unit 11: Did you have a good time? Students can talk about vacation activities using
the sinple past.

7週 Final examination In class test
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 クイズ インクラス活動 合計

総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 60 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コミュニケーション基礎
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 TOEIC Test: Workout 300（南雲堂）
担当教員 松尾 秀樹
到達目標
①TOEIC (Bridge)受験に必要な語彙を理解し、その語彙を的確に使用することができる。
②日常的に使用されるレベルの英語を聞いて、その概略を把握することができる。
③日常生活で使用されるレベルの英文を速読し、その大意を把握することができる。
④TOEIC (Bridge)の問題演習を通じて、その問題形式や解法に習熟し、TOEIC形式の問題を
　解くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
TOEIC (Bridge)受験に必要な語彙
を理解し、その語彙を的確に使用
することができる。

十分にできる ある程度できる できない

日常的に使用されるレベルの英語
を聞いて、その概略を把握するこ
とができる。

十分にできる ある程度できる できない

日常生活で使用されるレベルの英
文を速読し、その大意を把握する
ことができる。

十分にできる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 実践的英語力の定着を図るために、教科書を用いた講義、演習に加えて、音読指導・ディクテーション等のトレーニン

グ活動を行う。基本的な文法事項の復習や語彙増強のための活動を随時取り入れる。
授業の進め方・方法 講義、演習
注意点 評価方法は、定期試験90％、小テスト・提出物10％で評価する。それら４回の平均点が60点以上を合格とする。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・Unit 1 授業概要の理解とTOEICの概要を理解する。

2週 Unit 1 「どんな人」が「何をしているか」など人物中心の写
真問題に慣れ、表現できるようになる。

3週 Unit 1 動詞の変化形に注意し、動作を表す～ingを理解し、主
語と時制の基礎を修得する。

4週 Unit 2 「応答問題」になれ、問いかけとその応答をすべて聞
き、正しい応答ができるようになる。

5週 Unit 2 動詞に関して、原形になる場合や、未来の表現など、
動詞の形を決める要素を理解し使えるようになる。

6週 Unit 3 店頭での会話を聞き、「どこで」「どんな人が」話し
ているか聞き取れるようになる。

7週 Unit 3
Unit 1 とUnit 2で学んだ「動詞の形とそれを決める要
素」を復習し簡単なビジネスレターを読み取れるよう
になる。

8週 Unit 4
公共の場での案内放送に関して、場所をイメージし、
放送の目的を理解し、案内放送が聞き取れるようにな
る。

2ndQ

9週 Unit 4 公共施設での掲示文に慣れ、書かれている内容が読み
取れるようになる。

10週 中間試験

11週 Unit 5
物の様子や位置に関する英文を聞き取り、「何」が「
どんな様子」で「どこにあるか」表現できるようにな
る。

12週 Unit 5 時と場所を表す前置詞に使い方を理解し、使えるよう
になる。

13週 Unit 5 / Unit 6 Unit 5の続き。Unit 6では、Yes/No 疑問文に対して
、きちんと返答ができるようになる。

14週 Unit 6 語句や節をつなげたい時に使う「接続詞」の役割や意
味を理解し、使えるようになる。

15週 Unit 6 上記の続き。
16週 Unit 5 Unit 6の復習

後期 3rdQ

1週 Unit 7 電話の会話に慣れ、誰が、どんな用件で電話をしてき
たかを確実に聞き取れるようになる。

2週 Unit 7 Unit 5/6で扱った内容を復習しつつ、「広告文」を読
み取れるようになる。

3週 Unit 7 / Unit 8
Unit 7の続き。Unit 8では、電話の録音のメッセージ
に慣れ、「聞き手に求める行動」を聞き取れるように
なる。

4週 Unit 8 社員向けの連絡事項である「社内メモ」を読み取れる
ようになる。



5週 Unit 8 上記の続き。

6週 Unit 9 人物と背景の描写に関する英文を聞き取れるようにな
る。

7週 Unit 9 人や物の代わりになる代名詞を使えるようになる。
8週 Unit 7 ～ Unit 9の復習

4thQ

9週 中間試験

10週 Unit 10 勧誘や依頼に関する表現を修得し、使えるようになる
。

11週 Unit 10 英語のいろいろな品詞の使い分けができるようになる
。

12週 Unit 11
同僚との会話の聞き取りの練習を通じて、「誰が」「
どんな問題を抱えているか」を確実に聞き取れるよう
になる。

13週 Unit 11 いままでに出てきた文法の品詞の理解をもとに、「説
明書・保証書」の英文が理解できるようになる。

14週 Unit 12 身近なラジオ放送の聞き取り練習を通じて、具体的な
情報が聞き取れるようになる。

15週 Unit 12 ダブルパッセージという問題の形式に慣れ、TOEIC 問
題への対応ができるようになる。

16週 Unit 10 ～ Unit 12の復習
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 90 0 0 0 0 10 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 日本語
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 「時代を読み解く上級日本語（第２版）
担当教員 堀上 志都子
到達目標
１．中級後期～上級段階の文型・語句を習得する。
２．長文（新聞記事等）の内容を的確に把握できるようになる。
３．長文の内容について教師の質問に答えられるようになる。
４．長文の内容に関連して自分の考えが記述できるようになる。
５．長文の内容を自国の状況と比較して説明できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(達成目標1) 本文中の文型・語句を使って、
自由に短作文できる。

本文中の文型・語句を使って、
似た文章を作るできる。

本文中の文型・語句を使って、
自由に短作文できない。

評価項目2(達成目標2，3)
本文の内容を的確に把握し、教師
の質問にキーワードを使って答え
ることができる。

本文の内容を把握し、教師の質問
の箇所を理解し、答えることがで
きる。

本文の内容をが分からず、教師の
質問に答えることができない。

評価項目3(達成目標4，5)
本文の内容を自国の状況と比較し
て説明でき、それを長文にまとめ
ることができる。

本文の内容を自国の状況と比較し
て質疑応答でき、それを長文にま
とめることができる。

本文の内容を自国の状況と比較し
て質疑応答でき、それを長文にま
とめることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本社会の現状について書かれた文章を題材として、日本語の語句の意味・用法を学習するとともに、読解力・発話力

・作文力の向上を図る。

授業の進め方・方法
予備知識：日本語中級前期までの文型・語句の知識
講義室：
授業形式：演習形式
学生が用意するもの：辞書、ノート、テキスト

注意点
評価方法：出席・授業態度(20%)、中間・期末試験(40%)、発表・レポート等(40%)で評価し、60点以上を合格とする
。
自己学習の指針：テキストを中心として毎回授業の予習・復習に取り組み、積極的に質問してください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・１課 現代日本女性の仕事環境について考える。
2週 １課　働く女性、「なでしこ」に続け 〃
3週 ４課　一人暮らしを心配する、学生の親たち 親離れ、子離れについて考える。
4週 〃 〃
5週 ５課　生活音トラブル 母国と日本の生活音トラブルについて考える。
6週 〃 〃
7週 総合練習 復習と作文（長文）
8週 中間試験

2ndQ

9週 ６課　なぜ少子化が社会問題なのか 少子化についてその問題点と解決策を考える。
10週 〃 〃

11週 ８課　「買い物難民」を救え 買い物難民について、今住んでいる町の状況で考える
。

12週 〃 〃
13週 １１課　「教育危機」 母国と日本の教育について考える。
14週 総合練習 復習と作文（長文）
15週 期末試験
16週

後期

3rdQ

1週 １３課　学歴とは別のものさしで 母国と日本での「学歴」の重要性について考える。
2週 〃 〃
3週 １７課　在宅勤務 職場の新しい形について考える。
4週 〃 〃
5週 １８課　父親の育児参加 母国と日本の「父親の育児参加」について考える。
6週 〃 〃
7週 総合練習 復習と作文（長文）
8週 中間試験

4thQ

9週 ２０課　インターネットの隆盛 インターネットの問題点について考える。
10週 〃 〃
11週 ２１課　ネット依存と人間関係 自身のネット依存度について考える。
12週 〃 〃
13週 ２２課　ロボットの活用 医療、介護用ロボットの実用化について考える。
14週 総合練習 復習と作文（長文）



15週 期末試験
16週

評価割合
出席 中間・期末試験 発表・レポート等 合計

総合評価割合 20 40 40 100
基礎的能力 0 40 40 80
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 20 0 0 20



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 物理特講
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 「センサー総合物理」（啓林館）、「総合物理１」および「総合物理２」（数研出版）
担当教員 森 保仁
到達目標
１．等加速度直線運動、力のつり合い、運動方程式の問題を解くことができる。
２．仕事とエネルギーの関係、力学的エネルギー保存則の問題を解くことができる。
３．力積と運動量の関係、運動量保存則、反発係数の問題を解くことができる。
４．等速円運動、単振動の問題を解くことができる。
５．３年生で学習する物理の内容を復習または予習して、その考え方を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１，２）

等加速度直線運動、運動方程式、
力学的エネルギー保存則に関する
やや複雑な問題を解くことができ
る。

等加速度直線運動、運動方程式、
力学的エネルギー保存則に関する
簡単な問題を解くことができる。

等加速度直線運動、運動方程式、
力学的エネルギー保存則に関する
簡単な問題を解くことができない
。

評価項目2
（到達目標３，４）

運動量保存則、反発係数、等速円
運動、単振動に関するやや複雑な
問題を解くことができる。

運動量保存則、反発係数、等速円
運動、単振動に関する簡単な問題
を解くことができる。

運動量保存則、反発係数、等速円
運動、単振動に関する簡単な問題
を解くことができない。

評価項目3
（到達目標５）

３年生で学習する内容に関するや
や複雑な問題を解くことができる
。

３年生で学習する内容に関する簡
単な問題を解くことができる。

３年生で学習する内容に関する簡
単な問題を解くことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
３年生に編入した留学生を対象として、２年生物理で学習する内容の問題を解くことを中心に授業を展開する。３年生
の物理の復習（遠心力、万有引力、熱力学）および予習（波の基礎）をして、より理解を深めることも授業目的の一つ
である。

授業の進め方・方法
予備知識：母国および高専編入前に日本で学習した「物理」の内容
講義室：物理実験室
授業形式：問題演習および講義
学生が用意するもの：授業ノート、電卓

注意点
評価方法：３年生の前期中間試験と前期期末試験の成績、および２年生の内容理解を確認する小テストで評価し60点以
上を合格とする。
自己学習の指針：問題集の問題を授業ノートに解き、分からないところは学寮でしっかりと復習する。
オフィスアワー：月曜日16:00～17:00、金曜日16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 等加速度直線運動、自由落下、鉛直投げ上げ 等加速度直線運動、自由落下、鉛直投げ上げの問題を
解くことができる。

2週 水平投射、斜方投射 水平投射、斜方投射の問題を解くことができる。

3週 ３年物理の復習（遠心力） ３年物理で勉強している遠心力の問題を解くことがで
きる。

4週 力のつり合い、フックの法則、運動方程式 力のつり合い、フックの法則、運動方程式の問題を解
くことができる。

5週 静止摩擦力、動摩擦力、水圧、浮力 静止摩擦力、動摩擦力、水圧、浮力の問題を解くこと
ができる。

6週 ３年物理の復習（万有引力） ３年物理で勉強している万有引力の問題を解くことが
できる。

7週 ３年物理の復習（万有引力、熱力学） ３年物理で勉強している万有引力と熱力学の問題を解
くことができる。

8週 ３年物理の前期中間試験

2ndQ

9週 仕事とエネルギー、力学的エネルギー保存の法則 仕事とエネルギー、力学的エネルギー保存の法則の問
題を解くことができる。

10週 ３年物理の復習（熱力学） ３年物理で勉強している熱力学の問題を解くことがで
きる。

11週 力積と運動量、運動量保存則、反発係数 力積と運動量、運動量保存則、反発係数の問題を解く
ことができる。

12週 等速円運動、単振動、ばね振り子、単振り子 等速円運動、単振動、ばね振り子、単振り子の問題を
解くことができる。

13週 ３年物理の予習（波の基礎） ３年物理で後期に勉強する波の基礎を理解できる。
14週 ３年物理の予習（波の基礎） ３年物理で後期に勉強する波の基礎を理解できる。

15週 ３年物理の復習（熱力学） ３年物理で勉強している熱力学の問題を解くことがで
きる。

16週 ３年物理の前期期末試験
評価割合

定期試験 小テスト ノート 合計
総合評価割合 40 40 20 0 100
基礎的能力 40 40 20 0 100



専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料学
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 機械材料（門間改三　実教出版）
担当教員 藤田 明次
到達目標
構造用合金鋼の種類と特徴を理解し，用途に応じた使用選択を考慮できる。
ステンレス鋼や耐熱合金の種類と特徴を理解し，用途に応じた使用選択を考慮できる。
工具材料の種類と特徴を理解し，用途に応じた使用選択を考慮できる。
鋳鉄の種類と特徴を理解し，用途に応じた使用選択を考慮できる。
非鉄金属材料の種類と特徴を理解し，用途に応じた使用選択を考慮できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

構造用合金鋼の種類と特徴を理解
し，用途に応じた使用選択を考慮
できる。

合金元素の鋼への効果を理解し
，CCT曲線への影響を説明できる
。加えて，構造用合金鋼の種類と
特徴を理解し，使用目的に応じた
材料選択が判断できる。

合金元素の鋼への効果を理解し
，CCT曲線への影響がわかる。加
えて，構造用合金鋼の種類と特徴
がわかり，使用目的に応じた材料
選択が理解できる。

合金元素の鋼への影響を理解でき
ない。また，構造用合金鋼の用途
に応じた材料選択もわからない。

ステンレス鋼や耐熱合金の種類と
特徴を理解し，用途に応じた使用
選択を考慮できる。

ステンレス鋼の防食メカニズム
，耐熱合金の高温強度発現メカニ
ズムやクリープ現象を理解し，厳
しい環境条件に適用できるステン
レス鋼もしくは超合金の用途に応
じた材料選定が行える。

腐食現象，クリープ現象などを理
解し，構造材料としてのステンレ
ス鋼や超合金の特徴を把握し，用
途に応じた選択が行える。

腐食現象，クリープ現象などを理
解できない。ステンレス鋼や超合
金の材料としての位置付けがわか
らない。

工具材料の種類と特徴を理解し
，用途に応じた使用選択を考慮で
きる。

工具材料の材料性質が得られるメ
カニズムを理解し，それに基づい
て種類と特徴を理解している。ま
た，高速度工具鋼，セラミックス
系工具材料やこれらの製造方法を
理解し，用途に応じた材料選択が
行える。

工具鋼の熱処理方法を理解し，そ
れに基づいて工具鋼の種類と特徴
を理解している。また，様々な工
具材料について用途に応じた材料
選択が理解できる。

工具材料の種類と特徴を理解でき
ていない。また，用途に応じた使
用選択も理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械製作において用いられている合金鋼，鋳鉄，非鉄金属などの性質，特徴などについて学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識:材料学（２年）で学習した金属の通性，合金の平衡状態図，炭素鋼の組織に関する知識
講義室：３M教室
授業形式：講義

注意点

評価方法：中間・定期試験（２回）により評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：配布されるプリントと教科書の内容を理解するとともに，授業中にノートをしっかりととり，それら
で復習を確実に実施する。
学生が用意するもの： 教科書，ノート，筆記用具
オフィスアワー：火曜および木曜１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 低合金高張力鋼及び快削鋼の成分の特徴
低合金鋼の連続冷却変態挙動

低合金高張力鋼及び快削鋼の特徴とその用途が説明で
きる。
低合金鋼の連続冷却変態挙動（CCT曲線）を炭素共析
鋼と比較して説明できる。

2週
合金鋼の焼入れ性および焼き戻し抵抗性並びに2次硬化

焼もどし脆化と低温脆化

合金鋼の焼入れ性（焼入れ深さ），焼もどし軟化抵抗
への合金元素の影響を説明できる。
衝撃試験並びのその結果の整理法を理解し，鋼の脆化
現象の原因を理解して説明できる。

3週
構造用合金鋼の規格と用途

炭素工具鋼ならびに合金工具鋼の成分と熱処理

JIS規格の構造用合金鋼の規格とその特徴を理解し，用
途も含めて説明できる。
炭素工具鋼及び合金工具鋼の成分と製造方法並びに特
徴を理解し，使い分けができる。

4週
高速度鋼の成分と熱処理，焼結合金工具の作り方と成
分

鉄鋼の腐食、局部電池の形成，防食の考え方と方法

高速度工具鋼並びに焼結合金工具鋼の作り方を理解し
，説明ができる。
鉄鋼の腐食現象を理解し，それに基づいて防食の考え
方を理解し，説明することができる。

5週
クロム系ステンレス鋼

クロムニッケル系ステンレス鋼

Crによる防食効果を理解するとともにCr系ステンレス
鋼の種類とその特徴を説明できる。
シェフラーの状態図を理解するとともに，γ系ステンレ
ス鋼の防食を含む材料特性が説明できる。

6週
鋼の高温における性質、耐熱鋼

耐熱鋼及び超合金の強化機構及びクリープ特性の評価

鋼の高温酸化，青熱脆性，高温引張特性並びにクリー
プ特性が説明できる。
耐熱鋼や超合金の成分や機械的性質並びに強化機構が
説明できる。

7週 ニッケルの性質、ニッケル合金 ニッケル及びニッケル合金の代表的な材料の特徴を説
明することができる。

8週 前期中間試験

2ndQ 9週
高周波焼入れおよび浸炭の方法

浸炭鋼の特徴とその熱処理ならびに窒化処理

鋼の表面硬化方法（高周波焼入れ，浸炭）を理解し
，その特徴を説明できる。
表面硬化方法である浸炭処理と窒化処理を理解し，そ
の説明が行える。



10週 鋳鉄の状態図および凝固過程 鉄-炭素系状態図を鋳鉄の領域まで理解し，凝固組織を
説明できる。

11週
ねずみ鋳鉄の組織および性質

球状黒鉛鋳鉄、可鍛鋳鉄

片状黒鉛鋳鉄の組織とその特徴を理解し，説明が行え
る。
球状黒鉛鋳鉄と可鍛鋳鉄の特徴を片状黒鉛鋳鉄と比較
して理解し，説明できる。

12週
銅の製法および性質

黄銅の成分および性質

銅の製造方法と純銅の性質を説明することができる。
黄銅の成分と特徴並びに用途を説明することができる
。

13週 アルミニウムの製法および性質 アルミニウムの製造方法とその基本的な特徴を説明す
ることができる。

14週
アルミニウム合金の時効硬化

鋳造用および展伸用の各種アルミ合金

アルミニウムの製造方法とその基本的な特徴を説明す
ることができる。
アルミニウム合金の種類とその特徴を説明することが
できる。

15週
マグネシウムおよびチタンの性質

プラスチック複合材料、各種複合材料

マグネシウム並びにチタンの特性とその代表的な合金
の特徴を説明することができる。
FRP（繊維強化プラスチック）の製造方法とその特性
並びにその用途について説明できる。

16週 前期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工作法
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 機械工作法（和栗明、養賢堂）/ 機械工作法各種、機械実用便覧（日本機械学会）
担当教員 森川 浩次
到達目標
１．切削加工の理論を理解できる。(A4)
２．切削工具の種類と切削条件、工具寿命等の関連を組み合わせて理解できる。(A4)
３．工作機械の仕組み、取り扱い注意点を理解できる。(A4)
４．研削加工の理論を理解できる。(A4)
５．研削砥石の種類と特徴、研削条件等の基礎を理解できる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１）

切削加工の理論を十分理解できる
。

切削加工の理論をある程度理解で
きる。 切削加工の理論を理解できない。

評価項目2
（到達目標２，３）

切削工具の種類と切削条件、工具
寿命等の関連を組み合わせて十分
理解でき、工作機械の仕組み、取
り扱い注意点を十分理解できる。

切削工具の種類と切削条件、工具
寿命等の関連を組み合わせてある
程度理解でき、工作機械の仕組み
、取り扱い注意点をある程度理解
できる。

切削工具の種類と切削条件、工具
寿命等の関連を組み合わせて理解
できず、工作機械の仕組み、取り
扱い注意点を理解できない。

評価項目3
（到達目標４，５）

研削加工の理論、研削砥石の種類
と特徴、研削条件等の基礎を十分
理解できる。

研削加工の理論、研削砥石の種類
と特徴、研削条件等の基礎をある
程度理解できる。

研削加工の理論、研削砥石の種類
と特徴、研削条件等の基礎を理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械工学の基本であるものづくりのための基礎を系統的に理解し、創造的な設計及び製品開発のための応用力を身に付

ける。

授業の進め方・方法
予備知識：第２学年で学んだ機械工作法をしっかり身に付け、かつ実習で学んだことを復習しておくこと。
講義室：３Ｍ教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：教科書、ノート、関数電卓、筆記用具

注意点

評価方法：試験（前期中間、前期定期、後期中間、後期定期）により評価し、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：講義の内容を理解するとともに、教科書を用いた予習復習を行うこと。講義中に出題した課題にも取
り組み、理解を深めること。
オフィスアワー：火、金曜日の16:00～17:00
＊到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 切削加工、切削機構 切削加工の原理、切削工具、工作機械の運動を理解で
きる。

2週 切りくずの生成 切削のしくみと切りくずの形態を理解できる。
3週 構成刃先の発生機構 構成刃先の発生機構を理解できる。
4週 切削理論、切削抵抗の理論 切削加工および切削抵抗の理論を理解できる。
5週 切削温度の理論 切削による熱の発生を理解できる。
6週 仕上げ面粗さの理論 仕上げ面粗さの理論を理解できる。
7週 工具寿命と工具摩耗V-T線図の理論と演習 工具寿命の種類とV-T線図の使い方を理解できる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 旋削の種類、切削工具材料の種類とその特徴 切削工具材料の条件と種類を理解できる。

10週 旋削バイトの幾何学形状 切削速度、送り量、切込みなどの切削条件を選定でき
る。

11週 バイトの損傷、旋盤各部名称 各部の名称、旋盤の種類と構造を理解できる。
12週 旋盤作業の種類 旋盤作業における種類と注意点を理解できる。
13週 特殊な旋盤 特殊な旋盤のしくみを理解できる。
14週 穴あけ、ドリルの種類 穴あけとドリルの種類を理解できる。
15週 ドリルの幾何学的形状 ドリルの種類と各部の名称を理解できる。
16週 前期定期試験

後期
3rdQ

1週 深穴用ドリル、リーマ 深穴用ドリルとリーマの形状を理解できる。
2週 ボール盤と中ぐり盤 ボール盤の種類と構造を理解できる。
3週 平削り盤、平削り工具とその作業 平削り盤とその工具および作業を理解できる。
4週 形削り盤、形削り工具とその作業 形削り盤とその工具および作業を理解できる。

5週 フライス盤、フライス盤作業 フライスの種類と各部の名称、フライス盤の種類と構
造を理解できる。

6週 歯切り加工、ホブ盤 歯切りの種類とホブ盤のしくみを理解できる。
7週 ホブ、ピニオンカッタ ホブおよびピニオンカッタの形状を理解できる。
8週 後期中間試験

4thQ
9週 ブローチ加工、切削油剤の動向 ブローチ加工と切削油剤のはたらきを理解できる。
10週 研削理論とその特徴 研削加工の原理を理解できる。



11週 研削砥石、砥粒の種類 砥石の三要素、構成、選定を理解できる。
12週 円筒研削 円筒研削の研削方式を理解できる。
13週 心なし研削、平面研削、工具研削 平面研削の研削方式を理解できる。
14週 砥石のドレッシング 砥石の修整のしかたを理解できる。

15週 ホーニング、超仕上げ、ラッピング ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を
説明できる。

16週 後期定期試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 「微分積分２」（森北出版），「微分積分２問題集」（森北出版）
担当教員 大浦 龍二
到達目標
１．微分方程式の解の意味が理解でき，その解をもつ微分方程式を作ることができる(2)．２．１階微分方程式を具体的に解き，その解を求める
ことができる.(2)．３．１階微分方程式をいろいろな問題に応用できる(2)．４．２階微分方程式を具体的に解き，その解を求めることができる
(2)．５．２階微分方程式をいろいろな問題に応用できる(2)．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標　１） 微分方程式の概念を十分理解し
，それらの応用問題が解ける．

微分方程式の概念をほぼ理解し
，それらの基本的問題が解ける．

微分方程式の概念の理解が不十分
で，それらの基本的問題が解けな
い．

評価項目2（到達目標　２，３） １階微分方程式の概念を十分理解
し，それらの応用問題が解ける．

１階微分方程式の概念をほぼ理解
し，それらの基本的問題が解ける
．

１階微分方程式の概念の理解が不
十分で，それらの基本的問題が解
けない．

評価項目3（到達目標　４，５） ２階微分方程式の概念を十分理解
し，それらの応用問題が解ける．

２階微分方程式の概念をほぼ理解
し，それらの基本的問題が解ける
．

２階微分方程式の概念の理解が不
十分で，それらの基本的問題が解
けない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 実際の工学上の問題の解析が行えるように，１階と２階の微分方程式の作り方と解き方を学ぶ．

授業の進め方・方法 予備知識としては，２年生までに学んだ微分積分の知識が必要である．講義室は３Mの教室で行う．授業は講義と演習を
交えて行う．学生が用意するものとしては，教科書と問題集およびノートを用意すること．

注意点
評価方法は，中間と定期試験（２回）で８０％，小テスト１０％，宿題１０％で評価し，６０点以上を合格とする．た
だし，状況によっては上と変わることがあるが，そのときは担当者が指示する．自己学習の指針としては，各試験前に
学習内容を復習し，演習問題やその類似問題が解けるようにしておくこと．オフィスアワーは，授業担当者が明示する
．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 微分方程式の概念を学び，簡単な微分方程式の作り方
を学ぶ．

微分方程式の概念を理解し，簡単な微分方程式を作れ
る．

2週 変数分離形の微分方程式の解法について学ぶ(1)． 変数分離形の微分方程式の解法を理解し，具体的に解
ける．

3週 変数分離形の微分方程式の解法について学ぶ(2)． 変数分離形の微分方程式の解法を理解し，具体的に解
ける．

4週 １階線形微分方程式の解法について学ぶ(1)． １階線形微分方程式の解法を理解し，具体的に解ける
．

5週 １階線形微分方程式の解法について学ぶ(2)． １階線形微分方程式が具体的に解ける．
6週 １階線形微分方程式の解法について学ぶ(3)． １階線形微分方程式が具体的に解ける．
7週 前期中間試験範囲の復習を行う． 前期中間試験範囲の学習内容の定着を確認する．
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 斉次２階線形微分方程式の解法について学ぶ(1)． 斉次２階線形微分方程式の解法を理解し，具体的に解
ける．

10週 斉次２階線形微分方程式の解法について学ぶ(2)． 斉次２階線形微分方程式が具体的に解ける．

11週 非斉次２階線形微分方程式の解法について学ぶ(1)． 非斉次２階線形微分方程式の解法を理解し，具体的に
解ける．

12週 非斉次２階線形微分方程式の解法について学ぶ(2)． 非斉次２階線形微分方程式が具体的に解ける．

13週 ２階線形微分方程式の応用として，いろいろな問題の
演習を行う(1)． ２階線形微分方程式の応用問題が解ける．

14週 ２階線形微分方程式の応用として，いろいろな問題の
演習を行う(2)． ２階線形微分方程式の応用問題が解ける．

15週 前期定期試験範囲の復習を行う． 前期定期試験範囲の学習内容の定着を確認する．
16週 前期定期試験

評価割合
試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 80 10 10 100
基礎的能力 80 10 10 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 プログラム基礎
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 新・明解　Ｃ言語　入門編　柴田望洋　ＳＢクリエイティブ（株）
担当教員 松谷 茂樹
到達目標
１．プログラミングの考え方を理解し、所望のフロー図の作成方法を習得する(A-2)
２．変数の定義方法を理解し、条件や分岐、反復処理のプログラムの作成方法を習得する(A-2)
３．Ｃ言語での関数の扱いを理解し、戻り値、引数のある関数を使ったプログラムの作成方法を習得する(A-2)
４．配列、文字列の利用方法を理解している(A-2)
５．C言語を用いて，基礎的なプログラムを作成する方法を習得する(A-2)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
プログラミングの考え方を理解し
、仕様に従って最も合理的なフロ
ー図を作成できる

プログラミングの考え方を理解し
、所望のフロー図を作成できる

プログラミングの考え方を理解し
、所望のフロー図を作成できる

評価項目2
変数の定義方法を理解し、条件や
分岐、反復処理のプログラムの複
数の作成方法を提示できる

変数の定義方法を理解し、条件や
分岐、反復処理のプログラムを作
成できる

変数の定義方法を理解し、条件や
分岐、反復処理のプログラムを作
成できない

評価項目3
Ｃ言語での関数の扱いを理解し、
戻り値、引数のある関数を使った
プログラムを複数の作成できる

Ｃ言語での関数の扱いを理解し、
戻り値、引数のある関数を使った
プログラムを作成できる

Ｃ言語での関数の扱いを理解し、
戻り値、引数のある関数を使った
プログラムを作成できない

評価項目4
配列、文字列の利用方法を理解し
て、関連するプログラムが作成で
きる

配列、文字列を利用したプログラ
ミングが作成できる

配列、文字列を利用したプログラ
ミングが作成できない

評価項目5
与えられた問題に対する解決方法
（アルゴリズム）を複数あげ、最
適なものを選択し、プログラミン
グできる

与えられた問題に対する解決方法
（アルゴリズム）をプログラミン
グできる

与えられた問題に対する解決方法
（アルゴリズム）をプログラミン
グできない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 C言語を用いて，プログラミングの基礎を習得する

授業の進め方・方法
予備知識：　特になし
講義室：　ＩＣＴ１
授業形式：　講義と演習
学生が用意するもの：　ファイルバインダー、ＵＳＢメモリ

注意点

評価方法：　
　授業中に課す演習課題（40%）・中間、期末試験（60%）により評価し、60点以上を合格とする．
自己学習の指針：　
　毎回の授業で課題を課すので、自分で解けるようにすること
　試験時には、例題及び課題を理解できていること
オフィスアワー：
　月曜日　14:30～17:00   金曜日　14:30～17:00
　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 プログラムの考え方 プログラム言語の考え方を理解している
2週 プログラムの基本形と文字表示 Ｃ言語の基本形と文字表示を理解している
3週 整数型、実数型変数の宣言と使い方 整数型、浮動小数点型変数の宣言と使い方を習得する
4週 プログラムとフローチャート プログラムとフローチャートとの関係を理解している
5週 条件分岐１（if文、if-else文と比較演算） if文、if-else文と比較演算の考え方を理解している
6週 条件分岐２（if文、if-else文と論理演算） if文、if-else文と論理演算の考え方を理解している
7週 条件分岐３（switch文） switch文による条件分岐ができる
8週 条件分岐　総合演習 条件分岐に関するコードが正確に書ける

2ndQ

9週 前期中間試験 これまでの学習内容に関する問題が解ける
10週 反復処理１（while文） while文による反復処理ができる
11週 反復処理２（do-while文） do-while文による反復処理ができる
12週 反復処理３（for文） for文を使った反復処理ができる

13週 反復処理４（多重ループとbreak） 多重ループ、break, continue, go toの利用方法を習
得する

14週 反復処理　総合演習 反復処理に関するコードが正確に書ける
15週 総合演習 反復処理と条件分岐の入ったコードが書ける
16週

後期 3rdQ

1週 条件分岐・反復処理　復習 前期の復習を行い、プログラムの理解を深める
2週 データ構造と配列 条件分岐・反復処理の入ったコードが書ける
3週 関数とは Ｃ言語における関数を理解している
4週 戻り値・引数のある関数 戻り値・引数のある関数が使える
5週 戻り値・引数のない関数・プロトタイプ宣言 戻り値・引数のない関数とプロトタイプ宣言が使える



6週 関数のプロトタイプ宣言 関数を使った計算コードが書ける
7週 関数　総合演習 関数を使った計算コードが書ける
8週 後期中間試験 これまでの学習内容に関する問題を解ける

4thQ

9週 １次元配列 １次元配列を理解している
10週 多次元配列 多次元配列を理解している
11週 行列の計算 行列の計算が可能となる
12週 関数（配列の受け渡し） 関数による配列の受け渡しを習得する
13週 文字と文字列の使い方 文字と文字列の使い方を習得する
14週 文字列関数の使い方 文字列関数の使い方を習得する
15週 総合演習 配列、関数を使った計算コードが書ける
16週

評価割合
試験 課題・レポート 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料力学
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 材料力学　村上敬宜著　森北出版，　　材料力学演習　村上敬宜・森和也著　森北出版
担当教員 西口 廣志
到達目標
１．平衡条件を使って力やモーメントを求めることができる。(A-4)
２．応力とひずみについて理解し、引張試験の応力－ひずみ線図を説明できる。(A-4, B-2)
３．基本的な引張り、圧縮の応力とひずみ、変形を求めることができる。(A-4, B-2)
４．基本的な丸棒のねじりおよび曲げの応力とひずみ、変形を求めることができる。(A-4, B-2)
５．応力変換について理解し、任意の方向の応力および主応力や最大せん断応力を求めることができる。(A-4, B-2)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(到達目標１)
平衡条件を使って力やモーメント
を説明することができ、求めるこ
とができる。

ほとんどの問題において、平衡条
件を使って力やモーメントを説明
することができ、求めることがで
きる。

平衡条件を使って力やモーメント
を説明したり、求めたりすること
ができない。

評価項目2(到達目標2、３、４)

応力とひずみについて理解し、引
張試験の応力－ひずみ線図を説明
できる。また、引張、圧縮の応力
とひずみ・変形および基本的な丸
棒のねじりおよび曲げの応力とひ
ずみ・変形を説明でき、求めるこ
とができる。

応力とひずみについてほとんど理
解し、引張試験の応力－ひずみ線
図をある程度説明できる。また、
引張、圧縮の応力とひずみ・変形
および丸棒のねじりおよび曲げの
応力とひずみ・変形をある程度基
本的な内容を説明でき、求めるこ
とができる。

応力とひずみについて理解してお
らず、引張試験の応力－ひずみ線
図を説明できない。また、引張、
圧縮の応力とひずみ・変形および
基本的な丸棒のねじりおよび曲げ
の応力とひずみ・変形を説明でき
ず、求めることができない。

評価項目3(到達目標5)
応力変換について理解し、任意の
方向の応力および主応力や最大せ
ん断応力を求めることができる。

応力変換についてほとんど理解し
、任意の方向の応力および主応力
や最大せん断応力を求めることが
ある程度の問題に関してできる。

応力変換について理解できない。
任意の方向の応力および主応力や
最大せん断応力を求めることがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 静力学の基礎をおさえた上で、棒の引張、ねじり、曲げの応力や変形、応力とひずみの関係、応力変換、サンブナンの

原理などの材料力学の基礎的知識を学び、さらに、設計問題、薄肉円筒問題など、応用分野についても学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：微積分の基礎と、三角関数に関する基礎知識を十分に理解しておくこと。
講義室：3M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：電卓、講義用ノート、演習用ノート

注意点

評価方法：中間・定期試験（４回）を80％、演習、宿題、小テストを20％で評価し、60点以上を合格とする。
自己学習の方針：授業では演習問題を出すが、それらに加え、自分で様々な問題に挑み、問題を解く力を身に付けるこ
と。三角関数(sin、 cos等)や簡単な微積は材力で頻繁に出てくるので、苦手であれば、数学の復習も自主的にしておく
こと。
オフィスアワー：月、木曜日の16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの説明。静力学の基礎 荷重の種類および荷重による材料の変形を説明できる
。

2週 静力学の基礎の演習 静力学の基礎について理解し、計算ができる。

3週 応力とひずみ、フックの法則、弾性係数 応力とひずみ、フックの法則、弾性係数、応力-ひずみ
線図を説明できる。

4週 棒の引張と圧縮、許容応力と安全率 棒の引張・圧縮の応力・変形が理解でき、許容応力と
安全率を説明できる。

5週 棒の引張と圧縮の演習
棒の引張・圧縮の応力・変形について計算ができる。
また、断面が変化する棒について、応力と伸びを計算
できる。また、棒の自重よって生じる応力とひずみを
計算できる。

6週 不静定問題 両端固定棒や組合せ棒などの不静定問題について、応
力および変形を計算できる。

7週 総合演習 これまでの学習内容を説明でき、計算ができる。
8週 中間試験

2ndQ

9週 サンブナンの定理および二次元のフックの法則 サンブナンの定理および二次元のフックの法則につい
て理解し、説明できる。

10週 薄肉円筒の応力 薄肉円筒の応力について理解し、説明できる。

11週 二次元のフックの法則および薄肉円筒の応力の演習 二次元のフックの法則および薄肉円筒の応力について
計算できる。

12週 応力変換 二軸応力について、任意の斜面上に作用する応力を計
算できる。

13週 応力変換の演習 二軸応力について、任意の斜面上に作用する応力につ
いて理解し、説明できる。

14週 主応力と最大せん断応力 主応力と主せん断応力に作用する応力を計算できる。

15週 主応力と最大せん断応力の演習 主応力と主せん断応力に作用する応力について理解し
、説明できる。

16週



後期

3rdQ

1週 丸棒のねじりによる応力と変形 ねじりを受ける丸棒のせん断ひずみとせん断応力を計
算できる。

2週 丸棒のねじりによる応力と変形
丸棒および中空丸棒について、断面二次極モーメント
と極断面係数を計算できる。また、軸のねじり剛性の
意味を理解し、軸のねじれ角を計算できる。

3週 丸棒のねじりによる応力と変形の演習 ねじりを受ける丸棒のせん断ひずみとせん断応力を理
解し、説明できる。

4週 ねじりの不静定問題 両端固定棒や組合せ棒などのねじりの不静定問題につ
いて、応力および変形を計算できる。

5週 コイルばね、薄肉管のねじり コイルばね、薄肉管のねじりについて計算できる。
6週 コイルばね、薄肉管のねじりの演習 これまでの学習内容を説明でき、計算ができる。
7週 総合演習 これまでの学習内容に関する問題を解ける。
8週 中間試験

4thQ

9週 はりの曲げ・SFDとBMD はりの定義や種類、はりに加わる荷重の種類、せん断
力および曲げモーメントを説明できる。

10週 はりの曲げ・SFDとBMDの演習
はりに作用する力のつりあい、せん断力および曲げモ
ーメントを計算できる。また、各種の荷重が作用する
はりのせん断力図と曲げモーメント図を作成できる。

11週 はりの曲げの応力 曲げモーメントによって生じる曲げ応力およびその分
布を計算できる。

12週 断面の図心・断面二次モーメント・断面係数 各種断面の図心、断面二次モーメントおよび断面係数
を計算できる。

13週 はりの曲げの応力の演習 曲げモーメントによって生じる曲げ応力およびその分
布を理解し、説明できる。

14週 はりの曲げの変形 各種のはりについて、たわみ角とたわみを計算できる
。

15週 はりの曲げの変形の演習 各種のはりについて、たわみ角とたわみを理解し、説
明できる。

16週
評価割合

試験 演習 合計
総合評価割合 80 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計法
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 機械設計法（林、富坂、平賀　森北出版）
担当教員 福田 孝之
到達目標
１．すべり軸受と転がり軸受の構造と種類を理解し，設計ができる。(A4)
２．歯車の種類や各種理論について説明でき，歯車各部の寸法計算ができる。(A4)
３．標準平歯車の強度設計ができる。(A4)
４．平ベルト巻掛け伝動装置の設計ができる。(A4)
５．Ｖベルト巻掛け伝動装置の設計ができる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

すべり軸受と転がり軸受の特徴と
種類を説明でき，それぞれ適確な
設計ができる。

すべり軸受と転がり軸受の種類や
違いを説明でき，それぞれの設計
がある程度できる。

すべり軸受と転がり軸受の種類や
違いが説明できず，それぞれの設
計ができない。

評価項目2
（到達目標２）

歯車の種類や各部の名称，モジュ
ール，歯形曲線，アンダーカット
等の歯車理論を，図を描いて説明
でき，歯車各部の寸法計算やかみ
あい率の計算ができる。

歯車の種類や各部の名称，モジュ
ール，歯形曲線，アンダーカット
等の歯車理論を概略説明でき，歯
車各部の寸法計算やかみあい率の
基本的計算ができる。

歯車の種類や各部の名称，モジュ
ール，歯形曲線，アンダーカット
等の歯車理論を説明できず，歯車
各部の寸法計算やかみあい率の基
本的計算ができない。

評価項目3
（到達目標３）

平歯車の設計として，１段の歯車
減速機を強度と面圧の両方から適
するモジュール，歯数，歯幅，材
質等の設計ができる。

平歯車の設計として，歯数を求め
たり，曲げや面圧による，歯に作
用する荷重を計算し，適確なモジ
ュールを求めることができる。

平歯車の設計として，歯数を求め
たり，曲げや面圧による，歯に作
用する荷重を計算できない。

評価項目４
（到達目標４）

ベルトとチェーンの掛け方を説明
でき，平ベルトについて与えられ
た条件から，適する設計仕様を選
定できる。

ベルトとチェーンの掛け方を説明
でき，平ベルトについて与えられ
た条件から，伝達動力の計算がで
きる。

ベルトとチェーンの掛け方の説明
ができず，平ベルトの伝達動力の
計算ができない。

評価項目５
（到達目標５）

Ｖベルトについて，与えられた条
件から，適する設計仕様を選定で
きる。

Ｖベルトについて，与えられた条
件から，伝達動力の計算ができる
。

Ｖベルトについて，与えられた条
件から，伝達動力の計算ができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 材料力学、材料学、機械工作法，製図などの基本知識を基に、機械を構成する主要な機械要素について、形や大きさの

決定、材料の選定などの設計法を学ぶ。

授業の進め方・方法

予備知識：工学通論（１年）で学習した単位、仕事、効率、材料学（２，３年）で学習した各種材料の特徴、性質、設
計製図（１，２年）での機械要素、材料力学（３年）の応力とひずみ。
講義室：３Ｍ教室
授業形式：講義と演習（毎回授業の最後に、その時間に学習した内容の演習を実施する）
学生が用意するもの：電卓、授業ノート，演習ノート、フラットファイル（配布プリント整理用）

注意点
評価方法：中間・定期試験（２回）８０％、演習やレポート、小テスト２０％により評価し、６０点以上を合格とする
。
オフィスアワー：火曜、木曜の16:10～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 機械設計の定義と基本通則 機械設計の方法と標準規格の意義を理解できる。
2週 応力の定義、種類、基本的な計算方法 応力の種類，許容応力，安全率の意味を説明できる。

3週 軸受の種類と特徴，すべり軸受の構造 軸受の種類と特徴，すべり軸受の種類と構造について
説明できる。

4週 すべり軸受の設計 すべり軸受のが設計できる。（軸受圧力、pV値、
ηN/p値）

5週 ころがり軸受の種類と構造，特徴 ころがり軸受の種類と構造，特徴を説明できる。
6週 ころがり軸受の設計 ころがり軸受（ラジアル荷重）の寿命設計ができる。

7週 ころがり軸受の設計 ころがり軸受（ラジアル＋スラスト荷重）の寿命設計
ができる

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 摩擦伝動装置の構造 摩擦伝動車を設計ができる。
10週 歯車の種類と特徴 歯車の種類と特徴を説明できる。

11週 歯車構造と基本寸法 歯車各部の名称、歯の大きさ、モジュールについて説
明できる。

12週 歯形曲線の理論と種類 歯形曲線の理論とインボリュート＆サイクロイド歯車
について説明できる。

13週 インボリュート関数とかみあい率 インボリュート関数とかみあい率を説明できる。

14週 すべり率と歯の干渉 すべり率と歯の干渉（アンダーカットと最小歯数）を
説明できる。

15週 標準平歯車と転位歯車、速度比 標準平歯車と転位歯車の違いを説明でき，歯車列の速
度比を計算できる。

16週 前期期末試験
後期 3rdQ 1週 歯車の曲げ強さの理論 歯の曲げ強さを計算するルイスの式を理解できる。



2週 歯車の曲げ強さによる基本設計 曲げ強さから歯車のモジュールを決定できる。
3週 歯車の曲げ強さによる設計演習 曲げ強さから歯車を設計できる。
4週 歯の面圧強さの理論 歯の面圧強さを計算するヘルツの式を理解できる。
5週 歯車の面圧強さによる設計 面圧強さから歯車を設計できる。

6週 標準平歯車の総合設計 標準平歯車を曲げ強さと面圧強さの両方から設計でき
る。

7週 はすば歯車の設計 はすば歯車の特徴を理解し，設計できる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 巻掛け伝動装置の種類と構造 巻掛け伝動装置の特徴と種類を説明できる。

10週 平ベルトのベルト張力 平ベルトの長さや巻掛け角、ベルト張力を計算できる
。

11週 平ベルトの設計 平ベルト伝動装置の伝動動力やベルトの強さを計算で
きる。

12週 平ベルト設計演習 平ベルト伝動装置が設計できる。
13週 Vベルト伝動装置の種類と構造 Vベルト伝動装置の特等と種類を説明できる。

14週 Vベルトのベルト張力 Vベルト伝動装置の伝動動力とVベルトの強さが計算で
きる。

15週 Vベルト設計演習 Vベルト伝動装置が設計できる。
16週 後期期末試験

評価割合
試験 宿題演習 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気工学
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 電気基礎１，２新訂版、堀田栄喜ほか編修、実教出版
担当教員 貞弘 晃宜
到達目標
1. オームの法則と抵抗の合成則をもちいて電気回路の計算ができる
2. キルヒホッフの法則・テブナンの定理・重ね合わせの理を用いて電気回路の計算ができる
3. 交流回路において記号法をもちいることで、直流回路同様の計算ができる
4. 電磁気学の工学的応用事例を理解している
5. スカラーでの計算を主とした基礎的な電磁気学について理解している
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標1）

複雑に直列・並列で抵抗が配置さ
れる回路においても計算ができる

オームの法則と抵抗の合成則をも
ちいて電気回路の計算ができる

オームの法則と抵抗の合成則をも
ちいて電気回路の計算ができない

評価項目2
（到達目標2）

キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を組み合わ
せて、複雑な回路においても計算
ができる

 キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を用いて電
気回路の計算ができる

 キルヒホッフの法則・テブナンの
定理・重ね合わせの理を用いて電
気回路の計算ができない

評価項目3
（到達目標3）

複雑に直列・並列でインピーダン
スが配置される回路においても計
算ができる。

交流回路において記号法をもちい
ることで、直流回路と同様の計算
ができる

交流回路において記号法をもちい
ることで、直流回路と同様の計算
ができない

評価項目4
（到達目標4）

電磁気学の工学的応用事例につい
て理解し、それらの応用である実
際的な事例についても考察するこ
とができる。

電磁気学の工学的応用事例を理解
している

電磁気学の工学的応用事例を理解
していない

評価項目5
（到達目標5）

電磁気学の諸法則を組み合わせた
問題の計算ができる。

 スカラーでの計算を主とした基礎
的な電磁気学について理解してい
る

 スカラーでの計算を主とした基礎
的な電磁気学について理解してい
ない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電気回路と基礎的な電磁気学について学ぶ

授業の進め方・方法

予備知識：(1)中学校時における電気回路の諸法則(2)連立一次方程式 (3) 三角関数の計算と作図(4)平面ベクトルの合成
と分解(5)複素数の計算と複素数・極座標の相互変換
講義室： 3M教室
授業形式：反転
学生が用意するもの：関数電卓

注意点

評価方法：試験（前期中間・期末、後期中間・期末）80%、提出物 15%、小テスト 5% により評価し、60点以上を合
格とする。
自己学習の指針：反転（自宅でビデオにより講義を受け、授業中に演習を行う）形式で行うため、授業前に必ず指定さ
れたビデオを視聴し、内容を理解した上で望むこと。幅広い内容を講義することになるので、試験前に限らず知識の習
得に努めること。不明な点が現れた場合はオフィスアワーを活用しすばやく解消すること。
オフィスアワー：木曜 16:00-17:00 （これ以外でも空き時間であれば対応する）

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスと授業の説明、測定量の取り扱い 単位と標準機について理解し、測定値の取得と計算が
できる

2週 電気回路とは何か 電気回路を水路とポンプのアナロジの観点で理解する
3週 抵抗の直列・並列接続 抵抗の直列・並列接続の計算ができる

4週 抵抗の接続の応用 抵抗が複雑に接続された回路の合成抵抗の計算ができ
る

5週 直流回路の計算 1 オームの法則と合成抵抗の計算により直流回路の計算
ができる

6週 直流回路の計算2 同上
7週 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの法則をもちいて回路の計算ができる
8週 中間試験

2ndQ

9週 電力と熱エネルギー・電気抵抗・電池 電力と熱エネルギー・電気抵抗・電池について理解す
る。

10週 交流と正弦波 交流波形の三角関数を用いた計算と図示ができる
11週 交流と位相差 位相差について理解し、その作図と計算ができる

12週 交流波形のまとめ
最大値を実効値・平均値・ピークピーク値等で、位相
差を遅れ時間で与えた場合について、式からグラフ、
グラフから式の変換ができる。

13週 記号法 記号法とそれに必要な複素数・極座標ができる
14週 記号法による計算１ 記号法をもちいて交流回路の計算ができる
15週 記号法による計算２ 記号法をもちいて複雑な交流回路の計算ができる
16週 期末試験

後期 3rdQ
1週 重ね合わせの理 重ね合わせの理で回路の計算ができる
2週 テブナンの定理 テブナンの定理で回路の計算ができる



3週 回路に関する定理のまとめ キルヒホッフの法則・重ね合わせの理・テブナンの定
理をもちいて、交流回路の計算ができる。

4週 三相交流回路 三相交流回路とその代表的な結線方式について理解す
る

5週 ΔｰＹ変換 Δ回路とＹ回路の相互変換について計算できる

6週 交流電力 交流電力・力率・皮相電力・無効電力・無効率につい
て理解する

7週 三相電力 三相電力とその利点について理解する
8週 中間試験

4thQ

9週 電磁気学とは何か 電磁気学を学ぶ理由と工学的応用について理解する
10週 磁石と磁気・クーロンの法則 磁気現象を理解しクーロンの法則による計算ができる

11週 電流による磁界と磁界の強さ 電流によって作られる磁界と磁界の強さについて理解
する

12週 電磁力 フレミングの左手の法則とその力の大きさについて理
解する

13週 電磁誘導とインダクタンス レンツの法則・ファラデーの法則・インダクタンスに
ついて理解する

14週 電荷と電界・クーロンの法則 静電現象を理解し、磁気現象との対応を理解する。

15週 平行板による電界とコンデンサ 電界と静電容量の計算ができコンデンサとは何か理解
する

16週 期末試験
評価割合

試験 提出物 小テスト 合計
総合評価割合 80 15 5 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 15 5 100
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 ものづくり総合実習
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 5.5
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 前期:3 後期:3
教科書/教材 機械製図（検定　実教出版　/　1年次購入） 、独自テキスト
担当教員 中江 道彦,森川 浩次,石橋 真
到達目標
各自に与えられた設計条件下において、歯車減速機の設計を設計計算書として期限内に正しくまとめることができる。(A4,D4)
上記設計計算書に基づいて、歯車減速機の設計図面（2D、3DCAD）として期限内に正しく作成することができる。(A4,D4)
安全な作業を行い，作業内容を日誌として書くことができ，作業時に生じた現象や問題に対して考察を行い，まとめて報告することができる
(A4,D4)
歯車減速機の各部品図を見て精度よく製作ができ，他の学生と協力して各部品を組み立て，歯車減速機を完成させることができる(A4,D4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
設計計算書・設計図面（2D,3D　
CAD）を正しく提出期限内に作成
できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

安全な作業を行い，作業内容を日
誌として書くことができ，作業時
に生じた現象や問題に対して考察
を行い，まとめて報告することが
できる

十分できる ある程度できる できない

歯車減速機の各部品図を見て精度
よく製作ができ，他の学生と協力
して各部品を組み立て，歯車減速
機を完成させることができる

十分できる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 歯車減速機の設計および製作を通して，もの作りの基礎である各種技術を体験し，観察および考察することによって学

習効果を高める．

授業の進め方・方法

クラスを前期・後期（各３班程度）に分けて、歯車減速機の設計・製図（３Ｍ教室、ＩＣＴ３）及び、製作（実習工場
）を行う。
予備知識:１、２年の製図・実習で学んだ知識。
【設計・製図】
講義室：３Ｍ教室、ＩＣＴ３
教科書、電卓を準備のこと
【製作】
講義室：実習工場

注意点

評価方法：設計計算書・設計図面（50％）、製作における出席状況および実習態度（30％）・レポート（作業日誌、報
告書）（10％）・作品の出来栄え(10％)による総合評価とし、６０点以上を合格とする．ただし，図面やレポートが
１つでも未提出の場合は不合格とする．
自己学習の指針：実習実施日ごとに使用機械・工具・作業内容をまとめ，各部門ごとのレポートを提出すること．参考
書や自己で調査できる資料を参照すること．
設計・製図では必要に応じてUSBメモリを準備すること。
オフィスアワー：火曜および木曜１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 安全教育、シラバスの説明、歯車設計 許容応力、安全率の意味を説明できる。

2週 歯車設計 平歯車の各部の名称、歯の大きさの表しかたを説明で
きる。

3週 歯車設計 平歯車について、歯の曲げ強さおよび歯面強さを計算
できる。

4週 歯車軸設計 軸の強度を計算できる。
5週 歯車軸設計 転がり軸受の構造、種類を説明できる。
6週 歯車軸設計 歯車列の速度伝達比を計算できる。
7週 歯車箱設計 製作図の書き方を理解できる。
8週 歯車箱設計 図形を正しく描くことができる。

2ndQ

9週 2D-CADによる　総組図 図形に寸法を記入することができる。

10週 2D-CADによる　総組図 公差と表面性状の意味を理解し、図示することができ
る。

11週 2D-CADによる　部品図 軸受、歯車などの図面を作成できる。

12週 2D-CADによる　部品図 公差と表面性状の意味を理解し、図示することができ
る。

13週 3D-CADによる　部品図 歯車減速装置の主要部を設計できる。
14週 3D-CADによる　部品図 歯車減速装置の部品図と組立図を作成できる。

15週 3D-CADによる　総組図 2D,3D-ＣＡＤシステムの基本機能を理解し、利用でき
る。

16週

後期 3rdQ
1週 製作作業における安全に関する注意 安全に作業を行うために留意点がわかる
2週 板材外形のフライス加工 フライス盤を操作し，板材の加工ができる
3週 板材を溶接し，箱形とする 板材の溶接ができる



4週 組立固定用ボルト穴等加工 穴位置のケガキおよびボール盤による穴加工ができる
5週 軸受支持部の加工 フライス盤による中ぐり作業ができる
6週 丸棒の切断 切断機の基本操作ができる
7週 丸棒の旋削加工 旋盤を操作し，軸の加工ができる
8週 歯車取付部のキー溝加工 フライス盤の基本操作を理解し，キー溝加工ができる

4thQ

9週 ギヤブランク製作のための旋削・中ぐり加工 旋盤を操作し，ギヤブランクの加工ができる
10週 ブローチ盤を用いたキー溝加工 ブローチ盤の基本操作を理解し，キー溝加工ができる

11週 ホブによる歯切り加工 ホブ盤の機能を理解し，歯切り作業ができる．またぎ
歯厚の計算および測定ができる

12週 軸受押え・スペーサーの製作 旋盤を用いて軸受押え・スペーサーの加工ができる
13週 製作した各部品を用いて歯車減速機を組み立てる 各種工具を用いて歯車減速機を組み立てられる

14週 検査および改善 問題点を改善し，減速機を完成できる．運転を行い
，組立て精度を確認できる．

15週 報告書作成 製作過程を振り返り，報告書を作成できる
16週

評価割合
作品の出来栄え レポート 実習態度 設計計算書 設計図面 合計

総合評価割合 10 10 30 25 25 100
専門的能力 10 10 30 25 25 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 日本語と文学
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 配布レジュメ／国語辞典
担当教員 大坪 舞
到達目標
1.日本語の歴史を学び、日本語の特性を理解している。(C1)
2.自分のこれまで、これからについて考えを深める。(C1)
3.ピア活動を通して、他者の意見を取り入れることができる。(C1)
4.自分の考えを文章で伝えることができる。(C1)
5.自分の意見を口頭で伝えることができる。(C1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
日本語の特性を理解し、場合に応
じて正確に使い分けることができ
る。

日本語の特性を理解し、場合に応
じた使い分けを意識している。

日本語の特性理解が不十分で、場
合に応じて使い分けることができ
ない。

他者を説得できる文章を書くこと
ができる。

論理破綻の少ない文章を書くこと
ができる。

他者に伝わる文章を書くことがで
きない。

自分の特性を見極め、他者に自分
を効果的にＰＲできる。

自分の特性を把握し、他者に自分
をＰＲできる。 他者に自分をＰＲできない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本語の効果的な表現方法の手段を学ぶ。また授業を通して自らの考えを深め、文章・口頭両面で伝えることができる

ようになることを目的とする。

授業の進め方・方法 授業は教員からの問題提起と、学生同士でのピア活動を重視して進める。それぞれが受け身ではなく、主体的に討議す
ることを求める。またBlackboad上での情報提供も行うため確認すること。

注意点
試験の平均点の3割に満たない者については、成績不振者のための追試験を実施しない。
各授業項目および授業時間の配分は、学生の理解・習得の状況を確かめながら、変更することがあり得る。
また、授業内で提出する文章は、全体に公開することを前提に記すこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
敬語（１）

授業の目的・進行方法を理解できる。
待遇表現について理解できる。

2週 敬語（２） 尊敬語について理解できる。
3週 敬語（３） 謙譲語・丁寧語について理解できる。
4週 敬語（４） 敬語の誤りなど、実作に則して理解できる。
5週 敬語（５） 文章中における敬語の敬意の対象を理解できる。
6週 メール文 メール文を作成できる。
7週 手紙文 手紙文を作成できる。
8週 ビジネス文書 Wordを利用し、ビジネス文書を作成できる。

4thQ

9週 紹介文（１） 自分のこれまでについて、考えをまとめる。
10週 紹介文（２） 自分のこれまでを適切に紹介することができる。
11週 小論文（１） テーマに沿って小論文の構成を練ることができる。
12週 小論文（２） テーマに沿って小論文を書くことができる。
13週 志望理由書（１） 志望理由書の形式を知る。
14週 志望理由書（２） 効果的な志望理由書の書き方を理解できる。
15週 志望理由書（３） 志望理由書を書くことができる。
16週 後期定期試験

評価割合
試験 提出物 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 国際関係論
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 ／本質が見えてくる最新現代社会資料集　新版（第一学習社）
担当教員 牧野 一成
到達目標
1.国家の基本概念について理解し，説明できる。
2.現在の日本の社会体制を理解する上で，アメリカ合衆国との関係の重要性を理解し，説明できる。
3.日米間の国際関係を理解する上で，沖縄がどのように扱われ，その役割を果たしてきたか理解し，説明できる。
4.戦後の賠償や援助がアジア諸国と日本の経済にどのような役割を果たしてきたか理解し，説明できる。
5.世界の自由貿易を支える体制がどのように成立し，世界および日本経済に影響を与えてきたか理解し，説明でき
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
到達目標1 到達目標1を達成できている 到達目標1をある程度達成できてい

る 到達目標1を達成できていない

評価項目2
到達目標2,3,4 到達目標2,3,4を達成できている 到達目標2,3,4をある程度達成でき

ている 到達目標2,3,4を達成できていない

評価項目3
到達目標5 到達目標5を達成できている 到達目標5をある程度達成できてい

る 到達目標5を達成できていない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
国際的な安全保障や世界経済の動きについて学習する。
日米関係を理解する上では，特に沖縄からの視点を盛り込む。
各授業時間に学生数名による発表を盛り込み，現代社会が直面する諸問題について主体的に考え，理解を深める。

授業の進め方・方法 講義（一部，ビデオ視聴を含む），学生による発表（一人一回5分程度，１週につき４人程度）

注意点
学生の発表に対して，毎回評価シートの提出を求める
時事的なテーマに関するレポートを評価に加えることもあり得る
自己学習の指針：日頃から，社会の動きに関心を持ち，新聞等のニュースに接するように心がけておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 国際関係論で何を学ぶか 学習目標や授業方法について理解できる
2週 国家とは何か 国家の基本概念について理解できる

3週 日本と最も関係が深い国はどこ？ 日本と重要な二国間関係を持つ国を考えることができ
る

4週 日米の安全保障体制 日本とアメリカ合衆国の安全保障体制について理解で
きる

5週 沖縄からみた日米関係 #1 第2次世界大戦末期の沖縄戦について理解できる

6週 沖縄からみた日米関係 #2 アメリカによる戦後の沖縄占領統治について理解でき
る

7週 沖縄からみた日米関係 #3 沖縄返還後の日米関係について理解できる
8週 中間試験

2ndQ

9週 第2次世界大戦後の国家間体制 東西冷戦および冷戦後の国家間体制について理解でき
る

10週 日本の戦後復興とアメリカ 日本の戦後復興にアメリカがどう関わったか理解でき
る

11週 日本と周辺諸国との関係 戦後の周辺諸国（中国・朝鮮半島）との関係を理解で
きる

12週 賠償から援助へ 賠償問題と東南アジア諸国との関係について理解でき
る

13週 日本のODAとアジア諸国との関係 日本の援助がアジア諸国に与えた影響について理解で
きる

14週 自由貿易の進展と世界および日本の経済 自由貿易の進展によって世界がどう動いてきたか理解
できる

15週 国際社会の将来と日本 日本が国際社会とどう関わっていけばよいか考えるこ
とができる

16週
評価割合

試験 発表及び評価 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 健康と科学
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 最新スポーツルール（大修館）/　必要に応じてプリント、ビデオ等を使用する。
担当教員 大山 泰史
到達目標
１．選択した運動種目のルールを理解し、ゲームが出来る。
２．選択した運動種目について他と協力し、計画的に練習できる。
３．新体力テストや12分間走を通じて自己の体力を確認し、比較することができる。
４．身体組成や身体活動量の測定から、体格と健康について説明できる。
５．心拍数と運動の関係について理解し、自己の運動強度の設定ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

選択した運動種目のルールを理解
し、ゲームが出来る。

3年生までに身につけた動作ができ
、各種目のルールを理解してルー
ルに則ってゲームを運営できる。
授業で使う道具や施設の準備を行
ったり、それらを安全に配置した
り、安全に授業・ゲームを進行す
ることができる。

3年生までに身につけた基本動作動
作ができ、各種目のルールに則っ
てゲームができる。
また、生涯スポーツに必要な、体
力に応じてスポーツを楽しむ事、
残全に配慮して取り組むことがで
きる。

各種目のルールに則った行動や安
全に配慮したプレー・活動・ゲー
ム運営ができない。
また、生涯スポーツに必要な、体
力に応じてスポーツを楽しむ事、
残全に配慮して取り組むことがで
きない。
授業で使う道具や施設を安全に適
切に使用できない。

選択した運動種目について他と協
力し、計画的に練習できる。

他者・他チームと協力協調して、
ゲームの参加・応援・補助・運営
を計画的に実施し、練習すること
ができる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に指導をし、その
学生の技能を高めることができる
。

他者・他チームと協力協調して、
計画的に練習することができる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に技能向上関する
指導をすることができる。また、
競技やゲーム運営の手本として活
動すことができる。

他者・他チームと協力協調して、
計画的に練習することができない
。
経験者でありながらチームやクラ
スメイト学生（未経験者）に技能
向上関する指導や競技やゲーム運
営及び補助を行わない。
個人活動の割合が多くなったり、
自分本位な活動ばかりを行う。

新体力テストや12分間走を通じて
自己の体力を確認し、比較するこ
とができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力との比較をし大きく上回ってい
くことができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値を超えるパフォーマンスを発
揮することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力との比較をし上回っていくこと
ができる。また、上回るために測
定に積極的に参加し向上していこ
うという意欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値に到達することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認・比較ができず、
過去の体力を上回っていくことが
でない。自己の体力を調べるため
に、測定に全力をもって挑んでい
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 自己の身体組成や栄養問題、さらに選択種目の運動強度・活動量などについて学ぶ。また、選択した運動種目について

、戦術、ルール、審判法を学び、より高いレベルに発展させる。

授業の進め方・方法

授業場所：第一体育館かグラウンドにて行う。その他、必要に応じて第二体育館、総合グラウンド、教室でも実施する
。
授業形式：実技を中心に進め、前期と後期にそれぞれ講義と筆記試験を1回ずつ実施する。
用意するもの：学生が各自で指定の体操服と体育館シューズ、グラウンドシューズを用意しておくこと。
主な授業内容：
＜前　期＞
１．選択種目：団体種目および個人種目から２種目以上を選択し、練習方法を学び、技術・ルール、審判法を習得して
ゲームを行う。
　　　　　　　また、その種目が持つ楽しさを学ぶ。
　　　　【団体種目】：ソフトボール、バレーボール
　　　　【個人種目】：テニス、ゴルフ、バドミントン、卓球
２．新体力テスト：「握力」「反復横跳び」「長座体前屈」「上体起こし」の4種類の測定を行う。
３．健康科学演習：身体組成（身長、体重、BMI、体脂肪率）の測定を行い、体格と健康について学ぶ。
　　　　　　　　　また、栄養および消費エネルギーについて学び筆記試験を行う。

＜後　期＞
１．選択種目：団体種目および個人種目から２種目以上を選択し、練習方法を学び、技術・ルール、審判法を習得して
ゲームを行う。
　　　　　　　また、その種目が持つ楽しさを学ぶ。
　　　　【団体種目】：サッカー、バスケットボール
　　　　【個人種目】：テニス、ゴルフ、バドミントン、卓球
２．新体力テスト：「50m走」「立幅跳」「ハンドボール投げ」「持久走」の4種類の測定を行う。
３．健康科学演習：12分間走を実施し、有酸素能力を測定する。
　　　　　　　　　有酸素運動、運動と心拍数および運動強度について学び筆記試験を行う。

注意点

評価方法：実技試験、体力テスト、12分間走による評価65%、筆記試験、レポート等20%、授業への取り組み等
15%で評価を行い、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：最新スポーツルール（大修館）を活用し，授業内容の理解がより深まるように各種目の技術やルール
を予習・復習する。また、生涯を通じてスポーツに親しむ（する・見る・支える）資質を養うために、各種目の起源
（歴史）や特徴（楽しさ）を学ぶ。
予備知識：３年時までに実施した運動種目のルール等、および運動生理学の基礎知識。
その他：担当者により、授業内容の順序・授業方法・評価方法に違いがあるので、授業最初のガイダンスで確認をする
こと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標



前期

1stQ

1週 オリエンテーション、選択種目 年間の授業の流れと評価方法を把握する。選択種目を
決めチーム分けを行う。

2週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

3週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

5週 体育祭の練習 体育祭の練習を通して、協調性を高める。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 身体組成 身体組成を測定をすることで、自己の体格の変化を把
握する。

2ndQ

9週 新体力テスト　練習 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの練習を
する。

10週 新体力テスト　本番 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの測定を
する。

11週 講義，選択種目 運動と消費カロリーに関する知識を深める。
12週 筆記試験，選択種目 運動と消費カロリーに関する知識を確かめる。
13週 実技練習 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 後期の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を再
確認する。

2週 新体力テスト　練習 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の練
習をする。

3週 新体力テスト　本番　（持久走練習） 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳びの測定をする
。

4週 新体力テスト　本番 持久走の測定をする。

5週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4thQ

9週 競技大会の練習 球技大会に向けて、協力して、それぞれの技能を高め
る。

10週 講義、選択種目 運動処方に関する知識を深める。
11週 筆記試験、選択種目 運動処方に関する知識を確かめる。

12週 12分間走の練習、実技練習 12分間走の練習をする。実技試験の課題に沿った練習
を行い、技能を高める。

13週 12分間走の本番 12分間走の測定をする。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

評価割合
実技試験 筆記試験 取り組み・態度 合計

総合評価割合 65 20 15 100
基礎的能力 25 0 0 25
専門的能力 40 20 0 60
分野横断的能力 0 0 15 15



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 Reading Radius（三修社）
担当教員 大里 浩文
到達目標
① 必要な情報を英文から読み取ることができる。 (C3)
② 学習した文法知識を演習解決に利用できる。 (C3)
③ 短い英文を聞き、その概要を理解することができる。 (C3)
④ 自らの意図が伝わるだけの英文を作成することができる。 (C3)
⑤ 自らの英語力を向上させる目的で自主的に自学自習に取り組むことができる。 (C3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標①）

必要な情報を英文から十分に読み
取ることができる。

必要な情報を英文からある程度読
み取ることができる。

必要な情報を英文からほとんど読
み取ることができない。

評価項目2
（到達目標②）

学習した文法知識を演習解決に十
分利用できる。

学習した文法知識を演習解決にあ
る程度利用できる。

学習した文法知識を演習解決にほ
とんど利用できない。

評価項目3
（到達目標③）

短い英文を聞き、その概要を十分
理解できる。

短い英文を聞き、その概要をある
程度理解できる。

短い英文を聞いても、その概要を
ほとんど理解できない。

評価項目4
（到達目標④）

自らの意図が伝えるのに十分な英
文を作成することができる。

自らの意図をある程度伝えられる
英文を作成することができる。

自らの意図を伝えられる英文をほ
とんど作成することができない。

評価項目5
（到達目標⑤）

自らの英語力向上を目指し、自主
的に自学自習に取り組むことがで
きる。

自らの英語力向上を目指し、ある
程度自学自習に取り組むことがで
きる。

自らの英語力向上を目指すことな
く、ほとんど自学自習に取り組む
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
科学技術的内容や一般教養的な内容を含むリーディング教材を読み、課題解決に必要な情報を英文から見つける能力を
育成していく。
また、TOEICの練習問題に取り組むことで、各学習者の実践的英語能力の現状を確認しながら、そのレベル向上を目指
す。

授業の進め方・方法

予備知識：高専３年間で習得した文法事項・語彙
講義室：各ＨＲ教室
授業形式：講義・演習
学生が用意するもの：英和辞書（電子辞書を含む）、配布プリント、The Ultimate Approach for the TOEIC Test
（成美堂）

注意点

評価方法：試験（80点）および単語小テストや取り組み状況など（20点）の計100点で評価する。　２回の定期試験の
平均が60点以上で合格とする。
自己学習の指針：予習として新出単語の語義調べや全体の概要把握を行うこと。復習として、単語を覚えることや、構
文の理解を深めることなどを心がけ、英語力向上に努めること。また、TOEICにも対応できるよう継続して自学自習に
取り組むこと。
オフィスアワー：月・水　16:10～17:10

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス／Unit 9 Child Proof Technology: A
Disaster Waiting to Happen

授業の概要を理解できる。技術者倫理の分野では代表
的な事例について背景を理解できる。
。

2週 Unit 9 Child Proof Technology: A Disaster Waiting
to Happen

六本木ヒルズの回転ドアに関する英文を読み内容が理
解できる。

3週 Unit 9 Child Proof Technology: A Disaster Waiting
to Happen

六本木ヒルズの回転ドアに関する英文を読み内容が理
解できる。

4週 Unit 1 Elegant Demolition 従来のビルの解体工事とは異なる画期的な工法につい
ての英文を読み内容が理解できるようになる。

5週 Unit 1 Elegant Demolition 従来のビルの解体工事とは異なる画期的な工法につい
ての英文を読み内容が理解できるようになる。

6週 Unit 2 Ayato Takada and the Ebola Virus エボラウィルスの研究の第一人者の高田教授に関する
英文を読み内容が理解できるようになる。

7週 Unit 2 Ayato Takada and the Ebola Virus エボラウィルスの研究の第一人者の高田教授に関する
英文を読み内容が理解できるようになる。

8週 中間試験

4thQ

9週 中間試験の返却および解説
Unit 3 Japanese Rocket Science

北海道の小さな会社で進められているロケット開発に
関する英文を読み内容が理解できるようになる。

10週 Unit 3 Japanese Rocket Science 北海道の小さな会社で進められているロケット開発に
関する英文を読み内容が理解できるようになる。

11週 Unit 3 Japanese Rocket Science 北海道の小さな会社で進められているロケット開発に
関する英文を読み内容が理解できるようになる。

12週 Unit 4 Drones 社会問題になってきたドローンの使用についての英文
を読み、内容が理解できるようになる。

13週 Unit 4 Drones 社会問題になってきたドローンの使用についての英文
を読み、内容が理解できるようになる。

14週 Unit 5 Whistleblower Engineer Fights Giant
Monsters and Wins!

東京電力のトラブル隠しを内部告発したケイ・スガオ
カ氏に関する英文を読み、内容が理解できるようにな
る。



15週 Unit 5 Whistleblower Engineer Fights Giant
Monsters and Wins!

東京電力のトラブル隠しを内部告発したケイ・スガオ
カ氏に関する英文を読み、内容が理解できるようにな
る。

16週
評価割合

試験 課題に対する取り組み状況 合計
総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コミュニケーション
科目基礎情報
科目番号 0051 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 ALL-POWERFUL STEPS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING TEST （成美堂）
担当教員 大里 浩文
到達目標
① TOEIC受験に必要な語彙力を増強するため様々な活動に取り組み、その語彙を使用できるようになる。(C3)
② 既習の文法項目を復習する様々な活動に取り組み、その文法項目を使用できるようになる。(C3)
③ 日常的に使われるレベルの英語を聞いてその概略を把握することができる。(C3)
④ 日常的に使用されるレベルの英文を読み、その大意を把握することができる。(C3)
⑤ 自らの英語力向上を目指し、自主的に自学自習に取り組むことができる。(C3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標①）

日常的に使用される語彙を十分に
使用することができる。

日常的に使用される語彙を最低限
使用することができる。

日常的に使用される語彙をほとん
ど使用することができない。

評価項目2
（到達目標②）

日常的に使用される文法を十分に
使用することができる。

日常的に使用される文法を最低限
使用することができる。

日常的に使用される文法をほとん
ど使用することができない。

評価項目3
（到達目標③）

日常的に使われるレベルの英語を
聞き、その概要が十分に理解でき
る。

日常的に使われるレベルの英語を
聞き、その概要が最低限理解でき
る。

日常的に使われるレベルの英語を
聞いても、その概要がほぼ理解で
きない。

評価項目4
（到達目標④）

日常的に使用されるレベルの英文
を時間をかけずに読み、大意を十
分に把握することができる。

日常的に使用されるレベルの英文
を時間をかけずに読み、大意を最
低限把握することができる。

日常的に使用されるレベルの英文
を時間をかけても読めず、大意も
ほとんど把握することができない
。

評価項目5
（到達目標⑤）

自らの英語力向上を目指し、自主
的に自学自習に取り組むことがで
きる。

自らの英語力向上を目指し、ある
程度自学自習に取り組むことがで
きる。

自らの英語力向上を目指すことな
く、ほとんど自学自習に取り組む
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 読解能力とリスニング能力を、TOEIC教材を用いて育成していく。また、英語力の土台となる語彙力増強に取り組む。

授業の進め方・方法
予備知識：高専３年生までに蓄えた英語に関する知識と、実用英語検定試験準２級合格レベルのリスニング能力
講義室：各ＨＲ教室
授業形式：講義・演習
学生が用意するもの：英和辞書（電子辞書を含む）、配布プリント

注意点

評価方法：中間試験に関しては、試験（80点）＋単語小テストや取り組み状況など（20点）で評価する。　期末試験は
、試験（70点）＋単語小テストや取り組み状況など（20点）＋TOEIC IPの結果（10点）の計100点で評価する。２回
の定期試験の平均が60点以上で合格とする。
自己学習の指針：リスニング力向上のため、各自が自由時間を使って付属のＣＤを意識的に聞き、予習・復習に努める
こと。　毎回の授業でTOEICに対応できる自習課題を配布し、翌週の授業で提出を求める。自習課題は試験範囲の一部
とする。
オフィスアワー：月・水　16:10～17:10
　　　　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
Unit 1  Airport 授業及びTOEICの概要を理解できる。

2週 Unit 1  Airport
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

3週 Unit 2  Train Station
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

4週 Unit 2  Train Station
Unit 3  Department Store

・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

5週 Unit 3  Department Store
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

6週 Unit 4  Restaurant
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

7週 Unit 4  Restaurant
Unit 1～4の復習

・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

8週 中間試験

2ndQ 9週 中間試験の返却および解説
Unit 5  Hotel

・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。



10週 Unit 5  Hotel
Unit 6  Hospital

・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

11週 Unit 6  Hospital
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

12週 Unit 7  Bank
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

13週 Unit 7  Bank
Unit 8  Workplace

・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

14週 Unit 8  Workplace
・演習を通して既習の文法・語彙を復習し、問題を　
解く上での対処法の基本を習得できる。
・ディクテーションおよび音読を通して、ナチュラル
　スピードの音声に慣れることができる。

15週 Unit 5～8の復習
16週

評価割合
試験 小テスト・課題の取り組み状況 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 地理学
科目基礎情報
科目番号 0052 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 使用しない
担当教員 牧野 一成
到達目標
1.近い将来に，地域創生の一端となるイノベーションを実現できるような，起業家マインドに溢れる人材となる。そのためにも必要な地域特性
の理解力を高め，地域の人々とふれあう行動力を身につける。
（到達目標2以降は，到達目標1実現のための下位目標）
2.地域特性の理解に必要な統計情報を収集することができる
3.収集した統計情報を二次加工するなど適切な処理や，グラフ化などができる
4.自ら収集したデータやその分析を通して，人口問題や産業構造の特性などを理解することができる。
5.大風呂敷でも構わないので，地域の活性化に貢献できるプロジェクトを考案し，プレゼンテーションを行うことができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地域を理解するために必要な統計
情報の収集や処理ができる

地域を理解するために必要な統計
情報の収集や処理がある程度でき
る

地域を理解するために必要な統計
情報の収集や処理ができない

評価項目2
データ処理を通して，日本の人口
問題や産業構造の特性を理解でき
る

データ処理を通して，日本の人口
問題や産業構造の特性をある程度
理解できる

データ処理を通して，日本の人口
問題や産業構造の特性を理解でき
ない

評価項目3
地域の特性を理解し，地域創生を
担う人材としての起業家精神を持
ち，地域活性化に対して魅力的な
提言ができる

地域の特性を理解し，地域活性化
に対して考えることができる

地域の特性が理解できず，地域活
性化に対するイメージを持つこと
ができない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

統計資料データを自ら収集，加工，分析を施すことによって，様々な社会的事象の理解を深める。併せて情報リテラシ
ーの向上を図る。起業家精神を喚起するような地域創生につながるテーマを自ら設定し，これまでに身に着けたスキル
を発揮して調査・考察・総括を行う。特に平成29年度においては，佐世保市や長崎県立大学・長崎国際大学と連携した
「次世代創業者育成事業」の一環として，「大学発ベンチャービジネスコンテスト」に応募することを一つの目標とし
て取り組む。

授業の進め方・方法 インターネットに接続できるPCが各自に準備された教室を使用予定。前期については，10月初旬に応募締め切りとなる
「大学発ベンチャービジネスプランコンテスト」への対応が中心となる。外部講師による講演も計画している。

注意点
ICT演習室の利用ルールを守ること。PCの基本操作については習熟しておくことが望ましい。
「大学発ベンチャービジネスプランコンテスト」の結果，２次審査以降に残ることが出来た場合は，後期の授業予定を
一部変更することになる。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスとネットワーク利用の基礎 授業で情報共有に活用するツールを使いこなすことが
出来る

2週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #1

ビジネスプランを策定するとは，どのようなことか理
解できる

3週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #2

過去のビジネスプランコンテストでどのようなものが
評価されてきたか理解できる

4週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #3

ビジネスプランを策定するためのシーズをどのように
探せばよいか理解できる

5週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #4

ビジネスプランを策定するためのシーズを見つけるこ
とが出来る

6週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #5

地域の起業家の方の話を聞き，自分のビジネスプラン
の参考に出来る

7週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #6

ビジネスプラン策定に向け，グループ間での討議を深
めることが出来る

8週 中間試験は実施しない予定

2ndQ

9週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #7

具体的なビジネスプラン策定に必要なものは何か理解
できる

10週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #8

策定するビジネスプランの新規性や独創性について説
明できる

11週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #9 策定するビジネスプランの事業化計画を説明できる

12週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #10

策定するビジネスプランにおけるターゲット層の絞り
込みや市場動向について説明できる

13週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #11

策定するビジネスプランの売上・利益計画や資金計画
を説明できる

14週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #12

策定したビジネスプランを説明するためのプレゼンテ
ーションを準備することが出来る

15週 大学発ベンチャービジネスプラン応募に向けた取り組
み #13

身近な地域が抱える問題をどうすれば解決できるかを
考えることができる

16週

後期 3rdQ 1週 統計の基礎と演習 #1
統計的考え方や基本的記述統計（標本，変数の種類
，平均，分散，標準偏差，度数分布表，ヒストグラム
…）を理解できる



2週 統計の基礎と演習 #2 相関係数や回帰直線を理解できる。
3週 日本の人口問題（急速な少子高齢化） 最新のデータを活用し，日本の人口問題を理解できる

4週 人口統計の活用とデータ処理 web上に存在する膨大なデータから必要な資料を入手
し，グラフ化できる

5週 日本の将来人口の推計
人口を推計するための手順と必要なデータを理解し
，自ら設定した人口推計の基本原則をもとに，人口推
計ができる。

6週 データからみた産業構造の特徴と変化 #1 web上から産業構造の変化を読み解くためのデータを
収集できる。

7週 データからみた産業構造の特徴と変化 #2 収集したデータから，産業構造の特徴や変化を読み解
くための分析・グラフ化ができる

8週 中間試験は実施しない予定

4thQ

9週 地域調査 #1（文献調査あるいは野外調査） 対象地域が抱える課題を理解することが出来る（野外
に出る場合は，聞き取り調査などが出来る）

10週 地域調査 #2 地域が抱える課題の解決のために何ができるか考える
ことが出来る。

11週 地域調査 #3 地域の活性化のために，何が出来るかを考えることが
できる

12週 地域調査総括 #1 これまでに収集・分析したデータを図にするなど発表
準備ができる

13週 地域調査総括 #2 地域の課題やその解決，地域活性化に向けたプレゼン
資料を作成できる

14週 プレゼンテーション #１
分かりやすく，説得力のあるプレゼンテーションがで
きる。また，人の発表を聞いて，適切な質問や評価が
できる。

15週 プレゼンテーション #2
分かりやすく，説得力のあるプレゼンテーションがで
きる。また，人の発表を聞いて，適切な質問や評価が
できる。
地元の地域振興に向けたテーマで討議に参加できる

16週
評価割合

レポート 発表 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 0 50
総合的能力 0 50 50



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 法学
科目基礎情報
科目番号 0053 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 適宜必要な資料を配布します。
担当教員 池田 宏子
到達目標
基本的な人権に関する知識と過去の有名な判例を学び、これからの社会に必要な人権について考える作業を通して、自身の力で物事を考え、意
見をまとめる力を身につけることを目標とします。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 わが国の基本構造と役割を、他国
との比較を交えて説明できる。

国の基本構造を理解し、その役割
を説明できる。

基本的な国の仕組み、三権分立や
裁判員制度を正確に理解する。

評価項目2 主要判例について、争点となった
問題や社会的影響を説明できる。

主要判例の争点と判決内容を説明
できる。

主要判例の判決内容を説明できる
。

評価項目3
自身の意見を説得力をもって　論
理的に主張し、他者と議論できる
。

自身の意見を論理的に説明できる
。 自身の意見を発言できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
人権の保障について、時代や宗教地域的な差異を知り、人間らしく生きるために必要な基本的人権とは何かを考えます
。現代に必要とされる新たな人権についての議論を検証し、理解を深めます。また人権保障に不可欠な法律の仕組みに
ついても学習します。

授業の進め方・方法
予備知識：中学卒業程度の社会の知識を持ち、ニュースや新聞を読み、理解する能力を必要とします。
講義室：
授業形式：講義（グループ討議を含む）
学生が用意するもの：ノート、必要資料

注意点
評価方法：学習態度の積極性　10％,　レポート20％,　前期・後期試験　70％
自己学習の指針：常日頃から日々のニュースや新聞を見聞きし、情報を積極的に収集しましょう。
新たな人権問題や社会問題について興味・関心を持つよう心掛けてください。
オフィスアワー：授業前、授業終了後に対応します。随時メールでも質問を受け付けます。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 人権とは何か？ 権利の意味、役割を知る
2週 人権の歴史 権利の歴史的変遷を学ぶ
3週 動物に権利はあるか？ 権利の享有主体を学ぶ
4週 諸外国との違い 権利の地域格差を知る
5週 発展する権利 権利の性質を学ぶ
6週 権利保障の必要性 権利行使にかかわる課題を知る
7週 法律ができるまで 法律の成立過程を学ぶ
8週 新しい人権 代理母出産などの新たな権利を学ぶ

2ndQ

9週 発展する権利 安楽死の権利の必要性を考える
10週 DVD 鑑賞・ミニレポート作成
11週 意見交換
12週 時事問題の検証 新聞から得た題材を元に人権問題を考える
13週 人権訴訟の判例 過去の有名な判例を知る
14週 前半の復習
15週 定期試験
16週

後期

3rdQ

1週 近代の人権 最近の人権問題を検証する
2週 男女共同参画社会 男女共同参画社会の意味を知る
3週 性別役割分担意識 社会の中の固定観念を知る
4週 「○○らしさ」の問題点 固定観念のつくる差別意識を考える
5週 セクシュアルハラスメント
6週 DV・ストーカー行為
7週 法律による人権の制限 権利の行使と濫用の違いについて学ぶ
8週 労働の場での平等 パワーハラスメント・ジェンダーハラスメントを学ぶ

4thQ

9週 家庭内での人権保障 男性の家庭参画を考える
10週 DVD 鑑賞・ミニレポート作成
11週 意見交換
12週 人間らしい生き方 性差を超えた基本的な人権を考える
13週 人権保障に必要な制度 アファーマティブアクションについて学ぶ
14週 全体のまとめ
15週 定期試験
16週



評価割合
学習態度の積極性 レポート 試験 合計

総合評価割合 10 20 70 100
基礎的能力 0 20 70 90
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 10 0 0 10



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 経済学
科目基礎情報
科目番号 0054 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 伊藤元重著『入門経済学(第4版)』
担当教員 前田 隆二
到達目標
１．経済学の各分野における基礎的な専門用語の意味や原理を理解・説明できる。
２．経済学の基礎知識を理解・説明できる。
３．新聞・雑誌等の経済学用語を理解し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 経済学の基礎知識を理解・説明で
きる。

経済学の基礎知識をほとんど理解
・説明できる。

経済学の基礎知識を理解・説明で
きない。

評価項目2
経済学の各分野における基礎的な
専門用語の意味や原理を理解・説
明できる。

経済学の各分野における基礎的な
専門用語の意味や原理をほとんど
理解・説明できる。

経済学の各分野における基礎的な
専門用語の意味や原理を理解・説
明できない。

評価項目3 新聞・雑誌等の経済学用語を理解
し、説明できる。

新聞・雑誌等の経済学用語をほと
んど理解し、説明できる。

新聞・雑誌等の経済学用語を理解
し、説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
経済というものに興味を持つよう促し、経済学を学習することの意義を体得し、基本的な概念や経済学用語等を理解し
、説明できることを目的とする。講義の内容としては、2つの分野について学習する。さらに、学生自身が現在の経済問
題について疑問を投げかけたり、発したりできればよいと考えている。

授業の進め方・方法
予備知識：二年での行われる「政治経済」で習得した経済学の用語を把握している。
講義室：４年生S教室
授業形式：講義、発表
学生が用意するもの：教科書、ノート、ファイル(配布資料用)

注意点

評価方法：発表、出席状況、授業態度、必要に応じて提出物を総合的に判断する。評価基準は、発表の成績が60％、論
文が30%、その他が10％とし、総合成績60点以上を単位取得とする。
自己学習の指針：毎回の講義でノートをしっかりとるようにしてください。また、日頃から新聞やニュースを通じて経
済に関する時事問題に触れてください。
オフィスアワー：木曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
オリエンテーション
経済学の意義
需要と供給

学習目標や方法・評価などを理解できる。市場の取引
を理解できる。

2週 需要曲線と消費者行動(1) 消費者行動と需要の関連性を理解できる。
3週 需要曲線と消費者行動(2) 市場と消費者の関連性を把握できる。
4週 費用の構造と供給行動(1) 企業行動と供給の関連性を理解できる。
5週 費用の構造と供給行動(2) 市場と企業の関連性を理解できる。
6週 市場取引と資源配分 市場メカニズム・余剰分析を理解できる。

7週 合同プレゼンテーション1 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

8週 独占と競争の理論(1) 独占企業について理解できる。

2ndQ

9週 独占と競争の理論(2) 競争市場について理解できる。
10週 市場の失敗(1) 外部効果について説明できる。
11週 市場の失敗(2) 公共財、費用逓減産業について説明できる。
12週 不確実性と不完全情報の世界(1) 不確実性と経済現象を理解できる。
13週 不確実性と不完全情報の世界(2) 不完全情報と経済現象を理解できる。

14週 合同プレゼンテーション2 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

15週 合同プレゼンテーション3 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

16週

後期
3rdQ

1週 経済をマクロからとらえる
有効需要と乗数メカニズム マクロの視点で需要、均衡について理解できる。

2週 貨幣の機能 マネーストックのメカニズム、貨幣供給と市場の関係
性を理解できる。

3週 マクロ経済政策 金融政策と市場の関係性を理解できる。
4週 インフレ・デフレと失業(1) インフレ・デフレを説明できる。
5週 インフレ・デフレと失業(2) インフレ・デフレと失業の関連性を説明できる。

6週 高齢社会の経済運営 高齢化における財政運営を通して、長期的な観点から
見た財政収支の問題について説明できる。

7週 経済成長と経済発展 経済成長の重要性と資本蓄積、経済成長の関係性を理
解できる。

8週 国際経済学(1) 為替レートと貿易の関係性を理解できる。
4thQ 9週 国際経済学(２) 比較優位の概念を説明できる。



10週 合同プレゼンテーション4 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

11週 合同プレゼンテーション5 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

12週 合同プレゼンテーション6 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

13週 合同プレゼンテーション7 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

14週 合同プレゼンテーション8 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

15週 合同プレゼンテーション9 これまでの学習を踏まえて、身近な経済活動を分析す
る。

16週
評価割合

発表 論文 提出物等 合計
総合評価割合 60 30 10 100
基礎的能力 60 30 10 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 歴史学
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 瀬野精一郎他著『県史４２　長崎県の歴史』（第２版、山川出版社）
担当教員 堀江 潔
到達目標
１．原始・古代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
２．中世・近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
３．近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理解し、概略を説明できる。（Ｂ１）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
原始・古代の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略を説明できる。

原始・古代の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略をほとんど説明できる。

原始・古代の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略を説明できない。

評価項目2
中世・近世の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略を説明できる。

中世・近世の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略をほとんど説明できる。

中世・近世の長崎県域の歴史的推
移・歴史的特質について理解し、
概略を説明できない。

評価項目3
近現代の長崎県域の歴史的推移・
歴史的特質について理解し、概略
を説明できる。

近現代の長崎県域の歴史的推移・
歴史的特質について理解し、概略
をほとんど説明できる。

近現代の長崎県域の歴史的推移・
歴史的特質について理解し、概略
を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
長崎県域の古来よりの歴史的推移および歴史的特質・歴史的課題について理解を深め、学生による口頭発表・質疑応答
、および学生個々が自ら興味を持った問題を見つけて課題レポートを作成することを通じ、論理的思考力を高めること
を目標とする。佐賀・福岡県域の歴史についても、補足的に取り上げたい。

授業の進め方・方法
予備知識：２・３年の「歴史」授業で学習した内容。
講義室：視聴覚室。
授業形式：学生による発表・質疑応答を授業の中心とし、教員が補足的に説明を行う。
学生が用意するもの：教科書、配布プリント、筆記用具。

注意点

自己学習の指針：①２・３年次に履修した歴史の内容について復習しておくこと。
　　　　　　　　　　　②新聞・テレビ等を通じて、長崎県域の歴史について興味・関心を高めておくこと。
　　　　　　　　　　　③口頭発表や課題レポート、特別プレゼンテーションに向け、発表準備や予備調査などで授業
時間と同じ時間の自学を心掛けること。
オフィスアワー：水曜日１６：００～１７：００、木曜日１６：００～１７：００
※受講学生の多寡等により、授業形態・授業内容の一部を変更する場合がある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業概要説明 学習目標や授業方法、評価方法について理解できる。

2週 縄文・弥生時代 原始・古代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質につ
いて理解し、概略を説明できる。

3週 大和政権と地域の首長 原始・古代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質につ
いて理解し、概略を説明できる。

4週 遣唐使の時代 原始・古代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質につ
いて理解し、概略を説明できる。

5週 荘園制と武士団の成立 中世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

6週 モンゴル襲来 中世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

7週 課題論文の書き方合同説明会 課題論文の書き方や評価方法について理解できる。

8週 南北朝時代 中世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

2ndQ

9週 日朝貿易・勘合貿易 中世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

10週 戦国時代の始まり 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

11週 戦国大名と南蛮貿易 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

12週 天下統一と禁教の始まり 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

13週 貿易都市平戸・長崎の発展 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

14週 課題論文構想合同発表会１ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

15週 課題論文構想合同発表会２ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

16週

後期 3rdQ
1週 島原の乱と鎖国体制の成立 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理

解し、概略を説明できる。

2週 小藩領の成立と発展 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。



3週 海と人びとの生活 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

4週 情報・文化・教育の結節点 近世の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について理
解し、概略を説明できる。

5週 欧米列強の接近と開国 近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について
理解し、概略を説明できる。

6週 大政奉還から廃藩置県へ 近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について
理解し、概略を説明できる。

7週 近代産業の成立と発展 近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について
理解し、概略を説明できる。

8週 戦争の時代 近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について
理解し、概略を説明できる。

4thQ

9週 近現代の長崎の課題 近現代の長崎県域の歴史的推移・歴史的特質について
理解し、概略を説明できる。

10週 合同プレゼンテーション１ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

11週 合同プレゼンテーション２ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

12週 合同プレゼンテーション３ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

13週 合同プレゼンテーション４ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

14週 合同プレゼンテーション５ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

15週 合同プレゼンテーション６ 自ら課題を見つけ調査し、論理的筋道をつけて説明で
きる。他者の発表を傾聴し積極的に質問できる。

16週
評価割合

口頭発表 質疑応答 課題論文 課題論文プレゼン 合同プレゼン 合計
総合評価割合 25 15 30 10 20 100
基礎的能力 25 15 30 10 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 数学特論
科目基礎情報
科目番号 0056 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材
担当教員 松谷 茂樹
到達目標
１．線型代数と関数空間の関係を理解し、説明できる (A-1)
２．熱伝導方程式の差分法、有限要素法と線型代数との関係を理解し、説明できる (A-1)
３．ガウス光学を通して、線型群を理解し、説明できる (A-1)
４．フラクタル幾何を通して、位相幾何の重要性や技術と数学の関係を理解し、説明できる  (A-1)
５．数学と現象との関わり合いを通して、自然現象のモデル化の考え方を理解し、説明できる  (A-1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
線形空間の定義に従って線型代数
と関数空間の関係を理解し、説明
できる

線型代数と関数空間の関係を理解
し、説明できる

線型代数と関数空間の関係を説明
できない

評価項目2
熱伝導方程式の差分法、有限要素
法と線型代数との関係を理解し、
方程式を構築できる

熱伝導方程式の差分法、有限要素
法と線型代数との関係を理解し、
説明できる

熱伝導方程式の差分法、有限要素
法と線型代数との関係を説明でき
ない

評価項目3 ガウス光学を通して、線型群を理
解し、定式化できる

ガウス光学を通して、線型群を理
解し、説明できる

ガウス光学を通して、線型群を説
明できない

評価項目4
フラクタル幾何を通して、位相幾
何の重要性や技術と数学の関係を
理解し、適用した例を挙げること
ができる

フラクタル幾何を通して、位相幾
何の重要性や技術と数学の関係を
理解し説明できる

フラクタル幾何を通して、位相幾
何の重要性や技術と数学の関係を
説明できない

評価項目5
数学と現象との関わり合いを通し
て、自然現象のモデル化の考え方
を理解し、例を挙げて解説できる

数学と現象との関わり合いを通し
て、自然現象のモデル化の考え方
を理解し、説明できる

数学と現象との関わり合いを通し
て、自然現象のモデル化の考え方
を説明できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 線型代数を基礎として、熱伝導方程式の差分法、有限要素法、ガウス光学、フラクタルなどを通して、どのように数学

が現実の現象と結びつき、またどのように産業に役立つのかをその歴史的背景なども含めて理解する

授業の進め方・方法
予備知識：　平面ベクトル、空間ベクトル、行列 及び行列式の計算ができている
講義室：　４Ｍ
授業形式：　講義
学生が用意するもの：　ファイルバインダー、ノート

注意点

評価方法：　
　授業中に課す演習課題（40%）・前期、中間、期末及び後期、中間、期末試験（60%）により評価し、60点以上を合
格とする．
自己学習の指針：　
　授業で課題を課すので、自分で解けるようにすること
　授業でのノート、配布資料の内容が理解できるようにすること
オフィスアワー：
　月曜日　14:30～17:00   金曜日　14:30～17:00
　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ベクトル空間の復習 空間のベクトルの復習が出来ている

2週 線型代数と離散空間での関数、次元 関数空間と高次元のベクトル空間との関係を理解して
いる

3週 フーリエの法則と差分熱伝導方程式 フーリエの法則を理解することで差分熱伝導方程式を
導く

4週 写像と線型写像 写像と線形写像の理解ができ、例が挙げられる
5週 線型写像と行列表現 線型写像の行列表現とその積を導出できる
6週 線型写像としての差分と微分 差分と微分の線型写像としての性質を理解している
7週 差分熱伝導方程式の行列表現 差分熱伝導方程式の時間発展を計算できる
8週 中間試験 これまでの学習内容に関する問題が解ける

2ndQ

9週 双対空間と積分 積分を双対空間として理解している
10週 双対空間と種々の内積 双対空間と内積の違いと種々の内積を理解している
11週 １次元有限要素法 有限要素法を理解している
12週 最小原理（最小原理の歴史） オイラーラグランジ方程式を導くことができる
13週 アミダクジと置換群 置換群を隣接互換群を通して理解している
14週 行列式 行列式の性質が列挙できる
15週 小行列式、逆行列 小行列式により逆行列が構成できるようになっている
16週

後期 3rdQ

1週 線型変換群 線型変換群の定義が列挙できる
2週 ＳＯ（３）とＳO（２） ＳＯ（３）とＳO（２）の関係を理解している
3週 Ｓｐ（２）とＳＬ（２，Ｒ）とガウス光学 ガウス光学とＳＬ（２，Ｒ）の関係を理解している
4週 線形光学 ガウス光学の一般化を理解している



5週 シンプレクティック幾何 シンプレクティック構造を理解している
6週 ガウス括弧 ガウス括弧の計算アルゴリズムを理解し、計算できる
7週 光学系と力学系 光学系と力学系の対応関係を理解している

8週 後期中間試験 後期いままでのところまでの学習内容に関する問題が
解ける

4thQ

9週 フラクタル幾何 フラクタル幾何の例と概念を理解している
10週 ε―δ　フラクタル幾何 ε―δとフラクタル幾何での実用例を理解している
11週 位相幾何　動機 位相幾何の必要性を理解している
12週 位相幾何、定義 位相幾何、定義を理解している
13週 開近傍 開近傍を理解している
14週 様々な開近傍 様々な開近傍の例が挙げられる
15週 一般設計論と位相幾何 一般設計論と位相幾何の関係について理解している
16週

評価割合
試験 課題・レポート 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 60 40 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 自然科学概論
科目基礎情報
科目番号 0057 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 高校で教わりたかった化学　渡辺正・北条博彦著　(日本評論社)
担当教員 横山 温和
到達目標
１．各種の講義や実験を通して、「化学的に探求する態度」を身につけることができる。(A1)
２．各種の講義や実験を通して、「科学的な見方、および考え方」ができるようになる。(A1)
３．各種の講義や実験を通して、「身近な現象に潜む科学」を意識することができるようになる。(A1)
４．各種の講義や実験を通して、「自然科学への興味・関心」がより一層高まるようになる。(A1)
５．講義を通して、初歩的な化学結合論を理解できるようになる。(A1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
(到達目標1)

各種の講義や実験を通して、「化
学的に探求する態度」が身につい
ている。またそれを問題解決のた
めに用いることができる。

各種の講義や実験を通して、「化
学的に探求する態度」が身につい
ている。

各種の講義や実験を通して、「化
学的に探求する態度」がほとんど
身についていない。

評価項目2
(到達目標2)

各種の講義や実験を通して、「科
学的な見方、および考え方」がで
きる。またそれを問題解決のため
に用いることができる。

各種の講義や実験を通して、「科
学的な見方、および考え方」がで
きる。

各種の講義や実験を通して、「科
学的な見方、および考え方」がほ
とんどできない。

評価項目3
(到達目標3)

各種の講義や実験を通して、「身
近な現象に潜む科学」を意識する
ことができる。またそれを問題解
決のために用いることができる。

各種の講義や実験を通して、「身
近な現象に潜む科学」を意識する
ことができる。

各種の講義や実験を通して、「身
近な現象に潜む科学」をほとんど
意識することができない。

評価項目4
(到達目標4)

各種の講義や実験を通して、「自
然科学への興味・関心」がより一
層高められている。またそれを問
題解決のために用いることができ
る。

各種の講義や実験を通して、「自
然科学への興味・関心」がより一
層高められている。

各種の講義や実験を通して、「自
然科学への興味・関心」がほとん
ど高められていない。

評価項目5
(到達目標5)

講義を通して、初歩的な化学結合
論を理解している。またそれを問
題解決のために用いることができ
る。

講義を通して、初歩的な化学結合
論を理解している。

講義を通して、初歩的な化学結合
論をほとんど理解していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
講義と実験を織り交ぜた授業を行う。講義では大学初級レベルの化学結合論を取り扱う。また身近にある材料を用いて
実験を多く行い、教科書で学習した法則・理論・現象を体験を通して通して理解する。またそれらの実験結果をレポー
トにまとめる練習を行い、口頭発表により人に伝える訓練を行う。自然科学に重要な意味をもつ論文の輪講を原本(英文
)を用いて行い、リアルタイムで発行される世界最先端の論文も適宜取り入れる。

授業の進め方・方法
予備知識：本科3年までに学習した自然科学(物理、化学、生物)と数学(代数、幾何)の知識があれば十分である。
講義室：化学実験室
授業形式：講義と学生実験を行う。適宜、演習(問題解法と論文輪講)も行う。
学生が用意するもの：A4ノート(100枚綴)、関数電卓、A4サイズファイル、レポート用紙

注意点

評価方法：定期試験を80%、演習、レポート、発表、出席点を20%で評価し、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：レポート作成方法を自主学習する。特に実験の考察方法を学習し、卒業論文作成を見越した訓練を各
自で行うこと。演習問題の内容を充分に理解し、講義での議論が活発に行えるように努めること。論文原稿(英文)の検索
方法を充分に理解し、自分の興味が湧く論文を自分で選べるようにしておくこと。
オフィスアワー：水曜日　16:00～17:00、金曜日　16:00～17:00　　
※到達目標の( )内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 高校で教わらない化学・科学への導入、基本的で基礎
的な疑問と問題点

高校の化学、生物の教科書に見る疑問点と問題点を理
解し、今後の授業の方向性を理解している。

2週 原子の構造、原子模型(トムソンモデル、ボーアモデル
)

原子模型であるトムソンモデルとボーアモデルを理解
している。

3週 光の性質(エネルギーと波長・振動数) 光の性質(エネルギーと波長・振動数)を理解している
。

4週 ボーアの原子モデルとエネルギー準位 ボーアの原子モデルとエネルギー準位を理解し、説明
できる。

5週 量子論という考え方 量子論という考え方を理解している。
6週 波動方程式と不確定性原理 波動方程式と不確定性原理を理解している。
7週 軌道と原子の構造、周期表 軌道と原子の構造、周期表を理解している。

8週 物質の状態と状態変化、物理化学的理解 物質の状態と状態変化について、物理化学を用いて理
解できる。

2ndQ

9週 中間テスト

10週 物質の三態と状態変化、過冷却実験、過飽和実験
物質の三態と状態変化を理解し、原子・分子の運動を
もとにそれらを説明できる。実験を行い、レポートを
作成できる。

11週 熱と化学反応 カルメ焼きを通して熱と化学反応の関係を理解する。
12週 熱と化学反応 線香花火を通して熱と化学反応の関係を理解する。

13週 論文検索方法の紹介 ウェブブラウザを利用した論文検索方法を理解し、論
文を検索することができる。



14週 論文輪講 自分で検索した英文論文を読み、その内容を理解でき
る。

15週 論文輪講 自分で検索した英文論文を読み、その内容を理解でき
る。

16週

後期

3rdQ

1週 化学結合(共有結合) 共有結合における原子価結合法、分子軌道法を理解し
ている。

2週 化学結合(イオン結合、金属結合) 共有結合、イオン結合、金属結合の違いを理解し、説
明できる。

3週 化学結合(等核二原子分子と軌道エネルギー) 等核二原子分子を理解し、軌道エネルギーを用いて説
明することができる。

4週 気体の性質(ボイルの法則、シャルルの法則) 気体の性質(ボイルの法則、シャルルの法則)を理解し
、実験を通してその内容を説明できる。

5週 気体の性質(液体窒素・液体酸素と磁性) 気体の性質(液体窒素・液体酸素と磁性)を理解し、実
験を通してその内容を説明できる。

6週 論文輪講
英文論文を読み、その内容を理解できる。(内容が適切
であれば、その年のノーベル化学賞の原著論文を取り
扱う)

7週 論文輪講
英文論文を読み、その内容を理解できる。(内容が適切
であれば、その年のノーベル化学賞の原著論文を取り
扱う)

8週 中間テスト

4thQ

9週 酸と塩基 酸と塩基の本質を理解し、いろいろな物質のpHを測定
できる。

10週 中和反応 カメレオン焼きそばにおける中和反応を理解し、説明
できる。

11週 酸化還元反応、電池(ボルタ電池、ダニエル電池、鉛蓄
電池)

酸化還元反応を理解し、説明することができる。電池
(ボルタ電池、ダニエル電池、鉛蓄電池)の構造と仕組
みを理解できる。

12週 電池(ボルタ電池、ダニエル電池、鉛蓄電池) 電池を作成することができ、起電力について理解して
いる。

13週 DNAの構造と役割 DNAの構造を理解し、生物におけるDNAのもつ意味を
理解する。

14週 タンパク質の構造と活性中心 タンパク質の構造を理解し、活性中心における反応機
構を理解する。

15週 タンパク質の構造と活性中心
タンパク質の構造データをPDB(Protein Data
Bank)よりダウンロードし、その構造を理解するとと
もにグラフィックソフトを用いて画像書き出しができ
る。

16週
評価割合

試験 発表 レポート 出席 合計
総合評価割合 80 8 8 4 100
基礎的能力 80 8 8 4 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英会話
科目基礎情報
科目番号 0058 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 Smart Choice Level 2, Oxford University Press
担当教員 ジェイ ストッカー
到達目標
1. Students can recognize and mimic American Conversational English pronunciation, slang, idioms, and colloquial expressions.　(C-
3)
 2. Students can find appropriate topics to start conversation.  (C-3)
 3. Students can understand the meaning and start to pay attention to contexual information.  (C-3)
 4. Students can engage in comprehension check by themselves if they are not sure the content of the message.   (C-3)
 5. Students can carry out conversation for a while without much trouble. (C-3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１）
日常会話に取り組むのに必要な語
彙・表現を修得し、利用すること
ができる。

日常会話に必要な語彙・表現をす
べて修得しているわけではないが
、知っている語彙・表現を使って
簡単な会話をすることができる。

会話をするに際して、語彙・表現
ともに十分なレベルの会話に取り
組むめる内容を習得していない。

評価項目2（到達目標２，３）
日常会話に取り組む際、その場面
の意義を正しく理解し、それを会
話に反映させることができる。

場面が与える情報を、大きな間違
いをすることなく、おおよそ理解
することができる。

場面が与える情報を理解すること
ができない。

評価項目3（到達目標４，５）
日常会話に取り組む際、必要に応
じてストラテジーを利用すること
ができる。

効率的な作業のための、ストラテ
ジーの意義を正しく理解すること
ができる。

ストラテジーの役割を理解するこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This communication class will help students to improve English through a variety of conversational tasks.
Grammatical structure will be given with its meaning by linking them with appropriate social language and
context.

授業の進め方・方法
予備知識： Students are expected to know how to start daily conversation and to carry out easy verbal
interaction without much trouble.　　講義室：ＬＬ教室　　　授業形式：講義と演習　　　学生が用意するもの」テ
キスト・配布プリント

注意点

評価方法： 20% quizzes, 20% In class activities, 60% midterm and final exams　　自己学習の指針： Using
textbooks, students are expected to engage in review and preview of what they learn.  Students are expected
to worl on their assignments   Students are expected to study on their own as many hours as classes.　オフィ
スアワー：授業の前後、または個別に指定された時間（英語科森下へ連絡）  *授業計画における中間試験実施週に関し
ては、予定より早まる場合があります。その際は、授業の中で連絡をします。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Course Introduction Students can understand what the course is about
and what they are expected to do.

2週 Unit1:How was your vacation? Students can talk about things to do on vacations.
3週 Unit 1: Students can talk about things to do on vacatioon.

4週 Unit 2: I think it is exciting! Students can express their opinions about movies
and music.

5週 Unit 2: Students can express their opinions about movies
and music.

6週 Unit 3:Do it before you're 30! Students can talk about their personal
experiences.

7週 Unit 3: Students can talk about their personal
experiences.

8週 Midterm Examination In class test

2ndQ

9週 Unit 4: The best place in the world! Students can describle places and
 geographical features.

10週 Unit 4: Students can describe places and geographical
features.

11週 Unit 5: Where's the party? Students can talk about  special events and
celebrations.

12週 Unit 5: Students can talk about special events and
celebrations.

13週 Unit 6: You should try it! Students can make suggestions and
recommendations, and talk about obligations.

14週 Unit 6: Students can make suggestions and
recommendations, and talk about obligations.

15週 Final Examination In class test
16週

後期 3rdQ

1週 Unit 7: There are too many stores! Students can  make compliants while shopping.
2週 Unit 7: Students can make compliants while shopping.

3週 Unit 8:I like guys who are smart. Students can describe the appearance and
personality of people they know.



4週 Unit 8: Students can describe the appearance and
personality of people they know.

5週 Unit 9: What are you doing? Students can make reports about accidents and
injuries.

6週 Unit 9: Students can make reports about accidents and
injuries.

7週 Review
Students will be expected to review what they
have learned so far and get cought up on
homework.

8週 Midterm Examination In class test

4thQ

9週 Unit 10:  It must be an earthquake! Students can talk about extreme natural events
and speculate about future weather.

10週 Unit 10: Students can talk about ectreme natural events
and speculate about future weather.

11週 Unit 11: I used to sing. Students can talk about school activities and past
habits.

12週 Unit 11: Students can talk about school activities and past
habits.

13週 Unit 12: Living in a pyramid. Stdeunts can talk about housing options and
places to live.

14週 Unit 12: Students can talk about housing options and
places to live.

15週 Final-term Examination In class test
16週

評価割合
試験 クイズ インクラス活動 合計

総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 60 20 20 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 ドイツ語
科目基礎情報
科目番号 0059 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 Deutschinformation neu 2 /独和辞書（希望者）、プリント
担当教員 山崎 勝幸
到達目標
１．[聴く]　教科書のドイツ文の音声を聴いて、正しく発音する事ができる。
２．[読む]教科書のドイツ文を語彙表を使って日本語訳し、ドイツ語文法を含め理解するこたができる。
３．[話す]教科書の]ドイツ文を正しく発音し、会話する事ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
[聴く] ドイツ語圏（ドイツ.オース
トリア.スイス.リヒテンシュタイン
）の人々の言語に慣れ日親しむ。

ドイツ語の音を正しく聴き取る事
ができる。

ドイツ語の音を概ね聴き取る事が
できる。

ドイツ語の音を正しく聴き取る事
が出来ない。

[読む]ドイツ語の基礎を学ぶ、ま
た大学編入レベルのドイツ語理解
力を得る。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

語彙表を用いて正しく読む事がで
きる。

語彙表を用いて、時間をかけ、考
えながら読む事ができる。

語彙表を用いても正しく読む事が
出来ない。

[話す]授業の演習ではたくさんの
ドイツ語を話し、話すことの楽し
さを味わう。

日常会話をドイツ語で表現する事
ができる。

日常会話をドイツ語で、時間をか
けて考えながら表現する事ができ
る。

日常会話をドイツで表現する事が
出来ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日常あいさつなど会話で用いられる語彙や表現を学び,実践的な練習をする。ドイツ人になった気持ちでドイツ語会話に

積極的に参加し、英語以外の外国語の知識を増やしていく。

授業の進め方・方法
予備知識：日本語の能力（国語力）及びこれまでに修得した総合的な知識
講義室：
授業形式：講義形式と演習形式を完全併用
学生が用意するもの：ノート（ルーズリーフ）（提出用としても使用）

注意点
評価方法：年４回の定期試験の成績（７０％）とまじめでアクテイヴかどうかの受講態度
及び課題の提出状況（併せて３０％）で総合的に評価する。合格点は６０点。
自己学習の指針：テキストを中心として毎回授業の予習・復習に取り組み、必要があれば積極的に質問してください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 (１週)挨拶・自己紹介、教科書や教材の説明

2週 Lektion 0 おはようございます！ (２週)Lektion 0 ドイツ語のあいさつ数詞
①（０～９）

3週 Lektion 1　タナカマコトと申します！ (３週)Lektion 1 ①人称代名詞②動詞の現在人称変化
4週 (４週)Lektion 1 ③sein（～である）④疑問詞

5週 Lektion 2 何しているの？ (５週)Lektion 2 ①haben（持っている）②名詞の性
③語順

6週 (６週)Lektion 2 ④決定疑問文と答え方  数詞
②（１０～１９）

7週 Lektion 3 その帽子はいくらですか？ (７週)Lektion 3 ①定冠詞と名詞の格変化
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 Lektion 3 その帽子はいくらですか？ (９週)Lektion 3 ②名詞の複数形
10週 Lektion 4 コーヒーが一杯欲しい (10週)Lektion 4 ①不定詞②所有冠詞（不定冠詞類）
11週 (11週)Lektion 4 ③否定冠詞（不定冠詞類）

12週 Lektion 5 こちらザビーネです (12週)Lektion 5 ①現在人称変化の不規則な動詞②名
詞の３格

13週 (13週)Lektion 5 ③人を表す疑問代名詞数詞
③（２０～２９）

14週 Lektion 6 何を注文する？ (14週)Lektion 6 ①現在人称変化の不規則な動詞
（２）

15週 (15週)Lektion 6 ②人称代名詞③非人称のes
16週 期末試験

後期 3rdQ

1週 Lektion 7 市庁舎へはどう行ったらいいですか？ (16週)Lektion 7 ①前置詞

2週 (17週)Lektion 7 ②前置詞と定冠詞の融合形、数詞
④（３０～３９）

3週 Lektion 8　歩いてホテルまで行くことができますか？ (18週)Lektion 8 ①話法の助動詞②話法の助動詞の現
在人称変化

4週 (19週)Lektion 8 ③話法の助動詞の主な意味、数詞
⑤（４０～５９）

5週 Lektion 9 その列車は何時に発車します か？ (20週)Lektion 9 ①分離動詞②命令形

6週 (21週)Lektion 9 ③時刻表現、数詞
⑥（６０～１００）

7週 Lektion　10 音楽に興味があります (22週)Lektion10 ①形容詞の格変化



8週 後期中間試験

4thQ

9週 Lektion　10 音楽に興味があります (24週)Lektion10 ②再帰代名詞と再帰動詞
10週 Lektion　11 とてもよかった！ (25週)Lektion11 ①動詞の三基本形
11週 (26週)Lektion11 ②過去人称変化
12週 (27週)Lektion11 ①現在完了
13週 Lektion　12 おいしかった！ (28週)Lektion12 ②分離動詞の現在完了
14週 (29週)Lektion12 一年間の総まとめ①
15週 (30週)Lektion12 一年間の総まとめ②
16週 学年末試験

評価割合
試験(年４回の定期試験) 受講態度及び課題の提出状況 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 0 70
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 30 30



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 中国語
科目基礎情報
科目番号 0060 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 《最新版》1年生のコミュニケーション中国語（塚本　慶一監修　劉　穎著　白水社出版） / 随時プリント配付
担当教員 堀江 智子
到達目標
1．声調記号及びローマ字表記を見て、正確に発音でき、また、聞き取ることができる。
2．中国語の漢字（簡体字）及びピンイン（ローマ字表記）を正しく書くことができる。
3．本文（会話文）の暗誦ができ、聞き取ることができる。
４．既習の単語・文型を使って、簡単な応用会話ができる。
５．中国の文化・中国人の考え方を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１、２）

ピンイン(ローマ字表記及び声調記
号)を見て正確に発音でき、聴き取
ることができる。また、中国語の
漢字を正しく書くことができる。

ピンイン(ローマ字表記及び声調記
号)を見て発音でき、大体の発音を
聞き取ることができる。また、中
国語の漢字を書くことができる。

ピンイン(ローマ字表記及び声調記
号)を見て発音できない。また、中
国語の漢字を書くことができない
。

評価項目2
（到達目標３、４）

基本文法を理解し、本文の暗誦及
び聴き取りができ、応用会話がで
きる。

基本文法を理解し、基本文の暗誦
ができ、大体の内容が聴き取れ、
簡単な会話ができる。

基本文法を理解しておらず、基本
文を使った簡単な会話ができない
。

評価項目3
（到達目標５）

中国の文化・習慣や中国人の考え
方を知ることにより、状況に応じ
た会話ができる。

中国の文化・習慣や中国人の考え
方を知り、簡単な会話ができる。

中国の文化・習慣や中国人の考え
方を理解した会話ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
中国語の実用的なコミュニケーション力を養う。
会話練習を行うことにより、発音を定着させ、聴解力をつける。
基本文法を学び、応用会話ができる。言語学習を通して、中国の風俗・習慣を理解する。

授業の進め方・方法
予備知識：高校卒業程度の日本語能力および一般教養
講義室：多目的教室
授業形式：演習
学生が用意するもの：教科書、ノート、辞書

注意点
評価方法：定期試験80%，出席・発表・小テスト・提出物等20%，60%以上を合格とする
自己学習の指針：テキストを中心として毎回授業の予習・復習に取り組み、必要があれば積極的に質問してください。
備考：授業内容は前後することがあります。※到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 中国語概説、発音 中国語の基本知識を得、発音（単母音・声調）ができ
る。

2週 発音（子音・軽声など）、呼称、挨拶 発音（子音・軽声など）ができ、簡単な挨拶ができる
。

3週 第１課　自己紹介　　文法（“是”文）・会話 文法（“是”、助詞、副詞）を理解し、基本会話ができ
る。

4週 第1課復習・応用 練習問題を通して、文法の理解を深め、聴解できる。

5週 第2課　これは何ですか？　　 文法（“是”の否定と疑
問）・会話

文法（“是”の疑問・否定）を理解し、基本会話ができ
る。

6週 第2課復習・応用 練習問題を通して、文法の理解を深め、聴解できる。

7週 第3課これはいかがですか？　　文法（形容詞文）・会
話、復習

復習により第3課までの文法の理解を深め、聴解できる
。

8週 第3課復習・応用 練習問題を通して、文法の理解を深め、聴解できる。

2ndQ

9週 中間試験 発音～第3課までの文法理解度を確認し、弱点を補強す
る。

10週 第4課　買い物　　文法（数詞）・会話 数詞・お金の数え方を理解し、買い物の会話ができる
。

11週 第4課復習・応用 練習問題を通して、文法の理解を深め、聴解できる。

12週 第5課　どこにありますか？   文法（“在”+場所）・会
話 動詞“在”を理解し、場所を伝えられる。

13週 第5課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。

14週 第6課　何がありますか？    文法（“有”・助数詞）・
会話

助数詞・所有の動詞“有”を理解し、基本会話ができる
。

15週 復習 復習により第6課までの文法の理解を深め、聴解できる
。

16週

後期 3rdQ

1週 第6課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。

2週 第7課　ホテルにチェックイン　　文法（“了”）・会話 完了の“了”の否定・疑問を理解し、基本会話ができる
。

3週 第7課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。
4週 第8課文法　何時に行きますか？（“”・時間詞）・会話 経験の“”を理解し、時を伝えられる。
5週 第8課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。



6週 第9課　タクシーに乗る　　　　　文法（時間の長さ
）・会話

時と時間の長さの表現の違いを理解し、基本会話がで
きる。

7週 第9課復習・応用 復習により第9課までの文法の理解を深め、聴解できる
。

8週 中間試験 第9課までの文法事項の理解度を確認し、弱点を補強す
る。

4thQ

9週 第10課　試着と支払い　　　　　文法（“会”“能”・“在
”）・会話

助動詞「できる」・“在”+場所+動詞を理解し、会話が
できる。

10週 第10課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。

11週 第11課　苦情を訴える　　　　　文法（名詞述語文
）・会話

名詞述語文の否定・疑問を理解し、基本会話ができる
。

12週 第11課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。
13週 第12課　紛失届を出す　　文法（“是～的”文）・会話 “是～的”文を理解し、基本会話ができる。
14週 第12課復習・応用 練習問題を通して、文法を理解し、聴解できる。

15週 復習 復習により第12課までの文法の理解を深め、聴解でき
る。

16週
評価割合

試験
出席・発表・小
テスト・提出物
等

相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 ０ 0 ０ 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 日本語
科目基礎情報
科目番号 0061 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 「時代を読み解く上級日本語（第２版）
担当教員 堀上 志都子
到達目標
１．中級後期～上級段階の文型・語句を習得する。
２．長文（新聞記事等）の内容を的確に把握できるようになる。（速読を含む）
３．長文の内容について教師の質問に答えられるようになる。
４．長文の内容に関連して自分の考えが記述できるようになる。
５．長文の内容を自国の状況と比較して説明できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(達成目標1) 本文中の文型・語句を使って、
自由に短作文できる。

本文中の文型・語句を使って、
似た文章を作るできる。

本文中の文型・語句を使って、
自由に短作文できない。

評価項目2(達成目標2，3)
本文の内容を的確に把握し、教師
の質問にキーワードを使って答え
ることができる。

本文の内容を把握し、教師の質問
の箇所を理解し、答えることがで
きる。

本文の内容をが分からず、教師の
質問に答えることができない。

評価項目3(達成目標4，5)
本文の内容を自国の状況と比較し
て説明でき、それを長文にまとめ
ることができる。

本文の内容を自国の状況と比較し
て質疑応答でき、それを長文にま
とめることができる。

本文の内容を自国の状況と比較し
て質疑応答でき、それを長文にま
とめることができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本社会の現状について書かれた文章を題材として、日本語の語句の意味・用法を学習するとともに、読解力・発話力

・作文力の向上を図る。

授業の進め方・方法
予備知識：日本語中級前期までの文型・語句の知識
講義室：
授業形式：演習形式
学生が用意するもの：辞書、ノート、テキスト

注意点
評価方法：出席・授業態度(20%)、中間・期末試験(40%)、発表・レポート等(40%)で評価し、60点以上を合格とする
。
自己学習の指針：テキストを中心として毎回授業の予習・復習に取り組み、積極的に質問してください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション・２課 新しい結婚の形を考える
2週 ２課　遠距離結婚 〃
3週 ３課　未婚の男性が急増 母国と日本の未婚男性について考える。
4週 〃 〃
5週 ７課　ノーマライゼーションの地域を作る 地域再生について考える
6週 〃 〃
7週 総合練習 復習と作文（長文）
8週 中間試験

2ndQ

9週 ９課　野菜産地の悩み 外国人労働者受け入れの現状について学ぶ。
10週 〃 〃
11週 １０課　高齢社会は怖くない 高齢化社会について、その問題点と解決策を考える。
12週 〃 〃
13週 １２課　問われる学力観 母国と日本の「学力観」について考える。
14週 総合練習 復習と作文（長文）
15週 期末試験
16週

後期

3rdQ

1週 １４課　メディア機器・ＩＴ機器の影響 インターネット等の子供への影響について考える。
2週 〃 〃
3週 １５課　日本型雇用システム(１) 母国と日本の「雇用契約」について考える。
4週 〃 〃
5週 １６課　日本型雇用システム(２) 母国と日本の「賃金制度」について考える。
6週 〃 〃
7週 総合練習 復習と作文（長文）
8週 中間試験

4thQ

9週 １９課　新卒外国人が変える日本 企業の外国人採用について考える。
10週 〃 〃

11週 ２３課　人間のおごり 東日本大震災時から今までの科学に対する認識の変化
をまとめる。

12週 〃 〃
13週 ２４課　エビデンスと現実の直視 「エビデンス」の必要性について考える。
14週 総合練習 復習と作文（長文）



15週 期末試験
16週

評価割合
出席 中間・期末試験 発表・レポート等 合計

総合評価割合 20 40 40 100
基礎的能力 0 40 40 80
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 20 0 0 20



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 ハングル語
科目基礎情報
科目番号 0062 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 基礎から学ぶ韓国語講座　初級 改訂版（木内明 著　国書刊行会） / 随時プリント配付
担当教員 キム キャロライン・ミヒ
到達目標
１．韓国語（ハングル）の読み書きと聴き取りができるようになる。
２．本文（会話文）を読んで、内容を理解することができるようになる。
３．基本文法・文型を理解し、状況に応じて基本的な会話ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

ハングルを正確な発音で読むこと
ができ、聴き取ることができる。
また、ハングルを正しく書くこと
ができる。

ハングルをある程度理解し、簡単
な単語及び文章について読み書き
・聞き取りができる。

ハングルを理解しておらず、読み
書き・聞き取りができない。

評価項目2
（到達目標２）

本文（会話文）を読んで、内容を
正確に理解することができる。

本文（会話文）を読んで、内容を
ある程度理解することができる。

本文（会話文）の内容を理解する
ことができない。

評価項目3
（到達目標３）

基本文法・文型を理解し、状況に
応じて会話ができる。

基本文法・文型をある程度理解し
、簡単な会話ができる。

基本的な文法を理解しておらず、
簡単な会話ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
主に初心者を対象に、韓国語を初歩から体系的に学んでいくことを目的とする。
基礎的な文字と発音から始め、簡単な文法と基本文型を身に付け、読み・書き・聞く・話す能力を養う。
日常あいさつなど会話で用いられる語彙や表現を学び,実践的な練習をする。
韓国の文化・習慣や韓国人の考え方を理解して効率的に通じる・伝わる会話能力の向上を目指す。

授業の進め方・方法

予備知識：高校卒業程度の日本語能力および一般教養
講義室：４Ｃ教室
授業形式：講義形式と演習形式を完全併用
学生が用意するもの：テキスト、ノート（提出用としても使用）、ホルダー（プリント用）

【学習方法】
ハングル文字を習う時は、プリントを使用。文法と会話はテキストに沿って勉強する。
【学習形態】
まず、簡単な文法の説明を聞き、活用の練習をする。次に講師の発音を聞き、何度も読み返す。5分ぐらい1人で練習し
、2人または3人で会話をする。次に習った文章を応用して練習問題を解く。

注意点

正確かつ自然な韓国語の習得を目指し、伝わる喜びを味わってもらう為、口頭練習を重視する。発音やイントネーショ
ンは勿論、常に日本語との違いを念頭に置き、その都度確認を行いながら進む。学生の皆さんには、率先して声を出し
てもらうなど、積極的な参加を望む。

学生自身が用意する準備物の徹底。
課題の提出期限厳守。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 基礎・第1課：韓国語について
挨拶

語順と語彙
文字(ハングル)の仕組み
簡単な挨拶

2週 基礎・第２課：基本の母音 ハングルの母音10個を学ぶ：
, , , , , , , , , 

3週 基礎・第３課：基本の子音(平音) ハングルの子音14個の中で平音(9個)：, , , , , , , , 

4週 基礎・第３課：基本の子音
　　　　　　（激音と濃音）

ハングルの子音14個の中で激音(５個)：, , , , 
複合子音5個：, , , , 

5週 まとめ（基本の母音と子音） 復習

6週 基礎・第4課：複合母音
　　　　　　　

複合母音11個を学ぶ
(, , , , , , , , , , )

7週 基礎・第５課：パッチム
　　　　　　　 パッチムの発音

8週 中間試験範囲の確認と復習

2ndQ

9週 前期中間試験 テスト範囲：基礎・第1課－第４課

10週 基礎・第５課：パッチム
　　　　　　　

パッチムの発音
2つのパッチムの発音

11週 基礎・第６課：発音の変化１
　　　　　　　

12週 基礎・第６課：発音の変化２
　　　　　　　

13週
基礎・第７課：あいさつ
第1課
　　　　　　　

～は： / 
～です：名詞＋

14週 第２課 ～が： / 
～ですか：名詞＋?

15週 前期定期試験範囲の確認と復習



16週 前期定期試験 テスト範囲：基礎・第５課－第2課

後期

3rdQ

1週 前期まとめ 復習

2週 第３課 ～ではありません：/ 
～ではありませんか：

3週 第４課 います・あります：
いません・ありません：

4週 第５課 します・しますか：/
何：

5週 第７課　
（※第６課と順を入れ替える） 用言の活用： / 

6週 第８課 用言の活用：体
～しに：()

7週 第6課
後期中間試験範囲の確認と復習 用言の活用：体

8週 後期中間試験 テスト範囲：第3課－第８課

4thQ

9週 第9課 漢数字
10週 第10課 固有数字
11週 第11課 敬語
12週 第12課 動詞や形容詞の否定文
13週 第13課 過去形・敬語の過去形

14週 第1７課 ～したい：～ 
～してください：～

15週 第18課
後期定期試験範囲の確認と復習

～してもいい：～ 
～しないでください：～ 

16週 後期定期試験 テスト範囲：第９課－第１８課
評価割合

試験 課題 態度 語彙クイズ 合計
総合評価割合 60 20 10 10 100
基礎的能力 60 20 10 10 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工作法
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 機械工作法（和栗　明　養賢堂），プリント，機械実用便覧
担当教員 中江 道彦
到達目標
塑性加工の特徴を説明できる（Ａ４）
塑性変形における応力とひずみが計算できる（Ａ４）
各種塑性加工の方法を説明できる（Ａ４）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１，２） 塑性加工の特徴を十分説明できる 塑性加工の特徴をある程度説明で

きる 塑性加工の特徴を説明できない

評価項目2
（到達目標３，４）

塑性変形における応力とひずみを
計算できる

塑性変形における応力とひずみを
ある程度計算できる

塑性変形における応力とひずみを
計算できない

評価項目3
（到達目標５）

各種塑性加工の方法を十分説明で
きる

各種塑性加工の方法をある程度説
明できる

各種塑性加工の方法を説明できな
い

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ものづくりを合理的に行うために必要な塑性加工の知識を身に付ける．

授業の進め方・方法
予備知識:３年生で学んだ材料力学に関する事柄
講義室：4Ｍ教室
授業形式：講義と演習

注意点
評価方法：中間・定期試験により評価し，60点以上を合格とする
自己学習の指針：ノートおよび教科書の内容を理解する
オフィスアワー：月曜あるいは火曜
学生が用意するもの：教科書，電卓，ノート，筆記用具

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 塑性加工の特徴と種類 ，塑性変形,加工硬化 塑性加工の特徴，塑性変形の基礎が説明できる

2週 応力とひずみの計算 ，演習 加工硬化 を説明することができ，応力とひずみの計算
ができる

3週 塑性曲線，変形抵抗 ，演習 塑性曲線を説明することができ，変形抵抗を計算でき
る

4週 降伏条件，鍛造の目的，自由鍛造 降伏条件，鍛造の目的，自由鍛造を説明できる
5週 鍛造力の計算 （１） 鍛造力の計算の考え方を説明できる
6週 鍛造力の計算 （２），演習 鍛造力の計算ができる
7週 型鍛造 型鍛造を説明できる
8週 中間試験 中間試験

4thQ

9週 圧延加工，かみ込み角，先進率，演習 圧延加工の方法を理解し，かみ込み角，先進率を説明
できる

10週 圧延力，圧延機，ロールの形状と変形，演習 圧延力の計算法を理解し，圧延機，ロールの形状と変
形を説明できる

11週 圧延機，バックアップロール
押出し加工

圧延機，バックアップロール ，
押出し加工の方法を説明できる

12週 引抜き加工，ダイスの形状，引抜き力 引抜き加工，ダイスの形状，引抜き力を説明できる
13週 引抜き力の計算，最適ダイス角，演習 引抜き力，最適ダイス角を計算できる
14週 転造加工，せん断加工 転造加工，せん断加工の方法を説明できる

15週 曲げ加工，ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸ，最小曲げ半径 曲げ加工の方法，ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸ，最小曲げ半径を説明で
きる

16週 　　　　　後期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料力学
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 材料力学　村上敬宜著　森北出版，　　材料力学演習　村上敬宜・森和也著　森北出版
担当教員 西口 廣志
到達目標
１．はりの曲げの変形を解析できる。(A-4, B-2)
２．ひずみエネルギを用いて各種変形問題を解析できる。(A-4, B-2)
３．基本的な座屈問題を解析できる。(A-4, B-2)
４．曲りはりの問題を解析できる。(A-4, B-2)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1(到達目標１、2)
はりの曲げについて自由体を切り
出し、変形を解析できる。さらに
、ひずみエネルギを用いて各種変
形問題を解析できる。

ほとんどのはりの曲げの問題につ
いて自由体を切り出し、変形を解
析できる。さらに、ある程度の問
題において、ひずみエネルギを用
いて各種変形問題を解析できる。

はりの曲げについて変形を解析で
きない。ひずみエネルギを用いて
各種変形問題を解析できない。

評価項目2(到達目標３) 基本的な座屈問題を解析できる。 ある程度の基本的な座屈問題を解
析できる。 座屈問題を解析できない。

評価項目3(到達目標4) 曲りはりの問題をひずみエネルギ
ーを用いて解析し、計算できる。

基本的な曲りはりの問題をひずみ
エネルギーを用いて解析し、計算
できる。

曲りはりの問題をひずみエネルギ
ーを用いて解析したり計算したり
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 はりの曲げの変形、組み合わせ応力、座屈などの基礎理論と応用について学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：微積分の基礎と、三角関数、４年次に学んだ材料力学に関する基礎知識を十分に理解しておくこと。
講義室：４M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：電卓、講義用ノート、演習用ノート

注意点
評価方法：中間・定期試験（４回）を80％、演習、宿題、小テストを20％で評価し、60点以上を合格とする。
自己学習の方針：授業後に必ず復習をすること、宿題のみならず、積極的に教科書等の演習問題を解くこと。
質問は常に受け付ける。わからないことがあれば、自分でできる限り考えたうえで、積極的に質問に来ること。
オフィスアワー：月、木曜日の16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せ 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せた場合のはり
の変形が理解できる。

2週 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せ 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せた場合のはり
の変形が理解できる。

3週 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せの演習 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せた場合のはり
の変形が計算できる。

4週 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せの演習 曲げ，ねじり，引張り・圧縮の組み合せた場合のはり
の変形が計算できる。

5週 はりの曲げの不静定問題 はりの曲げの不静定問題が理解できる。
6週 はりの曲げの不静定問題の演習 はりの曲げの不静定問題が計算できる。

7週 はりの曲げの不静定問題の応用問題 様々な形状のはりの曲げの不静定問題が理解・計算で
きる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 引張や圧縮を受ける場合のひずみエネルギー カスチリアノの定理を理解できる。

10週 引張や圧縮を受ける場合のひずみエネルギーの演習 部材が引張や圧縮を受ける場合のひずみエネルギーを
計算できる。

11週 曲げやねじりを受ける場合のひずみエネルギー 部材が曲げやねじりを受ける場合のひずみエネルギー
を計算できる。

12週 曲げやねじりを受ける場合のひずみエネルギーの演習 カスチリアノの定理を不静定はりの問題などに応用で
きる。

13週 曲りはり 曲りはりの変形の問題を理解できる。
14週 曲りはりの演習 曲りはりの変形の問題を理解できる。
15週 総合演習 これまでの学習内容を説明でき、計算ができる。
16週

後期 3rdQ

1週 多軸応力と組み合わせ応力の考え方 多軸応力と組み合わせ応力の基礎的な考え方を理解で
きる。

2週 引張とねじりがかかる場合の応力 引張とねじりがかかる場合の応力が計算できる。
3週 ねじりと曲げがかかる場合の応力 ねじりと曲げがかかる場合の応力が計算できる。

4週 組み合せ応力 引張・ねじり・曲げがかかる場合の応力が理解できる
。

5週 組み合せ応力の演習 引張・ねじり・曲げがかかる場合の応力が計算できる
。

6週 組み合わせ応力の設計問題 組み合わせ応力下での設計問題が計算できる。
7週 総合演習 これまでの学習内容を説明でき、計算ができる。



8週 中間試験

4thQ

9週 座屈現象の考え方 座屈現象の基本的な考え方が理解できる。
10週 弾性長柱の圧縮による座屈 弾性長柱の圧縮による座屈が理解できる。
11週 柱の座屈の演習 柱の座屈についての計算ができる。
12週 偏心荷重をうける柱の座屈 偏心荷重をうける柱の座屈の計算ができる。

13週 断面二次モーメントと座屈荷重について 断面二次モーメントと座屈荷重の関係について理解で
きる。

14週 断面二次モーメントと座屈荷重についての演習 断面二次モーメントと座屈荷重の関係について計算で
きる。

15週 総合演習 これまでの学習内容を説明でき、計算ができる。
16週

評価割合
試験 演習 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計法
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 機械設計法（林、富坂、平賀　森北出版）
担当教員 福田 孝之
到達目標
１．標準平歯車の強度設計ができる。(A4)
２．ベルトやチェーンの巻掛け伝動装置の設計ができる。(A4)
３．ブロックおよび帯ブレーキの設計ができる。(A4)
４．用途に応じて適した軸継手を選択できる。(A4)
５．各種荷重に対応した軸の設計ができる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

平歯車の設計として，１段の歯車
減速機を強度と面圧の両方から適
するモジュール，歯数，歯幅，材
質等の設計ができる。

平歯車の設計として，歯数を求め
たり，曲げや面圧による，歯に作
用する荷重を計算し，適確なモジ
ュールを求めることができる。

平歯車の設計として，歯数を求め
たり，曲げや面圧による，歯に作
用する荷重を計算できない。

評価項目2
（到達目標２）

ベルトとチェーンの掛け方を説明
でき，与えられた条件から，それ
ぞれの適する設計仕様を選定でき
る。

ベルトとチェーンの掛け方を説明
でき，それぞれの伝達動力の計算
ができる。

ベルトとチェーンの掛け方の説明
ができず，それぞれの伝達動力の
計算ができない。

評価項目3
(到達目標３）

各種ブロックブレーキと帯ブレー
キの操作力の計算式の導出ができ
，適切な形状の設計ができる。

各種ブロックブレーキと帯ブレー
キの操作力の計算式の導出ができ
る。

各種ブロックブレーキと帯ブレー
キの操作力の計算式の導出ができ
ない。

評価項目４
(到達目標４）

軸継手の種類を系統的に分類して
説明でき，円板クラッチの設計が
できる。

軸継手の種類を系統的に分類して
説明できる。

軸継手の種類を系統的に分類して
説明できない。

評価項目５
(到達目標５）

単一荷重，曲げ＋ねじり，軸力+曲
げ＋ねじりの軸の設計ができ，さ
らに剛性からの設計もできる。

単一荷重ならびに曲げ＋ねじりの
軸の設計ができる。また剛性から
の設計もできる。

単一荷重の設計ができても，曲げ
＋ねじりの場合や剛性からの設計
ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 材料力学、材料学、機械工作法などの基本知識を基に、機械を構成する主要な機械要素について、形や大きさの決定、

材料の選定などの設計法を学ぶ。

授業の進め方・方法

予備知識：工学通論（１年）で学習した単位、力学、材料学（２、３年）で学習した各種材料の特徴、性質、設計製図
（１、２年）での機械要素、材料力学（３年）の応力とひずみ、設計法（３年）
講義室：４Ｍ教室
授業形式：講義と演習（毎回授業の最後に、その時間に学習した内容の演習を実施する）
学生が用意するもの：電卓、授業ノート，演習ノート、フラットファイル（配布プリント整理用）

注意点

評価方法：中間・定期試験（４回）８０％、演習やレポート、小テスト２０％により評価し、６０点以上を合格とする
。
自己学習の指針：毎回実施した授業の内容に関係する宿題を課すので、復習として演習ノートに必ず記して、早めに提
出すること。試験前の勉強は、毎週記して作成した演習ノートが有効で、内容をよく修得していること。
オフィスアワー：火曜、木曜の16:10～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 機械設計上の技術者倫理の概説 機械設計の方法及び考え方を理解できる。
2週 歯車の曲げ強さの理論 歯の曲げ強さを計算するルイスの式を理解できる。
3週 歯車の曲げ強さによる設計 曲げ強さから歯車を設計できる。
4週 歯の面圧強さの理論 歯の面圧強さを計算するヘルツの式を理解できる。
5週 歯車の面圧強さによる設計 面圧強さから歯車を設計できる。

6週 標準平歯車の総合設計 標準平歯車を曲げ強さと面圧強さの両方から設計でき
る。

7週 はすば歯車の設計 はすば歯車の特徴を理解し，設計できる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 巻掛け伝動装置の種類と構造 巻掛け伝動装置の特徴と種類を説明できる。

10週 平ベルトのベルト張力 平ベルトの長さや巻掛け角、ベルト張力を計算できる
。

11週 平ベルトの設計 平ベルト伝動装置の伝動動力やベルトの強さを計算で
きる。

12週 平ベルト設計演習 平ベルト伝動装置が設計できる。
13週 Vベルト伝動装置の種類と構造 Vベルト伝動装置の特等と種類を説明できる。

14週 Vベルトのベルト張力 Vベルト伝動装置の伝動動力とVベルトの強さが計算で
きる。

15週 Vベルト設計演習 Vベルト伝動装置が設計できる。
16週 前期期末試験

後期 3rdQ

1週 チェーン伝動装置の概要と構造 チェーン伝動装置の特徴と種類を説明できる。

2週 チェーンの張力 チェーン伝動装置の伝動動力とチェーンの強さを計算
できる。

3週 チェーン設計演習 チェーン伝動装置が設計できる。



4週 ブレーキの種類と構造，ブロックブレー ブレーキの種類と特徴を説明でき，ブロックブレーキ
を設計できる。

5週 帯ブレーキの設計 帯ブレーキが設計できる。
6週 軸継手の種類と構造 軸継手の種類と特徴，用途を理解できる。
7週 円板クラッチの設計 円板クラッチの設計ができる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 軸の種類と軸力が作用する軸 軸の種類と用途を理解でき，軸力が作用する軸の設計
ができる。

10週 ねじりが作用する軸 ねじりモーメントが作用する軸の設計ができる。
11週 曲げモーメントが作用する軸 曲げモーメントが作用する軸の設計ができる。

12週 曲げとねじりが作用する軸 曲げモーメントとねじりが作用する軸の設計ができる
。

13週 曲げモーメントとねじりが作用する軸の設計ができる
。 軸力、曲げ、ねじりが作用する軸の設計ができる。

14週 軸の疲労強度、軸の剛性 軸の疲労強度について説明でき，剛性から軸を設計で
きる。

15週 軸の危険速度、キー溝の影響、応力集中 軸の危険速度，キーの強度を計算でき，応力集中を説
明できる。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 宿題演習 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 「新応用数学」（大日本図書）「新応用数学問題集」（大日本図書）
担当教員 木村 拓馬
到達目標
１．複素関数（正則関数）とは何かが理解できる(2,A-1,c)．２．コーシーの積分表示，ローラン展開の意味が理解できる(2,A-1,c)．３．留数
定理が理解でき，定積分の計算へ応用できる(2,A-1,c)．４．行列の固有値を求めることができる(2,A-1,c)．５．行列の固有値と行列の関係に
ついて理解できる(2,A-1,c)．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標　１）
複素関数（正則関数）について十
分理解し，その応用問題が解ける
．

複素関数（正則関数）についてほ
ぼ理解し，その基本的問題が解け
る．

複素関数(正則関数）について理解
が不十分で，その基本的問題が解
けない．

評価項目2（到達目標　２，３） 複素積分について十分理解し，そ
の応用問題が解ける．

複素積分についてほぼ理解し，そ
の基本的問題が解ける．

複素積分について理解が不十分で
，その基本的問題が解けない．

評価項目3（到達目標　４，５） 行列の固有値について十分理解し
，その応用問題が解ける．

行列の固有値についてほぼ理解し
，その基本的問題が解ける．

行列の固有値について理解が不十
分で，その基本的問題が解けない
．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 流体力学や材料工学など，工学の分野で必要な複素関数について学ぶ．また，行列の固有値と行列の関係について学ぶ

．

授業の進め方・方法
予備知識としては，２年生までに学んだ微分積分の知識や代数幾何で学んだ行列の知識が必要である．講義室は４Ｍの
教室で行う．授業は講義と演習を交えて行う．学生が用意するものとしては，教科書と問題集および授業用ノート、演
習用ノートを用意すること．

注意点
評価方法は，中間と定期試験（４回）で８０％，小テストや宿題などで２０％で評価し，演習における発表等を内容と
回数により加点して６０点以上を合格とする．ただし，状況によっては上と変わることがあるが，そのときは担当者が
指示する．自己学習の指針としては，各試験前に学習内容を復習し，演習問題やその類似問題が解けるようにしておく
こと．オフィスアワーは，非常勤講師のため設定しない．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 複素数の極形式の概念について学ぶ． 複素数の極形式について理解できる．

2週 複素数の商と積・累乗・n乗根について学ぶ． 複素数の商と積・累乗・n乗根について基本的な計算が
できる．

3週 複素関数（正則関数）を定義し，それについての問題
演習を行う．

複素関数（正則関数）について理解し，それについて
の問題が解ける．

4週 コーシー・リーマンの関係式について学ぶ． 複素関数が正則関数となるための条件であるコーシー
・リーマンの関係式を理解できる．

5週 コーシー・リーマンの関係式の応用について学ぶ． コーシ・リーマンの関係式を用いる応用問題が解ける
．

6週 正則関数による写像とその逆関数について学ぶ． 正則関数の性質とその逆関数について理解できる．
7週 逆関数の導関数について学ぶ． 逆関数の導関数を計算できる．
8週 前期中間試験範囲の復習を行う． 前期中間試験範囲の学習内容の定着を確認する．

2ndQ

9週 前期中間試験
10週 複素積分を定義し，簡単な計算演習を行う． 複素積分について理解し，その基本的計算ができる．
11週 複素積分のいろいろな計算演習を行う(2)． 複素積分のいろいろな問題が解ける．
12週 コーシーの積分定理について学ぶ． コーシーの積分定理について理解できる．
13週 コーシーの積分定理の応用について学ぶ(1)． コーシーの積分定理の応用問題が解ける．
14週 コーシーの積分定理の応用について学ぶ(2)． コーシーの積分定理の応用問題が解ける．
15週 前期定期試験範囲の復習を行う． 前期定期試験範囲の学習内容の定着を確認する．
16週 前期定期試験

後期

3rdQ

1週 複素関数のローラン展開について学ぶ(1)． 複素関数のローラン展開について理解できる．
2週 複素関数のローラン展開について学ぶ(2)． ローラン展開の応用問題が解ける．
3週 留数定理について学ぶ(1)． 留数定理の意味を理解できる．
4週 留数定理について学ぶ(2)． 留数定理を用いた問題が解ける．
5週 留数定理について学ぶ(3)． 留数定理を用いた問題が解ける．
6週 留数定理について学ぶ(4)． 留数定理を用いた問題が解ける．
7週 後期中間試験範囲の復習を行う． 後期中間試験範囲の学習内容の定着を確認する．
8週 後期中間試験

4thQ

9週 行列の固有値の概念について学ぶ． 行列の固有値について理解できる．
10週 行列の固有値の求め方について学ぶ． 行列の固有値を具体的に求めることができる．

11週 絶対値最大の固有値の求め方について学ぶ． 与えられた行列について，絶対値最大の固有値を求め
ることができる．

12週 ３重対角行列の固有値の求め方を学ぶ． ３重対角行列の固有値を求めることができる．
13週 ハミルトン・ケーリーの定理について学ぶ． ハミルトン・ケーリーの定理を理解できる．



14週 行列の固有値の個数と行列のタイプとの関係について
学ぶ．

行列の固有値の個数と行列のタイプとの関係を理解で
きる．

15週 後期定期試験範囲の復習を行う． 後期定期試験範囲の学習内容の定着を確認する．
16週 後期定期試験

評価割合
試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 80 20 0 100
基礎的能力 80 20 0 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用数学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 「新応用数学」大日本図書，「新応用数学問題集」大日本図書
担当教員 濵田 裕康
到達目標
1. ラプラス変換の定義が理解できる．
2. ラプラス変換の性質を用いることができる．
3. 具体的な関数のラプラス変換およびラプラス逆変換を計算できる．
4. ラプラス変換を用いて，微分方程式を解くことができる．
5. 線形システムの伝達関数とデルタ関数を理解できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ラプラス変換の定義が理解できる
．

ラプラス変換の定義がほぼ理解で
きる．

ラプラス変換の定義が理解できな
い．

評価項目2 ラプラス変換の性質を用いること
ができる．

ラプラス変換の性質を用いること
がほぼできる．

ラプラス変換の性質を用いること
ができない．

評価項目3 具体的な関数のラプラス変換およ
びラプラス逆変換を計算できる．

具体的な関数のラプラス変換およ
びラプラス逆変換をほぼ計算でき
る．

具体的な関数のラプラス変換およ
びラプラス逆変換を計算できない
．

評価項目4 ラプラス変換を用いて，微分方程
式を解くことができる．

ラプラス変換を用いて，微分方程
式を解くことがほぼできる．

ラプラス変換を用いて，微分方程
式を解くことができない．

評価項目5 線形システムの伝達関数とデルタ
関数を理解できる．

線形システムの伝達関数とデルタ
関数をほぼ理解できる．

線形システムの伝達関数とデルタ
関数を理解できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ラプラス変換は，信号処理，波形解析，微分方程式の解法などの工学の問題を取り扱う上で必須な道具である．この授

業ではラプラス変換の基礎について学び，計算法を習得して初歩的な応用ができるようになることを目標とする．

授業の進め方・方法
予備知識： 2，3年次で学んだ微積分・行列の知識．
講義室：4M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：配布プリント保存用のファイル，課題用ノート

注意点
評価方法：
自己学習の指針：毎回の授業で課題を出すので，次回の授業までに解いておくこと．
オフィスアワー：月曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ラプラス変換の定義，広義積分の復習 ラプラス変換の定義を理解できる

2週 具体的な関数のラプラス変換の計算(1) ラプラス変換の定義を用いて，簡単な関数のラプラス
変換を計算できる

3週 具体的な関数のラプラス変換の計算(2)，ラプラス変換
の性質(1)

ラプラス変換の性質を用いて，様々な関数のラプラス
変換を計算できる

4週 ラプラス変換の性質(2) ラプラス変換の性質を用いて，様々な関数のラプラス
変換を計算できる

5週 ラプラス変換の性質(3) ラプラス変換の性質を用いて，様々な関数のラプラス
変換を計算できる

6週 部分分数分解の復習 様々な分数式を部分分数に分解できる
7週 逆ラプラス変換 様々な関数の逆ラプラス変換を計算できる
8週 中間試験範囲の復習 中間試験範囲の問題を解くことができる

2ndQ

9週 中間試験

10週 微分方程式への応用 (初期値問題) ラプラス変換を用いて，微分方程式の初期値問題を解
くことができる

11週 微分方程式への応用 (境界値問題) ラプラス変換を用いて，微分方程式の境界値問題を解
くことができる

12週 微分方程式への応用 (一般解) ラプラス変換を用いて，微分方程式の一般解を求める
ことができる

13週 たたみこみ積分とラプラス変換 たたみこみ積分を用いて，ラプラス変換を計算できる
14週 線形システムの伝達関数とデルタ関数 線形システムの伝達関数とデルタ関数を理解できる
15週 定期試験範囲の復習 定期試験範囲の問題を解くことができる
16週

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 90 10 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 一般物理
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 物理学基礎（原　康夫，学術図書出版社）
担当教員 森田 英俊
到達目標
1．抵抗がある場合の運動方程式を誘導し，問題を解くことができる．（A-1）
2．非保存力がする仕事量と力学的エネルギーの保存則を理解し，問題を解くことができる．（A-1）
3．回転運動の法則と角運動量保存則を理解し，回転運動に関する問題を解くことができる．（A-1）
4．質点系の重心の運動方程式を導出し，問題を解くことができる．（A-1）
5．慣性モーメントについて理解し，剛体の運動方程式を導出し，問題を解くことができる．（A-1）
6．慣性力とコリオリの力について理解し，問題を解くことができる．（A-1）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

粘性減衰や慣性抵抗を受けるあら
ゆる運動の運動方程式（微分方程
式）をたてることができ，それを
解くことができる．

粘性減衰や慣性抵抗を受ける簡単
な運動の運動方程式（微分方程式
）をたてることができ，それを解
くことができる．

粘性減衰や慣性抵抗を受ける簡単
な運動の運動方程式（微分方程式
）をたてることができない．

評価項目2
（到達目標２）

非保存力がする仕事量と力学的エ
ネルギーの保存則を理解し，あら
ゆる問題を解くことができる．

非保存力がする仕事量と力学的エ
ネルギーの保存則を理解し，簡単
な問題を解くことができる．

非保存力がする仕事量と力学的エ
ネルギーの保存則を理解していな
い．

評価項目3
（到達目標３）

回転運動の法則と角運動量保存則
を理解し，回転運動に関するあら
ゆる問題を解くことができる。

回転運動の法則と角運動量保存則
を理解し，回転運動に関する簡単
な問題を解くことができる。

回転運動の法則と角運動量保存則
を理解していない．回転運動に関
する簡単な問題を解くことができ
ない．。

評価項目4
（到達目標４）

質点系の重心に関する運動方程式
を導出し，あらゆる問題を解くこ
とができる．

質点系の重心に関する運動方程式
を導出し，簡単な問題を解くこと
ができる．

質点系の重心に関する運動方程式
を導出できない．

評価項目5
（到達目標５）

慣性モーメントについて理解し
，説明ができる．また，剛体の運
動方程式を導出し，あらゆる問題
を解くことができる．

慣性モーメントについて説明でき
る．また，剛体の運動方程式を導
出し，簡単な問題を解くことがで
きる．

慣性モーメントについて説明でき
ない．剛体の運動方程式を導出な
い．

評価項目6
（到達目標６）

慣性力とコリオリの力について理
解し説明できる．コリオリの力を
導出できる．それらに関するあら
ゆる問題を解くことができる．

慣性力とコリオリの力について説
明できる．それに関する簡単な問
題を解くことができる．

慣性力とコリオリの力について説
明できない．それに関する簡単な
問題を解くことができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ２、３年の物理で学習した概念や原理・法則をさらに発展応用した事項を教科書を用いて、物理学の基礎である力学的

ものの見方、波と光の特性を説明し、例題、演習、宿題を通じてその基礎力を習得する。

授業の進め方・方法
予備知識：３年までの物理で学習した原理・法則等および数学（代数、幾何、微積分）を復習しておくこと。
講義室：４Ｍ教室
授業形式：講義，対話型
学生が用意するもの：教科書、電卓、ノート，演習用ノート

注意点

評価方法：年４回の中間・定期試験（100%）により評価し，60点以上を合格とする．
自己学習の指針：授業の前後で予習復習をしっかりと行う．授業時に配布する演習問題を独力で取り組む．試験前には
，教科書および配布した演習問題の内容を本質的に理解できていること．
オフィスアワー：水，金　16:00～17:00（基本的にいつでも良い）
備考：再試験は，前･後期に実施した全範囲から出題する．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバス説明，動力学についての導入教育，演習問題
配布

機械工学と動力学との関わり，必要性について理解で
きる．

2週 直線運動の速度，加速度と微分 直線運動における速度，加速度と微分の関係を理解で
きる．

3週 一般運動における速度と加速度，円運動 一般運動をベクトルを用いて解くことができる．

4週 運動の法則と力の法則 運動の法則と力の法則をベクトルで理解することがで
きる．

5週 万有引力の法則 万有引力の法則を理解し，活用できる．

6週 摩擦力，演習問題配布 運動の法則と力の法則をベクトルで理解することがで
きる．

7週 演習問題解説 運動の法則と力の法則をベクトルで理解し，問題を解
くことができる．

8週 ＜前期中間試験＞

2ndQ

9週 微分方程式とその解法 簡単な微分方程式を解くことができる．
10週 微積分と運動方程式

11週 運動方程式とその解法① 抵抗力を考慮いない場合の運動方程式を導出し，解を
求めることができる．

12週 運動方程式とその解法② 抵抗力を考慮いない場合の運動方程式を導出し，解を
求めることができる．

13週 抵抗力を考慮した運動方程式とその解法① 抵抗力を考慮した運動方程式を導出し，解を求めるこ
とができる．



14週 抵抗力を考慮した運動方程式とその解法② 抵抗力を考慮した運動方程式を導出し，解を求めるこ
とができる．

15週 演習問題解説，試験前まとめ 運動方程式を導出し，解を求めることができる．
16週 【前期期末試験】

後期

3rdQ

1週 試験の解答解説，仕事とエネルギー 保存力がする仕事とエネルギーの関係を理解できる．

2週 仕事とエネルギー，演習問題配布 非保存力がする仕事とエネルギーの関係を理解できる
．

3週 演習問題解説 仕事とエネルギーの関係を理解し，問題を解くことが
できる．

4週 質点の角運動量と回転運動の法則，演習問題配布 質点の角運動量と回転運動の法則を理解し，問題を解
くことができる．

5週 質点系の重心，運動量と角運動量 質点系の重心の運動方程式，運動量保存則を理解でき
る．

6週 質点系の重心，運動量と角運動量，演習問題配布 2体問題や質点系の角運動量について理解できる．

7週 演習問題解説 質点系の重心の運動方程式，運動量，角運動量，2体問
題についての問題が解ける．

8週 ＜後期中間試験＞

4thQ

9週 剛体の運動方程式とつり合い 剛体の運動方程式を導出できる．剛体の回転運動の法
則と，剛体のつり合いについて理解できる．

10週 固定軸周りの剛体の回転運動と慣性モーメント 慣性モーメントを理解し，剛体の回転運動についての
運動方程式を導出できる．

11週 剛体の平面運動，演習問題配布 剛体の平面運動についての運動方程式を導出できる．

12週 演習問題解説 剛体の運動方程式を導出し，問題を解くことができる
．

13週 非慣性系と慣性力 非慣性系と慣性力について説明できる．
14週 遠心力とコリオリの力，演習問題配布 遠心力とコリオリの力について説明できる．
15週 演習問題解説，試験前まとめ 慣性力に関する問題を解くことができる．
16週 【学年末試験】

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機構学
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 機構学（森北出版）／ppt配布資料
担当教員 藤田 明次
到達目標
対偶の種類，対偶の自由度を理解できる．瞬間中心と節の速度の関係を理解できる。
４節回転連鎖・回転－直進機構において，節の交替によってできる各機構の動きを理解できる。
ころがり接触，歯車による変速機構を理解できる。
カムの運動，間欠運動機構が理解できる。
ねじ機構を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

対偶の種類，対偶の自由度を理解
できる。瞬間中心と節の速度の関
係を理解できる。

さまざまな機械要素の対偶とその
自由度が理解できる。また，瞬間
中心と節の速度の関係を理解し
，これらを導出することができる
。

対偶の概念が理解できる。瞬間中
心の意味がわかり，瞬間中心や節
の速度の導出がほとんどできる。

対偶の概念がわからない。瞬間中
心の導出ができない。

４節回転連鎖・回転－直進機構に
おいて，節の交替によってできる
各機構の動きを理解できる。

４節回転連鎖・回転－直進機構に
おいて，節の交換によって機構が
変化することを的確に理解し，作
動状況を十分に説明できる。

４節回転連鎖・回転－直進機構に
おいて，節の交換によって機構が
変化することを概略理解でき，作
動状況も理解できる。

４節回転連鎖・回転－直進機構に
おいて，節の交換によって機構が
どのように変わるかを理解できな
い。

ころがり接触，歯車による変速機
構を理解できる。

摩擦伝動機構において，転がり接
触条件を理解できる。また，歯車
による変速機構を十分に理解し
，説明が行える。

摩擦伝動機構において，転がり接
触条件を概略理解できる。また
，歯車による変速機構を理解でき
る。

摩擦伝動機構において，転がり接
触条件や歯車による変速機構が理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械要素相互の運動や機械要素の特徴・形状について講義し，理解を深めるため演習を行う。

授業の進め方・方法
予備知識:数学での微分・積分，三角関数，物理での変位，速度，加速度，角速度
講義室：４M教室
授業形式：講義，演習

注意点

評価方法：中間・定期試験（４回）により評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：予習・復習をし、講義内容を理解しておくこと。試験前には授業中の演習の解法を通して内容を理解
しておくこと。
学生が用意するもの： 教科書，電卓，作図用具
オフィスアワー：火曜および木曜１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの説明.機械，機構，対偶，節，自由度 機械，機構，対偶，節，自由度の定義を理解し，説明
できる。限定連鎖を判定できる。

2週 機械，機構，対偶，節，自由度に関する演習 機械，機構，対偶，節，自由度の定義を演習を通して
理解し，説明できる。限定連鎖を判定できる。

3週 連鎖の種類・条件，機械の運動と瞬間中心（１） 連鎖の種類・条件を理解し，機構の運動の節の瞬間中
心を求めることができる。

4週 連鎖の種類・条件，機械の運動と瞬間中心（２） 連鎖の種類・条件を理解し，機構の運動の節の瞬間中
心を求めることができる。

5週 連鎖の種類・条件，機械の運動と瞬間中心に関する演
習

連鎖の種類・条件を演習を通して理解し，機構の運動
の節の瞬間中心を求めることができる。

6週 機構における速度・加速度 機構において，任意の節の運動が既知であるときに他
の節の速度や加速度が導出できる。

7週 機構における速度・加速度に関する演習 機構において，任意の節の運動が既知であるときに他
の節の速度や加速度が導出できる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 リンク機構（４節回転連鎖、回転－直進機構） ４節回転連鎖、回転－直進機構を理解し，回転連鎖の
条件，揺動範囲，速度を導出できる。

10週 リンク機構（４節回転連鎖、回転－直進機構）に関す
る演習

４節回転連鎖、回転－直進機構を演習を通して理解し
，回転連鎖の条件，揺動範囲，速度を導出できる。

11週 リンク機構（二重すべりこクランク機構）（１） 二重すべりこクランク機構において，各節の速度，可
動範囲，速度比加速度等が導出できる。

12週 リンク機構（二重すべりこクランク機構）（２） 二重すべりこクランク機構において，各節の速度，可
動範囲，速度比加速度等が導出できる。

13週 リンク機構（二重すべりこクランク機構）に関する演
習

二重すべりこクランク機構において，各節の速度，可
動範囲，速度比加速度等を演習を通して導出できるよ
うになる。

14週 摩擦伝動機構 ころがり接触対偶において，角速度比，輪郭曲線，動
力伝達能力，運動可能な寸法の導出ができる。

15週 摩擦伝動機構に関する演習
ころがり接触対偶において，角速度比，輪郭曲線，動
力伝達能力，運動可能な寸法の導出を演習を通して行
えるようになる。

16週 前期期末試験



後期

3rdQ

1週 カムの種類、カムの基礎（１） カム機構の種類を把握し，カム機構の基礎である変位
線図，圧力角，最小基盤円が導出できる。

2週 カムの種類、カムの基礎（２） カム機構の種類を把握し，カム機構の基礎である変位
線図，圧力角，最小基盤円が導出できる。

3週 カムの種類、カムの基礎に関する演習
カム機構の種類を把握し，カム機構の基礎である変位
線図，圧力角，最小基盤円を演習を通して導出できる
ようになる。

4週 歯車の目的，歯形の条件 歯車の目的を理解し，様々な歯車の形式の運動伝達様
式を把握する。

5週 歯車の目的，歯形の条件に関する演習 歯車の目的を理解し，様々な歯車の形式の運動伝達様
式を演習を通して把握する。

6週 歯車列・速比の計算（１） 歯車列・速比の計算ができる。

7週 歯車列・速比の計算に関する演習 歯車列・速比の計算が演習を通してできるようになる
。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 歯車変速装置（１） 種々の歯車変速装置の機構を理解し，速比の計算が行
える。

10週 歯車変速装置（２） 種々の歯車変速装置の機構を理解し，速比の計算が行
える。

11週 歯車変速装置に関する演習 種々の歯車変速装置の機構を演習を通して理解し，速
比の計算が行える。

12週 ねじ機構 ねじ機構を理解し，これらの機構を使った設計が行え
る。

13週 ねじ機構に関する演習 ねじ機構を演習を通して理解し，これらの機構を使っ
た設計が行える。

14週 間欠運動機構 間欠運動機構を理解し，これらの機構を使った設計が
行える。

15週 間欠運動機構に関する演習 間欠運動機構を演習を通して理解し，これらの機構を
使った設計が行える。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 熱力学
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 機械系教科書シリーズ11　工業熱力学（丸茂　榮佑，木本　恭司　共著，コロナ社）
担当教員 松山 史憲
到達目標
１．熱力学第一法則の意味・内容を説明できる（A3）
２．理想気体の各種状態変化における系と周囲間で交換される熱量と仕事量あるいは種々の状態量の変化量を説明できる（A3）
３．熱力学第二法則の意味・内容を説明できる（A3）
４．絶対温度とエントロピの二つの状態量と深く関係するカルノーサイクルの特徴やその性質を説明できる（A3）
５．実在気体としての水蒸気の性質やこれを動作物体とした種々の状態変化の問題が解ける（A3）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標1，3）
熱力学第一法則・第二法則を説明
でき，熱量および仕事の計算がで
きる

熱力学第一法則・第二法則を理解
できる

熱力学第一法則・第二法則を理解
できない

評価項目2（到達目標2）
理想気体の状態方程式を説明でき
，与えられた状態における状態量
と熱量・仕事の変化量が計算でき
る

理想気体の状態方程式を理解でき
る

理想気体の状態方程式を理解でき
ない

評価項目3（到達目標4）
エントロピーを説明でき，カルノ
ーサイクルにおける仕事と熱の出
入りを計算できる

カルノーサイクルにおける仕事と
熱の出入りを理解できる

カルノーサイクルにおける仕事と
熱の出入りを理解できない

評価項目4（到達目標5）
水の等圧蒸発過程を説明でき，飽
和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状
態量を計算できる。

水の等圧蒸発過程を理解できる 水の等圧蒸発過程を理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 熱力学の根幹をなす熱力学第一法則と熱力学第二法則の本質を具体的な実例や演習問題を通して十分学習すると共に、

蒸気の性質やその状態変化についても学ぶ

授業の進め方・方法
予備知識：簡単な微積分と物理学の基礎
講義室：４M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書、ノート、電卓

注意点

評価方法：前期と後期のそれぞれで行う中間と定期試験（計４回）の平均で評価し，６０点以上を合格とする．授業の
節目で行うレポートは実力をつけるために行うものと位置づける．
自己学習の指針：毎回授業後半に課題を提示するので，レポートとして提出すること．中間・定期試験には，その内容
が加味されることを前提とする．
オフィスアワー：月曜日と木曜日の16:20～17:20．その他，空いている時間．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 熱力学を学ぶ意義、基本単位換算、温度に関する基本
的事項 熱力学の基本単位換の定義を説明できる

2週 熱量の算定式、比熱、混合温度、これらに関する演習 比熱・混合温度を説明できる

3週 熱力学第一法則の意味、ジュールの実験、熱の仕事当
量 熱力学第一法則を説明できる

4週 圧力と仕事 圧力と仕事の関係を説明できる
5週 系の説明、閉じた系に対する熱力学第一法則式、演習 閉じた系に対する仕事量をP-V線図で説明できる

6週 エンタルピの説明、開いた系に対する熱力学第一法則
式 開いた系に対する仕事量をP-V線図で説明できる

7週 熱力学第一法則に関する種々の演習問題及び学生によ
る解答発表

閉じた系と開いた系について、エネルギー式を用いて
、熱、仕事、内部エネルギー、エンタルピーを計算で
きる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 理想気体の状態方程式の意味、これに関する演習問題 理想気体の圧力、体積、温度の関係を、状態方程式を
用いて説明できる。

10週 定圧比熱及び定容比熱、並びに両者の関係 定容比熱、定圧比熱、比熱比および気体定数の相互関
係を説明できる。

11週 可逆変化の際の理想気体の等温変化、演習問題 等温変化の意味を理解し、状態量、熱、仕事を計算で
きる。

12週 可逆変化の際の理想気体の等圧変化、演習問題 等圧変化の意味を理解し、状態量、熱、仕事を計算で
きる。

13週 可逆変化の際の理想気体の等容変化、演習問題 等容変化の意味を理解し、状態量、熱、仕事を計算で
きる。

14週 可逆変化の際の理想気体の断熱変化、演習問題 断熱変化の意味を理解し、状態量、熱、仕事を計算で
きる。

15週 可逆変化の際の理想気体のポリトロープ変化、演習問
題

ポリトロープ変化の意味を理解し、状態量、熱、仕事
を計算できる。

16週 前期定期試験
後期 3rdQ 1週 熱力学第二法則　可逆変化と不可逆変化 熱力学の第二法則を説明できる。



2週 熱機関と作業機のエネルギー変換の一般原理 サイクルの意味を理解し、熱機関の熱効率および冷凍
機・ヒートポンプの成績係数を計算できる。

3週 カルノーサイクルとカルノーの定理の説明 カルノーサイクルの状態変化を理解し、熱効率を計算
できる。

4週 エントロピの説明、ＴＳ線図を用いたカルノーサイク
ルの表示

エントロピーの定義を理解し、可逆変化におけるエン
トロピーの変化を説明できる。

5週 不可逆変化によるエントロピの増加例の説明、演習問
題

エントロピーの定義を理解し、不可逆変化におけるエ
ントロピーの変化を説明できる。

6週 各種の状態変化によるエントロピ変化量の計算と演習
問題

固体、液体および理想気体におけるエントロピーの変
化量を計算できる。

7週 有効エネルギーと無効エネルギー、演習問題 熱の有効エネルギーを説明できる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 蒸気線図であるＰＶ線図とＴＳ線図、並びに各種用語
の説明 サイクルをＴ-S線図で表現できる。

10週 乾き度の説明。蒸気表の見方と湿り蒸気に関する演習
問題 蒸気の状態量を蒸気表から読み取ることができる。

11週 飽和液、飽和蒸気、過熱蒸気に関する熱量的状態量 水の等圧蒸発過程を説明できる。

12週 蒸気線図（ｈｓ線図）の説明とその利用法、演習問題 蒸気の状態量を蒸気表および蒸気線図から読み取るこ
とができる。

13週 蒸気の状態変化（等圧変化と等容変化） 飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる
。

14週 蒸気の状態変化（断熱変化と絞り） 飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる
。

15週 蒸気の状態変化に関する種々の演習問題 飽和蒸気、湿り蒸気、過熱蒸気の状態量を計算できる
。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 流体工学
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 流体の力学計算法　森田泰司著　東京電気大学出版局
担当教員 中島 賢治
到達目標
１．重力単位系からSI単位系への換算ができるようになる。（A-3）
２．水深と圧力の関係、パスカルの原理、アルキメデスの原理を応用して圧力の静力学問題を解けるようになる。（A-3）
３．連続の式を応用して一次元流れの問題を解けるようになる。（A-3）
４．ベルヌーイの定理を応用して一次元流れの問題を解けるようになる。（A-3）
５．運動量方程式、抗力と揚力の式を応用して流体が物体に及ぼす力の問題が解けるようになる。（A-3）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１） 重力単位系からSI単位系への換算
を説明できる

重力単位系からSI単位系への換算
を理解できる

重力単位系からSI単位系への換算
を理解できない

評価項目2（到達目標２）
水深と圧力の関係、パスカルの原
理、アルキメデスの原理を応用し
た圧力の静力学問題を説明できる

水深と圧力の関係、パスカルの原
理、アルキメデスの原理を応用し
た圧力の静力学問題を理解できる

水深と圧力の関係、パスカルの原
理、アルキメデスの原理を応用し
た圧力の静力学問題を理解できな
い

評価項目3（到達目標３） 連続の式を応用した一次元流れの
問題を説明できる

連続の式を応用した一次元流れの
問題を理解できる

連続の式を応用した一次元流れの
問題を理解できない

評価項目4（到達目標４） ベルヌーイの定理を応用した一次
元流れの問題を説明できる

ベルヌーイの定理を応用した一次
元流れの問題を理解できる

ベルヌーイの定理を応用した一次
元流れの問題を理解できない

評価項目5（到達目標５）
運動量方程式、抗力と揚力の式を
応用した流体が物体に及ぼす力の
問題を説明できる

運動量方程式、抗力と揚力の式を
応用した流体が物体に及ぼす力の
問題を理解できる

運動量方程式、抗力と揚力の式を
応用した流体が物体に及ぼす力の
問題を理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
水力学分野における公式や定理の使い方を学ぶ。流体の基礎的な諸量，流体の静力学，流体の動力学，管路内の流れ
，流量測定，流れが物体に及ぼす作用などについて，例題の解法と問題演習を中心に行い，演習を通して流体に発生す
る問題点を理解する。

授業の進め方・方法

予備知識：質量保存の法則、エネルギー保存の法則、運動量保存の法則など力学の基本法則と、高校数学（代数幾何、
基礎解析、微積分）を理解し、関数電卓を使えること。
講義室：４M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書、ノート、電卓

注意点

評価方法：4回の定期試験と授業中の発表で評価する。試験成績M1，発表点M2のとき、M1×(100-M2)/100＋M2を評
点とし、60点以上が合格。四半期ごとのM2上限を一人当たり20点とする。
自己学習の指針：授業では、問題演習を中心に解説しています。授業中の演習において、自分が解けなかった問題を自
己学習でもう一度解いてみてください。解けた問題をチェックしていき、定期試験前にチェックがついていない問題を
集中的に勉強してください。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 重力単位系と国際単位系 国際単位系の利点を説明できる。

2週 密度と比重 流体の性質を表す密度と比重の定義と単位を説明でき
る。

3週 圧縮性と粘性、気体の状態方程式 流体の圧縮性と粘性について意味を説明できる。
4週 絶対圧とゲージ圧、水深と圧力の関係 絶対圧力およびゲージ圧力を説明できる。

5週 液柱計マノメータとブルドン管圧力計 液柱計マノメータとブルドン管圧力計の計測原理を説
明できる。

6週 パスカルの原理と油圧機械 パスカルの原理を説明できる。

7週 平面壁および曲面壁に働く液圧による力 平面や曲面に作用する全圧力および圧力中心を計算で
きる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 浮力および浮揚体の安定性 物体に作用する浮力を計算できる。
10週 層流と乱流、レイノルズの実験 層流と乱流の違い、レイノルズ数を説明できる。
11週 定常流れ、連続の法則 連続の式を用いて流速と流量を計算できる。
12週 ベルヌーイの定理 ベルヌーイの定理の意味を説明できる。

13週 ベルヌーイの定理（一次元流れ） ベルヌーイの定理を使って一次元流れの計算問題を解
ける。

14週 ベルヌーイの定理（分岐流れ） ベルヌーイの定理を使って分岐流れの計算問題を解け
る。

15週 トリチェリの定理、総合問題演習 トリチェリの定理が説明できる。
16週 前期定期試験

後期 3rdQ

1週 粘性摩擦と直管の損失 ムーディ線図や各種近似式を用いて管摩擦係数を計算
できる。

2週 管路の形状変化による損失 拡大・縮小管、曲り管、弁などの管路要素の損失を計
算できる。

3週 諸損失を含んだ計算　その１ 単純な管路構成において損失を含む一次元流れ計算が
できる。



4週 諸損失を含んだ計算　その２ 複雑な管路構成において損失を含む一次元流れ計算が
できる。

5週 ポンプ全揚程、タービン仕事、動力 管路にポンプやタービンを含む場合の全揚程を計算で
きる。

6週 各種機械要素の効率を考慮した必要動力の計算 ポンプ、モーター、継手の効率を考慮して揚水動力を
計算できる。

7週 管路内の流れに関する総合問題演習 ベルヌーイの定理に関する総合的な問題が解ける。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 噴流が平面板に及ぼす力 噴流が平面板に及ぼす力を計算できる。
10週 噴流が曲面板に及ぼす力 噴流が曲面板に及ぼす力を計算できる。
11週 発電用水車の動力 噴流が水車に及ぼす力と動力を計算できる。
12週 ジェットエンジンの原理と推力の計算 ジェットエンジンの原理を説明できる。
13週 流れの中の物体に働く抗力 流れの中の物体の働く抗力を計算できる。
14週 流れの中の物体に発生する揚力 流れの中の物体に発生する揚力を計算できる。

15週 キャビテーションとその発生原理 キャビテーションの発生原理とそれによる諸問題を説
明できる。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 計測工学
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 計測工学（谷口修　森北出版）
担当教員 森川 浩次
到達目標
１．長さの計測方法および計測器の特徴を理解し、適切な測定ができる。(A4)
２．角度の計測方法および計測器の特徴を理解し、適切な測定ができる。(A4)
３．形状精度の計測方法および計測器の特徴を理解し、適切な測定ができる。(A4)
４．回転速度の計測方法および計測器の特徴を理解し、適切な測定ができる。(A4)
５．力の計測方法および計測器の特徴を理解し、適切な測定ができる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１，２）

長さ・角度の計測方法および計測
器の特徴を十分理解し、適切な測
定が十分できる。

長さ・角度の計測方法および計測
器の特徴をある程度理解し、適切
な測定がある程度できる。

長さ・角度の計測方法および計測
器の特徴を理解できず、適切な測
定ができない。

評価項目2
（到達目標３）

形状精度の計測方法および計測器
の特徴を十分理解し、適切な測定
が十分できる。

形状精度の計測方法および計測器
の特徴をある程度理解し、適切な
測定がある程度できる。

形状精度の計測方法および計測器
の特徴を理解できず、適切な測定
ができない。

評価項目3
（到達目標４，５）

回転速度・力の計測方法および計
測器の特徴を十分理解し、適切な
測定が十分できる。

回転速度・力の計測方法および計
測器の特徴をある程度理解し、適
切な測定がある程度できる。

回転速度・力の計測方法および計
測器の特徴を理解できず、適切な
測定ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 精密機械加工ならびにメカトロ二クスを学ぶ時の基礎となる計測技術および計測器について学習する。

授業の進め方・方法
予備知識：一般物理の基礎的な知識
講義室：４Ｍ教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書、関数電卓、ノート、筆記用具

注意点

評価方法：試験（前期中間、前期定期、後期中間、後期定期）により評価し、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：講義の内容を理解するとともに、教科書を用いた予習復習を行ってください。また、講義中に出題し
た課題にも取り組み、理解を深めてください。これらを併せて授業時間と同じ程度の自主学習を行ってください。
オフィスアワー：火、金曜日の16:00～17:00
＊到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 基本量と単位、系統誤差、偶然誤差、誤差の統計的取
り扱い 誤差の性質を知り，適切に取り扱うことができる

2週 平均値の信頼区間、間接測定における誤差、演習 間接測定の誤差を計算できる

3週 端度器、線度器、バーニヤ、測微顕微鏡、熱膨張、演
習 バーニヤ読み取り，熱膨張計算ができる

4週 測定力による誤差、演習 測定力による誤差の計算ができる
5週 Abbeの原理、ねじによる拡大、演習 Abbeの原理，ねじによる拡大を理解できる
6週 てこによる拡大、演習 てこによる拡大を理解できる
7週 歯車による拡大、演習 歯車による拡大を理解できる
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 平行ばねによる拡大、ねじり薄片による拡大、光てこ
による拡大 各種拡大機構を理解できる

10週 光波干渉による測定、演習 光波干渉による測定を理解できる
11週 空気マイクロメータ、演習 空気マイクロメータの機構を理解できる
12週 電気マイクロメータ 電気クロメータの機構を理解できる
13週 光学式パルススケール 光学式パルススケール の機構を理解できる
14週 角度の標準、目盛円板の誤差の測定 角度の標準，目盛円盤の誤差を理解できる
15週 サインバー、演習 サインバーを理解できる
16週 前期定期試験

後期

3rdQ

1週 水準器、オートコリメータによる真直度の測定、演習 水準器，オートコリメータを理解できる
2週 表面粗さ、真円度 表面粗さ，真円度を理解できる
3週 歯車の測定、演習 歯車の測定を理解できる
4週 回転速度の測定、演習 回転速度の測定を理解できる
5週 重量の測定 重量の測定を理解できる
6週 ひずみゲージ、ブリッジ回路、演習 ひずみゲージの原理を理解できる
7週 ひずみゲージによる力の測定、演習 ひずみゲージによる測定を理解できる
8週 後期中間試験

4thQ
9週 ロードセル、摩擦動力計、演習 ロードセル，摩擦動力計を理解できる
10週 伝達動力計、U字管圧力計、傾斜圧力計、演習 伝達動力計，圧力計を理解できる
11週 弾性を利用した圧力計、真空の測定 弾性利用圧力計，真空の測定を理解できる



12週 差圧流量計、面積流量計、演習 流量計を理解できる
13週 流速の測定、演習 流速の測定を理解できる
14週 回転粘度計、細管粘度計、演習 粘度計を理解できる
15週 熱電対温度計、抵抗温度計、演習 温度計を理解できる
16週 後期定期試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 メカトロニクスⅠ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 はじめてのメカトロニクス（塩田泰仁，森北出版）
担当教員 中浦 茂樹
到達目標
1. 電子回路における受動素子や能動素子の特性と機能が説明できる．（A4）
2. スイッチやリレーなどの周辺部品の機能が説明できる．（A4）
3. マイコンやその周辺機能の役割を説明できる．（A4）
4. 各種センサの構造や利用方法を説明できる．（A4）
5. 各種アクチュエータの構造や駆動方法を説明できる．（A4）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

抵抗・コンデンサ・コイルといっ
た受動素子，ダイオード・トラン
ジスタといった能動素子に関し
，その特性と機能を説明できる．

抵抗・コンデンサ・コイルといっ
た受動素子，ダイオード・トラン
ジスタといった能動素子に関し
，その特性と機能を理解できる．

抵抗・コンデンサ・コイルといっ
た受動素子，ダイオード・トラン
ジスタといった能動素子に関し
，その特性と機能を理解できない
．

評価項目2
（到達目標２）

NO・NCスイッチや，リレー及び
リレーを用いた自己保持回路を説
明できる．

NO・NCスイッチや，リレー及び
リレーを用いた自己保持回路を理
解できる．

NO・NCスイッチや，リレー及び
リレーを用いた自己保持回路を理
解できない．

評価項目3
（到達目標３）

CPU・メモリ・IOといった機能で
構成されるマイコンの利用の仕方
を説明できる．

CPU・メモリ・IOといった機能で
構成されるマイコンの利用の仕方
を理解できる．

CPU・メモリ・IOといった機能で
構成されるマイコンの利用の仕方
を理解できない．

評価項目4
（到達目標４）

ON・OFF信号センサ，パルス信号
センサ，アナログ信号センサなど
，各種センサの構造やその利用方
法を説明できる．

ON・OFF信号センサ，パルス信号
センサ，アナログ信号センサなど
，各種センサの構造やその利用方
法を理解できる．

ON・OFF信号センサ，パルス信号
センサ，アナログ信号センサなど
，各種センサの構造やその利用方
法を理解できない．

評価項目5
（到達目標５）

直流モータ，交流モータ，ステッ
ピングモータ，空気圧アクチュエ
ータなど，各種アクチュエータの
構造やその駆動方法を説明できる
．

直流モータ，交流モータ，ステッ
ピングモータ，空気圧アクチュエ
ータなど，各種アクチュエータの
構造やその駆動方法を理解できる
．

直流モータ，交流モータ，ステッ
ピングモータ，空気圧アクチュエ
ータなど，各種アクチュエータの
構造やその駆動方法を理解できな
い．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械技術と電子技術が融合された工学であるメカトロニクスにおいて，その基本技術として電子回路の基礎を学習する

．

授業の進め方・方法
予備知識：オームの法則等の基本的な電気回路の知識
講義室：4M教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：ノート，関数電卓，配布した演習問題

注意点

評価方法：試験（前期中間，前期定期，後期中間，学年末）を90%，演習問題を10%により評価し，60点以上を合格と
する．
自己学習の指針：授業後の復習をしっかりと行い，宿題として配布する演習問題を独力で取り組む．これらの自己学習
時間は，十分に確保することが望ましい．また，試験前には，教科書および演習問題の内容を本質的に理解する．
オフィスアワー：木曜日と金曜日の17:00～，その他時間が空いている時はいつでも可
※到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標
※ディジタル技術検定試験3級以上に合格した場合，成績に若干の加点をする．ぜひ，ディジタル技術検定にチャレンジ
して欲しい．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 メカトロニクスにおける電子技術の役割 メカトロニクスの学問分野を理解できる
2週 抵抗の特性と機能 抵抗の基本的な特性と機能を説明できる
3週 コンデンサの特性と機能 コンデンサの基本的な特性と機能を説明できる
4週 積分回路と微分回路 積分回路と微分回路の構成と機能を理解できる
5週 ダイオードの特性と機能，発光ダイオード ダイオードの基本的な特性と機能を説明できる
6週 トランジスタの特性と機能 トランジスタ基本的な特性と機能を説明できる

7週 トランジスタの増幅動作・スイッチング動作 トランジスタの増幅動作とスイッチング動作を理解で
きる

8週 中間試験 第1週から第7週目までの授業内容に到達できる

2ndQ

9週 ICの基本 ICの基本的な構成とその動作を説明できる
10週 周辺部品 スイッチやリレーの基本的な動作を説明できる
11週 10進数，2進数，16進数 10進数，2進数，16進数の相互変換を計算できる
12週 基本論理素子 基本論理回路を用いた論理演算を計算できる

13週 フリップフロップとカウンタ フリップフロップの基本的な動作とその応用例を説明
できる

14週 その他のディジタルIC ７セグメントＬＥＤを用いた基本的な回路構成を理解
できる

15週 オペアンプと増幅 オペアンプを用いた様々な回路構成を説明できる
16週 期末試験 第9週から第15週目までの授業内容に到達できる

後期 3rdQ 1週 コンパレータ コンパレータの構成と機能を理解できる



2週 D/A変換 様々なD/A変換回路の構成と機能を理解できる
3週 A/D変換 様々なA/D変換回路の構成と機能を理解できる
4週 マイクロコンピュータの基礎 マイクロコンピュータの構成と機能を理解できる
5週 マイクロコンピュータの応用 簡単なアセンブラ言語プログラムを理解できる
6週 マイコンにおけるメモリマップ，入出力ポート メモリマップや入出力ポートの役割を理解できる
7週 マイコンにおけるタイマ，割り込み タイマや割り込み機能を理解できる
8週 中間試験 第1週から第7週目までの授業内容に到達できる

4thQ

9週 センサの出力形式 様々なセンサの出力形式を説明できる
10週 オンオフ信号センサ，パルス信号センサ 様々なセンサの構成や機能を理解できる
11週 アナログ信号センサ 様々なセンサの構成や機能を理解できる

12週 アクチュエータの分類 様々なアクチュエータを構成や機能により分類するこ
とができる

13週 アクチュエータの分類 様々なアクチュエータを構成や機能により分類するこ
とができる

14週 アクチュエータの駆動方法 様々なアクチュエータの駆動方法を理解できる
15週 アクチュエータの駆動方法 様々なアクチュエータの駆動方法を理解できる
16週 期末試験 第9週から第15週目までの授業内容に到達できる

評価割合
試験 演習問題 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 90 10 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工学実験
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 前期:3 後期:3
教科書/教材 配布テキスト
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,石橋 真,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操作できる。(D1,D4)
２．実験により座学の実証，知識の確認を行い，両者の関連を説明できる。(D1,D4)
３．実験結果を正しく評価・解析し，論理的に説明できる。(C1,D1,D4)
４．期限内に報告書を作成できる。(C1,E2)
５．実験を他と協力して計画的に実施できる。(E2,E3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械工学の講義の理解を深め、理論と実際の融合を図るために、機械工学に関する基礎的な事項について実験を行う。

授業の進め方・方法
予備知識：専門科目で学んだ法則・定理及び各種計測・試験法の理解
講義室：機械工学科各実験室
授業形式：実技
学生が用意するもの：作業服，作業靴,電卓，ノート，筆記用具，USBメモリ，テキスト

注意点

評価方法：報告書の内容（70％）並びに実験態度（服装，積極性，探求心，協調性等）及び報告書の提出期限
（30％）により総合的に評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：各テーマごと予習し、実験後は必要に応じて調査を行い、所定の期日までにレポートを提出すること
。
オフィスアワー：水曜日放課後

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 実験ガイダンス

１．各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操
作できる。
２．実験により座学の実証，知識の確認を行い，両者
の関連を説明できる。
３．実験結果を正しく評価・解析し，論理的に説明で
きる。
４．期限内に報告書を作成できる。
５．実験を他と協力して計画的に実施できる。

2週 金属組織検査・硬さ試験 同じ
3週 引張試験 同じ
4週 ねじり試験 同じ
5週 NCプログラミング 同じ
6週 NCプログラミング 同じ
7週 平面度の測定 同じ
8週 NC実験 同じ

2ndQ

9週 歯車試験機の運転試験(ものづくりPBL) 同じ
10週 慣性モーメントの測定 同じ
11週 ディーゼル機関の分解・組み立て 同じ
12週 流量の検定 同じ
13週 実験補講 同じ
14週 インターンシップ報告 同じ
15週 インターンシップ報告 同じ
16週

後期 3rdQ

1週 進路ガイダンス 同じ
2週 弾性曲げ試験・衝撃試験 同じ
3週 応力の測定 同じ
4週 真円度の測定 同じ
5週 ねじの測定 同じ
6週 シーケンス制御の基礎実験 同じ
7週 デジタル回路とアナログ回路の基礎実験 同じ



8週 マイコンを用いたメカトロニクス基礎実験 同じ

4thQ

9週 減衰振動 同じ
10週 強制振動の測定 同じ
11週 ガソリン機関の性能試験 同じ
12週 遠心送風機の性能試験 同じ
13週 実験補講 同じ
14週 実験補講 同じ
15週 卒業研究審査会 同じ
16週

評価割合
レポート 態度及びレポート提出状況 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 工場実習
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 中浦 茂樹
到達目標
１．企業等における技術者の実務を理解できる。(D4,E3)
２．企業人としての責任ある仕事の進め方を理解できる。(D4,E3)
３．高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が，企業等でどのように活用・応用されているかを理解できる。(D4,E3)
４．コミュニケーション能力や主体性等の「技術者が備えるべき能力」の必要性を理解できる。(D4,E3)
５．実務体験を企業や職種のマッチングの場として考えて積極的に行動できる。(D4,E3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 主として夏季休業を利用して、実際の企業における生産・設計・保守管理等の現場を体験し、それを学習にどう生かし

ていくかを考えさせる。また企業の組織や人間関係を学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：専門基礎科目の理解を深めておく。
講義室：校外企業
授業形式：実技
学生が用意するもの：各企業指定のもの

注意点
評価方法：実習証明書を提出した場合を６０点とする。これに加えて，実習報告書と実習発表会をそれぞれ２０点満点
で評価し，合計６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：各テーマごと予習を行い、必要に応じて調査し準備しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 実習先の選定と申込み手続き ・実習会社を選定し，応募書類を作成することができ
る。

2週 実習会社での実習

・企業等における技術者の実務を理解できる。
・企業人としての責任ある仕事の進め方を理解できる
。
・高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が，企業等
でど
のように活用・応用されているかを理解できる。
・コミュニケーション能力や主体性等の「技術者が備
えるべ
き能力」の必要性を理解できる。
・実務体験を企業や職種のマッチングの場として考え
て積
極的に行動できる。

3週 実習会社での実習 同じ
4週 実習会社での実習 同じ
5週 実習会社での実習 同じ
6週 実習会社での実習 同じ
7週 実習会社での実習 同じ
8週 実習会社での実習 同じ

2ndQ

9週 実習会社での実習 同じ
10週 実習会社での実習 同じ
11週 実習会社での実習 同じ
12週 実習会社での実習 同じ
13週 実習報告資料作成 ・実施した実習内容をまとめて報告書を作成できる。
14週 実習報告会（発表） ・実習内容を分かりやすく発表できる。
15週 実習報告会（発表） ・実習内容を分かりやすく発表できる。
16週

後期 3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週



6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
実習証明書 実習報告書 発表 合計

総合評価割合 60 20 20 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 60 20 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 工業技術国際研修
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 中浦 茂樹
到達目標
海外の企業や学校を訪問して，国際的な視野と感覚を養う。
１．海外渡航について理解できる。
２．効率的な研修計画を作成できる。
３・海外で国際的に仕事をすることを理解できる，
４．海外の学生と交流することができる。
５．外国の生活を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 海外の学校及び企業との交流を通して国際的な視野と感覚を養い，国内外にとらわれることなく活躍できる国際的技術

者としての素養を身につける。

授業の進め方・方法
予備知識：英語の知識，英会話
講義室：４Ｍ教室および海外
授業形式：実技
学生が用意するもの：

注意点 評価方法：レポート（20%），渡航先での積極性及び態度等（40%），報告会におけるプレゼンテーションと資料
（20%），製本された報告書（20%）により，総合的に評価し、６０点以上を合格とする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンスと受講者の決定 海外渡航について理解できる。
2週 渡航内容と手続き方法 海外渡航について理解できる。
3週 渡航内容と手続き方法 パスポートを申請して取得できる。
4週 班分けと旅行のしおり作成 効率的な研修計画を作成できる。

5週 海外研修の実施
・海外で国際的に仕事をすることを理解できる，
・海外の学生と交流することができる。
・外国の生活を理解できる。

6週 海外研修の実施 同じ
7週 海外研修の実施 同じ
8週 海外研修の実施 同じ

2ndQ

9週 海外研修の実施 同じ
10週 海外研修の実施 同じ
11週 海外研修の実施 同じ
12週 海外研修の実施 同じ
13週 海外研修の実施 同じ
14週 海外研修の実施 同じ
15週 研修報告書の作成 研修成果を要領よくまとめることができる。
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ
9週
10週
11週



12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート 態度 発表 報告書 合計

総合評価割合 20 40 20 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 20 40 20 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 社会人基礎力育成セミナー
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
・各テーマにおいて、基礎的な実験内容が理解でき・説明ができる。
・各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操作できる。
・実験を他人と協力して計画的に実施できる。
・後期から始まる創作実習の際の講義の組み立てができる。
・各テーマにおいて、基礎的な実験内容を1年生に説明できし、操作させることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
・各テーマにおいて、基礎的な実
験内容が理解でき・説明ができる
。

十分にできる ある程度できる できない

・各種実験装置および計測機器を
適切かつ安全に操作できる。 十分にできる ある程度できる できない

・実験を他人と協力して計画的に
実施できる。 十分にできる ある程度できる できない

・後期から始まる創作実習の際の
講義の組み立てができる。 十分にできる ある程度できる できない

・各テーマにおいて、基礎的な実
験内容を1年生に説明できし、操作
させることができる。

十分にできる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
４つのテーマに分かれ、各機構を把握した上で、１年生へ講義することで、専門知識の深い習得および教授力を向上さ
せる。テーマは以下の４つである。①エンジンの分解・組み立て、②レーザーカッターを使用したものづくり、③ラジ
コンの制御、④ミニ四駆を利用した力学学習

授業の進め方・方法

予備知識：物理の力学、設計の基礎的な知識
講義室：
①実習工場
②実習工場
③多目的教室
④機械工学科B棟

注意点
評価方法：出席数、報告書の提出で評価する。
自己学習の方針：各テーマにおいて、内容を十分に把握しておくこと。エンジンなど装置を取り扱うときは、必ず決ま
った手順で作業を実施すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週

①エンジンの分解・組み立て
②レーザーカッターを使用したものづくり
③ラジコンの制御
④ミニ四駆を利用した力学学習
の各テーマに分かれて実験装置を理解し、装置の操作
を行う。

・各テーマにおいて、基礎的な実験内容が理解できる
。
・各テーマにおいて、実験内容が説明できる。
・各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操作
できる。
・実験を他人と協力して計画的に実施できる。
・後期から始まる創作実習の際の講義の組み立てがで
きる。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ 1週

①エンジンの分解・組み立て
②レーザーカッターを使用したものづくり
③ラジコンの制御
④ミニ四駆を利用した力学学習
の各テーマに1Mの「創作実習」を割り当て、1年生に
対して講義・実習の指導を行う。

・各テーマにおいて、基礎的な実験内容を1年生に説明
できる。
・各種実験装置を適切かつ安全に操作する方法を1年生
に説明し、操作させることができる。



2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
出席数 報告書 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 社会人基礎力育成セミナー
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
・これまでの授業範囲の理解を深める。
･今後の未習得範囲において知識を広げる。
･自ら進んで学習する能力を向上させることができる。
・1日にすべき課題の量を自ら設定でき、その目標に向けて努力することができる。
･継続的に学習に取り組む習慣を定着することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
これまでの授業範囲の理解を深め
る。 十分にできる ある程度できる できない

今後の未習得範囲において知識を
広げる。 十分にできる ある程度できる できない

自ら進んで学習する能力を向上さ
せることができる。 十分にできる ある程度できる できない

1日にすべき課題の量を自ら設定で
き、その目標に向けて努力するこ
とができる。

十分にできる ある程度できる できない

継続的に学習に取り組む習慣を定
着することができる。 十分にできる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 これまでの授業範囲、および今後の未習得範囲において勉強し、その内容を理解をする。
授業の進め方・方法 講義室：第３ゼミ室

注意点
評価方法：出席数、報告書の提出で評価する。
自己学習の方針：1日で学習する目標を自分で決め、目標達成ができたかどうか客観的に把握すること。その際、進捗状
況を確認しながら、授業時間外でも自己学習を進めること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 自ら設定した課題を解く

・これまでの授業範囲の理解を深める。
･今後の未習得範囲において知識を広げる。
･自ら進んで学習する能力を向上させることができる。
・1日にすべき課題の量を自ら設定でき、その目標に向
けて努力することができる。
･継続的に学習に取り組む習慣を定着することができる
。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週 自ら設定した課題を解く

・これまでの授業範囲の理解を深める。
･今後の未習得範囲において知識を広げる。
･自ら進んで学習する能力を向上させることができる。
・1日にすべき課題の量を自ら設定でき、その目標に向
けて努力することができる。
･継続的に学習に取り組む習慣を定着することができる
。

2週
3週
4週
5週
6週
7週



8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
出席 報告書 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 社会人基礎力育成セミナー
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
・日常英語・専門英語を用いて話すことができる。
・日常英語・専門英語を用いた相手の話を聞く、あるいは理解することができる
・英語を用いたプレゼンテーションができる
・外国人を相手に専門英語を用いてコミュニケーションをとることができる。
・英語の文章を作成することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
・日常英語・専門英語を用いて話
すことができる。
・日常英語・専門英語を用いた相
手の話を聞く、あるいは理解する
ことができる

十分にできる ある程度できる できない

・英語を用いたプレゼンテーショ
ンができる
・外国人を相手に専門英語を用い
てコミュニケーションをとること
ができる。

十分にできる ある程度できる できない

・英語の文章を作成することがで
きる。 十分にできる ある程度できる できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業は、ネイティブ講師との少人数英会話や英語によるプレゼンテーション、米軍基地内学校や海外の学校との交流

を通し、国内にいながら実践的かつ専門的な英語を使用する能力を向上させる授業である。

授業の進め方・方法 予備知識：低学年で習得してきた英語の基本的な知識
講義室：ＬＬ教室や各ゼミ室など(詳細はコース内にて指示)

注意点
評価方法：出席数、報告書の提出、プレゼンテーションで評価する。
自己学習の方針：日々英語を聞いたり、話したりするトレーニング、あるいは話す内容を考えておくこと。また、将来
英語を使用してどのような仕事をするか、など、将来的なビジョンを各自が考えておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
・ネイティブ講師との少人数英会話
・厦門理工学院の学生との交流
・シンガポールポリテクとの交流
・英語によるプレゼンテーション

・日常英語・専門英語を用いて話すことができる。
・日常英語・専門英語を用いた相手の話を聞く、ある
いは理解することができる
・英語を用いたプレゼンテーションができる
・外国人を相手に専門英語を用いてコミュニケーショ
ンをとることができる。
・英語の文章を作成することができる。
　

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週
・ネイティブ講師との少人数英会話
・米軍基地内小学生との交流
・米軍基地内高校生との交流

・日常英語・専門英語を用いて話すことができる。
・日常英語・専門英語を用いた相手の話を聞く、ある
いは理解することができる
・英語を用いたプレゼンテーションができる
・外国人を相手に専門英語を用いてコミュニケーショ
ンをとることができる。
・英語の文章を作成することができる。
　

2週
3週
4週



5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
出席 発表 報告書 合計

総合評価割合 40 30 30 0 0 100
基礎的能力 40 30 30 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 日本語と文学
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 配布レジュメ／国語辞典
担当教員 大坪 舞
到達目標
1.日本語の歴史を学び、日本語の特性を理解している。(C1)
2.手紙文の形式を習得し、自ら書くことができる。(C1)
3.レポートの目的を理解し、適切な形式を習得する。(C1)
4.ピア活動を通して、読み手を意識したレポートを書くことができる。(C1)
5.文学と社会について学び、現代の問題に還元することができる。(C1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
日本語の特性を理解し、場合に応
じて正確に使い分けることができ
る。

日本語の特性を理解し、場合に応
じた使い分けを意識している。

日本語の特性理解が不十分で、場
合に応じて使い分けることができ
ない。

評価項目2 ピア活動を通じて、他者を説得で
きる文章を書くことができる。

ピア活動を通じて、論理破綻の少
ない文章を書くことができる。

ピア活動をせず、他者に伝わる文
章を書くことができない。

評価項目3
文学が社会に及ぼしてきた影響を
理解し、これを現代社会の諸問題
に援用することができる。

文学が社会に及ぼしてきた影響を
説明することができる。

文学が社会に及ぼしてきた影響を
説明することができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 日本語の特性を学び、文章表現能力を磨く。また、文学が社会において果たしてきた役割を知ることで、現代社会にお

ける文学・メディアのバイアスを考える。

授業の進め方・方法 授業は教員からの問題提起と、学生同士でのピア活動を重視して進める。それぞれが受け身ではなく、主体的に討議す
ることを求める。またBlackboad上での情報提供も行う。

注意点
試験の平均点の3割に満たない者については、成績不振者のための追試験を実施しない。
各授業項目および授業時間の配分は、学生の理解・習得の状況を確かめながら、変更することがあり得る。
また、授業内で提出する文章は、全体に公開することを前提に記すこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
日本語の歴史①

授業の目的を知る。
日本語の変遷を知り、言語特性を理解できる。

2週 日本語の歴史② 日本語の変遷を知り、言語特性を理解できる。
3週 手紙文を書く① 手紙文の文体を知り、形式を理解できる。
4週 手紙文を書く② 目的に応じた手紙文を書くことができる。
5週 手紙文を書く③ 目的に応じた手紙文を書くことができる。
6週 レポートの書き方① レポートを書くための文体を理解できる。
7週 レポートの書き方② パラグラフライティングを習得する。

8週 レポートの書き方③ 情報の引用方法を学び、適切に出典を記すことができ
る。

2ndQ

9週 レポートの書き方④ レポートのテーマを考え、構想を練ることができる。
10週 レポートの書き方⑤ 情報を整理し、信頼性を検討できる。
11週 レポートの書き方⑥ レポートの構成を練り、討議できる。
12週 レポートの書き方⑦ 学んできたことをもとにレポートを執筆できる。
13週 文学と社会① 文学作品の社会における位置づけを理解できる。
14週 文学と社会② 文学作品の社会における位置づけを理解できる。
15週 文学と社会③ 文学作品の社会における位置づけを理解できる。
16週 試験返却

評価割合
試験 レポート・提出物 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 技術者倫理
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 藤本温編著『技術者倫理の世界』　森北出版
担当教員 前田 隆二
到達目標
１．社会が求める技術者の倫理を説明できる。（B2）
２．社会に対する技術者の義務を説明できる。（B2）
３．技術者と社会と組織の関係性を説明できる。（B2）
４．ある事例について様々な視点で捉え、複数の解決策を模索し、グループワークやディスカッションを行うことができる。（B2）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 社会が求める技術者の倫理を説明
できる。

社会が求める技術者の倫理をほと
んど説明できる。

社会が求める技術者の倫理を説明
できない。

評価項目2 社会が求める技術者の義務を説明
できる。

社会が求める技術者の義務をほと
んど説明できる。

社会が求める技術者の義務を説明
できない。

評価項目3 技術者と社会と組織の相互関係を
説明できる。

技術者と社会と組織の相互関係を
ほとんど説明できる。

技術者と社会と組織の相互関係を
説明できない。

評価項目4
事例を通して、グループディスカ
ッションを行い、協調性を培うこ
とができる。

事例を通して、グループディスカ
ッションを行い、協調性を培うこ
とがほとんどできる。

事例を通して、グループディスカ
ッションを行い、協調性を培うこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
技術が発展していく中で、技術者に対して要求されうる倫理を学び、モノを作り出す上で必要な倫理的知識を修得する
。また、技術者がモラルに反しない行動をするために社会との関係性を考察する。グループワークやディスカッション
等を通じて、社会に出た後に実践・応用できる倫理観を養う。

授業の進め方・方法

予備知識：技術が発展していくにつれて、技術者に対する社会的要求が高度になってきていることを自覚し、講義へ望
むことが期待される。
講義室：五年各教室または情報セキュリティ演習室
授業形式：講義、事例紹介、グループ討議、発表
学生が用意するもの：教科書、ノート、ファイル(配布資料用)

注意点
評価方法：定期試験(合計2回)、出席状況、授業態度、提出物等を総合的に判断する。評価基準は、定期試験の成績が
50％、その他が50％とし、総合成績60点以上を単位取得とする。
自己学習の指針：討議の前に授業内容に関連した課題を配布するので、それに取り組んでください。
オフィスアワー：木曜日　16:00～17:00　金曜日　16:00～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション,技術者倫理とは 学習目標や方法・評価などや技術者倫理とは何かを理
解できる。

2週 チャレンジャー号事故 チャレンジャー号事故の概略を理解できる。

3週 グループワーク（チャレンジャー号事故）～組織の視
点から～

組織の観点から様々な意見を聞き、考えることができ
る。

4週 グループワーク（チャレンジャー号事故）～個人の視
点から～

個人の観点から様々な意見を聞き、考えることができ
る。

5週 倫理と法 倫理と法の関係性を理解できる。
6週 六本木ヒルズ回転ドアの事故 六本木ヒルズ回転ドアの事故の概略を理解できる。

7週 グループワーク（六本木ヒルズ回転ドアの事故） グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

8週 コンプライアンスと社会的要請、予防倫理 用語を把握し、技術者との関わり合いを理解できる。

2ndQ

9週 倫理規程1 プロに付随する倫理を理解できる。
10週 倫理規程2 倫理規程の内容、意味、目的を理解できる。

11週 インフォームド・コンセント JOC臨界事故を把握し、インフォームド・コンセント
の重要性を理解できる。

12週 グループワーク（JCO臨界事故） グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

13週 安全性とリスク1 用語を把握し、危険と安心の感覚を理解し、倫理問題
の所在を理解できる。

14週
安全性とリスク2
グループワーク（山陽新幹線北九州トンネルのコンク
リート崩落事故）

グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

15週 安全性とリスク3 山陽新幹線北九州トンネルのコンクリート崩落事故を
通して、リスク管理の重要性を理解できる。

16週

後期 3rdQ

1週 グループワーク（フォード・ピント事件） グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

2週 製造物責任法 複数の事例を通して、製造物責任法について理解でき
る。

3週 相反問題 事例を挙げて、ジレンマを理解できる。

4週 グループワーク（福島第一原子力発電所海水注入問題
）

グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。



5週 倫理的判断の基準 ある物事に対する倫理的判断の基準について理解でき
る。

6週 組織の問題１ 事例を挙げて、組織と技術者の関係性を理解できる。

7週 組織の問題2
グループワーク（三菱リコール隠し）

グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

8週 組織の問題3 三菱リコール隠しの問題点に対して様々な視点から理
解できる。

4thQ

9週 グループワーク（東京電力トラブル隠し） グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

10週 内部告発1 内部告発の内容を理解できる。

11週 内部告発2
グループワーク（ギルベインゴールド）

グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

12週 内部告発3 事例を挙げて、内部告発についてさらに深く理解でき
る。

13週 グループワーク ある事例について、ディスカッションを行うことがで
きる。

14週 優れた技術者をめざして1
グループワーク（シティコープの事例）

グループディスカッションを通して様々な観点から考
え、グループワークができる。

15週 優れた技術者をめざして2 技術者倫理を習得し、実践とのつながりについて理解
できる。

16週
評価割合

試験 発表等 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 健康と科学
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 前期:1 後期:1
教科書/教材 最新スポーツルール（大修館）/　必要に応じてプリント、ビデオ等を使用する。
担当教員 吉塚 一典
到達目標
１．選択した運動種目のルールを理解し、ゲームができる。
２．体力向上の必要性と生涯スポーツの方え方が説明できる。
３．新体力テストにより、自己の体力が確認・比較できる。
４．体脂肪率や12分間走の測定より、青年期における肥満と痩せと健康問題、有酸素能力と最大酸素摂取量の
　　関係などについて説明できる。
５．生活習慣病、癌、循環器疾病などと健康について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

選択した運動種目のルールを理解
し、ゲームが出来る。

各種目の動作ができ、ルールを理
解してルールに則ったゲームを公
正に運営・審判できる。
授業で使う道具や施設の準備を行
ったり、それらを安全に配置した
り、安全に授業・ゲームを進行す
ることができる。

各種目の基本動作動作ができ、ル
ールに則ってゲームを運営できる
。
また、施設設備を適切に扱い、安
全に配慮できる。

各種目のルールに則った行動や安
全に配慮したプレー・活動・ゲー
ム運営ができない。
また、生涯スポーツに必要な、体
力に応じてスポーツを楽しむ事、
残全に配慮して取り組むことがで
きない。
授業で使う道具や施設を安全に適
切に使用できない。

体力向上の必要性と生涯スポーツ
の方え方が説明できる。

他者・他チームと協力協調して、
ゲームの参加・応援・補助・運営
を実施し、計画的にゲームや練習
をすることができる。
また、体力に応じて皆がスポーツ
を楽しむ事、ケガなどの安全に配
慮して体力差を緩和することがで
き、体力向上の必要性と生涯スポ
ーツの重要性を説明できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に指導をし、その
学生の技能を高めることができる
。

他者・他チームと協力協調して、
計画的にゲームや練習をすること
ができる。
また、スポーツを楽しむ事、安全
への配慮ができ、体力向上の必要
性と生涯スポーツの重要性を理解
できる。
経験者はチームやクラスメイト学
生（未経験者）に技能向上関する
指導をすることができる。また、
競技やゲーム運営の手本として活
動すことができる。

他者・他チームと協力協調して、
ゲームや練習をすることができな
い。
また、スポーツを楽しむ事、安全
への配慮ができ、体力向上の必要
性と生涯スポーツの重要性を理解
できない。
経験者でありながらチームやクラ
スメイト学生（未経験者）に技能
向上関する指導や競技やゲーム運
営及び補助を行わない。
個人活動の割合が多くなったり、
自分本位な活動ばかりを行う。

新体力テストや12分間走を通じて
自己の体力を確認し、比較するこ
とができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力との比較をし大きく上回ってい
くことができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値を超えるパフォーマンスを発
揮することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認ができ、過去の体
力との比較をし上回っていくこと
ができる。
また、上回るために測定に積極的
に参加し向上していこうという意
欲がある。
全国統一の評価表に基づいて、平
均値に到達することができる。

新体力テスト、12分間走により自
己の体力の確認・比較ができず、
過去の体力を上回っていくことが
でない。
自己の体力を調べるために、測定
に全力をもって挑んでいない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 科学的知識に基いた健全な心身りが生涯に渡って実践できる能力を身につける。 体育・スポーツ活動での競争や共同作

業の経験を通じて、自己の最善を尽くす態度や協調性など卒業後の社会生活における望ましい生活習慣や態度を養う。

授業の進め方・方法

授業場所：第一体育館かグラウンドにて行う。その他、必要に応じて第二体育館、総合グラウンド、教室でも実施する
。
授業形式：実技を中心に進め、前期と後期にそれぞれ講義と筆記試験を1回ずつ実施する。
用意するもの：学生が各自で指定の体操服と体育館シューズ、グラウンドシューズを用意しておくこと。
主な授業内容：
＜前　期＞
１．選択種目：準備された種目から2種目以上を選択し、グループごとに練習計画、ゲーム、課題解決を行う。
　　　　　　　また、その種目が持つ楽しさを見いだし、健全な心身をつくる。
　　　　【団体種目】：ソフトボール、バレーボール
　　　　【個人種目】：テニス、ゴルフ、バドミントン、卓球
２．新体力テスト：握力、反復横跳び、長座体前屈、上体起こしの測定を行い、過去のデータと比較して自己の体力を
確認する。
３．健康科学演習：身体組成（身長、体重、BMI、体脂肪率）を測定し、学年間の比較を行う。
　　　　　　　　　また、青年期の身体組成と健康問題および運動処方について学び筆記試験を行う。

＜後　期＞
１．選択種目：準備された種目から2種目以上を選択し、グループごとに練習計画、ゲーム、課題解決を行う。
　　　　　　　また、その種目が持つ楽しさを見いだし、健全な心身をつくる。
　　　　【団体種目】：サッカー、バスケットボール
　　　　【個人種目】：テニス、ゴルフ、バドミントン、卓球
２．新体力テスト：　50m走、立幅跳、ハンドボール投げ、持久走の測定を行い、過去のデータと比較して自己の体力
を確認する。
３．健康科学演習：12分間走を実施し、有酸素能力を測定する。
　　　　　　　　　生活習慣病および血糖値について学び筆記試験を行う。



注意点

評価方法：実技試験、体力テスト、12分間走による評価65%、筆記試験、レポート等20%、授業への取り組み等
15%で評価を行い、60点以上を合格とする。
自己学習の指針：最新スポーツルール（大修館）を活用し，授業内容の理解がより深まるように各種目の技術やルール
を予習・復習する。また、生涯を通じてスポーツに親しむ（する・見る・支える）資質を養うために、各種目の起源
（歴史）や特徴（楽しさ）を学ぶ。
予備知識：運動種目のルール、および4学年時までに学んだ運動生理学の基礎知識。
その他：担当者により、授業内容の順序・授業方法・評価方法に違いがあるので、授業最初のガイダンスで確認をする
こと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション、選択種目 年間の授業の流れと評価方法を把握する。選択種目を
決めチーム分けを行う。

2週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

3週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

5週 体育祭の練習 体育祭の練習を通して、協調性を高める。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 身体組成 身体組成を測定をすることで、自己の体格の変化を把
握する。

2ndQ

9週 新体力テスト　練習 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの練習を
する。

10週 新体力テスト　本番 上体起こし・長座体前屈・握力・反復横跳びの測定を
する。

11週 講義，選択種目 生活習慣病に関する知識を深める。
12週 筆記試験，選択種目 生活習慣病に関する知識を確かめる。
13週 実技練習 実技試験の課題に沿った練習を行い、技能を高める。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 後期の授業の流れを把握し、評価方法、受講方法を再
確認する。

2週 新体力テスト　練習 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳び・持久走の練
習をする。

3週 新体力テスト　本番　（持久走練習） 50ｍ走・ハンドボール投げ・立ち幅跳びの測定をする
。

4週 新体力テスト　本番 持久走の測定をする。

5週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

6週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

7週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

8週 選択種目 選択種目のルール・試合方法・技術を実践・理解でき
る。

4thQ

9週 競技大会の練習 球技大会に向けて、協力して、それぞれの技能を高め
る。

10週 講義、選択種目 糖尿病に関する知識を深める。
11週 筆記試験、選択種目 糖尿病に関する知識を確かめる。

12週 12分間走の練習、実技練習 12分間走の練習をする。実技試験の課題に沿った練習
を行い、技能を高める。

13週 12分間走の本番 12分間走の測定をする。
14週 実技試験① 実技試験の課題をクリアする。
15週 実技試験② 実技試験の課題をクリアする。
16週 実技試験予備日

評価割合
実技試験 筆記試験 取り組み・態度 合計

総合評価割合 65 20 15 100
基礎的能力 25 0 0 25
専門的能力 40 20 0 60
分野横断的能力 0 0 15 15



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 英語
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 Foundamental Science in English Ⅰ （成美堂）、配布プリント
担当教員 上田 真梨子
到達目標
① 技術英語の有用表現や基礎的な専門用語を習得することができる。(C3)
② 工業技術に関する英文について、文法・英文構造・文章構成を理解し、情報や書き手の意図を読み取ることができる。(C3)
③ 内容を理解した工業技術に関する英文について、発音・リズム・イントネーションに留意しながら表現することができる。(C3)
④ 各自の卒業研究に関するアブストラクトを英語で作成できる。(C3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標①）

技術英語の有用表現や基礎的専門
用語を十分に使用することができ
る。

技術英語の有用表現や基礎的専門
用語をある程度使用することがで
きる。

技術英語の有用表現や基礎的専門
用語をほとんど使用することがで
きない。

評価項目2
（到達目標②）

必要な情報を英文から十分に読み
取ることができる。

必要な情報を英文からある程度読
み取ることができる。

必要な情報を英文からほとんど読
み取ることができない。

評価項目3
（到達目標③）

内容を理解した英文について、発
音・リズム・イントネーションに
留意しながら十分に表現すること
ができる。

内容を理解した英文について、発
音・リズム・イントネーションに
留意しながらある程度表現するこ
とができる。

内容を理解した英文について、発
音・リズム・イントネーションに
留意しながら表現することがほと
んどできない。

評価項目4
（到達目標④）

各自の卒業研究に関するアブスト
ラクトを十分に内容が伝わる英文
で作成できる。

各自の卒業研究に関するアブスト
ラクトをある程度内容が伝わる英
文で作成できる。

各自の卒業研究に関するアブスト
ラクトを英文で作成できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

科学技術的内容を含むリーディング教材を読み、技術英語の有用表現や専門用語を習得しつつ、課題解決に必要な情報
を英文から見つける能力を育成していく。
また、音読を中心とした活動に取り組むことで、リスニング力の強化を目指す。
さらに、提出課題として、卒業研究の英文アブストラクトの作成に取り組む。

授業の進め方・方法
予備知識：高専４年生までに習得した基礎的な英語力
講義室：各ＨＲ教室
授業形式：講義・演習
学生が用意するもの：英語辞書（電子辞書を含む）、配布プリント

注意点

評価方法：試験（80点）および各課題への取り組み（20点）の合計100点で評価し、２回の平均が60点以上を合格とす
る。
自己学習の指針：授業で出された課題は、次の授業で提出することとする。英語力向上を目的とし、授業以外にも自主
的に英語学習に取り組むこと。
オフィスアワー：木曜日 15:00～16:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
英文アブストラクトの構成

授業の内容と自己学習課題を理解できる。
英文アブストラクトの構成を理解できる。

2週 Lesson 6 Part 1 Electric Charge 本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出る現在
完了を理解できる。

3週 Lesson 6 Part 2 Electrical Circuit 本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出る
make＋Ｏ＋補語を理解できる。

4週 Lesson 6 Part 3 Conductors and Insulators 本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出るallow
＋Ｏ＋to~を理解できる。

5週 Lesson 6  Part 4 Ohm's Law 本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出る比例
・反比例の表現を理解できる。

6週 Lesson 7 Part 1 Conductors and Insulators 本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出る
prevent＋Ｏ＋from ~ingを理解できる。

7週 Lesson 7 Part 2 Convection
Part 3 Radiation

本文の内容を理解し音読できる。技術文書に出る
make＋Ｏ＋動詞の原形を理解できる。

8週 後期中間試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

4thQ

9週 Lesson 9 Part 1 Ions 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

10週 Lesson 9 Part 2 Electrolysis 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

11週 Lesson 9 Part 3 Acid and Alkali 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

12週 Lesson 10 Part 1 Where does Energy Come from? 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

13週 Lesson 10 Part 2 Conservation of Energy 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

14週 Lesson 10 Part 3 Kinetic Energy and Potential
Energy

本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。

15週 Lesson 10 Part 4 Energy Transformation 本文の内容を理解し音読できる。本文中の表現を応用
して練習問題に答えることができる。



16週 後期期末試験 定着度をテストで確認し、定着できていない部分の強
化を図る。

評価割合
試験 課題に対する取り組み状況 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 コミュニケーション
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 Present Yourself 1 (Second edition), Cambridge University Press
担当教員 ジェイ ストッカー
到達目標
1. Students can make an appropriate plan for their presentations. (C-3)
2. Students can gather appropriate data for their presentation. (C-3)
3. Students can come up with appropriate visual aids for their presentations.  (C-3)
4. Students can make their points clear about their presentation.  (C-3)
5. Students can appropriately answer questions about their presentation. (C-3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標１）
プレゼンテーションを計画するに
際して、その計画を適切に立てる
ことができる。

プレゼンテーションを計画するに
おいて、その構成要素を正しく理
解することができる。

プレゼンテーションに関して、考
慮すべき事項を理解することがで
きない。

評価項目2（到達目標２，３）
プレゼンテーションに関して、必
要なデータ、資料を用意・提示す
ることができる。

プレゼンテーションに関して、デ
ータ・資料の役割について正しく
理解することができる。

プレゼンテーションに関して、デ
ータ・資料の役割を理解すること
ができない。

評価項目3（到達目標４，５）
プレゼンテーションに関して、自
分の言いたいポイントを正しく伝
えることができる。

プレゼンテーションに関して、効
率的なポイントの伝える方法を正
しく理解することができる。

プレゼンテーションにおいて、自
分の伝えたいことを適切に伝える
方法を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This communication class will help students to improve English through a variety of conversational tasks.
Grammatical structure will be given with its meaning by linking them with appropriate social language and
context.

授業の進め方・方法
予備知識： Students are expected to know how to start daily conversation and to carry out easy verbal
interaction without much trouble.　　講義室：ＬＬ教室　　　授業形式：講義と演習　　　学生が用意するもの」テ
キスト・配布プリント

注意点

評価方法：  Each presentation 20% x 4 times = 80%, homework and in-class activities = 20% 　　自己学習の
指針： Students are advised, on their own, to prepare for each lesson beforehand using the textbook and
review the lesson after class.  Students are given assignments based on what they do in class, and they need
to work on those assignments for the next class.  Students are expected to study on their own as many hours
as classes.  オフィスアワー：授業の前後、または個別に指定された時間（英語科森下へ連絡）   *授業計画の中間試験
実施週は、予定より早まる場合があります。その際は、授業の中で連絡をします。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Course Introduction Students will give small group presentations
introducing themselves.

2週 Unit 1: A Good Friend
Students will learn about the parts of a good
introduction and conclusion and how to make
effective note cards.

3週 Unit 1: Students will plan and give a presentation about a
good friend.

4週 Unit 2: A Favorite Place Students will learn how to use eye contact and
body language for descriptions.

5週 The 1st test Studnets will give a presentation in front of the
class.

6週 Unit 2: Students will plan and give a presentation about a
fovorite place.

7週 Unit 3: A Prized Possession Students will plan and give a presentation about a
prized possession.

8週 The 2nd test Students will give a presentation in front of the
class.

2ndQ

9週 Unit 4: A Memorable Exxperience Stdeutns will learn how to use voice inflection.

10週 Unit 4: Students will plan and give a presentation about a
memorable experience.

11週 Unit 5: I'll Show You How Students will plan and give a demonstration how
to do or make something.

12週 The 3rd test Students will give a presentation in front of the
class.

13週 Unit 6: Screen Magic Students will plan and give a review about a
movie or TV show they have seen.

14週 Preview UNits 1-6 Students will review the presentation skills they
have acquired in this course.

15週 The final test Students will give a presentation in front of the
class.

16週
評価割合

発表・試験 課題・インクラス活動 合計



総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計法
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 機械設計法(林、冨坂、平賀　森北出版)
担当教員 福田 孝之
到達目標
１．ねじの種類と特徴およびねじの理論が説明できる。(A4)
２．ねじの設計ができる。(A4)
３．キーの設計ができる。(A4)
４．溶接継手の強度設計ができる。(A4)
５．鋼構造物の設計ができる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１）

ねじの種類と特徴及び理論が説明
できる。

ねじの種類と特徴及び理論がほと
んど説明できる。

ねじの種類と特徴及び理論が説明
できない。

評価項目2
（到達目標２）

ねじの力学を理解し，各種荷重に
おけるねじの設計が
できる。

各種荷重におけるねじの設計がほ
とんどできる。

ねじの力学を説明できず，各種荷
重におけるねじの設計ができない
。

評価項目3
（到達目標３） キーの製図と設計ができる。 キーの設計がほとんどできる。 キーの製図と設計ができない。

評価項目４
（到達目標４）

溶接継手の応力計算ができ，設計
できる。

溶接継手の応力計算がほとんどで
きる。 溶接継手の応力計算ができない。

評価項目５
（到達目標５）

鋼構造物の応力計算ができて，適
確な形鋼を選択できる。

鋼構造物の応力計算がほとんどで
きる。 鋼構造物の応力計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 材料力学、材料学、機械工作法などの基本知識を基に、機械を構成する主要な機械要素について、形や大きさの決定、

材料を選定などの設計法を学ぶ。

授業の進め方・方法

予備知識：工学通論（１年）で学習した単位、仕事、効率、材料学（２，３年）で学習した各種材料の特徴、設計製図
（１，２年）での機械要素、材料力学（３，４年）での各種応力とひずみ、設計法（３，４年）
講義室：５Ｍ教室
授業形式：講義と演習（毎回授業の最後に、その時間に学習した内容の演習を実施する）
学生が用意するもの：電卓、授業ノート，演習ノート、フラットファイル（配布プリント整理用）

注意点

評価方法：中間・定期試験（２回）８０％、演習やレポート、小テスト２０％により評価し、６０点以上を合格とする
。
自己学習の指針：毎回実施した授業の内容に関係する宿題を課すので、復習として演習ノートに必ず記して、早めに提
出すること。試験前の勉強は、毎週記して作成した演習ノートが有効で、内容をよく修得していること。
オフィスアワー：火曜、木曜の16:10～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ねじの名称と種類 ねじの種類と特徴，用途，規格を理解できる。

2週 ねじの力学、ねじ自立の条件、ねじの締結トルク ねじの力学を理解し，ねじ自立の条件や締結トルクの
計算ができる。

3週 ねじの効率、ねじの材料と許容応力、軸荷重のみの設
計法 ねじの効率が計算でき，軸力問題の設計ができる。

4週 せん断荷重のみ、軸＋トルクの各設計法、演習 せん断荷重と軸力＋トルクの問題の設計ができる。

5週 十分に締付け後さらに引張り荷重が作用する場合の設
計法

十分締め付けた後，さらに軸力が作用する問題の設計
ができる。

6週 初期締付け力、締付けトルク 初期締付け力や必要な締付トルクの計算ができる。

7週 ボルトの疲労設計法、ナットの長さ、ねじのゆるみ止
め方法

ナットの必要な長さの計算ができ，ねじのｙるみ止め
方法について説明できる。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 キーの目的と種類、キーの強さ、キーの長さの設計 キーの種類を説明でき，強度設計ができる。
10週 接継手の設計法（突合せ溶接、すみ肉溶接） 溶接継手の強度設計ができる。
11週 鋼構造物の設計法、形鋼の種類 鋼構造物の応力計算ができる。

12週 鋼構造物の設計演習 鋼構造物として，適切な形鋼の選択や応力の計算がで
きる。

13週 トラス 3種のトラスの解析法について理解し，荷重計算ができ
る。

14週 有限要素法の理論，解析手順と使用上の留意点 有限要素法の概要を説明でき，適切なメッシュの切り
方や拘束ができる。

15週 安全工学概論 安全に配慮した設計について説明できる。
16週 前期期末試験

評価割合
試験 宿題演習 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100



分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 一般物理
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 物理学基礎（原　康夫，学術図書出版社）
担当教員 森田 英俊
到達目標
１．電場におけるガウスの法則を理解し，電場や電位差，静電容量を求めることができる． (A-1)
２．電場中に導体内や誘電体内の特性について理解し，説明することができる．  (A-1)
３．磁場におけるガウスの法則とアンペールの法則を理解し，磁場を求めることができる．  (A-1)
４．電磁誘導とマクスウェルの法則，電磁波の特徴について理解し，説明することができる． (A-1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

電場におけるガウスの法則を理解
し，電場や電位差，静電容量を求
める標準的な問題を解くことがで
きる．

電場におけるガウスの法則を理解
し，電場や電位差，静電容量を求
める簡単な問題を解くことができ
る．

電場におけるガウスの法則を理解
し，電場や電位差，静電容量を求
める簡単な問題を解くことができ
ない．

評価項目2
（到達目標２）

電場中におかれた導体中や誘電体
中の電荷の運動や特性について説
明することができ，それらに関す
る標準的な問題を解くことができ
る．

電場中におかれた導体中や誘電体
中の電荷の運動や特性について理
解し，説明することができる．

電場中におかれた導体中や誘電体
中の電荷の運動や特性について説
明することができない．

評価項目3
（到達目標３）

磁場におけるガウスの法則とアン
ペールの法則を理解し，磁場につ
いて求める標準的な問題を解くこ
とができる．

磁場におけるガウスの法則とアン
ペールの法則を理解し，磁場につ
いて求める簡単な問題を解くこと
ができる．

磁場におけるガウスの法則とアン
ペールの法則を理解しておらず
，磁場について求める簡単な問題
を解くことができない．

評価項目4
（到達目標４）

電磁誘導とマクスウェルの法則
，電磁波の特徴について理解し
，説明することができる．

電磁誘導とマクスウェルの法則
，電磁波の特徴について理解して
いる．

電磁誘導とマクスウェルの法則
，電磁波の特徴について理解して
いない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電場・磁場の概念、そこに出てくる法則ならびに数学的表現、具体的な例を授業する。演習をを通じて理解を深める。

授業の進め方・方法
予備知識：３年次の「物理」における「電気と磁気」，３年次の「電気工学」に関する知識の整理･復習
講義室：５Ｍ教室
授業形式：講義，対話型
学生が用意するもの：教科書，電卓，ノート，演習用ノート

注意点

評価方法：年４回の中間・定期試験（100%）により評価し，60点以上を合格とする．
自己学習の指針：授業の前後で予習復習をしっかりと行う．授業時に配布する演習問題を独力で取り組む．試験前には
，教科書および配布した演習問題の内容を本質的に理解できていること．
オフィスアワー：水，金　16:00～17:00（基本的にいつでも良い）
備考：再試験は，前･後期に実施した全範囲から出題する．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電磁気学の導入教育，ビデオ鑑賞，シラバス説明 最先端技術と電磁気学の関わりについて理解できる．
2週 電荷と電場，クーロンの法則，演習問題配布 電場の特性を理解し，クーロン力を計算できる．
3週 演習問題解説，電場のガウスの法則 電場のガウスの法則を説明できる．
4週 問題演習，電位について ガウスの法則と電位の関係を説明できる．

5週 等電位面，電気双極子 等電位面の特徴と電気双極子モーメントを説明できる
．

6週 問題演習，演習問題解説 ガウスの法則を利用して，電場や電位の計算ができる
．

7週 導体と静電場 導体と電場の関係を説明できる．
8週 キャパシター，問題演習 電場，電位と電気容量の関係を説明できる．

2ndQ

9週 演習問題解説，試験範囲まとめ ガウスの法則を利用して，電気容量を計算できる．
10週 ＜前期中間試験＞
11週 試験の解答解説，誘電体と静電場 誘電分極について説明できる．

12週 電束密度のガウスの法則，問題演習 電束密度に関するガウスの法則を説明でき，それを利
用して電気容量を求めることができる．

13週 演習問題解説，電流とオームの法則 電場についてのオームの法則と導線中の電子の運動を
説明できる．

14週 直流回路，電力，CR回路，問題演習 電力の式とCR回路の時定数を導出できる．

15週 超電導に関するトピックス，演習問題解説 超電導や荷電粒子と電流の関係を説明し，直流回路に
関する問題を計算できる．

16週 前期定期試験

後期 3rdQ

1週 試験の解答解説，磁気力，磁気モーメント 磁気力の計算ができる．磁気モーメントを導出できる
．

2週 電流と磁場，ローレンツ力 直線状導線のまわりの磁場を計算できる．ローレンツ
力を計算できる．

3週 電流に働く力，問題演習 電流に働く力を計算できる．
4週 演習問題解説，ビオ・サバールの法則 ビオ・サバールの法則を説明できる．



5週 磁場のガウスの法則，アンペールの法則 磁場のガウスの法則と，アンペールの法則を説明でき
る．

6週 磁性体とホール効果，問題演習 磁性体と磁化について説明できる．ホール効果につい
て説明できる．

7週 磁性材料，演習問題解説，試験範囲まとめ 磁性材料について説明できる．前述の法則等を用いて
，磁場の計算ができる．

8週 ＜後期中間試験＞

4thQ

9週 試験の解答解説，電磁誘導の法則 電磁誘導について説明できる．

10週 電磁誘導（コイルが運動する場合），問題演習 電磁誘導の法則を活用して，誘導起電力を計算できる
．

11週 演習問題解説，自己誘導と相互誘導，変圧器 自己誘導と相互誘導を理解できる．

12週 演習問題解説，マクスウェルの方程式 アンペール・マクスウェルの法則を理解し，マクスウ
ェルの4法則を説明できる．

13週 電磁波と光，最新のレーザ加工に関するトピックス 電磁波について説明できる．光の基本的な法則につい
て説明できる．

14週 相対性理論 相対性理論について理解できる．

15週 原子物理学，試験範囲まとめ 光と電子の二重性，エネルギーバンドについて理解で
きる．

16週 学年末試験 学年末試験
評価割合

試験 合計
総合評価割合 0 0
基礎的能力 0 0
専門的能力 １００ 0
分野横断的能力 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 流体工学
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 機械系教科書シリーズ15　流体の力学 坂田光雄，坂本雅彦共著　コロナ社
担当教員 中島 賢治
到達目標
１．流体の基本的性質を理解し、流体の分類を説明できる。（A-4）
２．静止流体力学における微小面積（体積）にかかる力（モーメント）を積分して全体の力を求める手順を理解できる。（A-4）
３．連続の式、ベルヌーイの定理、運動量保存則の力学的根拠を説明でき、それらの応用問題を解くことができる。（A-4）
４．次元解析と相似則の理論を理解し、代表的な無次元数の意味を説明できる。（A-4）
５．境界層、はく離、後流など、流れの中に置かれた物体の周りで生じる現象を説明できる。（A-4）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 流体の基本的性質と流体の分類を
説明できる

流体の基本的性質と流体の分類を
理解できる

流体の基本的性質と流体の分類を
理解できない

評価項目2
静止流体力学における微小面積
（体積）にかかる力（モーメント
）を積分して全体の力を求める手
順を説明できる

静止流体力学における微小面積
（体積）にかかる力（モーメント
）を積分して全体の力を求める手
順を理解できる

静止流体力学における微小面積
（体積）にかかる力（モーメント
）を積分して全体の力を求める手
順を理解できない

評価項目3
連続の式、ベルヌーイの定理、運
動量保存則の力学的根拠、および
それらの応用問題を説明できる

連続の式、ベルヌーイの定理、運
動量保存則の力学的根拠、および
それらの応用問題を理解できる

連続の式、ベルヌーイの定理、運
動量保存則の力学的根拠、および
それらの応用問題を理解できない

評価項目4
次元解析と相似則の理論および代
表的な無次元数の意味を説明でき
る

次元解析と相似則の理論および代
表的な無次元数の意味を理解でき
る

次元解析と相似則の理論および代
表的な無次元数の意味を理解でき
ない

評価項目5
境界層、はく離、後流など、流れ
の中に置かれた物体の周りで生じ
る現象を説明できる

境界層、はく離、後流など、流れ
の中に置かれた物体の周りで生じ
る現象を理解できる

境界層、はく離、後流など、流れ
の中に置かれた物体の周りで生じ
る現象を理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 流体の基本的性質，静止流体に働く力，理想流体の運動，エネルギー保存，粘性流体の運動を記述する基礎式など，流

体運動を理解するために必要な考え方を習得する。

授業の進め方・方法

予備知識：質量保存の法則、エネルギー保存の法則、運動量保存の法則など力学の基本法則と、高校数学（代数幾何、
基礎解析、微積分）を理解し、関数電卓を使えること。
講義室：5M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書、ノート、電卓

注意点

評価方法：4回の定期試験と授業中の発表で評価する。試験成績M1，発表点M2のとき、M1×(100-M2)/100＋M2を評
点とし、60点以上が合格。四半期ごとのM2上限を一人当たり20点とする。
自己学習の指針：授業では公式や定理の証明をしています。復習用のプリントに加え、自己学習でもう一度、証明や導
出問題にチャレンジしてください。暗記ではなく、論理の理解に努めてください。そうすることで、流体力学の発展的
な問題への対応力が身に付きます。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 連続体、平均自由行程、密度の定義 連続体の定義を分子的立場から説明できる。
2週 ニュートンの粘性法則と流体の分類 ニュートンの粘性法則を説明できる。
3週 音速の定義式、マッハ数、圧縮率と体積弾性係数 音速の定義式を導出できる。
4週 分子間力、表面張力、凝集力、付着力、毛管現象 表面張力と毛管現象を分子間力で説明できる。
5週 気体の状態方程式、流体のモデル化と分類 流体の分類を説明できる。

6週 深さと圧力の関係式から液体と気体の圧力計算式を導
く 気圧と高度、温度、密度の関係式を導出できる。

7週 示差圧力計と傾斜微圧計の計測式を導く 示差圧力計と傾斜微圧計の計測式を導出できる。
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 パスカルの原理を導く パスカルの原理を導出し、その応用問題を解ける。

10週 静止液中の平面に働く力、微小面積に働く力の積分 微小面積に働く力を積分し全圧力を求めることができ
る。

11週 静止液中の曲面に働く力、微小面積に働く力の２方向
積分

微小面積に働く力を２方向積分し全圧力を求めること
ができる。

12週 アルキメデスの原理を導く アルキメデスの原理を導出し、その応用問題を解ける
。

13週 連続の式とベルヌーイの定理の導出 連続の式とベルヌーイの定理について力学的根拠を説
明できる。

14週 連続の式とベルヌーイの定理を用いた応用問題 連続の式とベルヌーイの定理を用いた応用問題が解け
る。

15週 総合問題演習 連続の式とベルヌーイの定理を用いた応用問題が解け
る。

16週 前期定期試験

後期 3rdQ
1週 運動量保存則、検査体積、流管 運動量保存則について力学的根拠を説明できる。
2週 運動量保存則を用いた応用問題 運動量保存則を用いて単純な系の応用問題が解ける。
3週 運動量保存則を用いた噴流の応用問題 運動量保存則を用いて噴流の応用問題が解ける。



4週 運動量保存則を用いた水車の動力計算理論 運動量保存則を用いて水車の応用問題が解ける。

5週 角運動量保存則を用いた応用問題 角運動量保存則を用いてポンプ羽根車の問題が解ける
。

6週 連続の式、ベルヌーイの定理、運動量保存則を用いた
総合応用問題１

連続の式、ベルヌーイの定理、運動量保存則を用いた
総合応用問題が解ける。

7週 連続の式、ベルヌーイの定理、運動量保存則を用いた
総合応用問題２

連続の式、ベルヌーイの定理、運動量保存則を用いた
総合応用問題が解ける。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 N-S方程式の無次元化、ロード・レイリーの方法 ロードレイリーの方法を用いて無次元数を導出できる
。

10週 バッキンガムのπ定理、代表的な無次元数 バッキンガムのπ定理を用いて無次元数を導出できる。

11週 境界層の概念、ダランベールの背理からプラントルの
境界層理論へ

境界層の概念、ダランベールの背理からプラントルの
境界層理論への流れを説明できる。

12週 境界層方程式、排除厚さ、運動量厚さ 境界層方程式、排除厚さ、運動量厚さを説明できる。

13週 境界層のはく離、乱流遷移、乱流境界層 境界層のはく離、乱流遷移、乱流境界層 境界層のはく
離、乱流遷移、乱流境界層を説明できる。

14週 翼に働く抗力と揚力、翼の性能曲線、失速角、翼のア
スペクトレシオ

翼に働く抗力と揚力、翼の性能曲線、失速角、翼のア
スペクトレシオを説明できる。

15週 総合問題演習 境界層に起こる現象を理解し、カーブ、ナックル、境
界層制御技術などの原理を説明できる。

16週 後期中間試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工学実験
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 配布テキスト
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操作できる。(D1,D4)
２．実験により座学の実証，知識の確認を行い，両者の関連を説明できる。(D1,D4)
３．実験結果を正しく評価・解析し，論理的に説明できる。(C1,D1,D4)
４．期限内に報告書を作成できる。(C1,E2)
５．実験を他と協力して計画的に実施できる。(E2,E3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
(到達目標１） 十分できる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分できる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分できる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分できる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分できる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械工学の講義の理解を深め、理論と実際の融合を図るために、機械工学に関する基礎的な事項について実験を行う。

授業の進め方・方法
予備知識：専門科目で学んだ法則・定理及び各種計測・試験法の理解
講義室：機械工学科各実験室
授業形式：実技
学生が用意するもの：作業服，作業靴,電卓，ノート，筆記用具，USBメモリ，テキスト

注意点

評価方法：報告書の内容（70％）並びに実験態度（服装，積極性，探求心，協調性等）及び報告書の提出期限
（30％）により総合的に評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：各テーマごと予習し、実験後は必要に応じて調査を行い、所定の期日までにレポートを提出すること
。
オフィスアワー：水曜日放課後

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 有限要素法による応力解析

１．各種実験装置および計測機器を適切かつ安全に操
作できる。
２．実験により座学の実証，知識の確認を行い，両者
の関連を説明できる。
３．実験結果を正しく評価・解析し，論理的に説明で
きる。
４．期限内に報告書を作成できる。
５．実験を他と協力して計画的に実施できる。

2週 自動プログラミング(CAM) 以下全て同じ
3週 1次遅れおよび2次遅れ系の応答測定
4週 回転軸の危険速度
5週 計算風洞による流れの観察
6週 進路ガイダンスⅡ

7週

これ以降，クラスを下記６部門に分け、年度により異
なるテーマで専門的な実験を行う。
　　１．材料力学部門
　　２．工作部門
　　３．機械制御部門
　　４．応用物理部門
　　５．熱工学部門
　　６．流体工学部門

8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週
2週
3週



4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート 態度及びレポート提出状況 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 弾性力学
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 弾性力学（村上敬宜著　養賢堂）
担当教員 福田 孝之
到達目標
１．応力変換の式を用いて，二次元や三次元の問題を解析できる。(A4)
２．ひずみ変換の式を用いて，二次元や三次元の問題を解析できる。(A4)
３．円筒問題を解析できる。(A4)
４．円孔や切欠きの応力集中係数を求めることができる。(A4)
５．き裂問題で応力拡大係数の基本的な計算ができる。(A4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

応力変換の式の導出ができ，それ
を用いて，二次元や三次元の問題
の解析ができる。

応力変換の式の導出ができ，それ
を用いて，二次元や三次元の問題
の解析がほとんどできる。

応力変換の式の導出ができず，そ
れを用いて，二次元や三次元の問
題の解析がほとんどできない
。

評価項目2
（到達目標２）

ひずみ変換の式を用いて，二次元
や三次元の問題を解析できる

ひずみ変換の式を用いて，二次元
や三次元の問題の解析がほとんど
できる。

ひずみ変換の式を用いて，二次元
や三次元の問題を解析できない。

評価項目3
（到達目標３）

応力関数を用いた円筒問題の解析
ができる。

応力関数を用いた円筒問題の解析
がほとんどできる。

応力関数を用いた円筒問題の解析
ができない。

評価項目４
（到達目標４）

円孔や切欠きの応力集中係数を求
めることができる。

円孔や切欠きの応力集中係数をほ
とんど求めることができる。

円孔や切欠きの応力集中係数を求
めることができない。

評価項目５
（到達目標５）

応力拡大係数の基本的な計算がで
きる。

応力拡大係数の基本的な計算がほ
とんどできる。

応力拡大係数の基本的な計算がで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 材料力学の基礎を通して応力とひずみの関係を用い，二次元や三次元の様々な形状の弾性体の内部の応力やひずみにつ

いて学ぶ。また，穴や切欠きなどの応力集中の問題や破壊力学に基づいたき裂の問題も学ぶ。

授業の進め方・方法
予備知識：機械材料学，材料力学，機械設計法
講義室：５Ｍ教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：電卓、授業ノート，演習ノート

注意点

評価方法：中間・定期試験（２回）８０％、演習やレポート、小テスト２０％により評価し、６０点以上を合格とする
。
自己学習の指針：3M, 4Mで行った材料力学の分野を復習・理解しておくこと。毎回実施した授業の内容に関係する宿題
を課すので、復習として演習ノートに必ず記して、早めに提出すること。試験前の勉強は、毎週記して作成した演習ノ
ートが有効で、内容をよく修得していること。
オフィスアワー：火曜、木曜の16:10～17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 垂直応力とせん断応力，応力変換と主応力 二・三次元問題として，応力の種類と応力変換，主応
力について説明できる。

2週 ひずみの種類とひずみ変換，主ひずみ 二・三次元問題として，ひずみの種類とひずみ変換
，主ひずみについて説明できる。

3週 応力とひずみの関係 二・三次元の一般的な応力とひずみの関係について説
明できる。

4週 適合条件と平衡条件 適合条件と平衡条件について説明できる。
5週 サンブナンの原理 サンブナンの原理について説明できる。
6週 平面応力と平面ひずみ 平面応力と平面ひずみについて説明できる。
7週 応力関数 応力関数について説明できる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 円筒問題 応力関数を用いた円筒問題について解析できる。
10週 円孔による応力集中 円孔の応力集中について説明，計算できる。
11週 楕円孔による応力集中 楕円孔の応力集中について説明，計算できる。
12週 き裂による応力集中 き裂の応力集中について説明できる。
13週 応力拡大係数 応力拡大係数について説明できる。
14週 集中荷重の問題 集中力が作用する応力場について説明できる。
15週 一様断面棒のねじり 一様断面棒のねじりの応力について説明できる。
16週 後期期末試験

評価割合
試験 宿題演習 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 工作機械
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 油圧教本
担当教員 中江 道彦
到達目標
１．工作機械の定義および基本的加工方をが説明できる(A4)
２．工作機械の基本的構成要素を説明できる(A4)
３．旋盤およびフライス盤の構造を説明できる(A4)
４．工作機械に用いられる油圧装置の回路を説明できる(A4)
５．NC工作機械の構成を説明できる(A4)

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１，２，３）

工作機械の定義，基本的加工方
，工作機械の基本的構成要素，旋
盤およびフライス盤の構造を十分
説明できる

工作機械の定義，基本的加工方
，工作機械の基本的構成要素，旋
盤およびフライス盤の構造をある
程度説明できる

工作機械の定義，基本的加工方
，工作機械の基本的構成要素，旋
盤およびフライス盤の構造を説明
できない

評価項目2
（到達目標４）

工作機械に用いられる油圧装置の
回路を十分説明できる

工作機械に用いられる油圧装置の
回路をある程度説明できる

工作機械に用いられる油圧装置の
回路を説明できない

評価項目3
（到達目標５）

NC工作機械の構成を十分説明でき
る

NC工作機械の構成をある程度説明
できる NC工作機械の構成を説明できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 工作機械の構造およびその設計に必要な基本要素について学ぶ．また，自動化に必要なＮＣ装置と油圧機器の原理につ

いても学ぶ．

授業の進め方・方法
予備知識:工作実習および機械工作法で学んだ事柄
講義室：５Ｍ教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：ノート，電卓，筆記用具，テキスト（油圧）

注意点
評価方法：中間・定期試験により評価し，60点以上を合格とする
自己学習の指針：ノートおよび教科書の内容を理解する
オフィスアワー：月曜あるいは火曜

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 基本的加工方式 基本的な加工方式を説明できる

2週 工作機械の定義，各種工作機械 工作機械の定義を説明でき，主要な工作機械の例を挙
げることができる

3週 工作機械の運動，母性原則 工作機械の運動および母性原則を説明できる
4週 駆動機構，速度列 駆動機構および速度列を説明できる
5週 段階的速度変換機構 段階的速度変換機構を説明できる
6週 速度比の選択と分割 速度比の選択と分割を説明できる
7週 系統線図，速度線図 系統線図および速度線図を描くことができる
8週 中間試験

2ndQ

9週 送り運動機構 送り運動機構を説明できる
10週 無段階速度変換機構 無段階速度変換機構を説明できる
11週 本体の剛性 本体の剛性を説明できる
12週 案内面の形状，材質 案内面の形状，材質を説明できる
13週 案内面の潤滑，案内面の設計 案内面の潤滑および設計を説明できる
14週 主軸の種類，構造 主軸の種類および構造を説明できる
15週 主軸の剛性 主軸の剛性を説明できる
16週 定期試験

後期

3rdQ

1週 旋盤およびフライス盤の構造 旋盤およびフライス盤の構造を説明できる

2週 ビデオ視聴，NC工作機械の構造，駆動系制御の構成要
素

NC工作機械の構造および駆動系制御の構成要素を説明
できる

3週 制御方式の分類，輪郭制御の各種方式代数演算方式
，DDA方式

制御方式の分類，輪郭制御の各種方式代数演算方式
，DDA方式を説明できる

4週 自動化のための付加装置 自動化のための付加装置を説明できる
5週 油圧の特徴とその基礎 油圧の特徴とその基礎を説明できる
6週 油圧の原理，圧力と流量 油圧の原理を説明できる
7週 動力と効率 動力と効率を説明できる
8週 中間試験

4thQ

9週 油圧ポンプ 油圧ポンプの構造および原理を説明できる
10週 油圧アクチュエータ 油圧アクチュエータの構造および原理を説明できる
11週 圧力制御弁とその回路 （１） 圧力制御弁とその回路を説明できる
12週 圧力制御弁とその回路 （２） 圧力制御弁とその回路を説明できる 説明できる



13週 流量制御弁とその回路 流量制御弁とその回路を説明できる

14週 方向切換え弁，その他の油圧機器 方向切換え弁の役割り，その他の油圧機器を説明でき
る

15週 油圧応用回路 油圧応用回路を説明できる
16週 定期試験

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械力学
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 機械力学（末岡淳男，綾部隆著，森北出版）
担当教員 森田 英俊
到達目標
１．１自由度系自由振動（不減衰，減衰）の運動方程式を誘導し、解くことができる．(A-3)
２．１自由度系強制振動（強制外力，変位）の運動方程式を誘導し，解くことができる．また，振幅倍率や伝達率を求めることができる．(A-3)
３．剛性ローターのつり合わせと弾性ローターの危険速度を計算できる．(A-3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

１自由度系自由振動（不減衰，減
衰）の運動方程式を誘導し、解く
ことができる．

１自由度系自由振動（不減衰，減
衰）の運動方程式を誘導すること
ができる．

１自由度系自由振動（不減衰，減
衰）の運動方程式を誘導すること
ができない．

評価項目2
（到達目標２）

１自由度系強制振動（強制外力
，変位）の運動方程式を誘導し
，解くことができる．また，振幅
倍率や伝達率を求めることができ
る．

１自由度系強制振動（強制外力
，変位）の運動方程式を誘導でき
る．また，振幅倍率や伝達率につ
いて理解し，説明できる．

１自由度系強制振動（強制外力
，変位）の運動方程式を誘導でき
ない．また，振幅倍率や伝達率に
ついて理解していない．

評価項目3
（到達目標３）

剛性ローターのつり合わせの方法
と原理について理解し，その計算
を行うことができる．また，弾性
ローターの危険速度を計算できる
．

剛性ローターのつり合わせの計算
ができる．また，弾性ローターの
危険速度を計算できる．

剛性ローターのつり合わせの計算
ができない．また，弾性ローター
の危険速度を計算できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械とその構成要素に作用する力について考え，機械の力学モデルから運動方程式の誘導法とその解法，１自由度系の

振動，さらに代表的な機械である回転機械に関する動力学について学ぶ．

授業の進め方・方法

予備知識：４年までに学んだ物理学の力学分野（質点，質点系，剛体の力学），および微分方程式の解法，微分，積分
，ベクトルの内積，外積について復習しておくこと．
講義室：５Ｍ教室
授業形式：講義，対話型
学生が用意するもの：教科書、電卓、ノート，演習用ノート

注意点

評価方法：年４回の中間・定期試験（100%）により評価し，60点以上を合格とする．
自己学習の指針：授業の前後で予習復習をしっかりと行う．授業時に配布する演習問題を独力で取り組む．試験前には
，教科書および配布した演習問題の内容を本質的に理解できていること．
オフィスアワー：水，金　16:00～17:00（基本的にいつでも良い）
備考：再試験は，前･後期に実施した全範囲から出題する．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバス説明，導入教育 振動が引き起こす産業界の問題について説明すること
ができる．

2週 振動系のモデリング 振動系のモデル化の方法を理解し，説明できる．

3週 不減衰自由振動，演習問題配布 1自由度系自由振動の運動方程式を導出方法と解法を説
明できる．

4週 不減衰自由振動，演習問題解説 1自由度系自由振動の運動方程式を導出し，解を求める
ことができる．

5週 減衰自由振動(1) 減衰自由振動の運動方程式の導出方法と解法を説明で
きる．

6週 減衰自由振動，演習問題配布 減衰比や対数減衰率を説明することができる．

7週 減衰自由振動，演習問題解説 減衰自由振動の運動方程式と解を計算できる．減衰振
動波形から減衰比を計算できる．

8週 ＜前期中間試験＞

2ndQ

9週 試験解答説明。強制振動、フーリエ級数、重ね合わせ
の原理

1自由度系強制振動の運動方程式を導出方法，フーリエ
級数と重ね合わせの原理を説明できる．

10週 一定振幅の外力による強制振動(1) 一定振幅の外力による強制振動の運動方程式を導出し
，解法を説明できる．

11週 一定振幅の外力による強制振動(2) 振幅倍率を求め，共振ピークの周波数と大きさ，増幅
効果の範囲の導出方法を説明できる．

12週 伝達率，伝達力(1) 伝達力と伝達率の導出方法を説明できる．

13週 伝達率，伝達力(2) 伝達率を計算でき，減衰効果が表れる領域を求めるこ
とができる．

14週 遠心力タイプの強制力による強制振動（１），演習問
題配布

遠心力タイプの強制力が働く強制振動の運動方程式の
導出方法と振幅比の導出方法を説明できる．

15週 演習問題解説，試験範囲まとめ
上記の強制振動の運動方程式と解，振幅比，伝達率を
計算できる．特に振動数比との関係について説明でき
る．

16週 前期期末試験

後期 3rdQ 1週 試験解答説明，基礎変位による強制振動(1) 基礎変位による強制振動の運動方程式の導出方法を説
明できる．



2週 基礎変位による強制振動(2) 基礎変位における強制振動の解の導出方法を説明でき
る．

3週 基礎変位による強制振動(3) 基礎変位における強制振動の運動方程式を導出し，解
を求めることができる．

4週 サイズモ加速度計および変位計の原理 サイズモ加速度計と変位計の原理を理解し，説明でき
る．

5週 エネルギーによる考察，Qファクター，演習問題配布 エネルギーから共振点を計算できる．ハーフパワー法
を説明できる．

6週 演習問題解説 上記の強制振動の運動方程式と解を求めることができ
る．エネルギーから共振点や減衰比を計算できる．

7週 試験範囲まとめ，回転機械の力学，つり合いの一般条
件 つり合いの一般条件を説明できる．

8週 ＜後期中間試験＞

4thQ

9週 慣性テンソル，慣性乗積，回転座標系 慣性テンソルと回転座標系について説明できる．

10週 剛性ローターの慣性力と慣性力がなすモーメント 剛性ロータの慣性力とそれがなすモーメントを導出で
きる．

11週 静的つり合い条件，動的つり合い条件 静的つり合い，動的つり合いの条件を説明できる．
12週 つり合わせ 1面，2面つり合わせの方法を説明できる．

13週 つり合い試験機 ハードタイプとソフトタイプの試験機の出力波形から
不釣合い量を計算できる．

14週 弾性ロータの危険速度，演習問題配布 弾性ロータの運動方程式を導出し，解法を説明できる
．

15週 演習問題解説，試験範囲まとめ 剛性ロータの不釣合い量と弾性ロータの振幅を計算で
きる．

16週 学年末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 熱工学
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 伝熱学の基礎（吉田　駿 著，理工学社）、機械系教科書シリーズ11　工業熱力学(4年次の使用教科書)
担当教員 松山 史憲
到達目標
１．ランキンサクイクルについて理解し，このサイクルの熱力学的考察ができる（A4）
２．ガスタービンの作動原理を理解し，ブレイトンサイクルを熱力学的に考察できる（A4）
３．熱伝導および熱伝達並びにこれらが共存する熱通過等の基本的な問題を解くことができる（A4）
４．拡大伝熱面としてのフィンからの放熱量の算定方法が説明できる（A4）
５．熱交換器における交換熱量が算定できる（A4）

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標1，2） ランキンサイクル，ブレイトンサ
イクルについて説明できる

ランキンサイクル，ブレイトンサ
イクルについて理解できる

ランキンサイクル，ブレイトンサ
イクルについて理解できない

評価項目2（到達目標3） 熱伝導および熱伝達並びにこれら
が共存する熱通過を説明できる

熱伝導および熱伝達並びにこれら
が共存する熱通過を理解できる

熱伝導および熱伝達並びにこれら
が共存する熱通過を理解できない

評価項目3（到達目標4） 拡大伝熱面としてのフィンからの
放熱量の算定方法が説明できる

拡大伝熱面としてのフィンからの
放熱量の算定方法が理解できる

拡大伝熱面としてのフィンからの
放熱量の算定方法が理解できない

評価項目4（到達目標5） 熱交換器における交換熱量の算定
方法が説明できる

熱交換器における交換熱量の算定
方法が理解できる

熱交換器における交換熱量の算定
方法が理解できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 蒸気原動機とガスタービン、及びこれの複合機のサイクルや構造について学とともに，伝熱工学の基本法則や基礎理論

を学び、これらの知識を基にして熱通過や熱交換器に関する諸問題を考える。

授業の進め方・方法
予備知識：微積分の基礎と、４年次に学んだ熱力学に関する基本法則と蒸気の諸性質を十分理解しておくこと
講義室：5M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書、ノート、電卓

注意点

評価方法：前期と後期のそれぞれで行う中間と定期試験（計４回）の平均で評価し，６０点以上を合格とする．授業の
節目で行うレポートは実力をつけるために行うものと位置づける．
自己学習の指針：毎回授業後半に課題を提示するので，レポートとして提出すること．中間・定期試験には，その内容
が加味されることを前提とする．
オフィスアワー：月曜日と木曜日の16:20～17:20．その他空いている時間．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 蒸気原動機の特徴とランキンサイクル ランキンサイクルの形態を理解し，説明できる

2週 基本ランキンサイクルの熱力学的考察と熱効率の理論
算定式

ランキンサイクルの理論熱効率を熱力学の知識から求
めることが出来る

3週 ランキンサイクルの熱効率向上に関する理論的考察と
その対策法 ランキンサイクルの熱効率向上の方法を説明できる

4週 再生サイクルの説明とその理論熱効率 再生サイクルの理論熱効率を熱力学の知識から求める
ことが出来る

5週 再生サイクルに関する演習問題と再熱サイクルの概要
説明

再熱サイクルの理論熱効率を熱力学の知識から求める
ことが出来る

6週 再熱・再生サイクルの内容説明と演習問題 再生・再熱サイクルの理論熱効率を熱力学の知識から
求めることが出来る

7週 再熱・再生サイクルの内容説明と演習問題 再生・再熱サイクルの理論熱効率を計算できる
8週 前期中間試験

2ndQ

9週 ガスタービンの特徴とブレイトンサイクル ブレイトンサイクルを説明できる

10週 ブレイトンサイクルの熱力学的考察と理論熱効率 ブレイトンサイクルの理論熱効率を熱力学の知識から
求めることが出来る

11週 ブレイトンサイクルに関する各種の演習問題 ブレイトンサイクルの理論熱効率を計算できる

12週 熱効率向上を目指した排熱利用の再生ブレイトンサイ
クル

排熱利用の再生ブレイトンサイクルの説明と理論熱率
の計算ができる

13週 ジェットエンジンの説明と熱効率 ジェットエンジンの説明と理論熱効率の計算が出来る
14週 コンバインドサイクルの内容説明と熱効率 コンバインドサイクルの説明が出来る
15週 第9週以降で学んだ事柄に関する総合演習問題 コンバインドサイクルの理論熱効率が計算できる
16週 前期期末試験

後期 3rdQ

1週 熱移動の３つの基本形式（熱伝導、熱伝達、熱放射） 伝熱の基本形態を理解し、各形態における伝熱機構を
説明できる。

2週 熱伝導による伝熱量の算定式であるフーリエの法則式
の説明 フーリエの法則および熱伝導率を説明できる。

3週 定常熱伝導による伝熱量の算定法（平板、円管、球） 平板、円管、球の定常熱伝導について、熱流束、温度
分布、熱抵抗を計算できる。

4週 定常熱伝導による伝熱量の算定法（多重平板、多重円
管）

多層平板及び多重円管の定常熱伝導について、熱流束
、温度分布、熱抵抗を計算できる。



5週 対流熱伝達量の算定式であるニュートンの冷却法則式
の説明 ニュートンの冷却法則および熱伝達率を説明できる。

6週 オームの法則を用いた主に熱通過による伝熱量の算定 対流を伴う平板の定常熱伝導について、熱流束、温度
分布、熱通過率を計算できる。

7週 後期第1～6週で学んだ事柄に関する各種演習問題 対流を伴う平板の定常熱伝導について、熱流束、温度
分布、熱通過率を計算できる。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 伝熱促進を図るための拡大伝熱面による伝熱量の評価 伝熱促進の方法を説明できる
10週 フィン効率とこれを用いたフィンからの放熱量の算定 フィンを用いた放熱量を計算できる
11週 各種フィンの伝熱促進効果に関する演習問題 各種フィンを用いた放熱量を計算できる
12週 熱交換器による交換熱量の算定法 熱交換器の基本構造を理解し，説明できる

13週 ２重管式の並流形と向流形の熱交換器の特徴に関する
検討

２重管式の並流形と向流形の熱交換器の特徴を説明で
きる

14週 熱放射による伝熱量の算定法（ステファン・ボルツマ
ンの法則）

黒体の定義およびステファン・ボルツマンの法則を説
明できる。

15週 後期第９～１４週で学んだ事柄に関する総合演習問題 熱交換器（フィン及び2重管）に関する問題を解くこと
が出来る

16週 後期期末試験
評価割合

試験 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 制御工学
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 制御工学技術者のための理論・設計から実装まで （豊橋技科大高専制御教育連携ＰＪ，実教出版）
担当教員 中浦 茂樹
到達目標
1. 制御工学に関連する技術用語が理解できる．（A3）
2. 制御系において用いられる入出力信号のラプラス変換ができる．（A3）
3. 制御系の入出力特性を伝達関数として表現できる（A3）
4. 制御系の特性解析や安定性判別ができる．（A3）
5. PID制御器による制御系設計を行うことができる．（A3）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１）

制御系における，目標値・偏差・
操作量・制御量といった情報の意
味と役割を説明できる．

制御系における，目標値・偏差・
操作量・制御量といった情報の意
味と役割を理解できる．

制御系における，目標値・偏差・
操作量・制御量といった情報の意
味と役割を理解できない．

評価項目2
（到達目標２）

インパルス信号・ステップ信号な
ど制御系で多く用いられる時間信
号を始め，様々な時間信号に対す
るラプラス変換・ラプラス逆変換
を計算できる．

インパルス信号・ステップ信号な
ど制御系で多く用いられる時間信
号を始め，様々な時間信号に対す
るラプラス変換・ラプラス逆変換
を理解できる．

インパルス信号・ステップ信号な
ど制御系で多く用いられる時間信
号を始め，様々な時間信号に対す
るラプラス変換・ラプラス逆変換
を理解できない．

評価項目3
（到達目標３）

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を伝達関数と
して表現できる．

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を伝達関数と
して理解できる．

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を伝達関数と
して理解できない．

評価項目4
（到達目標４）

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を解析するこ
とができ，それを元にした安定性
判別を行うことができる．

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を理解するこ
とができ，それを元にした安定性
判別を理解できる．

１次遅れ系・２次遅れ系など制御
系で多く用いられる制御対象に対
し，その入出力特性を理解するこ
とができず，それを元にした安定
性判別を理解できない．

評価項目5
（到達目標５）

制御系で多く用いられるPID制御器
を用いて，１次遅れ系・２次遅れ
系に対して制御仕様を満たす制御
系を設計できる．

制御系で多く用いられるPID制御器
を用いて，１次遅れ系・２次遅れ
系に対して制御仕様を満たす制御
系を理解できる．

制御系で多く用いられるPID制御器
を用いて，１次遅れ系・２次遅れ
系に対して制御仕様を満たす制御
系を理解できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 制御工学において最も重要な概念であるフィードバックの本質的理解をすることを重点に，システムを伝達関数として

表現し，それをもとに安定性や制御器の設計を行う古典制御理論の基礎的内容を学習する．

授業の進め方・方法
予備知識：微積分や複素関数論などの解析学の基礎的な知識
講義室：5M教室
授業形式：講義
学生が用意するもの：ノート，関数電卓，配布した演習問題

注意点

評価方法：試験（前期中間，前期定期，後期中間，学年末）を90%，演習問題を10%により評価し，60点以上を合格と
する．
自己学習の指針：授業後の復習をしっかりと行い，宿題として配布する演習問題を独力で取り組む．これらの自己学習
時間は，十分に確保することが望ましい．また，試験前には，教科書および章末問題，演習問題の内容を本質的に理解
する．
オフィスアワー：木曜日と金曜日の17:00～，その他時間が空いている時はいつでも可
※到達目標の（　）内の記号はJABEE学習・教育到達目標

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 制御系の目的と基本構成，制御技術史 制御系の基本構成を説明できる
2週 ラプラス変換・ラプラス逆変換の復習 ラプラス変換・ラプラス逆変換を計算できる
3週 ラプラス変換を用いた微分方程式の解法 微分方程式を解くことができる

4週 機械系モデル 機械系モデルの基本要素を理解し，使用例を導出でき
る

5週 電気系モデル 電気系モデルの基本要素を理解し，使用例を導出でき
る

6週 プロセス系モデル プロセス系モデルの基本要素を理解し，使用例を導出
できる

7週 モデルの線形化 非線形モデルを線形化することができる
8週 中間試験 第1週から第7週目までの授業内容に到達できる

2ndQ

9週 伝達関数，ブロック線図による表現 様々なモデルを伝達関数として導出できる

10週 ブロック線図の基本結合，等価交換 ブロック線図を整理することで，等価な図を描くこと
ができる

11週 過渡応答 時間領域における過渡応答とはどういうものか理解で
きる

12週 入力信号の種類 時間応答を得る為に用いられる入力信号を理解できる

13週 基本要素のインパルス・ステップ応答 様々な基本要素のインパルス応答とステップ応答を導
出できる

14週 基本要素のインパルス・ステップ応答 様々な基本要素のインパルス応答とステップ応答を導
出できる



15週 基本要素のインパルス・ステップ応答 様々な基本要素のインパルス応答とステップ応答を導
出できる

16週 期末試験 第9週から第15週目までの授業内容に到達できる

後期

3rdQ

1週 周波数応答の概要 周波数領域における周波数応答を理解できる

2週 ベクトル軌跡 周波数応答の表現法であるベクトル軌跡を描くことが
できる

3週 ボード線図 周波数応答の表現法であるボード線図を描くことがで
きる

4週 安定性と極 システムの安定性と極の関係を理解できる
5週 開ループ系の安定判別法 ラウスの安定判別法を使うことができる
6週 フィードバック系の安定判別法 ナイキストの安定判別法を使うことができる
7週 安定余裕 ゲイン余裕と位相余裕を求めることができる
8週 中間試験 第1週から第7週目までの授業内容に到達できる

4thQ

9週 フィードバック制御系の過渡特性 システムの過渡応答や定常特性を導出できる
10週 フィードバック制御系の過渡・定常特性 システムの過渡応答や定常特性を導出できる
11週 フィードバック制御系の定常特性 システムの過渡応答や定常特性を導出できる
12週 極配置法による設計 極配置法により制御器を設計できる
13週 位相進み補償器の設計 位相進み補償器を理解し，設計できる
14週 位相遅れ補償器の設計 位相遅れ補償器を理解し，設計できる
15週 PID制御器の設計 PID制御器を理解し，設計できる
16週 期末試験 第9週から第15週目までの授業内容に到達できる

評価割合
試験 演習問題 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 90 10 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 8
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 前期:4 後期:6
教科書/教材 参考文献他
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,中江 道彦,森川 浩次,福田 孝之,石橋 真,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．研究の背景・関連研究について調査し，理解，説明できる。(D1)
２．研究遂行のための計画や方策を複合的にデザインできる。(D3)
３．基礎知識をもとに創造性を発揮し，実践的対応ができる。(D2)
４．研究成果を論文として論理的に記述することができる。(D4)
５．研究成果を分かり易く発表し，適切な質疑応答ができる。(C1,C2)
６．自主的にまた長時間継続的に遂行できる。(E1)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目６
（到達目標６） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ５か年間の技術教育の総まとめとして、各部門別の研究テーマに対して理論的もしくは実験的な解析能力を養い、論文

のまとめ方ならびに発表に仕方を習得する。

授業の進め方・方法
予備知識：専門科目で学んだ基礎知識を理解しておく。
講義室：機械工学科各実験室
授業形式：自主的研究
学生が用意するもの：作業服，作業靴,電卓，ノート，筆記用具，USBメモリ

注意点

評価方法：卒業研究の評価基準に従い，指導教官による７項目の評価（70％）と研究発表時の３項目による評価
（30％）の総合評価とし，６０点以上を合格点とする。
自己学習の指針：指導教員との連携を十分に行い，自主的に研究に取り組むこと。研究成果を論文としてまとめ，分か
りやすく発表できるようにすること。
オフィスアワー：随時

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 設定されたテーマの研究実施

１．研究の背景・関連研究について調査し，理解，説
明できる。
２．研究遂行のための計画や方策を複合的にデザイン
できる。
３．基礎知識をもとに創造性を発揮し，実践的対応が
できる。
４．研究成果を論文として論理的に記述することがで
きる。
５．研究成果を分かり易く発表し，適切な質疑応答が
できる。
６．自主的にまた長時間継続的に遂行できる。

2週 以下同じ 以下同じ
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週
2週



3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
態度 発表 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計製図Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 佐々木 壮一
到達目標
１，渦巻ポンプで揚水された水の配管における損失ヘッドの見積もりができる。
２，速度三角形、オイラーヘッド、滑り速度などターボ機械の基礎的な設計理論を理解できる。
３，与えられた設計仕様の機械を流体力学の計算に基づいて設計できる。
４，設計製図の基礎知識JIS規格製作工程および設計寸法を総合的に考慮した製図ができる。
５，三次元ＣＡＤを利用して設計図から三次元のモデルを作成することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標１，２）

管路で生じる圧力損失を正確に見
積もることがができる．流体力学
の知識に基づいてポンプ性能を設
計段階で評価することができる．

管路で生じる圧力損失をおおむね
見積もることがができる．演習の
手順に従って，ポンプ性能を部分
的に評価することができる．

管路で生じる圧力損失を見積もる
ことができない．ポンプ性能を評
価することができない．

評価項目2
（到達目標３）

ポンプの羽根車とケーシングの形
状を流体工学の理論に基づいて設
計することができる．二次元の設
計図を機械設計の基礎知識および
ＪＩＳ規格に基づいてＣＡＤで製
図することができる。

ポンプの羽根車およびケーシング
の形状を演習の手順に沿って設計
することができる．二次元の設計
図をＣＡＤで製図することができ
る。

ポンプの羽根車とケーシングの形
状を設計することができない．二
次元の設計図をＣＡＤで製図する
ことができない。

評価項目3
（到達目標４，５）

ケーシングのような流線形の形状
含む，渦巻きポンプの複数の部品
を三次元ＣＡＤによってアセンブ
リすることができる。

二次元の設計図に基づいて羽根車
，軸継手，主軸など直線的な部品
を三次元ＣＡＤで作成することが
できる。

三次元ＣＡＤを使って渦巻きポン
プの主要部品を作成することがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
任意の設計条件で渦巻ポンプの設計書を作成し、この設計書に基づいて羽根車と渦型室をＣＡＤで製図する．ターボ機
械の設計を通して、設計製図と流体工学の応用について学ぶ．また、３Ｄ－ＣＡＤを利用して三次元モデルの作成につ
いて演習する．

授業の進め方・方法

予備知識：流体工学、設計製図、ＣＡＤソフトウェアの基本操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
講義室：ICT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
授業形式：講義，設計計算，製図，3D-CAD製図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
学生が用意するもの：ノート，筆記用具，電卓，フラッシュメモリー

注意点

評価方法：設計書40％，設計図および三次元ＣＡＤ60％により総合的に評価し，総計が６０点以上を合格とする．　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
自己学習の指針：各自与えられた設計仕様に基づいて，「渦巻きポンプ」の設計書を完成させる． 同設計書の設計寸法
から「羽根車」，「渦巻きケーシング」の2次元の設計図をCADで製図させる．
二次元の設計図から三次元CADソフトを利用して「渦巻きポンプ」の3Dモデルを製作させる．
オフィスアワー：火曜日の１２時３０分～１３時００分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 羽根車の設計(1)，渦巻ポンプの揚水原理，損失の評価
，キャビテーション 水力学に基づく渦巻きポンプの基本設計

2週 羽根車の設計（２），速度三角形、すべり速度，オイ
ラーヘッド 流体力学に基づく羽根車の設計

3週 羽根車の設計（３），三円弧法による羽根曲線，メリ
ディアン輪郭 三円弧法による羽根形状，羽根車の二次元図面の製図

4週 羽根車の製図（１） 羽根車の二次元図面の製図
5週 羽根車の製図（２） 羽根車の二次元図面の製図

6週 スクロールケーシングの設計（１），吸い込みカバー
，強度計算，吐き出し口フランジ スクロールケーシングの強度設計

7週 スクロールケーシングの設計（２），スクロール形状
の作図 スクロールケーシングの強度設計

8週 スクロールケージングの製図(1) スクロールケーシングの二次元図面の製図

2ndQ

9週 スクロールケージングの製図(2) スクロールケーシングの二次元図面の製図

10週 三次元ＣＡＤ（１），フランジ型たわみ軸継手の設計
，ＪＩＳ規格 三次元ＣＡＤの基礎演習，穴あけ，押し出し，回転

11週 三次元ＣＡＤ（２），主軸の設計，軸受けの選定 三次元ＣＡＤの基礎演習，二次元図面への変換

12週 三次元ＣＡＤ（３），羽根車のモデリング 三次元ＣＡＤの総合演習，二次元図面から三次元モデ
リング

13週 三次元ＣＡＤ（４），羽根車のモデリング 三次元ＣＡＤの総合演習，回転複写，二次元図面への
変換

14週 三次元ＣＡＤ（５），スクロールケージングのモデリ
ング

三次元ＣＡＤ総合演習，基準面の作成，流線形状のモ
デリング

15週 三次元ＣＡＤ（６），スクロールケージングのモデリ
ング 三次元ＣＡＤ総合演習，部品のアセンブリ



16週
評価割合

レポート 合計
総合評価割合 100 100
基礎的能力 100 100



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 設計製図Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 機械製図(検定　実教出版 1年次購入）　、自作プリント
担当教員 石橋 真
到達目標
各自に与えられた設計条件下において、手巻きウィンチの設計を設計計算書として期限内に正しくまとめることができる。(A4,D4)
上記設計計算書に基づいて、手巻きウィンチの設計図面（3D-CAD、2D-CAD）として期限内に正しく作成することができる。(A4,D4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
設計計算書を正しく提出期限内に
作成できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

設計図面（3D-CAD）を正しく提
出期限内に作成できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

設計図面（2D-CAD）を正しく提
出期限内に作成できる。

自らの力で、指導を受けずに、で
きる 指導を受ければ、できる 指導を受けても、できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 手巻きウィンチの設計および製図（2D,3D-CAD）を通して、手巻きウィンチ機構全体の設計手法を学ぶ．
授業の進め方・方法 講義室：ICT3

注意点

評価基準 設計計算書（50％)と製図（50％）の両方で評価し、60点以上を合格とする。
ただし、指定された製図は全て提出しなければならない。未提出の場合は原則として不合格。
講義の内容を理解するために，しっかりと授業中のノートをとり，ノートと教科書での予習復習を行うこと。
設計製図Ⅱ用ノート、USBメモリを準備のこと
オフィスアワー
火:16～17時＆木：16～17時

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 シラバスの説明
3D-CAD操作方法（tutorial） 3Ｄ-ＣＡＤで簡単な形状をソリッドモデル化できる。

2週 ワイヤー・巻胴・歯車の設計
3D-CADモデリング演習 手巻きウインチの設計法を理解できる。

3週 軸、ブレーキ、フレームの設計
3D-CADモデリング演習 手巻きウインチの設計法を理解できる。

4週 設計計画書、　　表計算ソフトによる設計計算 3Ｄ-ＣＡＤによるモデリングができる。
5週 表計算ソフトによる設計計算 表計算ソフトを利用した設計計算ができる。
6週 表計算ソフトによる設計計算 表計算ソフトを利用した設計計算ができる。
7週 設計計画書見直し 　表計算ソフトによる設計計算 表計算ソフトを利用した設計計算ができる。

8週 下書き・計画図　　3D-CADによるモデリング 設計計算に基づき３Ｄ-ＣＡＤによる機械部品のモデリ
ングができる。

2ndQ

9週 3D-CADによるモデリング 設計計算に基づき３Ｄ-ＣＡＤによる機械部品のモデリ
ングができる。

10週 3D-CADによるモデリング 設計計算に基づき３Ｄ-ＣＡＤによる機械部品のモデリ
ングができる。

11週 3D-CADによるアセンブリ モデリング部品を３D-CADで組立てることができる。

12週 設計計画書見直し　部品の組立　　二次元図面作成演
習 モデリング部品を3D-CADで組立てることができる。

13週 モデルの運動シミュレーション確認　二次元図面作成 シミュレーションにより組立てた機械の動作確認がで
きる。

14週 二次元図面作成 二次元図面が作成できる。
15週 設計計算書、図面、設計計画書提出 図面を完成するすることができる。
16週

評価割合
設計計算書 製図 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 文献講読
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 配布プリント
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．機械工学の基礎的な英語の文献を音読できる。(A3,C4)
２．英語文献の内容を理解できる。(A3,C4)
３．英語文献の内容について説明できる。(A3,C4)
４．英語文献の内容について，分かり易く日本語で記述できる。(A3,C4)
５．辞書を有効に活用できる。(A3,C4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 卒業研究に従事する各専門分野に関係の深い，外国語の文献を読解し，理解する能力を養う。

授業の進め方・方法
予備知識：英文法の基礎
講義室：機械工学科各実験室
授業形式：輪講形式
学生が用意するもの：配布プリント，辞書，筆記用具

注意点
評価方法：レポート(40%)，試験，和訳発表状況等(60%)をそれぞれ評価し，その総合評価で，６０点以上を合格とす
る。
自己学習の指針：各テーマごと予習を行い、必要に応じて調査し準備しておくこと。
オフィスアワー：毎週金曜日の午後４時から５時まで。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 各部門は，次の教材を使用する。

１．機械工学の基礎的な英語の文献を音読できる。
２．英語文献の内容を理解できる。
３．英語文献の内容について説明できる。
４．英語文献の内容について，分かり易く日本語で記
述できる。
５．辞書を有効に活用できる。

2週
１．材料力学部門
　S. TIMOSHENKO and D. H. Young，"Elements
of Strength of Materials"

以降同じ

3週 ２．工作部門
　Paul H. Black "Theory of Metal Cutting"

4週
３．メカトロ部門
　Karl Johan Astrom & Richard M.Murray　
"Feedback Systems -An Introduction for Scientists
and Engineers-"

5週 ４．機械力学部門
　A. H. CHURCH, "Mechanical　Vibrations"

6週

５．熱工学部門
　D. BUTTERWORTH and G. F. HEWITT， "Two-
Phase Flow and Heat Transfer" Harwell Series,
United Kingdom Atomic Energy Authority Reseach
Group

7週
６．流体工学部門
　WHITTLE， "The True Story by JOHN GOLLEY
(Airlife ENGLAND)"

8週 以降同じ

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



評価割合
レポート 発表 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 40 60 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 機械工学特別演習
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 藤田 明次,西口 廣志,森川 浩次,福田 孝之,森田 英俊,中浦 茂樹,貞弘 晃宜,松山 史憲,中島 賢治
到達目標
１．関係する工学の事象について，情報を収集することができる。(A3,C4)
２．集められた情報をもとに，状況を的確に分析できる。(A3,C4)
３．与えられた目標を達成するための解決方法を考えることができる。(A3,C4)
４．自主的にまた長期間継続的に遂行できる。(A3,C4)
５．成果を分かり易く記述することができる。(A3,C4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
（到達目標１） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目2
（到達目標２） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目3
（到達目標３） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目４
（到達目標４） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

評価項目５
（到達目標５） 十分にできる。 ある程度できる。 できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 卒業研究に従事する各専門分野に関係の深い項目について調査し，学習する。

授業の進め方・方法
予備知識：機械工学全般の知識
講義室：機械工学科各実験室
授業形式：輪講形式
学生が用意するもの：電卓，ノート，筆記用具，配布プリント

注意点
評価方法：試験あるいは調査内容説明（それぞれ５段階評価）（70％），レポート（30％）により総合評価し，６０点
以上を合格とする。
自己学習の指針：必要に応じて文献等調査し、演習内容が理解できるレポートを提出する。
オフィスアワー：毎週金曜日の午後４時から５時まで。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 設定されたテーマで学習実施

１．関係する工学の事象について，情報を収集するこ
とができる。
２．集められた情報をもとに，状況を的確に分析でき
る。
３．与えられた目標を達成するための解決方法を考え
ることができる。
４．自主的にまた長期間継続的に遂行できる。
５．成果を分かり易く記述することができる。

2週 以降同じ 以降同じ
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験・発表 レポート 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 材料力学特論
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 配布プリント／参考書：破壊力学（オーム社），続々実際の設計（日刊工業）
担当教員 藤田 明次
到達目標
機械設計に必要な材料力学の基礎的事項を説明できる。
機械的性質を調べる各種試験法を説明できる。
金属疲労の概要を説明できる。
破壊の法則を説明できる。
応力集中と応力拡大係数を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

機械設計に必要な材料力学の基礎
的事項を説明できる。

弾性変形，塑性変形の特徴，定義
，関連性，などを説明できる。機
械的強度の温度依存性，ひずみ速
度依存性，結晶粒度依存性などを
理解し，説明が行える。

弾性変形，塑性変形の特徴，定義
，関連性，などが理解できる。機
械的強度の温度依存性，ひずみ速
度依存性，結晶粒度依存性などが
概略理解できる。

弾性変形，塑性変形の特徴，定義
，関連性，などを理解できない。
機械的強度の温度依存性，ひずみ
速度依存性，結晶粒度依存性など
がわからない。

機械的性質を調べる各種試験法を
説明できる。

引張試験，衝撃試験，高サイクル
疲労試験，低サイクル疲労試験
，クリープ試験，クリープ破断試
験，破壊靭性試験について理論的
裏付けに基づき説明が行える。

引張試験，衝撃試験，高サイクル
疲労試験，低サイクル疲労試験
，クリープ試験，クリープ破断試
験，破壊靭性試験について理解で
きる。

引張試験，衝撃試験，高サイクル
疲労試験，低サイクル疲労試験
，クリープ試験，クリープ破断試
験，破壊靭性試験について理解で
きない。

金属疲労の概要を説明できる。
高サイクル疲労並びに低サイクル
疲労を理解し，その上で実際の金
属における疲労損傷現象について
理解し，説明が行える。

高サイクル疲労並びに低サイクル
疲労を理解し，その上で実際の金
属における疲労損傷現象について
概略理解している。

高サイクル疲労並びに低サイクル
疲労を理解できていない。また
，実際の金属における疲労損傷現
象も理解していない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 機械構造物の設計に必要な安全性と信頼性の評価に関する事項を学習する。

授業の進め方・方法
予備知識:機械材料学，材料力学，機械設計法
講義室：５M教室
授業形式：講義，演習

注意点
評価方法：中間・定期試験（２回）により評価し，６０点以上を合格とする。
自己学習の指針：授業後に必ず復習をする。宿題などの演習問題を解くこと。
学生が用意するもの：講義用ノート，電卓
オフィスアワー：火曜および木曜１６：００～１７：００

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 応力とひずみ，弾性係数  金属材料の機械的性質の評価方法を理解できる。

2週 機械設計法の基礎と安全率（各種損傷事例紹介） 各種実機損傷事例を認識し，機械設計法の考え方を理
解できる。

3週 衝撃試験と脆化現象，ねじり試験，硬さ試験 高温機器部材の許容応力の考え方を理解し，高温構造
設計の基礎が理解できる。

4週 高温引張試験，クリープ試験，引張許容応力の決め方 高温機器部材の許容応力の考え方を理解し，高温構造
設計の基礎が理解できる。

5週 金属疲労（高，低サイクル疲労） 振動応力や熱疲労などの疲労現象を理解できる。

6週 金属疲労（線形累積損傷則） 実機損傷に応用できる疲労損傷解析技術が理解できる
。

7週 静的強度と疲労強度 静的強度と疲労強度を理解し，実機部品の疲労損傷寿
命評価が行える。

8週 後期中間試験

4thQ

9週 破壊力学，破壊じん性値，衝撃特性との相関関係 破壊靭性の測定法を把握し，脆性破壊現象への線形破
壊力学の応用が行える。

10週 応力集中係数と応力拡大係数 応力集中係数と応力拡大係数の概念を理解し，設計技
術として利用できる。

11週 弾塑性破壊靭性値 JIC試験による破壊靭性値の導出とKIC値との関係を理
解できる。

12週 破壊の法則 過去に経験した損傷事故例に基づいて，失敗学を学び
，安全な設計について理解できる。

13週 環境と機器寿命 環境と構造部材の寿命の関係を理解して，種々の環境
における設計が理解できる。

14週 損傷形態と破壊原因（フラクトグラフィー，断面組織
） 破面の特徴から損傷の形態と破壊原因が判断できる。

15週 小規模降伏現象 平面ひずみ条件および平面応力条件における小規模降
伏現象が理解できる。

16週 後期期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 熱工学特論
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 使用せず（自作のノートによって講義する）
担当教員 松山 史憲
到達目標
１．熱機関の基本原理が理解できる．（A4）
２．内燃機関（ガソリン，デイーゼル）の作動原理と熱力学に基づいた性能評価を説明できる．（A4）
３．スターリングエンジンの作動原理や特徴を説明することができる．（A4）
４．冷凍機の基本原理が説明できる．（A4）
５．蒸気圧縮冷凍機および吸収冷凍機の構成装置やその作動原理を説明することができる．（A4）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（到達目標1，2，3）
内燃機関（ガソリン，デイーゼル
）やスターリングエンジンの作動
原理と熱力学に基づいた性能評価
を説明できる．

内燃機関（ガソリン，デイーゼル
）やスターリングエンジンの作動
原理と熱力学に基づいた性能評価
を理解できる．

内燃機関（ガソリン，デイーゼル
）やスターリングエンジンの作動
原理と熱力学に基づいた性能評価
を理解できない．

評価項目2（到達目標4） 冷凍機の基本原理が説明できる 冷凍機の基本原理が理解できる 冷凍機の基本原理が理解できない

評価項目3（到達目標5）
蒸気圧縮冷凍機および吸収冷凍機
の構成装置やその作動原理を説明
することができる

蒸気圧縮冷凍機および吸収冷凍機
の構成装置やその作動原理を理解
できる

蒸気圧縮冷凍機および吸収冷凍機
の構成装置やその作動原理を理解
できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 熱機関（ガソリン機関，デイーゼル機関，蓄熱機関）及び冷凍機とヒートポンプの構造と作動原理を学ぶと共に，サイ

クルの熱力学的考察を通して各種機関の性能について検討する．

授業の進め方・方法
予備知識： 熱力学の基礎知識と簡単な微積分を理解しておくこと．
講義室：5M教室
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：ノート、電卓

注意点

評価基準：中間試験と定期試験の２回の平均が６０点以上の場合を合格とする．授業内容の節目で行うレポートはあく
まで実力を付けさせるためのものと位置づける
自己学習の指針：毎回授業後半に課題を提示するので，レポートとして提出すること．中間・定期試験には，その内容
が加味されることを前提とする．
オフィスアワー：月曜日と木曜日の16:00～17:00．その他空いている時間．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 熱機関の発達史と分類法 熱機関の分類が説明できる
2週 熱機関の一般的な基本原理と性能評価法 熱機関の一般的な基本原理を説明できる

3週 ４サイクルと２サイクル内燃機関の作動原理と特徴 ４サイクルと２サイクル内燃機関作動原理と特徴が説
明できる

4週 オットーサイクルの熱力学的考察 オットーサイクルが説明できる
5週 ガソリン機関に関する各種演習問題 オットーサイクルの理論熱効率が計算できる
6週 デイーゼルサイクルの作動原理と熱力学的考察 ディーゼルサイクルが説明できる
7週 デイーゼル機関に関する各種演習問題 ディーゼルサイクルの理論熱効率が計算できる
8週 中間試験

4thQ

9週 サバテサイクルに関する熱力学的考察と演習問題 サバテサイクルが説明できる
10週 蓄熱過程を持つ各種熱機関の作動原理と熱力学的考察 蓄熱過程を持つ熱機関のサイクルが説明できる
11週 スターリング機関の運転実演と熱力学的考察 スターリング機関のサイクルが説明できる
12週 冷凍機及びヒートポンプの一般原理と性能評価 冷凍機・ヒートポンプの成績係数を計算できる。
13週 蒸気圧縮冷凍機の作動原理とサイクルの熱力学的考察 蒸気圧縮冷凍機のサイクルを説明できる

14週 Ｐｈ蒸気線図を用いた蒸気圧縮冷凍機に関する演習問
題

蒸気圧縮冷凍機のサイクルをＰｈ蒸気線図を用いて説
明できる

15週 吸収冷凍機の作動原理 吸収冷凍機の作動原理を説明できる
16週 期末試験

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0



佐世保工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 メカトロニクスⅡ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 Interface編集部（偏）：動かしながら学ぶ RX マイコン活用法, CQ出版, 2012.
担当教員 貞弘 晃宜
到達目標
1. マイコンを構成する技術とその用語を理解し、適切に利用できる。(A-4)
2. マイコンプログラミングに必要なポインタ・構造体・共用体を用いたプログラムができる。(A-4)
3. マイコンにおける基礎的なプログラムと実行ができる。(A-4)
4. マイコンのハードウェアマニュアルを読み、タイマ・割り込み・DIO, AD, PWM などを用いたプログラムができる。(A-4)
5. マイコンを用いて、なんらかの用途を想定した、応用プログラムが実装ができる。(A-4)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
（到達目標1）

マイコンを構成する技術と用語の
みならず、その周辺における技術
と用語も理解し、適切に利用でき
る。

マイコンを構成する技術とその用
語を理解し、適切に利用できる。

マイコンを構成する技術とその用
語を理解していない。

評価項目2
（到達目標2）

ポインタ・構造体・共用体を組み
合わせたプログラムができる。

ポインタ・構造体・共用体を用い
たプログラムができる。

ポインタ・構造体・共用体を用い
たプログラムができない。

評価項目3
（到達目標3）

状況に応じたプログラムの実行が
できる。

マイコンにおける基礎的なプログ
ラムと実行ができる。

マイコンにおける基礎的なプログ
ラムと実行ができない。

評価項目4
（到達目標4）

ハードウェアマニュアルを読み、
指示されていないインターフェー
スに関してもそのプログラムがで
きる。

ハードウェアマニュアルを読み、
指示されたインターフェースを用
いたプログラムができる。

ハードウェアマニュアルを読み、
指示されたインターフェースを用
いたプログラムができない。

評価項目5
（到達目標5）

マイコンを用いた、動的システム
に対する応用プログラムが実装で
きる。

マイコンを用いて、なんらかの用
途を想定した、応用プログラムが
実装ができる。

マイコンを用いた応用プログラム
の実装ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 現代的な機械に必須であるマイコンについて学び、その利用方法について修得する。また、その応用として自ら考案す

るマイコンを用いた実用的なシステムを構成する。

授業の進め方・方法
予備知識：・(1)1～3M 情報処理I の知識(2)5M 制御工学の知識(3)5M　メカトロニクスI の知識
講義室：ICT3
授業形式：講義と演習
学生が用意するもの：教科書付属の基盤、USBメモリ

注意点

評価方法：下記評価割合により 60点以上を合格とする。
自己学習の指針：既存の制御工学やメカトロニクスI の内容の復習を行ったうえで授業に望み、実習課題はできる限り自
力で取組むこと。自宅においても付属のCD-ROMにより開発環境を構築し、授業時間以外でも作業することが望ましい
。
オフィスアワー：木曜16:00-17:00

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 シラバスの説明；マイコンとは何か マイコンとは何か理解している。
2週 半田付けと基盤の作成 自らのマイコン基盤を半田付けにより作成する。

3週 簡単なプログラムのビルド マイコンを用いた簡単なプログラムの作成と実行がで
きる。

4週 ポインタ ポインタをもちいたプログラムが読み書きできる。

5週 構造体・共用体 構造体・共用体をもちいたプログラムが読み書きでき
る。

6週 タイマの利用 DIOとタイマを用いた簡単なプログラムができる。
7週 割り込みの利用 割り込みを用いた簡単なプログラムができる。
8週 ポテンショメータによる回転角度の検出1 AD変換器を用いた簡単なプログラムができる。

4thQ

9週 ポテンショメータによる回転角度の検出2 同上

10週 DCモータの駆動1 PWM制御について理解し、それを用いたプログラムが
できる。

11週 DCモータの駆動２ 同上

12週 マイコンを用いた応用プログラムの実装１ ここまでで習得した知識と技能を活かした、実用的応
用プログラムを考案し、実装する。

13週 マイコンを用いた応用プログラムの実装２ 同上
14週 マイコンを用いた応用プログラムの実装３ 同上
15週 マイコンを用いた応用プログラムの実装４ ３週にわたって行った実装の発表を行う。
16週 期末試験

評価割合
試験 発表 レポート 合計

総合評価割合 50 15 35 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 50 15 35 100



分野横断的能力 0 0 0 0


